
アイ・エス建築企画

図 番 図  面  名  称

機械設備

M- 01

M- 02

M- 03

特記仕様書1

特記仕様書2

M- 04

図 番

E- 02

E- 03

E- 04

電気設備

図  面  名  称

E- 01

電気設備工事 特記仕様書(2)

E- 05

E- 06

E- 07

電気設備工事 特記仕様書(1)

図 番 図  面  名  称

構 造

S- 01

S- 02

S- 03

S- 04

S- 05

S- 06

S- 07

S- 08

S- 09

鉄筋コンクリート構造配筋標準図

鉄骨構造工作標準図

図 番

意 匠

図  面  名  称

A- 01

A- 03

A- 04

特記仕様書(1)

特記仕様書(3)

特記仕様書(4)

A- 06

A- 07

A- 08

A- 09

A- 10

A- 11

A- 12

A- 13

A- 14

A- 05

A- 02 特記仕様書(2)

A- 15

A- 16

電気設備　配置図

盤図・照明器具姿図

幹線コンセント設備　平面詳細図

電灯設備　平面詳細図

弱電設備　平面詳細図

平面詳細図（空調・換気）

配置図（衛生）

M- 05 平面詳細図（衛生）

図 番 図  面  名  称

解 体

特記仕様書（解体1）

特記仕様書（解体2）

大 矢 知 分 団 車 庫 改 築 工 事

概要書、求積図、仕上表

付近見取図・配置図

平面図・立面図・断面図

平面詳細図、天井伏図

断面詳細図1

断面詳細図2

階段断面詳細図

展開図　1

展開図　2

建具表

各部詳細図

ホース乾燥塔詳細図(参考図)

ウルトラコラム工法　特記仕様書

特記仕様書、基礎・地中梁・スラブリスト

QLデッキ合成スラブ設計・施工標準

鉄骨詳細図・2

鉄骨詳細図・1S- 10

S- 11

鉄骨部材リスト

各通り軸組図

各階伏図

ボーリング柱状図

S- 12 鉄骨詳細図・3

K- 01

K- 02

K- 03 解体　付近見取図・配置図・仕上表

プレハブ物置詳細図(参考図)

K- 04

K- 05

K- 06

K- 07

K- 08

K- 09

K- 10

K- 11

K- 12

平面図・立面図・外トウ、ヘルメット掛け詳細図

断面図

展開図

天井伏図・建具表

基礎伏図・基礎詳細図

小屋伏図・軸組図

電気設備　配置図・平面図

機械設備　配置図・平面図

ホース乾燥塔

仮設計画図(参考図)



総　　　　則

工 事 概 要

１. 共通仕様

２．特記仕様

（１)項目は、〇印の付いたものを適用する。

（２)特記事項は、・印の付いたものを適用する。

    ・印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

    ・印と※印の付いた場合は、共に適用する。

（３)特記事項に記載の ( . . ) 内表示番号は、標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

（４)特記事項に記載の(別 . . )は、(5.3.7)による別図「各部配筋」の当該項目を示す。

工事名

四日市市都市整備部営繕工務課

図面番号日付 図面名 縮尺

一級建築士　登録　第　　　　　　　　号

特記仕様書（１）  

/四日市市諏訪町１番５号

※提出書類はＡ４版とする。

※産業廃棄物税

産業廃棄物が、課税対象となった場合には、翌年度に産業廃棄物税納税証明書等を添付

して、本工事により生じた産業廃棄物税相当分を請求することができる｡

 部分完成 ・無　・有（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・無　・有（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 部分引渡し

１．保険及び保証 ・建築工事保険　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （保険証の写しを提出）

・請負業者賠償責任保険　　　　　　　　　 　　　　　（保険証の写しを提出）

                       　　　  ( ・管理財物担保特約に加入のこと）

・法定外労災補償制度　　　　　　　　　　　　　 （加入証明書の写しを提出）  ２ ． 建 設 共 済 等

・建設業退職金共済制度　 当初請負金額が500万円以上の場合は、掛金収納書を提出する

　　　　　　　　　　　　 こと。また、増額の契約変更があった場合についても、その分

　　　　　　　　　　　　 を提出すること。 共済証紙購入額　　 請負金額の1/1000以上

なお、他の退職金制度に加入している等、共済証紙を購入する必要がない場合は、

理由書の提出をもって共済証紙の購入を不要とする

※資材の購入及び下請け業者の選定に際しての留意事項

資材の購入及び工事の一部を下請け業者にて施工する場合、業者の選定に際しては、

出来る限り市内業者を優先させること。

項　　　　目 特　　  記 　 　事　  　項章

1 適用基準等

※工事写真撮影ガイドブック 建築工事編及び解体工事編
１
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2 工事実績情報の登録 ※請負金額が500万以上は登録の手続きを行うこと。　　 　                     (1.1.4)

3 品質計画 ※建築基準法に基づく風圧区分等を必要とする場合は次による。                 (1.2.2)

　風速 (Ｖo)＝34 ｍ毎秒

  地表面粗度　　　※Ⅲ (Zb=5 Zg=450 α=0.20)

                  ・Ⅱ (Zb=5 Zg=350 α=0.15)

  積雪区分        ・30 cm    ・40 cm   ・             

・適用する　　・適用しない                                                 (1.3.3)4 電気保安技術者

事業用電気工作物に係る工事の電気保安技術者は、その電気工作物の工事に必要な

電気主任技術者の資格を有する者又はこれと同等の知識及び経験を有する者とする

一般電気工作物に係る工事の電気保安技術者は、第一種又は第二種電気工事士の資格を

有する者とする

5-1 週休2日制工事
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3 セメントの種別 ※普通ポルトランドセメント又は混合セメントのＡ種          (6.3.1)(6.13.2)(表6.3.1)

・高炉セメントＢ種　　　　　　・フライアッシュセメントＢ種

・早強ポルトランドセメント　　・普通エコセメント

4 骨材の種類 アルカリシリカ反応による区分    ※Ａ                   　　         (6.3.1)(6.5.4)

　　フェロニッケルスラグ細骨材等　　※使用しない　・使用（部位：　　　　　）

5 混和材料 ※混和剤は、JIS A 6204（コンクリート用化学混和剤）によるＡＥ剤、 (6.3.1)(6.3.2)

　ＡＥ減水剤又は高性能ＡＥ減水剤とする。

・混和材　　※フライアッシュ(JIS A 6201)

(6.3.2)(表6.3.2)(6.12.2)6 調合管理強度

                                               （普通ポルトランドセメント）
2  打  設  期  間   補正値(N/mm )     備　考

3/ 1～7/9 　 9/ 9～11/23      3.0

      11/24～2/28      6.0

   暑中コンクリート       7/10～9/ 8      6.0

５
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1 コンクリートの種類 種別

※ I 類      ・ Ⅱ 類                               (6.2.1)(6.4.1)(6.4.3)(表6.2.1)

普通コンクリートの気乾単位容積質量　・2.1t/m3を超え2.5t/m3以下　・　　　　 (6.2.3)・

仕上りの平たんさ種別　　　　・ａ種　　・ｂ種　　・ｃ種　　　　　　(6.2.5)(表6.2.5)

2 設計基準強度 普通コンクリート                                                           (6.2.2)

     施  工  箇  所設計基準強度Ｆc(N/mm2 )

※ 21

・ 24

12 機械吊上げ用フック

13 圧接完了後の検査 検査方法　　・引張試験　　※超音波探傷試験                         (5.4.3)(5.4.10)

11 はり貫通孔の補強 補強形式　　  ・Ｈ 形　 ・Ｍ 形    ・ＭＨ形　　 ・図 示        (別図7.1)(表7.1～3)

　　　　　　  ・既製型　　　建設技術評価規定において評価を取得したもの又は、( )　　　　　　　　　　　　　　(財)日本建築センターの評価を取得した製品

1 鉄筋の種類 　　                                                              (5.2.1)(表5.2.1)

　種類の記号 　　　呼び名 (mm)

 ・ＳＤ295 　※ Ｄ16以下

 ・ＳＤ345 　※ Ｄ19以上

2 溶接金網 　網目の形状 （※正方形 　　　　　　　・　　　　　　　　　　　）           (5.2.2)

3 材料試験 ※JIS規格品については径の異なるごとに２ｔ未満の場合は規格証明書            (5.2.3)

　の提出を省略することができる。

4 継手及び定着 鉄筋の継手方法                                                             (5.3.4)

　※径Ｄ19mm以上の柱、梁の主筋はガス圧接、その他は重ね継手

　・重ね継手
　　・柱、はり主筋のかさね継手長さ　（　　　　　　　）

定着

5 耐久上不利な箇所等 ・耐久性上不利な箇所の鉄筋の最小かぶり厚さは下記による。                   (5.3.5)

  の鉄筋のかぶり厚 施 工 箇 所 等          最小かぶり厚さ (mm)

6 各部配筋 各部配筋参考図１節[基礎及び基礎梁の配筋]から７節[梁貫通孔及びその他の配筋]に準じる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5.3.7)

7 杭頭の補強方法 ・Ａ 形   　　・Ｂ 形   　　※図 示                                      (別図1.1)

8 帯筋 帯筋の形状                                                               (別図2.2)

・Ｈ 形 　・Ｗ－I 形 　※ＳＰ形（スパイラル筋)  ・丸 形

9 ハンチの傾斜 ・ハンチの傾斜　　　（※１：４　　　・　　　　　　）                     (別図3.1)

10 壁開口部補強の種別 一般型　（　・Ａ形　　　　※Ｂ形　　　　・図示　）                       (別図4.2)

耐震壁　（　※図示　　　　　　　　　　　　　　　）

7 割り石，砂，砂利 ・砂利地業　　　　　　　厚さ (mm)　　 ・60　　  　　・図示による           (4.6.3)

  捨コンクリート地業 　　　　　　　          ※再生クラッシャラン（40～0）    ・切込み砕石

・捨コンクリート地業　  厚さ (mm)　　 ・50　　  　　・図示による           (4.6.4)

・床下防湿層　　　ポリエチレンフィルム　厚 0.15mm                          (4.6.5)

    施工場所   ※建物内の土間スラブ及び土間コンクリート下(ピット下を除く)

　　根入れ深さ　　　　　　　　　　　　　・1m以上　　　 　・（　　　　　　　　）

　　杭の水平方向の位置ずれの精度　　　　・　　mm以下　　 ・（　　　　　　　　）

　　孔壁の超音波測定器による確認　　　　・行う　　　     ・行わない

鉄筋の種別　　　５章鉄筋工事の鉄筋の種類による　   　                  　(4.5.4)

鉄筋のかぶり厚さ (mm)  　　※100　　　

掘削工法　　　・                                                    (4.5.5)(4.5.6)

6 場所打ちコンク コンクリートの設計基準強度 、種別                                 (4.5.4)(表4.5.1)

  リート杭地業       (・          N/mm2 ) (・Ａ種   ・Ｂ種 　・図示による)

セメントの種類  ６章コンクリート工事のセメントの種類による
2

構造体コンクリートの強度と供試体の強度の差を考慮した割増は　　　　N/㎜

　　掘削深さ　　　　　　　　　　　　　　・1.5m程度　　　・（　　　　　　　　）

　　根入れ深さ　　　　　　　　　　　　　・1m以上　　　　・（　　　　　　　　）

　　杭の水平方向の位置ずれの精度　　　　※100mm以下　　 ・（　　　　　　　　）

・セメントミルク工法

　　　試験掘

　　　※行う　　（　　　　　ヶ所）

施工方法                                                            (4.3.4)(4.3.5)

・特定埋込杭工法

  　工法　　　・プレボーリング拡大根固め工法　　・中堀拡大根固め工法

　　H13国交告1113号第6号による支持力算定式でα＝250程度を採用できる工法

　　杭周固定液　　　・使用する

　　根入れ深さ　　　　　　　　　　　　　・1m以上　　　　・（　　　　　　　　）

　　杭の水平方向の位置ずれの精度　　　　※100mm以下　　 ・（　　　　　　　　）

1.適用基準 本特記事項に個別に記載の適用基準に加え、以下の基準を適用する。

国土交通省告示第468号　「基礎ぐい工事の適正な施工を確保するために講ずべき措置」

(平成28年3月4日)

2.施工記録 受注者は、杭の施工期間中は、1週間ごとに、その週に施工した杭の施工記録をとりまとめ、

翌週以内に監督職員に、工事打合せ簿を添付したうえで提出し、確認を受けること。

また電流値が記録されたチャート紙等の原本を合わせて提示し、必ず監督職員の確認

を受けること。

なお、取得すべき施工記録が取得できない場合に、当該施工記録に代替する記録を確保

するための手法については、施工計画書に明記しておくこと。

共通仕様書、特記仕様書及びその他基準書等の定めにより作成した施工管理資料の3.根拠資料

根拠となる資料(施工記録の原本、チャート紙、電子的な記録やプリントアウト紙等)は、

受注者においては全て適切に管理し、保管しなければならない。

保管期間は契約書第31条第4項又は第5項(第38条においてこれらの規定を準用する場合を含む)

の規定による引渡しを受けた日から10年とする。

また、発注者から請求があった場合は、速やかにこれらを提出または提示しなければならない

4 試験及び報告書

・杭の載荷試験　　　※行う　　　・行わない　　　　　　　　　　       　　　(4.2.3)

※試験杭の位置、本数、載苛荷重、試験方法、報告書の記載事項は図示による。

・地盤の載苛試験　　※行う　　　・行わない　　　        　　 　　　　　　　(4.2.4)

※試験杭の位置、載苛荷重、試験方法、報告書の記載事項は図示による。

5 既製コンクリート杭 種類                                                                (4.3.1)(4.3.3)

  地業 ※高強度プレストレストコンクリート杭     ・JIS規格品 

                                         ・認定品(建築基準法)

  杭径(mm)       杭長(ｍ)及び種別   継手数    セット数     備考

2 根切り 工事に先立ち必要と思われる埋設物等の調査を行う。                           (3.2.1)

3 埋め戻し及び盛土

　建設発生土受け入れ量　　　　　　ｍ3

　発生場所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

4 建設発生土の処理 ※構外搬出適切処理                                                         (3.2.5)

　・構内指示の場所に敷き均し

　・構内指示の場所にたい積（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　・構外指示の場所に処分         搬出調書等を提出する。

　　　受入れ施設名・場所　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　仮置場所　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※建設発生土を搬出する場合は、事前に書面にて処分地の報告(位置図等)を行い、処分地

　での処理状況が分かる写真を提出すること。また、処分地が民有地の場合、土地所有者

からの建設発生土受入承諾書の写しを提出すること。
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                                                                           (3.1.3)1 災害及び公害の防止 ※「低騒音型・低振動型建設機械指定要領」に基づき指定された建設機械を使用する。

設備機器の位置、取り合い等の検討できる施工図を提出して、監督職員の承諾を受ける。

施工範囲

　・図示した鉄筋コンクリート部の貫通孔・開口部の型枠及びそれらの補強

　・図示した壁、天井の仕上材、下地材の切込み及び下地材の補強

　・駆動装置が電動による建具類の２次配線及び操作スイッチ

　・自動閉鎖装置取付け箇所の切込み及び補強

17 設備工事との取合い

1 監督職員事務所 ・設ける。（規模・備品等の設置は以下による）   ・設けない                  (2.3.1)

　（・規模　　　㎡程度　・仕上げ；床　　　、壁　　　　、天井　　　　　　程度）　　

2 工事用水 構内既存の施設   　・利用できる（・有償   ・無償）　　・利用できない

3 工事用電力 構内既存の施設   　・利用できる（・有償   ・無償）　　・利用できない

4 仮設便所 ・吸取式　　　　・水洗式

２
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・建設副産物を搬出する際の計画

　1.土砂500m3以上

　2.コンクリート塊、アスファルト塊、建設発生木材の合計が200t以上

・再生資材を利用する際の計画

　1.土砂500m3以上

　2.砕石500t以上

　3.加熱アスファルト200t以上

※本工事が資源の有効な利用の促進に関する法律（平成三年法律第四十八号）の規定によ23 資源有効利用促進

り再生資源利用促進計画の作成を要する工事である場合（下記内容該当工事）は、受注

者は、工事の施工前に発注者に再生資源利用促進計画を提出し、その内容を説明しなけ

ればならず、工事の完成後に発注者から請求があったときは、その実施状況を発注者に

報告しなければならない。

予定価格(税込)3,000万円以上の工事は、四日市市検査規程第8条第6項の規定により、

発注者が随時検査を求めた場合、監督職員の指示に従い受検すること。

21 随時検査

かし期間は、別に定めた特約（責任施工による保証期間など）を除き、四日市市

工事請負契約書に準拠する。

・工事完成引渡し後、必要に応じて一年又は二年を越えない範囲の適当な時期に、

　双方立ち会いで工事目的物のかし点検を実施する。

20 完成引渡し後の点検

19 社内検査報告書 工事完成(部分完成を含む)時には、社内検査を実施し、その報告書を監督職員に提出する。

18 設計ＧＬ ・図示のベンチマーク（Ｂ．Ｍ）　　　　　mm（現状地盤はＢ．Ｍ　　　　　　mm）

・現状地盤（監督職員の指示による）

公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律の定めにより、施工体制台帳の写しを

提出すること。なお、警備業者についても記載すべき下請負人の範囲に含むものとする。

22 施工体制台帳の提出

5 足場

　防護シートによる養生　　※行う　※1類（・帆布製　　※網地製）

※手すり先行工法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　(2.2.4)

　　　　　　　　　　　　　　　　　・防音シート

　　　　　　　　　　　　　・行わない

施行完了時に室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン

パラジクロロベンゼン、スチレンの濃度を測定し報告すること。

測定は、パッシブ型採集機器により行う。

着工前測定　　・行う　　・行わない

測定対象室　　・図示　　・　

測定箇所数　　・図示　　・　

　採取方法　　　・文部科学省の定めるところによる。　・　　　　

　報告書の様式　　濃度測定記録表の記載事項は、次のとおり

　　　　　　　　　　1.工事名　　　2.測定年月日　　　3.天候　　

　　　　　　　　　　4.測定前の換気及び閉鎖時間　　　5.測定時間

　　　　　　　　　　6.室名と測定時間　　　7.測定器具

　　　　　　　　　　8.化学物質採取方法　　　9.分析装置

・作成する　　　　・作成しない　　　　　　　　             　　(1.7.1～3)(表1.7.1)

  種類   　 ※標仕 表1.7.1による    ・ 

  　　　　　・配置図及び案内図    　　　・各階平面図 

  　　　　　・各立面図    　　　　　　　・断面図

  　　　　　・仕上表    　　　　　　　　・施工図

  　　　　　・施工計画書    　　　　　　・　

・保全に関する資料    　提出部数  ※２部　　　・　

・製本図面    　提出部数  ※1部　　　・2部　　　・3部　

工事記録については下記による。（A4版）

　　※工事着工前　　　　　　　　　　　　　　　        　　　　　　　　１部

　　※工程写真　　　各工程毎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１部

　　※竣工写真　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２部 
　  　・専門家撮影、アルバム編集の上提出　 　 　                　　　１部

　　　・電子データとし、ＣＤ-Ｒにて提出　　　　　　　　　　　　　 　　１部

　　※工事の各記録写真については、デジタル画像にて整備編集を行うように努めること。

　　※工事日報・納品伝票等の写しは、監督職員が提出を求めた場合は提出こと。

工事施工に際し、在来部分を汚損した場合又は損傷した場合は、構造・仕上げとも

在来にならい補修する。

13 化学物質の濃度測定

14 完成図等

15 記録

16 現況復旧

　　※ＣＡＤデータの提出     ※提出する　　・提出しない　

　・鉄骨溶接、高力ボルト締め完了時　　・基礎及び各階コンクリート打設時

　・基礎及び各階配筋完了時　　　　　　・防水層の施工

　・組積の時　　　　　　　　　　　　　・仕上検査（監督職員の指示による）

　・材料検査（監督職員の指示による）　・完成確認（中間完成を含む）

　・製品検査（監督職員の指示による）　・ベンチマーク　　

　・竣工後の検査が困難な工事については随時監督職員の立会検査を受ける。

11 技能士

12 施工の立ち会い等

　※適用する　　・適用しない                                               (1.5.2)

　　・鉄筋施工　　・型枠施工　　・鉄工　　・石材施工　　・ＡＬＣパネル施工　　

　　※防水施工　　・タイル張り　　・建築大工　　・建築板金　　・左官

　　・塗装　　・建具製作　　・サッシ施工　　・内装仕上げ施工　　・造園

10 特別な材料の工法 標仕に記載されていない特別な材料の工法は当該製品の指定工法による。

るもの又は、これらと同等のものとする。ただし同等のものとする場合は、監督職員の

承諾を受ける。

・品質及び性能を試験により証明する材料は以下の物とする。　             　(1.4.5)

(                                                                      )

本工事に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するも

  建築材料等 のとし、次の 1) から 5) を満たすものとする。

1） 合板、木質系フローリング、構造用パネル，集成材、単板積層材、パーティクル

　　ボード、ＭＤＦ、その他木質建材、ユリア樹脂板及び仕上げ塗料は、ホルムアル

　　デヒドを発散しないか、発散が極めて少ないものとする。

2） 保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散

　　が極めて少ないものとする。

3） 接着剤は、フタル酸ジ-ｎ-ブチル及びフタル酸ジ-２-エチルヘキシルを含有しな

　　い難揮発性の可塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド、トルエン

　　キシレン、エチルベンゼンを発散しないか、発散が極めて少ないものとする。

4） 塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを発散しないか、

　　発散が極めて少ないものとする。

5） 1)及び 4)の建築材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器等

　　は、ホルムアルデヒドを発散しないか、発散が極めて少ないものとする。

また、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」は、次のとおりとする。

　規制対象外

　　①ＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆☆規格品

　　②建築基準法施行令第２０条の７第４項による国土交通大臣認定品

　　③下記表示のあるＪＡＳ規格品

　　　a.非ホルムアルデヒド系接着剤使用

　　　b.接着剤等不使用

　　　c.非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない材料使用

　　　d.ホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

　　　e.非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料使用

　　　f.非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

  第三種

　　①ＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆規格品

　　②建築基準法施行令第２０条の7第３項による国土交通大臣認定品

　　③旧ＪＩＳのＥo規格品

　　④旧ＪＡＳのＦco規格品

※本工事に使用する材料等のうち、特定のものが特記された場合は、設計図書に規定す8 建築材料等

9 化学物質を発散する

7 交通安全管理 交通誘導員　　※配置する　　名以上（大型車の出入は必ず）　・配置しない　 (1.3.8)

　　　　　　　・交通誘導警備員Ａ　　※交通誘導警備員Ｂ

6 発生材の処理等 ・引渡しを要するもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ）(1.3.11)

・特定建設資材の搬出

　　再資源化等を行う（再資源化が困難な場合には縮減）

・特定建設資材以外の搬出

　　構外搬出適切処理

・特別管理産業廃棄物　(・無    ・有                                     )

　　処理方法 (                                                          )

※　廃棄物管理票（マニフェスト）確認表を作成し、監督職員にＡ票及びＤ票もしくはＥ票

    の確認を受けるものとする。ただし、電子情報処理組織に登録（電子マニフェスト）に

　　より確認を行う場合は、この限りではない。

３．別途工事

  (令和７年版)」(以下「標仕」という。)による。

※建築工事標準詳細図　　　　（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　令和 4 年版）

（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　令和 5 年版）

　下記事項は監督職員の立会検査を受けなければならない。                     (1.5.8)

　　　　　　　　　　　　                                               　(1.5.10)

　※以下一式（工事写真撮影ガイドブック 建築工事編及び解体工事編 に準拠する）

種別                                                           　 (3.2.3)(表3.2.1)

先端部形状    ※開放形   ・閉そく平たん形                                  (4.3.3)

杭の継手      　　・溶接継手       　 ・機械式継手                  (4.3.6)(4.3.7)

※表5.3.4による。ただし、設計図書にて別記のあるものは設計図書による。

（１)図面及び特記仕様書に記載されてない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書
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本工事には産業廃棄物税相当分が計上されていないため、受注者が本工事により生じた

　・週休2日制対象外工事

令和8年3月版

※土日閉所

　　なお、現場閉所日については、原則として毎週連続する同一の曜日とすること。

・土日以外閉所

　※土日以外閉所における現場閉所日は、着手前に監督職員と協議の上設定すること。

　・令和　　年　　月　　日　～　令和　　年　　月　　日は土日作業とする。

5-2 施工条件

・工事用車両の駐車場及び資機材置場　※敷地内　　　・　　

・週休2日制対象外工事の現場閉所日については下記による。

　※土日閉所　　・土日以外閉所

　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　　　　　　　  (1.3.5)

・施工作業時間は原則8:30～17:00とすること。清掃片付け等は18:00までとすること。

・施工に際しては、工程及び施工内容について施設管理者と綿密な調整を行うこと。

・工事に関わる法令手続きは受注者にて行うこと。手続きに係る手数料は受注者の負担

（道路占用許可申請における占用料は除く）とする。

・

・工程計画については、関係者等と十分に調整を行った上で進めること。

・資機材の搬出入は第三者の安全に留意して、災害及び事故の防止に努めること。

・大型車両通行時には、誘導員等を配置し、安全確保に努めること。

高さ10ｍを超える足場を60日以上設置する場合は、着手の30日前までに、設置届を所管官庁へ提出すること。・

・道路の汚損がないように努めると共に、汚損した場合は直ちに清掃を行うこと。

・既設構造物を汚損した場合は、受注者負担にて補修等を行うこと。

　設け、敷地外への泥水の流出を防止すること。

・振動、騒音、ほこりのでる作業やその他について、事前に施設管理者及び近隣施設等と調

　整を行うこと。

・工事期間中は、近隣住民の安全確保に努めること。

・工事着手前に周辺住民への工事説明会が開催される場合は資料作成等に協力すること。

・同一敷地内での別途工事について、協議に応じること。

　努めること。

・仮囲い等については施設利用者等の安全上、使用上支障がないように計画し、維持管理に

・工事により発生する残土や廃材、汚泥等は適切処理を行うこと。また、必要に応じて釜場を

・現場閉所日、祝日、夜間に作業を行う場合は、事前に「休日及び夜間工事承諾願」を提出

　し、監督職員の承諾を得ること。

土日完全週休2日制工事の現場閉所日については下記による。

・2026/　/　～　/　は工事を行わないこと。

　※土日完全週休2日制工事(発注者指定型(月単位))

　・土日完全週休2日制工事(受注者希望型(通期))

　(・工事の実働日数が30日未満の工事　・現場閉所困難な工事　・　　　　　　　　　　)

「四日市市週休2日制工事実施要領（営繕工事）」（令和7年12月9日改正）に基づく適用

は下記による。

１．工事場所　四日市市　下さざらい町　地内

　鉄線の径　 （6　　　　　）mm　寸法 (150×150                     )

A-01

大矢知分団車庫改築工事　　　　　工事特記仕様書

基礎、スラブ、立ち上がり壁

　・Ａ種　・Ｂ種(外構部分については一時場外保管とすること。)　・Ｃ種　・Ｄ種

　・地盤改良作業中　　　　　　　　　　・鉄骨製品検査

・試験杭　　　※図示による。　　　・本数　1本　寸法8.38m　　        　　　(4.2.2)

　・( 　鉄骨建方　)工事は土日作業とする。

大矢知分団車庫改築工事  

令和８年４月

２．工事種目　分団車庫改築工事、外構工事、既設解体工事

・工事着手は、2026/8/1～可能とする。

デッキスラブ、外部土間、ｺﾝｸﾘｰﾄ立上り

構造体強度補正値（Ｓ）

（土間コンクリート、外部立上りは不要とする）



トイレ（タイル取合い）、キッチン廻り

　　造作材

・杉　・松　・ひのき

4 床張り用合板

合板の接着の程度の種類 　※１類　　　・　

板面の品質　　　　　　 　※２等(広葉樹)又はＣ－Ｄ(針葉樹)　　・　

ホルムアルデヒド放散量   ※規制対象外   ・第三種

5 防腐処理 防腐処理は下記による                                                    (12.3.1)

木材保存剤は、監督職員の承諾するものとする。

6 防蟻処理

6 防虫処理

防蟻処理は下記による                                                    (12.3.1)

木材保存剤は、監督職員の承諾するものとする。

防虫処理は下記による                                                    (12.3.2)

・行う　（施工箇所　　　　　　　　 　　　　　　　）　   ※行わない

単板積層材

3 集成材又は

　　芯材の種類品　　　名 　規格・品質

集成材の等級

ホルムアルデヒド放散量   ※規制対象外   ・第三種

施 工 箇 所

 ・造作用集成材

 ・化粧ばり造作
   用 集 成 材

   用 集 成 材
 ・化粧ばり構造

 ※１等　・２等

 ※１等　・２等

 ・たも ・なら ・しおじ

 ・単一針葉樹

 ・造作用単板
 　積　層　材

 ・直交集成材

合板の材質               ※標仕12.2.1(6)(ｱ)～(ｵ) による 　　　          (12.2.1)

集成材又は単板積層材の材質                                       　      (12.2.1)

※下記のいずれかとする。

ひび割れ誘発目地　　　　　　　　　※幅 20×深さ 10　　・図示 

　(1)「コンクリート型枠用合板の農林規格」による表面加工品

　(2)「コンクリート型枠用合板の農林規格」によるＢ－Ｃ

　(3)床型枠用鋼製デッキプレート

打ち継ぎ目地　　　　　　　　　　　※幅 20×深さ 10　　・図示 

外部に面するコンクリート打ち放し仕上げの打増し　　・20　　※図示　         (6.8.1)

(6.6.4)(9.7.3)

(6.8.1)(9.7.3)

せき板の種類　　　　　　　　　　　※厚さ 12mm    ・                        (6.8.2)
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   種　　　別

    ・Ａ 種

    ※Ｂ 種

    ・Ｃ 種

     施  工  箇  所

打ち放し仕上げの種別　　　　　　　                          　　　(6.2.5)(表6.2.4)

  材種    ※標仕6.8.2(9)による

・スリーブ材料                                                    (6.8.2)(表6.8.1)

躯体表面の処理   　 ・行う      ・行わない

4 壁タイル張り工法

　　　　　　 　 　　・ＭＣＲ工法　　・目荒らし工法

　　下地材　

・主要材の樹種

12
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　　　　　　　　　　　・小　節（見え隠れ面・不透明塗料塗り　　　　　）

木材の含水率    ※Ａ種　　　・Ｂ種 　  　　　    　  　　  　 　(12.2.1)(表12.2.1)2 木材

・下地用針葉樹製材  　※２級　　　・１級　　　　           　　　   　 　 (12.2.1)

・造作用針葉樹製材  　・上小節（見え掛り面　　　　　　　　　　　　　）　　(12.2.1)

・広葉樹製材  　・２級　　　　※１級　　　　・特級      　　　　　 　　　 (12.2.1)

・杉　・松

1 長尺金属板葺                                                         (13.2.2)(13.2.3)(表13.2.1)

    屋根ふき形式      材　　種   板の厚さ(mm)    下　ぶ　き

 ・かわら棒ぶき  ※塗装溶融55%ｱﾙﾐﾆｳﾑ  ※0.4mm  ※アスファルトルーフィング

（心木なし）通し吊子　 亜鉛めっき鋼鈑  ・　  　940

 ・平ぶき  ・　  ・

 ・　
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2 折板葺                                                         (13.3.2)(13.3.3)(表13.2.1)

  形    式   ※重ね型   ・はぜ締め形    

形 状(mm)

材    料   ※塗装溶融55%ｱﾙﾐﾆｳﾑ-亜鉛めっき鋼板

断 熱 材

耐火性能   ・３０分耐火　　　・無し

軒先面戸板 　・有り　　　　　　・無し

3 とい材料

軒どい   材種  ※硬質塩化ビニル雨どい ・表面処理鋼板 ・ステンレス鋼板

　とい受け金物　材料       ※ステンレス製の市販品  ・ 

縦どい   材種  ※硬質塩化ビニル管カラー(VP)　・配管用鋼管    　 (13.5.2)(表13.5.1)

　　　　　　　　取付ピッチ    ※表13.5.2 による　　・ 

  　   　施工箇所　　  （　　　　　　　　 　　　        　　　　　　）

  防露巻き

4 鋼管製といの

・行わない

※有機質接着材の種類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(表11.3.1)

※保水剤は、メチルセルロース等の水溶性樹脂とする。                (11.2.3)(11.3.3)

　※タイプⅠ　　・タイプⅡ

※セメント混和用ポリマーディスパージョンは JIS A6203による。

※既調合目地材は、実績等の資料を監督職員に提出する。

3 張付け用材料

4 合成高分子系

  ルーフィングシート

  防水

5 塗膜防水

施工標識　　           ※設ける　　    ・設けない

・Ｙ－２における保護層（　　　　　　　　　　　　　）

脱気装置 　・設ける　材質（　　　　　　　　）設置数量（　　　） ・設けない

施工標識　　            ※設ける　　    ・設けない

・工　　法7 その他防水

6 ケイ酸質系塗布防水

3 テラゾ張り 種石の種類   ※大理石　　・                                        　     (10.2.1)

形状・寸法　 ※図示

表面仕上げ   ※本磨き    ・                        　                   (表10.2.2)

4 壁の石張り工法

  ・乾式工法（　　　　　 　                   　  　 　　）

外壁石張り                                     　 (10.3.2)(10.3.3)(10.5.2)(10.5.3)

  ・乾式工法 （　　　　　　　　　　 　                  　）

内壁石張り                                    　  (10.4.2)(10.4.3)(10.5.2)(10.5.3)

・石裏面処理　　　　・行う（・小口共）

・裏打ち処理　　　　・行う

・ドレンパイプ　　※ステンレスSUS304　　　　・　　　　　

・石裏面処理　　　　・行う（・小口共）

・裏打ち処理　　　　・行う

5 床及び階段の石張り

仕上げ塗料の使用量　　　　※メーカー仕様による　　・　　

仕上げ塗料の使用量　　　　※メーカー仕様による　　・　　

伸縮目地の位置　    ・標仕表11.1.1による　　・図示による  　              (11.1.3)
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※

※

※

※

※

※

※

※

・屋内
・屋外 ・壁

・床
・ ・ ・ ・ ・ ・

・屋内
・屋外 ・壁

・床
・ ・ ・ ・ ・ ・

・屋内
・屋外 ・壁

・床
・ ・ ・ ・ ・ ・

・・・・・・
・壁
・床・屋内

・屋外

耐凍害性

有無

  色　調

特注標準

うわぐすり

有無施釉無釉

  役　物
用途による区分

タイルの試験張り　　※行わない　　・行う(※外壁タイル　　　・　　　　　 ）

タイルの種類                                        　                    (11.2.1)

タイルの見本焼き    ※行わない    ・行う(※外壁タイル                   )

施工箇所
　(mm)
形状寸法

※セラミックタイル型枠先付け工法に用いるタイルは耐凍害性を有するものとする

2 セラミックタイル張り

1 目地位置

 種 別 　　施工箇所  仕上げ塗料  仕様区分

 ※非歩行

 ・軽歩行

　厚さ(mm)

                                 　　　                 (9.5.2～9.5.4)(表9.5.1～2)

 種 別 　　施工箇所

 ・シルバー　・カラー

 仕上げ塗料

　　備考

施工標識　　            ※設ける　　    ・設けない

 種 別 　　施工箇所 　　備考

機械固定工法に用いる断熱材

　　　　　　※JIS A 9521に基づく発泡プラスチック断熱材

　　　　　　・ポリエチレンフォーム断熱材

1 施工一般

9 シーリング

章
　
石
 
工
 
事

        施工箇所       シーリング材の種類(記号)

※下表以外は、標仕表9.7.1 による                        　        (9.7.2)(表9.7.1)

8 保証期間

施工標識　　            ※設ける　　    ・設けない

　　　　　　・簡易接着性試験        ・引張接着性試験

接着性試験　※行わない　　・行う                       　                  (9.7.5)

目地寸法　　※図示による　・　                         　                  (9.7.3)

　 施 工 箇 所     産地・名称   種　類   厚さ (mm)  　仕上げの種類

石の種類・表面仕上げ　　　　　　　　　　　        　　　　 (10.2.1)(表10.2.1～2)

　　　　　　・硬質ウレタンフォーム断熱材2種1号又は2号

10

脱気装置 　・設ける　材質（　　　　　　　　）設置数量（　　　） ・設けない

施工標識　　            ※設ける　　    ・設けない

　　 仕上げ塗料 種 別 　　施工箇所

   　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　　　　   (9.3.2～9.3.4)(表9.3.1～3)

露出防水絶縁断熱工法に用いる断熱材

3 改質アスファルト

  シート防水

　　　材質　　  　　　※JIS A 9521に基づく発泡プラスチック断熱材

　　　　　　　　　　　・硬質ウレタンフォーム断熱材2種1号又は2号

　　　厚さ（mm）　　　※35

仕上げ塗料の使用量　　　※メーカー仕様による　　・　　

(9.2.5)・保護コンクリートの厚み    ※８０㎜　　　　・　

　　　　　　　　　　　・コンクリート押え　・モルタル押え　

・立上り部の保護　    ・乾式保護材　・れんが押え

2 保護層等の施工

(9.2.2)1 アスファルト防水

屋根保護防水断熱工法に用いる断熱材

端部押え金物　　　  ※既製アルミニウム製Ｌ－30×15×2.0程度   ・ 

アスファルトの種類  ※3種

材質　　  　※押出法ポリスチレンフォーム断熱材3種bA（スキン層付き）

　　　厚さ（mm）　※35

屋根露出防水断熱工法に用いる断熱材

　　　厚さ（mm）　※35

施工標識　　            ※設ける　　    ・設けない

防水保護のれんがの種類　※市販品のレンガ又は市販品のレンガ形ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ

乾式保護材　   　　 製造所　・　　　　

絶縁用シート　・ポリエチレンフィルム 厚0.15㎜以上  ・フラットヤーンクロス

　　　　　　・硬質ウレタンフォーム断熱材2種1号又は2号

　　　材質　　  　※JIS A 9521に基づく発泡プラスチック断熱材
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・屋内防水　　　   ・Ｅ－１　・Ｅ－２

絶縁工法における脱気装置

　※設ける　材質（　　　　　　　）設置数量（　　　） ・設けない

・屋根保護防水　   ・Ａ－１　・Ａ－２　・Ａ－３　・ＡＩ－１　・ＡＩ－２　・ＡＩ－３

ルーフドレン回り及び立上り部周辺の断熱材の張りじまい　　　※図示による (9.2.4)

仕上塗料（屋根露出防水）　※種類および使用量は製造所の仕様による

防水層の種類、種別　　　　　　                            　   (9.2.3)(表9.2.3～9)

2 コンクリートブロック

　帳壁及び塀

  ブロック造の材料

1 補強コンクリート

　　　　　　 ・16 N/mm２    防水ブロック  厚さ  ・100  ・150

(a)種類　　　・16 N/mm2  　普通ブロック　厚さ　・100  ・120  ・150  ・     (8.2.2)

  表8.2.2以外のコンクリートの設計基準強度(Fc)  ※21N/mm2   ・              (8.2.4)

(C)各部の配筋　※標仕 各部配筋参考図 7.3による　・図示

(b)コンクリートの設計基準強度(Fc)  ※21N/mm2    ・ 

(a)種類　　　※表8.3.1 による       厚さ  ・100   ・120   ・150            (8.3.2)

4 押出成形セメント板

 ・間仕切り

 ※フラットパネル

 ※フラットパネル

 ・50・60

 ・50・60

 ※有り

 ・無し

 ※無し

 ・有り

  厚さ(mm)   工 法    耐火性能  施工箇所

 ・外　壁

※厚物(厚さ50mm以上)

       表面形状

 ・Ａ種

 ・Ｂ種

 ・Ｂ種

 ・Ｃ種

・薄物(厚さ50mm未満) 

短辺

短辺

長辺

長辺

開口の大きさ

パネル幅の１／２以下

５００mm以下

５００mm以下

(ﾊﾟﾈﾙ幅ー３００mm）以下

切断後のﾊﾟﾈﾙの残り部分の幅

３００mm以下

３００mm以下

３００mm以下

１５０mm以下パネルに開口

を設ける場合

パネルを切り

欠く場合

  種類　※無石綿タイプ　　　　　  　　      　　　　　　(8.5.2～8.5.4)(表8.5.1～2)

・パネルの開口及び欠き込み  　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　   (8.5.5)

3 ALCパネル

    取付け工法(種別)

・外壁パネル

・間仕切パネル

・屋根パネル

・床パネル

    種　類

 ・1180   ・1960

 ・2350   ・3530

 ・980

 ※100 ・ 

 ・100 ・150

 ※100 ・ 

 ※100 ・ 

  厚さ(mm) 　耐火性能

 ・有　・無

  単位荷量(N/ｍ2)

 ・A種 ・B種

 ※標仕表8.4.4 による

　　　　　　　　　　　　　　　　      　　　　　　　    (8.4.2～8.4.5)(表8.4.2～4)

耐火目地材　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (8.4.2)

外壁目地幅　　・　　　mm　・製造所の仕様による　　　　　　　　　　　　　　 (8.4.3)
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耐火被覆材の接着する面の塗装    ・行わない  ・行う(                 )

17 さび止め塗料 ・鉄骨造の鉄部錆止め塗料の種別は 標仕表18.3.1 の下記とする。               (7.8.4)

  ・DP塗装の場合　JIS K 5552 + JIS K 5551(2回)

18 耐火被覆

   の設置

19 アンカーボルト等

20 溶融亜鉛めっき工法

　　種　　別

・耐火材 ・乾式吹付けロックウール

 ・半乾式吹付けロックウール

 ・湿式ロックウール

  吹付け

・耐火板張り

　　所要性能及び適用構造部位

・ラス張りモルタル塗り

・耐火塗料

                                                                    (7.9.2～7.9.8)

  ・無収縮モルタル(プレミックスタイプ)　下記同等品とする

・構造用アンカーボルト　  ・図示　　　 　　　　　　　　　　     (7.10.3)(表7.10.1)

  プレユーロックス(太平洋マテリアル)　マスターフロー870グラウト(BASFポゾリス)

(社)公共建築協会の評価を受けているもの

・建方用アンカーボルトの保持及び埋込み　  ・Ａ種 　※Ｂ種

　Ａ種

　Ｂ種

  Ｃ種

             材    料

 普通ボルト、アンカーボルト

     適用部位 亜鉛めっきの種別

 最低板厚6mm以上の形鋼、鋼板

 最低板厚3.2mm以上、6mm未満の形鋼、鋼板

 最低板厚1.6mm以上、3.2mm未満の形鋼、鋼板

高力ボルトを使用する場合の摩擦面の処理　・ブラスト処理　・りん酸塩処理

・りん酸塩処理　処理方法及びすべり耐力等の確認方法に関する資料を提出すること。

施工管理技術者   　　 ※適用する 　　 ・適用しない            　  (7.12.2～7.12.5)

・ブラスト処理　標仕7.12.5による。

   の溶接 (b) 合成スラブの溶接   　※焼き抜き栓溶接

16 デッキプレート (a) ※アークスポット又は隅肉溶接　　・　                                 (7.7.8)

外観検査　　　　自主検査　※全数　　　第三者検査　※全数15 溶接部の試験

超音波探傷試験　自主検査　※全数

　　　　　　　　　　　　　　検査水準   ※第６水準　・図示

　        試験箇所

 ・図示

　   試験方法

  完全溶込み溶接部（板厚6mm以上）

(7.6.11)(7.6.12)

 ※標仕7.6.12(ｲ)による

  試験・強度試験 ※コンクリートの強度試験の試験回数は、下記による。

　20m3 以下の場合の試験については、監督職員の指示による。

  20～50m3 の場合は任意の一車より試料を採取し、各３個供試体を作成する。

  50m3 以上は 標仕6.9.3(1) による。

                                                  (6.9.2)(6.9.3)(表6.9.1)(表6.9.2)

セメントの種類　※高炉セメントＢ種 (6.13.2)

スランプ　※15㎝

普通コンクリート

材料・品質                                                        (6.14.2)(6.14.3)

  ・　

  ※18　 ※15又は18

 ・　

 設計基準強度

 Ｆc (N/mm )2
種    類   スランプ   施　工　箇　所

粗骨材の最大寸法(mm)   (捨ｺﾝｸﾘｰﾄ及び防水押えｺﾝｸﾘｰﾄの場合  ※25  ・     )

・適用箇所（　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(6.13.1)

(6.13.2)

 　種別

設計基準強度　Ｆc (N/mm )　　     　・18    ・21    ・          (6.10.2)(表6.10.1)

種 別    ※1種   ・2種       施工場所(                                    )

 　　　気乾単位容積重量 (t/m ) (※1.8～2.1t/m3程度  ・                 )3

2

1 鉄骨製作工場 ・ 監督職員の承諾する工場                                                  (7.1.3)

　　  (・Ｓ  ・Ｈ  ・Ｍ  ・Ｒ  ・Ｊ )

・ 全国鉄構工業協会、日本鉄骨評価センター　認定工場 (下記認定グレード以上)

2 施工管理技術者 ※適用する     　・適用しない                                              (7.1.4)
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9 材 料 試 験 等

(7.3.2)※縁端距離、ボルト間隔及びゲージ等は、国土交通省大臣官房官庁営繕部

　「建築鉄骨設計基準」による

11 仮組み ・実施する　　　※実施しない                                              (7.3.10)

12 高力ボルト接合 すべり係数試験　・実施する　※実施しない (7.4.2)

試験方法（　　　　　　　　）、試験片の摩擦面の状態（　　　　　　　　）

10 工作

13 施工管理技術者

14 溶接施工

4 高力ボルト

5 普通ボルト ※標仕表7.2.3による (7.2.3)

6 アンカーボルト (7.2.4)

※溶接施工管理技術者をおく    ・適用しない                                 (7.6.2)

※ＪＩＳ規格品の鋼材で断面の異なるごとに、それぞれ１t未満の場合で軽微     (7.2.10)

　な部材については、監督職員の承認を受けて規格証明書等の提出を省略することができる。

材質　・一般構造用圧延鋼(JIS G 3101)　※SS400　・SS490

7 ターンバックル 胴の種類  ※割枠式  ・         ボルトの種類  ※羽子板ボルト  ・            (7.2.6)

8 デッキプレート ※JIS G 3352　　　　・（　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　(7.2.7)(6.8.3)

構造床　　・材質(　  　　 　　)・形状(  　　　　　)・寸法(　　　   　　) 

その他　　・ 

エンドタブの種類　　※鋼製タブ　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　(7.6.7)

　承諾を得ること。

　　・セラミックスタブの使用実績

　　・鉄骨製作工場における施工実績

　　・AW検定協議会の代替エンドタブ技量認定資格者または日本エンドタブ協会によるエン

　　　ドタブ施工講習（溶接技能者・固形タブ・A級）修了者の資格証

　代替タブを使用する場合は、セラミックスタブとし、以下の書類を提出し、監督職員の

7 型枠

8 フレッシュコンクリート

9 軽量コンクリートの

10 マスコンクリート

11 無筋コンクリート

より保証ができない場合は、保証できない理由を明確にし、監督職員と協議を行うこと。

防水の保証期間は原則、表面仕上材塗替なしで10年とする。ただし、既存の劣化等の状況に

スカラップ      ※改良型スカラップ

1 表面仕上げ (12.1.4)

　　　　　　　　 　・Ｂ－１　・Ｂ－２　　　　　　・ＢＩ－１　・ＢＩ－２

・屋根露出防水　   ・Ｄ－１　・Ｄ－２　　　      ・ＤＩ－１　・ＤＩ－２

可塑剤移行防止用シート　※発泡ポリエチレンシート　　　・　

                                   　　　       　　　　　       　　　　 (9.6.1)・適用部位及び防水層の位置

※Ｃ－SUI

・Ｃ－SUP

                                         　　　　　        (9.6.2～9.6.4)(表9.6.1)

   タイルの種別 工　　法タイルの寸法

※壁タイル接着剤張り

・モザイクタイル張り

・マスク張り
   内装タイル以外の

   ユニットタイル

   内外装タイル

  小口平

  二丁掛

  50 二丁以下

・密着張り

・改良圧着張り

※壁タイル接着剤張り

タイルの接着力試験　※行わない　　　・行う（※外壁タイル　　・　　　　　）(11.1.7)

四日市市諏訪町１番５号

工事名

日付 図面名

/

四日市市都市整備部営繕工務課

一級建築士　登録　第　　　　　　　　号

縮尺 図面番号

特記仕様書（２）  

　　      ・鋼管　 ・硬質塩化ビニル管　 ・溶融亜鉛めっき鋼板　・つば付き鋼管

※トルシア形高力ボルト ・JIS形高力ボルト ・溶融亜鉛めっき高力ボルト        (7.2.2)

　　　　　　　第三者検査　　ＡＯＱＬ   ※レベルⅡ　　 ・レベルⅠ　　　　　　　

  ・ JIS K 5674(鉛・クロムフリーさび止めペイント)

  均しモルタルの工法　  ※Ａ種   ・Ｂ種    　　　　 　　　　       　 　(表7.10.2)

  ノンシュリンクライトグラウト(ＡＢＣ商会)  デンカタスコン(電気化学工業)

 ・C種 ・D種

                                                        (9.4.2～9.4.4)(表9.4.1～3)

接着工法に用いる断熱材

　　　　　　※JIS A 9521に基づく発泡プラスチック断熱材

　　　　　　・硬質ウレタンフォーム断熱材2種1号又は2号

　　　　　　   　  ※あと施工アンカー,横筋流し工法

  ・外壁湿式工法   ・流し筋工法　・あと施工アンカー工法  

  ・空積工法     ※あと施工アンカー横筋流し工法  ・あと施工アンカー工法

石張りの裏面処理    ・行う      　                     　         (10.6.2)(10.6.3)

2 天然石張り

※下表による。　　・　                        (11.2.6)(11.3.5)(表11.2.3)(表11.3.2)

・サンダー仕上げ

※プレーナー加工仕上げ程度

・超自動機械かんな仕上げ

※行う 　防露材　        ※標仕表13.5.3 による 　・             (13.5.2)(表13.5.3)

　　     防露巻き工法　  ※標仕表13.5.4 による　 ・             (13.5.3)(表13.5.4)

石材の割付　　　・図示による 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     　(10.1.3)

　　　　　　　　※取合い部は、標仕10.1.3(1)の(ｱ)及び(ｲ)による

令和8年3月版

合成ｽﾗﾌﾞ　・材質(SDP2G　)・形状(エンボス付き　)・寸法(H=50,T=1.2　)

エンドタブの切断　　・行う（見え掛かり　）　・行わない

下記以外　全て

内部クロス貼り　端部取り合い

（ジュラク調クロス部を除く）

MS-2

SR-1（防カビタイプ）

アクリル樹脂系

1階便所床

1階便所腰壁

（モザイクタイル）

（陶器室タイル）

50

100

  ・有り (種別：不燃材　厚さ：  5　mm)  ・無し

 大矢知分団車庫改築工事  

A-02

3 鋼材

　材　質

 ・SSC 400

 ・SS　400

  　規　格

  ※JISの規格品 

  ※JISの規格品 

  ※JISの規格品 

       品名又は使用箇所

  ※JISの規格品 

  ※JISの規格品 

鋼材の材質、規格                                                  (7.2.1)(表7.2.1)

小梁、間柱

胴縁、タイルフレーム受け

柱、角形鋼管

  ※JISの規格品 

  ※JISの規格品 

 ・BCR  295　

 ・SN 490B

 ・SN 490C

 ・SN 400B

 ・STKR 400 間柱、開口補強

内ダイヤフラム

通しダイヤフラム・ベースプレート

大梁

  山高(≒85)   山ピッチ(200)   板厚(0.8)

・100角

令和８年４月

捨てコン

    　・ABR400　・ABR490　・SNR490

車庫立上り

上り框、巾木

・行う　（施工箇所　土台全面、際根太全面）　   ※行わない

・行う　（施工箇所　土台全面、際根太全面）　   ※行わない



  工法     ・Ａ種  　 ※Ｂ種  　　　　　　　　                (18.12.2)(表18.12.1) 12 木材保護塗料塗り 

木部　工法は標仕表18.11.1による　　　　　　　　　　　　　　　 (18.11.2)(表18.11.1) 

  工法     ・Ａ種  　 ※Ｂ種  　　　　　　　　                (18.10.2)(表18.10.1) 

10 ウレタン樹脂ワニス 

 (ＵＣ）

 (ＷＰ)

　※平滑仕上げ　　　　　　・防滑仕上げ

表面仕上げの種類

14
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 ・ＢＢ-１種

 ・ＢＢ-２種 (・ﾌﾞﾗｳﾝ系 ・ﾌﾞﾗｯｸ ・ｽﾃﾝｶﾗｰ)

 ・　

  表面処理の膜厚試験      ・行う   ・行わない

               施 工 箇 所        種　　別

  の表面処理

  アルミニウム合金

　アルミニウム及び 1

表面処理の品質　※品質証明書を提出する　・品質試験を行う　・　　

           施 工 箇 所   種　別

  ・Ｆ 種

  ・Ｅ 種

  ・Ｄ 種

  ・Ｃ 種

  ・Ｂ 種

  ・Ａ 種

  電気亜鉛めっき

  溶融亜鉛めっき

  表面処理方法

　 鉄鋼の亜鉛めっき 2

屋外　※25形　　　　・　  

屋内　※19形　　　　・　                                        (14.4.2)(表14.4.1)　 軽量鉄骨天井下地材料 3

　・50形　 ・65形　 ・90形　 ・100形　 ・標仕表14.5.1 による　　　

　 軽量鉄骨壁下地材料 4 スタッド、ランナなどの種類　　　　　　　　　　　　　　　　  　(14.5.3)(表14.5.1) 

取付下地   ※屋内19形   ※屋外25形       野縁間隔  ・300mm  ・360mm  ・ 

 厚さ(mm)

伸縮継手  ※設けない    ・設ける(施工箇所は図示)                          (14.6.3)

   表面処理 寸法(mm)

 ・アルミニウム製

     材  種  製  法

 ・ 

 ※プレス

 ・ロール

 ・押出し

 ・パネル形

 ・ｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ形

  形  状

                                                                (14.6.2)(表14.2.1)

 ・ＢＢ-１種

 ・ＢＢ-２種

　 金属成形板張り 5

  種　類  呼称肉厚

 2.0以上

 1.8以上

 1.6以上

   固定間隔

　 （　　　　　 　）
 による。

 隅角部等の役物は

 本体製造所の仕様

    備  考

 質計画で定めたもの

 固定方法及び間隔は品

   表面処理

 ・350形

 ・300形

 ・250形

                                                      (14.7.2)(表14.2.1)(表14.7.1)

 ※ＡＢ-１種又は

    　　 ＢＢ-１種

 ・ＢＢ-２種

　 アルミニウム製笠木 6

四日市市諏訪町１番５号

工事名

日付 図面名

/

四日市市都市整備部営繕工務課

一級建築士　登録　第　　　　　　　　号

縮尺 図面番号

特記仕様書（３）   
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15
1 モルタル塗り 防水モルタル  　防水剤は下記製造所の製品とする。                          (15.3.2)

2 セルフレベリング材

    種　類

  ※セメント系

  ・せっこう系

 ※10 　・　

 ・ 　

        施 工 箇 所  厚　さ(mm)

種類、品質   ※標仕表15.5.1 による。                            (15.5.2)(表15.5.1)

3 仕上塗材仕上げ

     呼 び 名     仕 上 の 形 状    種    類

 ・薄付け仕上塗材  ・外装薄塗材Ｅ

 ・内装薄塗材Ｅ

 ・可とう形外装薄塗材Ｅ

 ・防水形外装薄塗材Ｅ

 ・外装薄塗材Ｓ

 ・砂壁状  ・着色骨材砂壁状

   砂壁状じゅらく

 ・砂壁状 

 ・複層仕上塗材  ・複層塗材ＣＥ

 ・可とう形複層塗材ＣＥ

 ・複層塗材Ｅ

 ・複層塗材ＲＥ

 上塗材

   ・水系アクリル

  外観  ※つやあり  ・つやなし  

        ・メタリック

   ・水系アクリルシリコン

 ・砂壁状  ・ゆず肌状 ・さざ波状

 ・ゆず肌状  ・さざ波状　・凹凸状 

 ・防水形複層塗材ＣＥ

 ・防水形複層塗材Ｅ

 ・ゆず肌状 ・凸部処理 ・凹凸状

 ・ ・

                                                                (15.6.2)(表15.6.1)

複層仕上塗材の耐候性　　※耐候形3種　　・　                     　　　　 (15.6.2)

  ※屋内の壁及び天井仕上げ材は、防火材料とする。

  ・次の箇所を除き防火材料とする。（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　建物内部に使用するユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒドの放散量

防火材料の指定                                      

                              ※規制対象外   ・第三種　

 ・Ａ種

章
　
建
 
具
 
工
 
事

16
1 防火戸 ・防火戸（建築基準法に基づく認定）　　 ・有り　　  ・無し                 (16.1.3)

・防火戸の自動閉鎖装置及び防火戸の煙感知器との連動装置  ※図示

2 見本の製作等 ・特殊な建具の仮組 (建具番号                                       )      (16.1.4)

   種　別  耐風圧性

　Ｓ-４

  気密性   水密性

 ・Ｂ種

 ・Ｃ種

　Ｓ-５

　Ｓ-６

 ※Ａ-３

 ・Ａ-４

 ※Ｗ-４

 ・Ｗ-５

     施 工 箇 所

 ※図示

 枠見込み(mm)

3 アルミニウム製建具

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(16.2.2)(16.2.4)(表16.2.1)　コンクリート系下地及び鉄骨下地

外部に面する建具(フロントサッシは除く) 

　・

   種　別  耐風圧性   気密性   水密性

 ※Ａ-３

     施 工 箇 所

 ※図示

 枠見込み(mm)

　木下地　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(16.2.2)(16.2.4)(表16.2.2)

 ・Ｄ種

 ・Ｅ種

　Ｓ-２

　Ｓ-３

 ※Ｗ-３ 　・

　表面処理　※BB-1種　・BB-2種(・ﾌﾞﾗｳﾝ系 ・ﾌﾞﾗｯｸ ・ｽﾃﾝｶﾗｰ )  

屋内建具

・断熱建具　　断熱性の等級　　　　　・　　　　　　　・　

・耐震建具　　面内変形追従性の等級　・　　　　　　　・　

・防音建具　　遮音性の等級　　　　　・　　　　　　　・　                  (16.2.2)

  表面処理　※AC-1種又はBB-1種　・AC-2種又はBB-2種(・ﾌﾞﾗｳﾝ系 ・ﾌﾞﾗｯｸ ・ｽﾃﾝｶﾗｰ)

網の材種　　防虫網　　・合成樹脂製　　　　　・ガラス繊維入り合成樹脂製

4 網戸

　　　　　　　　　　　※ステンレス（SUS 316）製

使用方法　　※可動式　　　　　・固定式                                    (16.2.3)

　　　　　　防鳥網　　※ステンレス（SUS 304）線材　　 ・　

　　　　　 網　目　 ※16～18メッシュ　

  　※鋼　板　　 ・ステンレス鋼板　 　・アルミニウム合金の押出形材　

　　気密性　※Ａ-３　・　                　

7 鋼製軽量建具

8 標準型鋼製軽量建具

9 ステンレス製建具

・簡易気密型ドアセット　 適用箇所：　                                     (16.5.2)

表面仕上　　※ＨＬ　　　・　                                              (16.6.4)

曲げ加工  　※普通曲げ　・角出し曲げ（補強あり）　                        (16.6.5)

鋼板の厚さ (mm)　　 ※標仕表16.5.1 による   ・                  (16.5.4)(表16.5.1)

鋼板の厚さ (mm)　　 ※標仕表16.6.1 による   ・                  (16.6.4)(表16.6.1)

  モノロック　　　　　　　　　ゴール(UH)   美和ロック(U9HK）

　表面材　　　　※普通合板   ・難燃合板　　・特殊合板　　・　

　　※接着の程度は、水掛かりを１類、その他を２類とする。

・かまち戸   　かまち（　　　　　　　　　） 鏡　板（　　　　　　　　　　）

・ふすまの上張りの種類    ※新鳥の子  ・         (押入れ内は雲花紙とする)

　  ホルムアルデヒド放散量     ※規制対象外   ・第三種　

・ふすまの縁の仕上げ　　　※塗り縁(カシュー塗料２回塗り)

　　　　　　　　　　　　　・生地縁（※ウレタンクリヤー塗装　　・素地）

  シリンダー箱錠　　　　　　　ゴール(AS)   堀商店(No.1110,1171)

　　　　　　　　　　  　　　　美和ロック(U9HM,MA,LH,LA）

  シリンダー本締まり錠    　　ゴール(HD)  美和ロック(U9BH,DA)  堀商店(№ 1131）

  ヒンジクローザー　          ※丁番型　　 ・内蔵型　 　・　　　　　　

  押板、とっ手                樹建工業     ユニオン

　・マスターキーを製作し、鍵箱に整理し提出する。

　・一般キー（マスターキー装置付）のみパネルに整理して提出する。

　・一般キー(マスターキー装置なし)のみパネルに整理して提出する。

10 木製建具

11 建具用金物

建具材の含水率による種別　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　(16.7.2)(表16.7.1)

　かまち、中骨の樹種　　※標仕表16.7.2 による　・標仕表16.7.2 のむく材とする

・ふすまの材料　　　  　　※標仕表16.7.3                                (表16.7.3)

金物の見掛かり部の材質   ※標仕表16.8.1 による   ・             (16.8.2)(表16.8.1)

マスターキーについては下記による。                                        (16.8.4)

　・グループ及びグランドマスターキーを製作し、鍵箱に整理し提出する。

性能   ※標仕表16.10.1  ・                                    (16.10.3)(表16.10.1)13 自閉式上吊り引き戸

   装置

・製造所の仕様による                                                      (16.5.6)

12 自動ドア開閉装置

・凍結防止措置（適用箇所は建具表による）

      開 閉 方 法

召合せ、縦小口包み板等の材質　　                                          (16.5.3)

 ※引き戸

 ・多機能トイレ用引き戸

 　(性能値は表16.9.2)

 　(性能値は表16.9.1)

種　別                               　　　          (16.9.2)(16.9.3)(表16.9.1～4)

            　　 引き戸用検出装置の種類

  ※光線センサー ・熱線センサー

　・音波センサー

・タッチスイッチ

・光電センサー

　・電波センサー

　・押しボタンスイッチ ・多機能トイレスイッチ

5 樹脂製建具

　　気密性　※Ａ-３　・　                水密性  ※Ｗ-１　・　

6 鋼製建具 ・簡易気密型ドアセット　 適用箇所：　                                     (16.4.2)

鋼板の厚さ (mm)　　 ※標仕表16.4.2 による   ・                  (16.4.4)(表16.4.2)

   種　別  耐風圧性

　Ｓ-４

  気密性   水密性

 ・Ａ種

 ・Ｂ種

 ・Ｃ種

　Ｓ-５

　Ｓ-６

 ※Ｗ-４

     施 工 箇 所

 ※図示

 枠見込み(mm)

  Ａ-４  ・Ｗ-５

   種　別  耐風圧性   気密性   水密性      施 工 箇 所

 ※図示

 枠見込み(mm)

　木下地

 ・Ｄ種

 ・Ｅ種

　Ｓ-２

　Ｓ-３

 ※Ｗ-３ 　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(16.3.2)(16.3.4)(表16.3.2)

 ※Ａ-４

　・

　コンクリート系下地及び鉄骨下地

外部に面する建具　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(16.3.2)(16.3.4)(表16.3.1)

ステンレス鋼板　　 ※SUS304   ・SUS430J1L　・SUS443J1　　　　　　　　　　 (16.6.3)

　断熱性能　※Ｈ-４　・Ｈ-５ 

ＭＤＦ

フラッシュ戸

　　※Ａ種　　　・Ｂ種

14 重量シャッター

※「防火区画に用いる防火設備等の構造方法を定める件」に定める基準に適合するもの。

シャッターケース（防火・防煙以外のもの）　　・設ける　　　・設けない

防火又は防煙シャッターの危害防止機構    

外部に面するシャッターの耐風圧性能　　（　　　　　　　　　）Ｎ/ｍ2

　　　　・屋内用防火シャッター   ・防煙シャッター　・　　　

　　　　　　 形 状　   ・インターロッキング形　　　 ・オーバーラッピング形

スラット　　 材 質　   ※塗装溶融亜鉛めっき鋼板　　・ 

             厚 さ     ・0.5           ・0.8    

・リンググリルシャッター

・スライディングドア　　　  ・アルミ　　　　・スチール（消防合格品)

　パイプ及びリングの種類　  ※ステンレス（SUS 304）　・　

15 軽量シャッター

16 その他のシャッター

開閉形式　   ※上部電動式（手動併用）　・手動式　        　   (16.12.2)(表16.12.1)

形式    ・管理用シャッター   　  ・外壁用防火シャッター                　(16.11.2)

開閉形式　  ※上部電動式（手動併用） ・上部手動式　                  　(表16.11.1)

※危害防止装置

開閉方式      ※バランス式  ・チェーン式  ・電動式

ガイドレール  ※ステンレス鋼板　　　・溶融亜鉛メッキ鋼板

耐風圧性能　　（　　　　　　　　　）Ｎ/ｍ2

　　　　　　　　 ・ファイバーグラスタイプ

17 オーバーヘッドドア セクション材料   ※スチールタイプ　   ・アルミニウムタイプ               (16.13.2)

17
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・屋内の壁及び天井の塗装仕上げは、防火材料とする。                        (18.1.3)

・次の箇所を除き防火材料とする。（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

                              ※規制対象外   ・第三種　

1 材料

　建物内部に使用する塗料のホルムアルデヒドの放散量

1 性能

・気密性（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　

・耐火性（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・耐温度差性（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・遮音性（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・断熱性（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※製造所標準仕様による

2 材料、形状及び仕上げ

3　取付

製品の見え掛り部分の仕上げ　・　

主要取付部材の取付許容差　※表17.2.3　表17.3.2による　　　　　　　(17.2.5)(17.3.5)

木部                             　　　　　                               (18.2.2)

    不透明塗料塗り　※Ａ種　・　    　透明塗料塗り  ※Ｂ種  ・ 

    種別         　    ・Ａ種　　※Ｂ種　　　                        　（表18.2.4)

コンクリート、ＡＬＣパネル及び押出成形セメント板面                        (18.2.6)

石こうボード及びその他ボード面                                            (18.2.7)

3 さび止め塗料塗り 塗料種別                                                                  (18.3.2)

2 各面の素地ごしらえ

    亜鉛めっき面種別　 ・Ａ種   ・Ｂ種   　　　                        （表18.2.3)

ガラスブロック

  ガラスの色　　　・無色　　　　　　・着色（　　　　　　　　　　　　　　　）

  形状寸法　　　　・　

  模様による種類　・拡張ガラスブロック　　　　・指向ガラスブロック

ガラスの留め材

     名　　　称

  ※ガラス飛散防止

　  　　　フィルム

 第２種

  種 類   張 り 面

 ※内 面

 ・外 面

      性　能　等     施 工 箇 所

品質は JIS A 5759 による。

18 ガラス

19 ガラス用フィルム

ガラス材料    建具表による                                               (16.14.2)

 ※層間変位試験に

適合するもの（B法）

・耐風圧性（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）  　 　(17.1.1～3)

・耐震性（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・水密性（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

製品の許容差　※表17.2.1　表17.3.1による　　・　　　　　　　　　　(17.2.3)(17.3.3)

（表18.2.1)

    標仕18.2.6(1)の類　種別　   ・Ａ種　　※Ｂ種       　   　         （表18.2.5)

    標仕18.2.6(2)の類　種別　   ・Ａ種　  ※Ｂ種   　　　　　　　　    （表18.2.6)

  種別 （区分は図示による）  ※シーリング材(SR-1 ｼﾘｺｰﾝ系)   ・ガスケット

4 合成樹脂調合ペイント

  塗り(ＳＯＰ)

・亜鉛めっき面   工法は、標仕表18.4.3                           (18.4.4)(表18.4.3) 

・木部　　　　　 工法   屋外（※Ａ種・　）　屋内（※Ｂ種・　 ） (18.4.2)(表18.4.1) 

   (ＣＬ）

5 クリヤラッカー塗り

6 アクリル樹脂系非水

・木部      　工法    ・Ａ種　　 ※Ｂ種 　　　　　　　　　　    (18.5.2)(表18.5.1)

  工法      ・Ａ種 　  ※Ｂ種　　　　　　　                     (18.6.2)(表18.6.1)

（ただし、6㎜未満の鋼材の素地ごしらえはC種とする）

・　JISK5659（１級）　ふっ素系樹脂塗料

・亜鉛めっき面　　  工法は、標仕表18.7.2           　　　　     (18.7.3)(表18.7.2)

上塗種別

・　JISK5659（３級）　ポリウレタン系樹脂塗料

・　JISK5659（２級）　シリコン系樹脂塗料

・鉄鋼面          工法    ・Ａ種　 　※Ｂ種　　　　　　　     　(18.8.4)(表18.8.3)

                  工法    ・Ａ種　   ※Ｂ種　　　　　　　       (18.8.2)(表18.8.1)

・亜鉛めっき鋼面  工法は、標仕表18.8.4                          (18.8.5)(表18.8.4)

8 つや有合成樹脂エマル

   (ＥＰ-Ｇ)
   ションペイント塗り

・木部            工法は、標仕表18.8.2                          (18.8.3)(表18.8.2)

・　JISK5658　主要原料　ポリウレタン樹脂(3級)

・　JISK5658　主要原料　シリコーン樹脂(2級)

・　JISK5658　主要原料　ふっ素樹脂(1級)

    工法は、標仕表18.7.3 　種別は(・A種　・B種　・C種)とする    (18.7.4)(表18.7.3)

・コンクリート面、押出成型セメント板面

上塗種別

（ＤＰ）

7 耐候性塗料塗り ・鉄鋼面　　        工法は、標仕表18.7.1           　　　　     (18.7.2)(表18.7.1)

   ペイント塗り（ＥＰ)

9 合成樹脂エマルション   工法     ・Ａ種　   ※Ｂ種　　　　　　　                      (18.9.2)(表18.9.1)

　分散形塗料塗り(ＮＡＤ)

錆止め塗料塗り                                                            (18.3.3)
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2 接着剤

                              ※規制対象外   ・第三種　

壁紙施工用でん粉系接着剤、ユリア樹脂等を用いた接着剤のホルムアルデヒドの放散量

4 合成樹脂塗り床

       種  別

 ・弾性ウレタン塗り床材

　      　仕上げの種類

 ※平滑仕上げ　・防滑仕上げ　・つや消し仕上げ

 ※薄膜流し展べ仕上げ

 ・厚膜流し展べ仕上げ (※平滑　・防滑)

 ・防滑仕上げ

 ・樹脂モルタル仕上げ (※平滑　・防滑)

 ・エポキシ樹脂塗り床材

5 フローリング張り

   　種　別   樹 種     工　　法  仕上げ塗装等

※天然木化粧複合フローリング ※なら

 ・ひのき

 ※釘どめ工法(Ｃ種) ※塗装品

　ホルムアルデヒドの放散量　　※規制対象外   ・第三種

・単層フローリング ・接着剤併用釘留め

3 カーペット敷き

      施工箇所

 ・織ｼﾞｭｳﾀﾝ

     種　類   種　別  敷込み工法

 ※グリッパー ※無地

 ・柄物

  色　柄

 ・Ａ種

 ・Ｂ種

 ※Ｃ種

 ・タフテッド  ※無地

 ・柄物

 ※全面接着

 ・グリッパー

   帯電防止

 ・行う

 ・行わない

 ・行う

 ・行わない

 ※単層ビニル床タイル

・複層ビニル床タイル

 ・コンポジションビニル床タイル

・ビニル床タイル                                                          (19.2.2)

    種  類

・帯電防止床タイル                                                        (19.2.2)

    種  類

  JISの記号       備  考  厚さ(mm)

  厚さ(mm)       性  能

  接着剤　 ※標仕表19.2.1 による　・エポキシ、ウレタン樹脂系（　   　　 ）(19.2.2)

 体積抵抗値 1.0x109 Ω以下、又は

 漏えい抵抗値 1.0x1010 Ω未満

  接着剤　 ※標仕表19.2.1 による　・エポキシ、ウレタン樹脂系（　   　　 ）(19.2.2)

ビニル幅木の高さ (mm)   ※60    ・75　　・100

  ※2.0  ＴＴ

　ＦＴ

　ＫＴ

 ※単層ビニル床タイル

・複層ビニル床タイル

 ・コンポジションビニル床タイル

  ※2.0

1 ビニル床シート、

    種  類

  ※発泡層のないもの

  ・発泡層のあるもの

　　色　柄  JISの記号

 ※柄物 ・無地

  厚さ(mm)

工法　※熱溶接工法  ・突付け(施工箇所:                                  ) (19.2.3)

・ビニル床シート                                                          (19.2.2)

  ビニル床タイル張り

  接着剤　 ※標仕表19.2.1 による　・エポキシ、ウレタン樹脂系（　   　　 ）(19.2.2)

 ※ＦＳ  ・   ※2.0mm　・2.5mm ・無地 ※マーブル

                                                     (19.3.2)(19.3.3)(表19.3.1～2)

耐電性　※人体帯電圧3kV以下

下敷き材　（・なし　　※有り　JIS L 3204（反毛フェルト）第２種２号　厚８mm）

  パイル形状

 ※ループパイル

 ・カットパイル

 種　類

 ※第一種

 ・第二種

 寸法(mm)  総厚さ(mm)

 ※ 6.5 ※500×500

   施工箇所

 ・　　　  ・　　　

6 畳敷き材料 畳の種別　                                                    　(19.6.2)(表19.6.1)

　・Ａ種 　　・Ｂ種　　 ・Ｃ種　　 ・Ｄ種(・KT- Ⅲ)

7 石こうボードその他 　                                                            　(19.7.2)(表19.7.1)

※石こうボード、その他ボード、合板の類で天井及び壁に使用されるものは、下記

　以外すべて防火材料の認定表示のあるものとする。

　※合板類で、防火材料の特記がない場合

 ・石こうボード

・合板類の張り付け　　 ・ Ａ種　　  ※ Ｂ種　                           (表19.7.3)

　　　　　　　　・（　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

  のボード張り

       種  類

 ・ﾐﾃﾞｨｱﾑﾃﾞﾝｼﾃｨﾌｧｲﾊﾞｰﾎﾞｰﾄﾞ

 ・メラミン樹脂化粧板

 ・ポリエステル樹脂化粧合板

 ＧＢ-Ｒ

 ※1.2　・1.6

 ※2.7　・4.0　

 ＭＤＦ

　JISの記号 　　厚さ（mm）、規格等

　　※規制対象外　　・第三種

　合板類、繊維板、及びパーティクルボードのホルムアルデヒドの放散量

    ・目透し工法（　　　　 　　　　　 ）

工法　　　　　　　　　            (19.7.3)(表19.7.2)(表19.7.3)(表19.7.4)(表19.7.5)

・石こうボードの目地工法            　　　　　　　　                    (表19.7.5)

 ・12.5(不燃)　・9.5(準不燃)

 ・吸音用孔あき石膏ボード  ・9.5   ※12.5 

 ・不燃積層せっこうボード  ＧＢ-ＮＣ  ・9.5(不燃) 化粧無(下地張り用)

             化粧有(ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様)

 ・強化石膏ボード  ＧＢ-Ｆ  ・12.5(不燃)　・15(不燃)　・　　

 ・シージングせっこうボード  ＧＢ-Ｓ  ・9.5 　※12.5 

 ＧＢ-Ｄ  ※9.5 　・12.5 

 ・けい酸カルシウム板  0.8ＦＫ  無石綿 ※6  ・8  

 ・ロックウール吸音板  ＤＲ  ※ﾌﾗｯﾄﾀｲﾌﾟ(※9(不燃) ・12 ・   )

 ・凹凸ﾀｲﾌﾟ(※12(不燃) ・15 ・   )

 ・硬質木毛セメント板

 ・普通木毛セメント板

 ＨＷ

 ＮＷ

 ・15 ・20 ・25 ・  

 ・15 ・20 ・25 ・  

 ・単板張り

 　パーティクルボード

・無研磨板VN　　・研磨板VS

 ・10 ・12 ・15 ・18  

 ・化粧石こうボード

 ・化粧けい酸カルシウム板 0.8FK ※0.6

※9.0㎜未満の合板上張り留め付けはタッカー留めとする。

・石こうボードの石こう系接着剤による直張り工法　（19.7.3(5)による） 
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処理の種別　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　(14.2.1)(表14.2.1)

亜鉛めっきの種別　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  (14.2.2)(表14.2.2)

　　セントラル工業（ＣＩＣ防水剤）　　ボース（ボース防水剤）

　　ウォータイト（ウォータイトＢ号）　マノール（マノール防水剤）

保水剤は、メチルセルロース等の水溶性樹脂とする。

　　　　　　種 別　   ※押し目地　　　　・　

目　地　　　位 置　   ※図示による　　　・　                              (15.3.5)

　　　　　　　　　　  ・既成目地材

吸水調整材の品質　　※表15.3.2による

混和剤は、JIS A 6203に基づくセメント混和用ポリマーディスパージョンとする。

　遮音性能　※Ｔ-１　・Ｔ-２ 

鉄面、亜鉛めっき面                                                (18.2.3)(18.2.4)

     鉄面種別　　　　　 ・Ａ種   ・Ｂ種   ※Ｃ種(ＤＰ塗装は※Ｂ種)      （表18.2.2) 

 モルタル及びせっこうプラスター面                                          (18.2.5) 

    種別　 　　　　  　・Ａ種　  ※Ｂ種 　　　　　　                   （表18.2.7)

鉄鋼面   ＳＯＰの場合※Ａｓ種　　　 ・Ｂｓ種　              　          (表18.3.1) 

ＤＰの場合1回目錆止め塗りはＣｓ種、2,3回目はＤｓ種

　ＥＰ－Ｇの場合　 ・Ａｓ種(　　　    ) 　※Ｂｓ種　 

亜鉛めっき鋼面　ＳＯＰの場合 ※Ａｚ種　　 　・Ｂｚ種　　　　            (表18.3.2) 

ＤＰの場合Ｂｚ種

ＥＰ－Ｇの場合　 ・Ａｚ種(　　　    ) 　※Ｃｚ種　 

鉄鋼面    見え掛り（※Ａ種 ・     　） その他 (※Ｂ種  ・    )(表18.3.3)(表18.3.4) 

・鉄鋼面      　 工法    ・Ａ種　 　※Ｂ種 　　　　　　       　(18.4.3)(表18.4.2) 

亜鉛めっき鋼面 鋼製建具(※Ａ種 ・    ) その他 (※Ｂ種 ・     )(表18.3.5)(表18.3.6)

・ピグメントステイン塗り

11 ピグメントステイン

　 塗り

・タイルカーペット                                      (19.3.2)(19.3.3)(表19.3.2)

                                              (19.4.2)(19.4.3)(表19.4.1～表19.4.7)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     　 (19.5.2～19.5.6)(表19.5.1～表19.5.6)

・ｺﾝｸﾘｰﾄ面、押出成形ｾﾒﾝﾄ板面、ﾓﾙﾀﾙ面、せっこうﾌﾟﾗｽﾀｰ面、せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面、その他のﾎﾞｰﾄﾞ面 

令和8年3月版

外部に面するシャッターの耐風圧性能　　（　600　）Ｎ/ｍ2

・t=2.0（一種以上）

・6.0

A-03

大矢知分団車庫改築工事  

  　・継目処理工法（ビニルクロス下地) ・突付け工法（化粧石こうボード）

令和８年４月

・鍵 箱       既製品 （・30個用　  ・60個用 　 ・120個用  　・20個用　　　　　）



                                                                  (19.9.2)(19.9.3)

四日市市諏訪町１番５号

工事名

日付 図面名

/

四日市市都市整備部営繕工務課

一級建築士　登録　第　　　　　　　　号

縮尺 図面番号

特記仕様書（４）   
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8 壁紙張り

        施 工 箇 所       品　　質  防火性能

 ・不燃 ・準不燃 ・難燃

 ・不燃 ・準不燃 ・難燃

 ・不燃 ・準不燃 ・難燃

 ・不燃 ・準不燃 ・難燃

 ・不燃 ・準不燃 ・難燃

9 断熱材

　　　　　　種　類

ポリスチレン

・押出法

フォーム

保温板

 厚さ（mm）   　品質等

 ※25

 ・

 ※25

 ・

・現場発泡断熱材

 ※15

・断熱材兼用型枠  ※40以下

・特定フロンを使用

　しないもの

・ノンフロンのもの

・特定フロンを使用

　しないもの

・ノンフロンのもの

 難燃性・3級・2級

※A種1又はA種1H 

・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ系

・ｺﾝｸﾘｰﾄ系

・木質系

 ※３種b

 ※２種b  ※一般部

　　施工箇所

 ・接地部分

 ・

 ※断熱材補修部分

 ・一般部

 ※壁(図示の範囲)

10 ポリカーボネート

   樹脂板     施 工 箇 所     色    耐 候 性    防 火 性 能

 ・無し

 ※一般型

 ・超耐候性

 ・着 色

  厚　さ

 ・　

 ・3  ・5  ※有り（大臣認定）

・大臣認定　（・ＤＷ　　　・ＵＷ　　　　）

 ・無 色

・ブロンズ

ロックウール、グラスウール、ユリア樹脂又はメラミン樹脂を使用した断熱材の

ホルムアルデヒドの放散量　　※規制対象外　・第三種

 仕上り高(mm)   施 工 箇 所   表面仕上げ材

 ・帯電防止床タイル

 ・タイルカーペット

 耐荷重性能 耐震性能

                                                                          (20.2.2)

  フロア

1 フリーアクセス

・3000N

・5000N

スロープ及びボーダー     ※製造所の標準仕様  ・図示

                                                                          (20.2.3)2 可動間仕切り

    構造形式

　※パネル式

　・スタッド式

　・スタッドパネル式

　遮音性　　・あり（　　　　　）　　・なし

 表面材種 厚さ(mm)

 ※鋼板

 (※0.6  ・0.8)

 ・ 

 ﾊﾟﾈﾙ部の総厚さ(mm)

 ・ 

     表面仕上げ

   アクリル樹脂焼付け

 ※メラミン樹脂又は

3 移動間仕切り

4 トイレブース 　パネル表面材　※高圧メラミン樹脂系化粧板 (アルミ製コナーエッジ付き)     (20.2.5)

　パネル圧着装置の操作方法  (・                                         )

　パネル表面材 (・                           )  遮音性 (・              )

　操作方法　・手動式　・電動式　・部分電動式                              (20.2.4)

  種　類

  手すり  ・鉄

 ※ステンレス（SUS 304)

    材料の種別     表面処理

 ※ＨＬ程度  ・鏡面程度  ・ 

6 階段滑り止め 

  寸法(幅) ※35mm  ・             取付け工法   ※接着工法　・埋込み工法

  材種、形状   ※ステンレス製ビニルタイヤ入り　  ・                       (20.2.7) 

操作方法 (                   　　　　　　　　　)

      名 称・品 質       施 工 箇 所

防炎加工　　消防庁認定の　イ　とする

・カーテンレール    ・アルミニウム製　※ステンレス製　※Ｃ型又はＤ型 

    ひだの種別

 ・箱ひだ等 ・片ひだ

 ・箱ひだ等 ・片ひだ

  形  式

 ・片引 ・引分

 ・片引 ・引分

表面材   ※ビニルレザー張り（防炎加工）　・ 

  暗幕用カーテンの重なりは300mm以上とする。なお、重ねか所は下記による。

・両端　　・上部　　※召合わせ

     種  類

 ※ギヤ式 ・コード式

 ・操作棒式

 ※横型

 ・縦型  ・１本操作コード

 ※アルミニウム合金 ※25 

 ・ 

 ・アルミスラット　・80

 ・クロススラット  ・100

   施 工 箇 所  スラットの材種・幅(mm)  形 式

 ※２本操作コード

誘導標識、非常用進入表示等は市販品とし、その他は図示とする。

              ・なし

       　種 類

 ・黒板

    ボード

 ・ホワイト  ※ホーロー

   寸 法(mm)

 ※緑 ・黒

 ※緑 ・黒

 ※白

 ※平面 ・曲面 ・ 

   色 彩      備 考

 ※焼付け

 ※ホーロー

7 黒板及び 

　ホワイトボード

8 表示 衝突防止表示  ※図示 (市販品 ※ステンレス製 径約30mm ・                ) (20.2.11) 

                                                                          (20.2.9) 

  タラップ  ・鉄

 ※ステンレス（SUS 304)  ※研磨無し  ・ 9　タラップ

(20.2.12)

10 ブラインド 

                                                                         (20.2.14) 

11 ロールスクリーン 材種・品質 (                                                           ) (20.2.15) 

12 カーテン 

                                                                         (20.2.16) 

カーテン生地の はぎれ   ※半幅未満は使用しない  ・ 一幅未満は使用しない 

形式　   ・両開き　　　　　　　　　　　　・片開き

折りたたみ幅(mm)      ※約 230     ・約 120　　・　

13 アコーディオンドア 

材 質　  ※ＳＵＳ製　　　　　　・鋼板めっき製　　　・　

形 式    ※角形   ・丸形　　　  　   寸 法     ※ 600角  ・   

・上下式　　　・抜き差し式　　　・固定式

材 質   (・ステンレス  ･                    )

SUSチェーン（・有　　・無  )

材 質         ・アルミ  ・ステンレス

　　　　 ・レジンコンクリート系　　厚さ (mm) 　※30　　・　

耐火性能      ・有り (            ) ・無し

クリアランス  ・50  ・100  ・ 

　　 　　・　　　　　　　　　　　　厚さ (mm) 　・　 

材 種　  ・塩化ビニル系

            受け枠(・                )

床点検口    ※アルミニウム製  ・ステンレス製

天井点検口  ※アルミニウム製  (※額縁タイプ  ・目地タイプ )

材 質      ※アルミニウム合金       操作方法    ・ロープ式  ・ハンドル式 

形 式　    ※斜降式　　　　・垂直式

材　種　   ※ステンレス製 SUS 304　　　・ 

材 種　    ※ステンレス製（SUS 304）　　　   ・　

形 式      ・テーパー式 　・同一断面式     長 さ (　　　　　　　　　　　）

製造所　 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　）
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 ・ＤＶ

 ※硬質ポリ塩化ビニル管  ※ＶＰ  ・ＶＵ

     管の種類

 ※外圧管(※１種 ・２種) ・遠心力鉄筋コンクリート管  Ｂ形(ゴム接合)

 管形状(接合方式)        材  質

1 排水管

　　　　内壁（幅ｘ深さ）

　シーリング剤(内外とも)　シーリング剤(見え掛りのみ)

　※20ｘ10　　・　

　　外壁（幅ｘ深さ）

　※20ｘ10　　・　目地寸法(mm)

目地材

　目　地

・無し

・有り

　防水性能

・非耐火型

・耐火型

　耐火性能

※完全(全貫通型)スリット

　　タイプ

・水平方向

・垂直方向

方　向

製造所　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

     基　 礎      網    高   さ    形　 式

材種（※塩化ビニル製　　　・アルミニウム合金　　　）

    受 わ く  寸 法(mm)    材　種     施 工 箇 所

  種　類    適用内容    規格・品質等

 ・優良住宅部品

 ・ 

 ※市販品

 トラップ付

 バックガード付

 SUS製 1段式

   寸　法

 ※600  ・700   ・ 

 ※1200 ・900

 流し台

 コンロ台

 つり戸棚

 水切棚

 ※1200 ・1500  ・1800

 ※1200 ・900   ・600

 ・排水用硬質ポリ塩化ビニル管継手

排水管用材料                                                 (21.2.1～2)(表21.2.1)

14 点検口 

15 流し台ユニット 

16 天井見切縁 

17 くつふきマット 

18 フェンス 

19 旗ざお受金物 

20 旗ざお 

21 丸環 

22 救助袋 

23 屋根マンホール 

24 視覚障害者用 

   誘導床材

25 車止め支柱 

26 エキスパンション 

   ジョイント金物

27 耐震スリット 

2 排水枡及びふた

                     種  類

 ・簡易密閉形(ﾊﾟｯｷﾝ式) ・中ふた付密閉形　

 ・水封形       ・密閉形(ﾃｰﾊﾟｰﾊﾟｯｷﾝ式)　

 ・T-14用   ・T-20用

 ・T-2用    ・T-6用

        材 質

 ・鋼製

 ・ステンレス製

 ﾒﾝﾊﾞｰﾋﾟｯﾁ

 ※細目

 ※普通目

 ・細目

 上面形状  種 類

 ・溝ふた用

 ・枡ふた用

 ・かさ上げ用

 ・Ｕ字溝用

 ・歩行用

 ・T-2用

 ・T-6用

 ・T-14用

 ・T-20用

 適用荷重 形 式

 ※受枠付き

 ・ 

 ボルト固定

 ※無し ・図示

 ※凹凸形

 ・凹凸形

 ※平形

3 埋戻し土

鋳鉄製マンホールふた                                                      (21.2.1)

グレーチングふた                                                          (21.2.1)

種 別　 ・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種　　　　　　           　　(21.2.1)(表3.2.1)
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1 路床 ・遮断層　 　厚さ(mm) ・　　　　　材料 ※川砂、海砂、良質な山砂 ・        (22.2.2)

・路床安定処理 　 厚さ(mm) ・　　　　　　添加材料の種類

・盛土材料　      種別　・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種　       　(22.2.3)(表3.2.1)

・フィルター層　厚み　・車道150㎜歩道50㎜　・　　　        　(22.2.2～3)(表21.2.2)

2 路床土の支持力比試験

3 路床締固め度の試験

4 砂の粒度試験

5 路盤材料

・行わない　　　・行う　

・行わない　　　・行う　                                                  (22.2.5)

・行う（・乱した土　　・乱さない土）  ・行わない                          (22.2.5)

種別及び呼び名　　※クラッシャランＣ－40又はクラッシャランスラグＣＳ－40

　　　　　　　　　  再生クラッシャランＲＣ－40

締固め度の検査　   ※行う　（　　　箇所）　　　・行わない

路盤の厚さ　　  　車道部(※150   ・　　　)mm  歩道部(※100 ・   )mm    (22.3.2～5)

6 路盤の構成及び仕上がり ・標仕22.3.2(3)は適用しない  　　　　　                                   (22.3.2)

7 アスファルト舗装 構成及び厚さ　・車道部の基層なし　基層　－　　　　表層　50ｍｍ　          (22.4.2)

　　　　　　　・車道部の基層有り　基層　50ｍｍ　　表層　30ｍｍ

　　　　　　　・歩道部　　　　　　基層　－　　　　表層　30ｍｍ

10 透水性アスファルト

　　　　　　　　舗装 平たん性　　　　　※著しい不陸がないもの

試験練り　　　　・行う　　　　　　※行わない　　　　　　　　　　　　　　　(22.7.4)

開粒度アスファルト混合物の抽出試験　・行う　　　　　　・行わない　　　　　(22.7.6)

舗石の基層　※コンクリート舗装　・アスファルト舗装

インターロッキングブロック　材質　　　　　　　　形状

　　　　　　　　　　　　　　表面加工　　　　　　種類　　　　　　寸法

クッション材　※砂　　　　　　　　・空練りモルタル

平たん性　　※歩行に支障となる段差がない(３㎜以下)                               

1 植栽地の試験

2 植栽基盤の適用

・標仕23.1.3を適用しない                                                  (23.1.3)

有効土層の面積及び厚さ　・面積　　　　　　　・厚さ　　　　　        　 （表23.2.1)

稙裁基盤の整備　・適用しない　・適用する（　　　　　　　　　　　　　　）  (23.2.2)

3 材料 植込み用土　　　※現場発生土の良質土　　・客土　                          (23.2.3)

土壌改良材　　　　　※バーク堆肥又は汚泥発酵肥料　・　　　　　　　　　　　(23.2.3)

幹巻き用材料　　※幹巻き用テープ　　　　・わら　　・こも　　　・　

樹木の樹種、寸法、株立数、数量　※図示による　　・                        (23.3.2)

支柱材　　　　　※加圧式防腐処理丸太材　　　　　　・真竹　

4 植樹

章
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5 新植の工法

枯補償の期間　　　　　※引渡しの日から１年　　　・　                      (23.3.4)6 新植樹木の枯補償

11 ブロック系舗装

12 砂利敷き

　表層　※密粒度アスファルト混合物（13）又は密粒度アスファルト混合物（13Ｆ）

試験練り　　　　　　　　　　　・行う　　　　　　※行わない　

  　 　 ・細粒度アスファルト混合物（13）

8 コンクリート舗装

厚さの試験　　　　　　　　　　・行う　　　　　　※行わない　　　　　　　　(22.5.6)

平たん性　　　　　※通行に支障となる水たまりを生じない程度

9 カラー舗装

　　　　車道部の基層　・有り　　※無し     

　　　　舗装の種類　・加熱系(・アスファルト混合物　・石油樹脂系混合物　　　　）

　　　　　　　　　　・常温系（・ニート工法　　・塗布工法  　　　　　　　　 　）

部　位 厚　さ(mm)     施 工 箇 所

 ※70　　　・　 歩行者用通路

コンクリート　※表22.5.1による　　　・                    　    (22.5.3)(表22.5.1)

注入目地材　　※低弾性タイプ　　　　・高弾性タイプ       　    　　　　 (表22.5.3)

構成及び厚さ　※標仕22.6.2による　　　・                 　     (22.6.2)(表22.6.1)

アスファルト　　・歩道部　※ストレートアスファルト　　　　　　(22.7.3)(表22.7.1)

構成及び厚さ　　　　　　　　　　　　　　　　　                     　     (22.5.2)

材料     ・Ａ種（通路）　　・Ｂ種（建物周囲その他）                       (22.9.2)

厚さ　※歩道部３０㎜　　　　　　　　　・                    　      　　　(22.7.2)

平たん性　　　　　※通行に支障となる水たまりを生じない程度

切取り試験　　　　　　　　　　・行う　　　　　　※行わない　　　　　　　　(22.4.6)

アスファルト混合物の抽出試験　・行う　　　　　　・行わない

配合その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(22.4.4)

目地材　　　・砂　　　　・モルタル                                        (22.8.2) 

8 芝張り

吹付けは種用種子　　※洋芝類（量　　　　　　）　・　　　　                (23.4.2)

芝　　※こうらい芝　・野芝　                                              (23.4.2)

芝張りの工法    ※標仕 23.4.3 による                                      (23.4.3)

9 屋上緑化 土壌層の厚さ（　　　　　　　㎝）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(23.5.2)

・排水層　　・軽量骨材　　・板状成形品　　　　　　　　　　　　　　　　　　(23.5.3)

・土壌層　　・人工軽量土　※改良土

　　　個人情報の取り扱いに関する事項

個
人
情
報
取
扱
注
意
事
項

　　（基本事項）

第１　この契約による工事の施工者（以下「乙」という。）は、この契約による工事を施工するに当たり、個人情報

　　（施工者の義務）

第２　乙及びこの契約による工事に従事している者又は従事していた者（以下「乙の従事者」という。）は、当該工

　２　乙は、この契約による工事において個人情報が適正に取り扱われるよう乙の従事者を指揮監督しなければなら

　　　ない。

　　　事を施工するに当たり、個人情報を取り扱うときは、個人情報の保護に関する法律（平成15年法律大57号。以

　　　下「法」という。）67条に規定する義務を負う。

　　　を取り扱う際には、個人情報の保護の重要性を認識し、個人の権利利益を侵害することのないようにしなけれ

　　　ばならない。

　　（秘密の保持）

第３　乙及び乙の従事者は、この契約による工事を施工するに当たって知り得た個人情報を当該工事を施工するため

　　　に必要な範囲を超えて使用し、又は他人に知らせてはならない。

　２　乙は、乙の従事者が在職中及び退職後においても、前項の規定を遵守するように必要な措置を講じなければな

　　　らない。

　３　前２項の規定は、この契約が終了し、又は解除された後においても同様とする。

　　（適正な管理）

　　　ために必要な措置を講じなければならない。

第４　乙は、この契約による工事に係る個人情報の漏えい、滅失又は改ざんの防止その他の個人情報の適正な管理の

　２　乙は、個人情報の適正な管理のため、管理責任者を置くものとする。

　　　管理方法等について適正な指導管理を行わなければならない。

　３　管理責任者は、個人情報を取り扱う工事の従事者を必要な者に限定し、これらの従事者に対して、個人情報の

　４　四日市市（以下「甲」という。）は、必要があると認めたときは、個人情報の管理状況等に関し、乙に対して

　　　な改善を指示することができるものとし、乙は、その指示に従わなければならない。

　　　報告を求め、又は乙の作業場所を実地に調査することができるものとする。この場合において、甲は乙に必要

　　（収集の制限）

　　　るために必要な範囲内で、適法かつ公正な手段により収集しなければならない。

第５　乙及び乙の従事者は、この契約による工事を施工するために、個人情報を収集するときは、当該工事を施工す

　　（再提供の禁止）

　　　ならない。

第６　乙は、あらかじめ甲の承諾があった場合を除き、この契約による工事に係る個人情報を第三者に再提供しては

　　　を講じなければならない。

　２　乙は、前項の承諾により再提供する場合は、再提供先における個人情報の適正な取り扱いのために必要な措置

　　　する。

　３　前項の場合において、乙は、再提供先と本注意事項に準じた個人情報の取り扱いに関する契約を交わすものと

　　（複写、複製の禁止）

第７　乙及び乙の従事者は、あらかじめ甲の指示又は承諾があった場合を除き、この契約による工事を施工するに当

　　　たって、甲から提供された個人情報が記録された資料等（以下「資料等」という。）を複写し、又は複製して

　　　はならない。

　　（持ち出しの禁止）

第８　乙及び乙の従事者は、あらかじめ甲の指示又は承諾があった場合を除き、資料等（複写又は複製したものを含

　　　む。第9において同じ。）を契約書に指定された作業場所から持ち出してはならない。

　２　甲及び乙は、乙が前項の指示又は承諾により資料等を持ち出す場合、その内容、期間、持ち出し先、輸送方法

　　　等を書面により確認するものとする。

　３　前項の場合において、乙は、資料等に施錠又は暗号化等を施して関係者以外の者がアクセスできないようにす

　　　るとともに、資料等を善良なる管理者の注意をもって保管又は管理し、漏えい、滅失及びき損の防止その他適

　　　切な管理を行わなければならない。

　　（資料等の返還）

第９　乙は、この契約による工事を施工するに当たって、甲から提供された個人情報が記録された資料等を、当該工

　　　する場合を除く。

　　　事の終了後速やかに甲に返還し、又は引き渡さなければならない。ただし、甲の指示により廃棄し、又は消去

　２　前項の廃棄又は消去は、次の各号に定めるほか、他に漏えいしないよう適切な方法により行うものとする。

　　(1)　紙媒体　　シュレッダーによる裁断

　　(2)　電子媒体　データ完全消去ツールによる無意味なデータの上書き、もしくは媒体の破砕

　３　乙は、第6の規定により甲の承諾を得てこの契約による工事に係る個人情報を第三者に再提供したときは、当

　　　該工事の終了後速やかに当該第三者から資料等を回収のうえ甲に返還し、又は引き渡さなければならない。

　　　ただし、甲の指示により、乙又は第三者が資料等を廃棄し、又は消去する場合を除く。

　　　棄、又は消去されたことを直接確認しなければならない。

　４　前項ただし書の規定により、第三者が資料等を廃棄し、又は消去する場合においては、乙は、当該資料等が廃

　　（研修・教育の実施）

第10　乙は、乙の従事者に対し、個人情報の重要性についての認識を深めるとともに、この契約による工事における

　　　個人情報の適正な取り扱いに資するための研修・教育を行うものとする。

　　　速な処理に努めるものとする。

第11　乙は、この契約による工事の施工に当たって、個人情報の取り扱いに関して苦情があったときは、適切かつ迅

　　（苦情の処理）

　　（定期報告及び事故発生時における報告）

第12　乙は、甲から個人情報の取扱の状況について報告を求められた場合は、直ちに報告しなければならない。

　 2　乙は、この個人情報取扱注意事項に違反する事故が生じ、又は生じるおそれがあることを知ったときは、速や

　　　かに甲に報告し、甲の指示に従うものとする。

　　（監査及び検査）

第13　甲は、この契約による業務に係る個人情報の取り扱いについて、この契約の規定に基づき必要な措置が講じら

　　　れていることを検証および確認するため、乙及び第6の規定により甲の承諾を得てこの契約による業務を受託

　　　し、又は請け負った第三者に対して、監査又は検査を行うことができる。

　 2　甲は、前項の目的を達するため、乙に対して必要な情報を求め、又はこの契約による業務の処理に関して必要

　　　な指示をすることができる。

第14　甲は、乙又は乙の従事者がこの個人情報取扱注意事項に違反していると認めたときは、契約の解除及び損害賠

　　　償の請求をすることができる。

　　（契約解除及び損害賠償）

１．契約の解除

２．暴力団等による不当介入を受けたときの義務

　　　規定により、四日市市建設工事等入札参加資格停止基準に基づく入札参加資格停止措置を受けたときは、契約

　　　を解除することがある。

　　（１）不当介入には、断固拒否するとともに、速やかに警察へ通報並びに業務発注所属へ報告し、警察への捜査

　　　　　協力を行うこと。

　　（２）契約の履行において、不当介入を受けたことにより、業務遂行に支障が生じたり、納期等に遅れが生じる

　　　　　おそれがあるときには、業務発注所属と協議を行うこと。

　　（３）(1)(2)の義務を怠ったときは、四日市市建設工事等入札参加資格停止基準に基づく入札参加資格停止等の

　　　　　措置を講ずる。

障
害
者
差
別
解
消
に
関
す
る
事
項

暴
力
団
等
不
当
介
入
に
関
す
る
事
項

１．対応要領に沿った対応

２．対応指針に沿った対応

　　（１）この契約による事務・事業の実施（以下「本業務」という。）の請負（委託）を受けた者（以下「受注者

　　　　　（受託者）」という。）は、本業務を履行するに当たり、障害を理由とする差別の解消の推進に関する法

　　　　　律（平成２５年法律第６５号。以下「法」という。）に定めるもののほか、障害を理由とする差別の解消

　　　　　の推進に関する四日市市職員対応要領（平成２９年２月２８日策定。以下「対応要領」という。）に準じ

　　　　　て、「障害を理由とする不当な差別的取扱いの禁止」及び「社会的障壁の除去のための合理的な配慮の提

　　　　　供」等、障害者に対する適切な対応を行うものとする。

　　（２）（１）に規定する適切な対応を行うに当たっては、対応要領に示されている障害種別の特性について十分

　　　　　に留意するものとする。

　　　上記１に定めるもののほか、受注者（受託者）は、本業務を履行するに当たり、本業務に係る対応指針（法第

　　　１１条の規定により主務大臣が定める指針をいう。）に則り、障害者に対して適切な対応を行うよう努めなけ

　　　ればならない。
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モルタル及びせっこうプラスター面の素地ごしらえ　　    ・Ａ種　 ※Ｂ種   (表19.8.1) 

壁紙のホルムアルデヒドの放散量　　※規制対象外　・第三種

コンクリート面の素地ごしらえ　　  　　　　　　　　　  ・Ａ種　 ※Ｂ種   (表19.8.2) 

せっこうボード面及びけい酸カルシウム板面の素地ごしらえ・Ａ種　 ※Ｂ種   (表19.8.3) 

                                                                  (19.8.2)(19.8.3)

5手すり

　脚 部　(ｽﾃﾝﾚｽ製)       ※幅木タイプ 　・脚金物タイプ

 溶融亜鉛めっき 外部 ※Ｃ種　・　

 電気亜鉛めっき 内部 ※Ｅ種  ・ 

                ・ポリエステル樹脂系化粧板 (アルミ製コナーエッジ付き) 

 溶融亜鉛めっき 内外部 ※Ｃ種　・　

加熱アスファルト混合物等の種類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (表22.4.5～6)

舗石の種類　　・形状　　　　　　　・寸法

コンクリート平板の種類及び寸法　※厚さ60㎜  　　・　                      (22.8.3)

植栽基盤の整備工法　種別※Ａ種(樹木)　※Ｂ種（芝等)　・Ｃ種　　・Ｄ種　（表23.2.2)

支柱　　　・添え柱形          ・鳥居形          ・八ッ掛け形              (23.3.3)

          ・布掛け形          ・ワイヤ掛け形    ・地下埋設形　

7 移植樹木の枯損処置 枯損処置を行う期間　　※引渡しの日から１年　　　・　                      (23.3.6)

吹付けは種の工法    ※標仕 23.4.4 による                                  (23.4.4)

　　　四日市市の締結する契約等からの暴力団等排除措置要綱（平成28年2月12日告示第38号）第３条又は第４条の

令和8年3月版

大矢知分団車庫改築工事  

A-04

便所壁

待機室

和室

※量産ｸﾛｽ　・　

※量産ｸﾛｽ　・　

　ジュラク調　木目調

※図示による

図示による

令和８年４月

W900×H600



1階床面積 8.54*4.64+1.20*（2.40+3.74）=46.99m2

2階床面積

延べ床面積

建築面積

93.98ｍ2

8.54*4.64+1.20*（2.18+3.96）=46.99m2

8.54*4.64+1.20*(2.40+3.74)+2.40*0.33=47.79m2

1階

12
0
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4
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2400

8540
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Project Date Title No.

アイ・エス建築企画
三重県知事登録（１）第1384号　一級建築士事務所 一級建築士　第227535号　生川　昌毅

Scale大矢知分団車庫改築工事

四日市市諏訪町1番5号

設 計 概 要

建　 築　 主

建築主住所

敷 地 面 積

用 途 地 域

床　 面　 積

四日市市長

m 2

車庫

敷 地 求 積 図

2階

共通事項

　　便　　　所

木材：見え隠れ、車庫棚-杉特1等、見え掛かり-上がり框・棚框・その他：杉上小

2階スラブ：デッキプレート　H=50の上コンクリート t=60金ゴテ仕上げ

内部 塗装：鉄部見え掛かり部　ＳＯＰ塗装、その他錆止め塗装

化粧ケイカル板 t=6：不燃   （N M -8579） ＳＯＰ：準不燃  （Q M -9816）

LGS W 65の上  PB ｔ=12.5下地 クロス貼り 軽量鉄骨天井下地  化粧PB t=9.5

ケイカル板 t=6：不燃   （N M -9029）

塩ビ製塩ビ製巾木 H=100 ピクトサイン、面台（ポリ合板ﾌﾗｯｼｭ）CH=2300

・吹き付け石綿及び吹き付けロックウール等の建築材料は使用しないこと。

特記事項

壁：PB t=9.5：準不燃【Q M -9828】

・ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ：ﾛﾝｼｰﾙ ｻﾆﾀﾘｳﾑ、ﾀｷﾛﾝﾏﾃｯｸｽ　ﾈｵｺﾘｰﾝ、東ﾘ　消臭NSﾄﾜﾚ　各社同等以上

壁：PB t=12.5・耐水PB ｔ＝12.5：不燃【N M -8619】

A2:1/200,A3:1/282

隣地境界線 18,500

外　　　　　　壁

外  部  階  段

外　部　巾　木

樋

庇 その他

屋　　　　　　根

建　　　　　　具

断熱材

手摺：アルミシルバー

不燃断熱材t=5裏打ち（屋内）

アルミサッシ鉄骨用サッシ

軽量バランスシャッター

水切金物：カラーガルバリウム鋼板 t=0.5

踏板：C H P L-6　ＤＰ

軒樋：硬質塩ビ製　Ｗ=130

竪樋：硬質塩ビ製　カラーVP  100φ

屋根：グラスウールt=50  24kg/m 3

外壁・内壁：グラスウールt=50  24kg/m 3　範囲は平面詳細図による

角波カラーガルバリウム鋼板  t=0.5   透湿防水シート　ケイカル板  t=6  下地

外部仕上表

内部仕上表

室　　　　　　名

1階
　　車　　　庫

1階

2階
　　待　機　室

2階
　　和室14帖

床

　　便　　　所

コンクリート金ゴテ仕上げ

50角モザイクタイル

コンクリート金ゴテ仕上げ

巾木

コンクリート打放し

タタミ寄せ

一部

タイル巾木

木製巾木 H=60

壁

一部ケイカル板 t=6.0素地（縦方向のみアルミジョイナー押え）

鉄骨胴縁表しのまま　ＳＯＰ

LGS W 65+PB t=12.5 下地  ジュラク調クロス貼り

LGS W 50下地 + 耐水PB t=12.5 下地　クロス貼り

流し前：LGS W 65+耐水PB t=12.5 下地  化粧ケイカル板 t=6貼り（ｱﾙﾐｼﾞｮｲﾅｰ使用）

天井 廻縁 備考

デッキプレート表し（亜鉛メッキ） 鉄骨見え掛かり　全てSOP

軽量鉄骨天井下地  化粧PB t=9.5 塩ビ製

CH=2600 塩ビ製

木製

横型ブラインド（正面付け）

軽量鉄骨天井下地 CH=2400

軽量鉄骨天井下地  化粧PB t=9.5塩ビ製巾木 H=100

ホース棚、コート・ヘルメット掛け（22ケｘ４段）・車止め

棚板・ピクトサイン、腰壁：ｱﾙﾐ製見切り

ピクチャーレール（ﾌｯｸ2か所程度）、アルミ枠ホワイトボード 750ｘ900（後付け）

2階
軽量鉄骨天井下地 CH=2400

雑巾ズリ 素地 LGS W 65+PB t=12.5 下地  シナ合板 t=4 素地

PB t=9.5+木目調ｸﾛｽ貼り

PB t=9.5+シナ合板 t=4 素地
木製　素地

A-05

流し台 L=1200程度及びIHｺﾝﾛ台 Ｌ=600 (レンジフードと吊戸棚付き）

　　押　入 1、2

中段・枕棚付き、押入2のみ:ハンガーパイプ(SUS製34φHL)

モルタル金ゴテ仕上げ GL+490

～3800
CH=3640

一部　乾式二重床下地構造用合板t=12+複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ貼りt=12（塗装品）

一部　乾式二重床下地構造用合板t=12+複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ貼りt=12（塗装品）

乾式二重床下地構造用合板t=12+タタミ敷き

乾式二重床下地構造用合板t=12+シナ合板ｔ=5.5 素地

乾式二重床下地構造用合板t=12+9、ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0(防汚防滑仕様）

2025.10.24

・建材全て【F☆☆☆☆】とする。石綿及びクロルピリホスが含まれる材料は使用しないこと。

隣地境界線 18,500

道
路
境
界
線
 9
,3

30

隣
地

境
界
線
 9
,3
30

20,718

8
,
3
3
1

8
,
3
3
1

20.718 * 8.331　/　2　＝　86.301

20.718 * 8.331　/　2　＝　86.301

＝ 172.602

敷地面積　172.60ｍ 2

172.60

求 積 図(申請建物)

2400

46
4
0

12
0
0

8540

2階

3960 2180

工 事 場 所

第二種住居地域　(建ぺい率:60％、容積率:200％)

建 築 面 積

最 高 軒 高

最 高 高 さ

構　　　　造 車庫建物部分 鉄骨造2階建て

ホース乾燥塔：コンクリート製既製品

設　　　　備

工 事 範 囲

機械設備・電気設備

分団車庫新築

住居表示:四日市市下さざらい町1-3　地名地番:四日市市下さざらい町187-1の一部

ルーフデッキ  カラーガルバリウム鋼板 t=0.8  Ｈ=85（告示1400号 不燃材料）

LGS W 65（一部LGS W 90）+耐水PB t=12.5 下地　クロス貼り（準不燃）

ルーフデッキ  カラーガルバリウム鋼板 t=0.8  Ｈ=85（告示1400号 不燃材料）

ピクチャーレール（ﾌｯｸ合計12か所程度）

CH=2350

特記なき限り、次の木部はUC塗装:上がり框、建具枠及び額縁(敷居部分は除く)、壁見切、床見切、巾木、廻り縁

クロス：準不燃 防火2級   （QM-0803 同等品）

FL+1100まで　100角タイル貼り

天井：化粧石膏ボード t=9.5：不燃【N M -1864】

・乾式二重床耐荷重:1800N/㎡以上

概要書、求積図、仕上表

床面積

建築面積

95
0

2.63*0.95=2.50m2

2.63*0.95=2.50m2

2630
物置

7.319 m　(設計GLより 7.290　m)　

7.149 m　(設計GLより 7.120　m)　

(自動車車庫等の部分:39.63 ㎡　＞　延べ床面積の1/5:19.29 ㎡)

容積率算定用床面積:96.48-19.29＝77.19 ㎡　容積率:44.73％＜200％

申請部分:96.48 ㎡　　申請以外の部分:- ㎡　　合計:96.48 ㎡

申請部分:50.29 ㎡　申請以外の部分:- ㎡　合計:50.29 ㎡　建ぺい率29.14％＜60％

プレハブ物置

プレハブ物置：スチール製

㈱稲葉製作所　フォルタ FS-2609S

㈱ヨドコウ　エルモ LMD-2908　各社同等品



Project Date Title No.

アイ・エス建築企画
三重県知事登録（１）第1384号　一級建築士事務所 一級建築士　第227535号　生川　昌毅

Scale大矢知分団車庫改築工事 A-06
A2:1/100,A3:1/141

2025.10.24
付近見取図・配置図

付　近　見　取　図

工事場所

消防車駐車場所

(黄色　W=150@700程度)

仕様:路面標示用塗装常温型JIS-K5665 3種

ｶﾞﾗｽﾋﾞｰｽﾞ(JIS-R3301)散布

文字「駐車禁止」書き込み1000角程度

＜新設建物＞

分団車庫

市民センター

植栽

5
,
2
0
0

既
存

ﾒ
ｯ
ｼ
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駐
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45

6

7

隣地境界線 18,500

水路

既存ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽH900

防災無線電柱(3本):既存のまま

2
,
7
8
0
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,
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,
4
0
0

4
,
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4
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6,520 8,540 3,440 3,870
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隣地境界線 18,500

道
路

境
界

線
 
9
,
3
3
0

隣
地

境
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線
 
9
,
3
3
0

＝KBM(擁壁天端)

ｾﾞﾌﾞﾗﾏｰｸﾗｲﾝ引き

▽水路中心線

▽2階延焼ライン

▽1階延焼ライン ▽
1
階

延
焼
ラ

イ
ン

5,000
道路中心まで

5,000

5
,
0
0
0

3
,
0
0
0

▽1階延焼ライン

3
,
0
0
0

5
,
0
0
0

3,000

配　置　図 　S=1/100

ｺﾝｸﾘｰﾄ立上り:斜線部新設

ｺﾝｸﾘｰﾄ縁石W150:斜線部新設

1
,
4
5
0

1
,
0
0
0

4
4
0

スロープ　1/12

6,435 2,760 5,865 1,500 5,810

ｺﾝｸﾘｰﾄ立上り:斜線部新設

8
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+50
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U字溝:既存のまま

つば付き鋼製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ:新設

＜新設建物＞
プレハブ物置
W2.63×D0.95

625 2,630

9
5
0

185

8
0

※盛土規制法上、許可対象となる盛土等無し。(三重県四日市建設事務所と協議済み)

新
設

雨
水

管

新設雨水管

新設雨水管

既設道路側溝へ接続

既設雨水枡に接続

2

4

3

2

3

4-
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-

-

区間 区間長さ(ｍ) 面積(区間長さ×平均高さ)(㎡)
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5
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1

-7

合計

平均地盤面高さ

2.400

6.140

5.840

6.140

1.200

4.640

28.760

2.400

21 3 4 5 6 7

5,840 6,140 1,200 2,400 4,6402,400 6,140

8

8

▽
設計GL
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±
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2.400×(-0.180-0.080)÷2

6.140×(-0.080-0.060)÷2

5.840×(-0.060+0.010)÷2

6.140×( 0.010+0.000)÷2

1.200×( 0.000+0.020)÷2

2.400×( 0.020+0.000)÷2

4.640×( 0.000+0.000)÷2 ＝  0.000

＝  0.024

＝  0.012

＝  0.031

＝ -0.146

＝ -0.430

＝ -0.312

＝ -0.821

-0.821 ÷ 28.760 ＝ -0.0286 → -0.029 ｍ (設計GLより)
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0

1
0

50

路盤 RC-40

既存地盤整地、ﾚﾍﾞﾙ調整

砕石 RC-40

捨てコンクリート

アスファルト舗装 詳細図 S=1/20

密粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物

ｺﾝｸﾘｰﾄ縁石 詳細図 S=1/20

1
5
0

ｺﾝｸﾘｰﾄ縁石

調整ﾓﾙﾀﾙ

50 150

250

凡　例

砕石t=150共
　:密粒度アスファルト舗装t=50新設

　:土間ｺﾝｸﾘｰﾄ刷毛引き仕上 数値　:地盤高低差を示す

消防車仮囲い 　S=1/100

平均地盤面算定図 S=1/200
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既存接続部

D10@250

D13
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新設ｽﾛｰﾌﾟｺﾝｸﾘｰﾄ
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複層塗材E吹付
目地切W=20@1000

※

※
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,
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,
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2,5002,5005,000

物置:既存のまま

物置:既存のまま

物置:既存のまま

工
事

車
両

進
入

口

D13

1,000

1000㎜程度の幅を確保すること。

(本ラインは仮囲い設置前に施工し、工事後に撤去すること)

外部仮設について

にて仮囲いを行うこと。

ガードフェンスH1.8 m(7m)

クロスゲートW3.0×H1.8

・市民センター敷地内の消防車について、ガードﾌｪﾝｽH1.8 m及びクロスゲートW3.0m
消防車

駐車予定

位置

ジャバラゲート6.0m(H=1.8m)を示す

ｺﾝｸﾘｰﾄ立上り 断面詳細図 S=1/20

※既存のｺﾝｸﾘｰﾄ立ち上がり部分についても

複層塗材Eを吹付すること。

仮囲い　H＝1.8m(約34.8m)を示す

工事車両・搬入経路

5区画ライン引き(白色 W150@2500程度)

雨水枡

複層塗材E吹付

複層塗材E吹付

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾃ仕上
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Project Date Title No.

アイ・エス建築企画
三重県知事登録（１）第1384号　一級建築士事務所 一級建築士　第227535号　生川　昌毅

Scale大矢知分団車庫改築工事 A-07
A2:1/100,A3:1/141

四日市市消防団

車庫前駐車禁止

アルミ製屋外掲示板

SS-1

AD-1

屋根：カラールーフデッキｔ=0.8 Ｈ≒85
　　　　不燃断熱材　ｔ=5 裏打ち

鉄骨胴縁開口補強

2F梁天

RF梁天
(水下）

最高高さ

2F梁天

RF梁天
(水下）

1FL

断面図Ａ　　S=1:100

待機室

2FL
2SL

車　庫

 ※施工に先立ち施工図を提出し、監督職員の承認を得ること

AD-3

0.6x1.0
AW-5

B

アルミ製屋外掲示板仕様

（建築工事）

レンジフード（建築工事）

SUSウェザーカバー（機械設備工事）

大矢知分団

西立面図　　S=1:100 北立面図　　S=1:100

東立面図　　S=1:100 南立面図　　S=1:100

2階 >

階 面積（A) A/30

1階 >

消防法有窓無窓チェック 室　　　名 面積(A) A /20 　　　　排　煙　計　算

2階 和室
　14帖 ＞

2階 待機室
＞

A / 50 　　　　換　気　計　算 A / 20

＞ ＞

＞

AW-6

0.5x0.9

2F梁天

RF梁天
(水上）

最高高さ

2F梁天
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車　庫

断面図Ｂ　　S=1:100

排煙有効ライン

RF梁天
(水上）

RF梁天
(水下）
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和室14帖 待機室
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設計GL

設計GL

排煙有効ライン

屋根伏図　　Ｓ=1：100

1階平面図　　Ｓ=1：100
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1,000道路境界線まで5,520

道路斜線高さ制限:道路幅員7.60ｍ、最小後退距離5.52ｍ

隣地斜線高さ制限:建物最高高さ＜20mなので、OK
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4
,
6
4
0

1
,
2
0
0

8.54*4.64=39.63ｍ2
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1
,
1
7
0

9
0
0

1
,
7
3
0

引き違い扉、鍵付き、金具ビス固定　サイズ W1200×H1000程度
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,
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立上り

3
0
01
0
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照明
(電気工事)

赤色灯
(電気工事)

照明

(電気工事)

深型VC(機械設備工事)

深型VC(機械設備工事)

深型VC(機械設備工事)

平面図・立面図・断面図

便所2

便所2床面積
2.21×0.9=1.99㎡

1,010 1,775

2,785 3,545

8,5401,000
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1
8
0

1
8
0

4
,
2
8
0

9
0
0

3
,
7
4
0

-2.785*0.900

南側

AW-3  1.7*0.6/2= 0.510

AW-6  0.5*0.6  = 0.300

= 0.810

南、東側

AD-3 　0.9*0.2= 0.180

AW-4 　1.02*0.05/2= 0.025
= 0.205

南側

AW-3  1.7*1.4/2= 1.190

AW-6  0.5*0.9  = 0.450

= 1.640

南、東側

AD-3 　0.9*2.0= 1.8

AW-4 　1.02*0.7/2= 0.357
= 2.157

西側　SS-1  3.0*3.0=9.0
南側 AD-1   0.9*2.0=1.8

10.8

南側 AW-3  1.7*1.2/2=1.02
南側 AD-3   0.8*2.0  =1.6

2.62

1.321

1.4171階床面積
8.54*4.64+1.2*2.4
　　　　　　=42.51

2階床面積
8.54*4.64　=39.63

　　　　採　光　計　算

南側

AW-3  1.7*1.4= 2.38

東側

AW-4 　1.02*0.7= 0.714

6.330*4.640

=26.86

3.740*2.210

=8.27

1.343

0.413

0.537

0.165

1.343

0.413

AW-3
横型ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

数値 :地盤高低差を示す(設計GL＝　　　　)
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+100
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±0
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+20
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平均GL

(7.60＋5.52×2)×1.25＝23.30ｍ　＞　7.83ｍ(前面道路からの建物高さ)　∴OK

＋20

ｶｼｲ　ﾎﾟｽﾃｰｼﾞ、SUGITA ACE PKAH-1210-K、サンワ SE45-B 同等品程度
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Project Date Title No.

アイ・エス建築企画
三重県知事登録（１）第1384号　一級建築士事務所 一級建築士　第227535号　生川　昌毅

Scale大矢知分団車庫改築工事
A2:1/50,1/100
A3:1/71,1/141

A-08

2階天井伏図　　Ｓ=1：100

1階天井伏図　　Ｓ=1：100
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床見切り：115ｘ45

面台：ﾎﾟﾘ合板ﾌﾗｯｼｭ ｔ＝25

タテ樋

設計GL+3820

引き残し 100
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展開方向
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D B

鉄骨胴縁 SOP

　構造用合板 t=12
天板：

D-1

アルミ製屋外掲示板

天板：構造用合板 t=12

D-1

120ｘ100　Ｗ600
※設置位置は車両にあわせ

　　現場にて決定とする

鉄骨胴縁 SOP

SUSｱﾝｸﾞﾙ

鉄骨胴縁 SOP

タテ樋

タテ樋
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板間
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床:ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾃ仕上

床:50角ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ

ｽﾛｰﾌﾟ床:ｺﾝｸﾘｰﾄ刷毛引き仕上

D-2D-2
ｺｰﾄ･ﾍﾙﾒｯﾄ掛け ｺｰﾄ･ﾍﾙﾒｯﾄ掛け

D-1

コンクリート製車止めブロック

外部階段踏板:CHPL-6 DP

アルミ手摺

床:ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾃ仕上

設計GL+3950
2FL

流
し

台
+IHｺﾝﾛ台

防滑防汚ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2.0

床:畳敷き

押入2

中段･枕棚付

押入1
中段･枕棚･ﾊﾝｶﾞｰﾊﾟｲﾌﾟ付

床:ｼﾅ合板t=5.5素地
壁取合い部 雑巾ズリ 15ｘ10

220 500 1840
天井：
化粧PB t=9.5

天井：ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ表し

車庫

鉄骨部SOP

化粧PB t=9.5

便所1

押入2

天井：
PB t=9.5+ｼﾅ合板t=4素地

1775 985
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天井：
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アルミ枠天井点検口
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※特記無き箇所のLGS壁はW65とする
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アルミ手摺
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ﾌｯｸ4個

開口補強:2C-70×45×15×2.3

開口補強:2C-60×30×10×2.3

平面詳細図、天井伏図
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Project Date Title No.

アイ・エス建築企画
三重県知事登録（１）第1384号　一級建築士事務所 一級建築士　第227535号　生川　昌毅

Scale大矢知分団車庫改築工事
A2:1/30,1/10
A3:1/42,1/14
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特記事項
クロス貼り部分端部取り合いは
アクリル樹脂系シール押さえとする
※ジュラク調クロス部分は除く
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B A
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屋根：カラールーフデッキ t=0.8　Ｈ≒85
        不燃断熱材  t=5　裏打ち

グラスウール t=50　24ｋｇ品

天井：LGS19型＠300下地
　　　 PB t=9.5+木目調クロス貼り

木額縁 巾150 見付25

壁：LGS W 65＠300+PB t=12.5下地
　　ジュラク調クロス貼り

床：タタミ敷き t=55（D種 KT-Ⅲ）

床見切り：115ｘ45

鉄骨胴縁表し SOP

コート、ヘルメット掛け
（別図参照）

D-2

ステンレス沓ズリ C-40x20x1.5

アルミドア

梁型周囲シーリング

鉄骨表し DP

庇梁天（水下）

 L=650程度

（亜鉛メッキ）＠1200内外
妻アングルL-30x30x3

庇：カラールーフデッキ
　　　t=0.8　Ｈ≒85

水切りカラー

RF梁天（水上）

2F梁天

ケラバ包み

アルミサッシ

タタミ寄せ 35ｘ55

デッキプレート＠600表し

シャッターBOX

バランスシャッター

基礎立上り内部
打放し仕上げ コンクリート金ゴテ仕上げ

防湿ポリエチレンフィルム t=0.15
目潰し砂
砕石　t=60

モルタル金ゴテ仕上げ

　　PB ｔ=12.5下地

　　ジュラク調クロス貼り

壁：LGS W65＠300

　　金ゴテ仕上げ

2
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3
82
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1FL

1610

柱 80ｘ80

80ｘ90

根太 45ｘ45 ＠360

構造用合板（タイプ1） t=12

胴縁にビス止め（柱毎）
Ｌ-90ｘ90ｘ6　Ｌ=60  SOP
転倒防止用

柱 80ｘ80

L-90x90x6 L=60 SOP
柱へビス止め

ホールイン
アンカーM 12

M9 ボルト止め

金具受
　-50ｘ30ｘ1.6　SOP Ｌ-50ｘ50ｘ4  SOP

　-100ｘ50ｘ3.2　SOP
方立

天端 PL-4.5フタ SOP

コート、ヘルメット掛け
RB-6φ曲げ加工

ＦＢ-32ｘ4

金具受
　-50ｘ30ｘ1.6　SOP

方立
　-100ｘ50ｘ3.2　SOP

ベースPL-6
ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ  2-M12   SOP
ﾎｰﾙｲﾝｱﾝｶｰ止め

SOP
Ｌ-50ｘ50ｘ4

天端 PL-4.5フタ SOP

Ｌ-50ｘ50ｘ4  SOP

コート、ヘルメット掛け
RB-6φ曲げ加工

金具受
　-50ｘ30ｘ1.6　SOP

FB-32ｘ4  SOP

FB-32ｘ4

M9 ボルト止め

コート、ヘルメット掛け RB-6φ曲げ加工

横型ブラインド（正面付け）

20
0

　　　　角波カラーガルバリウム鋼板 t=0.5
外壁：ｹｲｶﾙ板t=6.0下地+透湿防水シートの上

2
39

0

水上・水下軒先取り合い部分詳細図　　S=1:10

タイトフレーム軒先化粧フレーム

軒樋：硬質塩ビ製

SUSドリルビス
パッキン付き
@600程度

吊り金具：
   SUS製＠600

換気面戸

SUSドリルビス

3方シール

パッキン付き
@600程度

換気面戸
3方シール

　　　　前高タイプ

ケラバ部分詳細図　　S=1:10

≒160

60

1
0
0

≒200≒200

1
2
0

SUSドリルビス
パッキン付き
@600程度

+透湿防水シートの上
外壁:ｹｲｶﾙ板ｔ=6.0下地

角波カラーガルバリウム鋼板 t=0.5

ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板ｔ=0.5
ケラバ包み

　　曲げ加工

キャップ付き

タイトフレーム

屋根、外壁取り合い部分詳細図　　S=1:10

2
5
0

200

2
0
0

水上面戸
四周シール

ｹﾐｶﾙ面戸

SUSドリルビス
パッキン付き

@600程度

水切り金物
ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板ｔ=0.5

曲げ加工

タイトフレーム

ｴﾌﾟﾛﾝ面戸
（ｼｰﾙ：底部なし）

便所ケラバ部分詳細図　　S=1:10

≒160

60

1
0
0

1
2
0

ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板ｔ=0.5
ケラバ包み

　　曲げ加工

SUSドリルビス
パッキン付き

@600程度

外壁:ｹｲｶﾙ板ｔ=6.0下地
+透湿防水シートの上

角波カラーガルバリウム鋼板 t=0.5

設計GL

排水溝　W=25

雑巾ズリ 15ｘ10

床：複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞt=12

　　構造用合板　t=12
    乾式二重床下地

120×120

    構造用合板 t=12

    乾式二重床下地

※東面:1箇所

南面:2箇所(つなぎ棚板

250×400×3段共)

2
20

0

2025.10.24

妻用ﾀｲﾄﾌﾚｰﾑ@1000

100
100

100340340340340340340340340340340340 340 155155100 340340340340340340340340

内側

外側

335 335

3590 4590

8180

方立 　　-100ｘ50ｘ3.2  SOP
コート、ヘルメット

掛け金具（22ヶ 4段） SOP-50ｘ30ｘ1.6（4段） SOP
金具受け

柱芯
180 4280 180

ガルバリウム鋼板　ｔ=0.5

80
0

1
40

0

グラスウール t=50　24ｋｇ品

60
15

0
天井吊材:C-100x50x20x2.3

断面詳細図1

基礎立上外周周り

　　　　W=120

土間コンクリート t=150



Project Date Title No.

アイ・エス建築企画
三重県知事登録（１）第1384号　一級建築士事務所 一級建築士　第227535号　生川　昌毅

Scale大矢知分団車庫改築工事 A-10

特記事項
クロス貼り部分端部取り合いは
アクリル樹脂系シール押さえとする
※ジュラク風クロス部分は除く

1000

2

壁芯 柱芯 壁芯

和室14帖
待機室

3 1

換気面戸

        不燃断熱材  t=5　裏打ち（庇裏なし）
タイトフレーム受け
C-100ｘ50ｘ20ｘ3.2

グラスウール t=50　24kg品

RF梁天（水上） RF梁天（水上）

RF梁天（水下）

屋根：カラールーフデッキ t=0.8　Ｈ≒85（キャップ付き）

換気面戸 天井吊りボルト固定下地
C-100x50x20x2.3

軽量バランスシャッター

2F梁天

庇梁天（水下）

D-2

コート・ヘルメット掛け

D-2

コート・ヘルメット掛け

　耐水PB t=12.5下地

　化粧ケイカル板ｔ=6貼り

2F梁天

シーリングを示す  10ｘ10

流し前：

廻り縁：木製 30ｘ30

タタミ寄せ 35ｘ55

壁：LGS W65＠300+PB t=12.5下地
　　ジュラク調クロス貼り

タテ樋：カラーVP φ100
　　　　　ＳＵＳ掴み金物 ＠1200内外

天井：LGS19型＠300下地
　　　 PB t=9.5+木目調クロス貼り

外壁：ｹｲｶﾙ板t=6.0下地＋透湿防水ｼｰﾄの上
　　　　角波カラーガルバリウム鋼板 t=0.5

（SR-1 防カビﾀｲﾌﾟ）

3
3
0
0

3
0
0
0

8
0
0

3
8
0
0

3
0
5
0

8540

47703770

6330 2210

5
0

2
5
0

コンクリート金ゴテ仕上げ

防湿ポリエチレンフィルム t=0.15

2
4
0
0

2
0
0

7
0
0

7
5
0

2
0
0
0

4
0
0

1
3
0

300 300

砕石　t=60
目潰し砂

軒先化粧フレーム

外壁：ｹｲｶﾙ板t=6.0下地＋透湿防水ｼｰﾄの上

　　　　角波カラーガルバリウム鋼板 t=0.5

グラスウール t=50　24kg品

庇：カラールーフデッキ
　　　t=0.8　Ｈ≒85

鉄骨表し DP

3方枠：スチール t=1.6曲げ加工DP

天井：LGS19型＠303下地
　　　 化粧PB t=9.5
廻り縁：塩ビ製

ﾋﾟｸﾄｻｲﾝ

木製建具

木製巾木Ｈ=60

木製建具

3
7
7
0

3
8
2
0

7
1
2
0

SUSｱﾝｸﾞﾙ L-50×50×6

2
0

コンクリート刷毛引き仕上げ

2
0

3
8
2
0

6
8
7
0

木製建具

設計GL設計GL

1FL
1FL

    乾式二重床下地
　　構造用合板　t=12
床：タタミ敷き t=55（D種 KT-Ⅲ）

敷居：135ｘ45

アルミ壁見切り

　　クロス貼り

    　+耐水PB t=12.5下地
壁：LGS W 65 ＠300

    乾式二重床下地

    構造用合板 t=12
床：複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞt=12

A2:1/30
A3:1/42

2025.10.24

2
4
0
0

2
0
0

9
5
0

柱芯

180 3590 4590

柱芯

180

1
8
0

2
0

6
0

　　現場にて決定とする
※設置位置は車両にあわせ
土間スラブにアンカー固定のこと
120ｘ100　Ｗ600
コンクリート製車止めブロック

3
1
0

外部巾木：モルタル金ゴテ仕上げ

水切り金物：カラーガルバリウム鋼板 t=0.5

2
9
0

鉄骨表し SOP

鉄骨胴縁表し SOP

鉄骨胴縁表し SOP

巾木：コンクリート打放し仕上げ

9
0
0

アルミサッシ

1
7
3
0

車　庫

6,520

5
4
0

開口補強:2C-70×45×15×2.3

鴨居:135ｘ45

断面詳細図2

開口補強:2C-60×30×10×2.3 

1
1
7
0

アルミ額縁 W=150



〃

〃

〃

〃

〃

〃

180

50

3001260

22501910

300 1260 440

830

2400 ＠220ｘ18=3960

1
1
0
0

＠
20

0ｘ
19

＝
38

00

開
放
高
1
3
3
8

2F梁天

RF梁天（水上）

壁芯
壁芯

壁芯 柱面

2F梁天

RF梁天（水下）

壁芯

待機室

ササラ内面

ササラ内面

柱芯

2

庇梁天（水上）

庇梁天（水下）

庇梁天 水上

庇梁天 水下

2F梁天

RF梁天（水下）

庇梁天（水下）

庇梁天（水上）

RF梁天（水上）

RF梁天（水下）

※衛生器具は
　 全て設備工事とする

シーリングを示す  10ｘ10

a部分

a部分詳細図　　S=1:10ササラ   -250ｘ90ｘ9ｘ13  ＤＰ

20
0

3 1

1
3
0

B

（SR-1 防カビﾀｲﾌﾟ）

Project Date Title No.

アイ・エス建築企画
三重県知事登録（１）第1384号　一級建築士事務所 一級建築士　第227535号　生川　昌毅

Scale大矢知分団車庫改築工事
A2:1/30,1/10
A3:1/42,1/14

A-11階段断面詳細図

1330

3770

2400 1200

140 90

1
1
0
0

2
0
0
0

130

4770

8540

2
0
0

1000200

900 90

2370

腰パネル：アルミシルバー  t=3.0

アルミ額縁

腰パネル：アルミシルバー  t=3.0

・

アルミドア

アルミドア

換気面戸

水切りカラー
ガルバリウム鋼板　ｔ=0.5

庇：カラールーフデッキ
　　　t=0.8　Ｈ≒85

SUS沓ズリ

220

5
0

5
0

250

100 30

踏面：CHPL-6 ＤＰ

パネル枠：アルミ

ＳＵＳ ＰＬ-3 加工
ＳＵＳ Ｍ8貫通ボルト
3本止め

2
0
0

支柱：アルミシルバー
　　　 　　　-50ｘ50

ＳＵＳ  ＰＬ-3 加工
ササラへ溶接

支柱：アルミシルバー
　　　 　　　-50ｘ50

水抜き穴加工
（水下側）

70 2160

・

手摺り笠木；アルミシルバー60ｘ40
※外壁側 手摺端部は鉄骨胴縁にﾋﾞｽ止め固定

水上面戸

Ｃ-100ｘ50ｘ20ｘ2.3

屋根：カラールーフデッキ t=0.8　Ｈ≒85

外壁：ケイカル板 t=6.0下地
　　　　角波カラー
　　　　ガルバリウム鋼板 t=0.5

化粧フレーム

水上面戸

鉄骨表し ＤＰ

手摺り笠木；アルミシルバー
　　　　　　　　60ｘ40

パネル枠；アルミシルバー
　　　　　　　27x25

踏面：CHPL-6 ＤＰ

　　　　　-50ｘ50 t=2.0
支柱：アルミシルバー

軒樋：硬質塩ビ製　Ｗ=130

ササラ   -250ｘ90ｘ9ｘ13  DP

ケラバ包み

ササラに溶接

踊り場補強

屋根：カラールーフデッキ t=0.8　Ｈ≒85
        不燃断熱材  t=5　裏打ち

壁：鉄骨横胴縁下地

　　 タテ方向のみ

　　 ケイカル板 t=6.0素地

　　 アルミジョイナー押え

妻アングルL-30x30x3
（亜鉛メッキ）＠1200 L=650程度

鉄骨表し ＤＰ

コンクリート 金ゴテ仕上げ

2
0

アルミサッシ

3
,
0
5
0

2
5
0

5
0

2
,
4
5
0

6
0
0

2
5
0

2
,
4
0
0

5
0

2
,
4
0
0

5
0

3
,
8
0
0

2
,
4
5
0

6
0
0

3
,
0
5
0

＠
2
0
0
ｘ

1
9
=

1FL

設計GL

3
,
8
2
0

6
,
8
7
0

2
,
3
9
0

2
,
4
4
0

2
0

2
0

設計GL

1FL

下屋梁天（水上）

5
0

9
5
0

2
,
8
2
0

2
,
8
7
0

下屋梁天（水下）

2
0

3
,
8
2
0

1FL

400

下屋梁天（水下）

下屋梁天（水上）

2
0
0

水切りカラーガルバリウム鋼板　ｔ=0.5

5
0

9
5
0

2
,
8
2
0

2
,
8
7
0

・

設計GL

2025.10.24

FB-6x90 @300 DP

　　　　　　　シルバー27ｘ25

柱芯

180 3590

1680

1590

柱芯

180

1802000

2200

2340

180

コンクリート刷毛引き仕上げ

便所1
    　+耐水PB t=12.5下地

外壁：ｹｲｶﾙ板t=6.0下地+透湿防水ｼｰﾄの上

角波カラーガルバリウム鋼板 t=0.5

　　クロス貼り

壁：LGS Ｗ50 ＠300

天井：LGS19型＠225下地
　　　 化粧PB t=9.5

廻り縁：塩ビ製
面格子付き
アルミサッシ

4
0
0

防湿ポリエチレンフィルム t=0.15

・

床：50角タイル貼り

    　+耐水 PB  t=12.5下地100角タイル貼り

砕石　t=60
目潰し砂

アルミ壁見切り見付け25　ｔ=1.2

3
0

1
8
0

6
0

1
,
4
0
0

300

腰壁：LGS Ｗ 50 ＠300

水切り金物：カラーガルバリウム鋼板 t=0.5

外部巾木：モルタル金ゴテ仕上げ

便所廻り立ち上がり内側
モルタル下地+100角タイル貼り

1
,
1
0
0

アルミドア

1
0
0

外周廻りGL+320までコンクリート打増しｔ=50

壁芯柱芯

1
0
0

便 所1

3
0

1
8
0

6
0

腰壁：LGS Ｗ 50 ＠300

    　+耐水PB t=12.5下地
　　100角タイル貼り

便所廻り立ち上がり内側
モルタル下地+100角タイル貼り
外周廻り GL+490まで
コンクリート打増しｔ=50

クロス貼り
+耐水PB t=12.5下地

壁：LGS Ｗ50 ＠300

　24kg品
グラスウール t=50

棚受材：25ｘ20 SOP
        SOP
棚板：構造用合板 t=12

SUS沓ズリ W70

2
,
0
0
0

1
0
0

2
,
3
5
0

2
5
0

グラスウール t=50　24kg品

5
5
0

2
,
3
5
0

2
,
3
5
0

4
5
0

アルミ壁見切り見付け25　ｔ=1.2



Project Date Title No.

アイ・エス建築企画
Scale大矢知分団車庫改築工事

三重県知事登録（１）第1384号　一級建築士事務所 一級建築士　第227535号　生川　昌毅

1階   車庫展開図

A-12

1階   便所1

8540

3
8
00

2370

250

　　及び鉄骨胴縁表し SOP
      C-100x50x20x2.3 

床：コンクリート 金ゴテ仕上げ
巾木：コンクリート打放し

天井：デッキプレート表し

鉄骨 SOP 鉄骨 SOP

2

壁：ケイカル板 t=6.0素地
　　 タテ方向のみアルミジョイナー押え

立ち上がり

1 3

2100 2100

4450

C展開図

4640

3
8
00

2
00

0

床：土間コンクリート 金ゴテ仕上げ
巾木：コンクリート打放し

天井：デッキプレート表し

鉄骨 SOP

シャッターBOX

　　及び鉄骨胴縁表し SOP
      C-100x50x20x2.3 

AB

D展開図

▽２ Ｆ 梁天

▽１ Ｆ Ｌ

38
0
0

A展開図

8540

2 13

3770 4770

4770

2400

3770

ｺｰﾄ･ﾍﾙﾒｯﾄ掛け D-2 ｺｰﾄ･ﾍﾙﾒｯﾄ掛け D-2

BA

     
      C-100x50x20x2.3
　　及び鉄骨胴縁表し SOP

38
0
0

4640

3
0
0

3
0
0

21
0
0

3
00

1
2
00

B展開図

ｺｰﾄ･ﾍﾙﾒｯﾄ掛け D-2

▽２ Ｆ 梁天

▽１ Ｆ Ｌ

▽２ Ｆ 梁天

▽１ Ｆ Ｌ

▽２ Ｆ 梁天

▽１ Ｆ Ｌ

A2:1/50
A3:1/71

天井：化粧PB t=9.5
廻り縁：塩ビ製

腰壁：
耐水PB t=12.5下地
100角タイル貼り

棚板：構造用合板 t=12 SOP

壁：耐水PB t=12.5下地
　　クロス貼り

床：50角タイル貼りシーリング SR-1 W10

12002400

1 B

1
1
00

2
5

A展開図 B展開図

2400

1

1200

B

C展開図 D展開図

アルミ見切り見付25

4
0
0

1
40

0

D-1　棚

棚受材： 25ｘ20 SOP

2
35

0

2025.10.24

巾木：コンクリート打放し
床：コンクリート 金ゴテ仕上げ

D-1　棚

2100

8
0
0

7
0
0

7
0
0

9
0
0

1
17

0
1
7
30

D-1　棚

600

D-1　棚

▽１ Ｆ Ｌ

2
3
50

1
22

5

2
3
50

55
0

1
0
0

2
,
0
0
0

シーリング SR-1 W10

取り合いシール
MS-2 W=10

ピクトサイン

8
0
0

7
0
0

7
0
0

2
2
0
0

展開図　1

2
,
2
0
0

壁：外壁下地ケイカル板t=6表し(タテのみアルミジョイナー)

壁：外壁下地ケイカル板t=6表し
(タテのみアルミジョイナー)(タテのみアルミジョイナー)

壁：外壁下地ケイカル板t=6表し

アルミ見切り見付25アルミ見切り見付25
アルミ見切り見付25

シーリング SR-1 W10シーリング SR-1 W10



壁：耐水PB t=12.5下地

Project Date Title No.

アイ・エス建築企画
Scale大矢知分団車庫改築工事

三重県知事登録（１）第1384号　一級建築士事務所 一級建築士　第227535号　生川　昌毅
A-13

A2:1/50
A3:1/71

2階   和室14帖 A展開図 B展開図 C展開図 D展開図

　　クロス貼り

10
0
0

塩ビ巾木Ｈ=100

2
3
00

2階   待機室・便所2

2
0
0

2210

1
便所2

A展開図

待機室
1
00

3
00

10
0
0

2
60

0

10
0
0

2
0
0

900 3740

4640

ｷｯﾁﾝ前、吊戸上部
耐水PB t=12.5下地
化粧ケイカル板ｔ=6貼り

アルミ額縁

ホワイトボード

壁：耐水PB t=12.5下地
塩ビ巾木Ｈ=100 　　クロス貼り（フード付き） 木巾木Ｈ=60

床：コンクリート金ゴテ仕上げ
巾木：塩ビ製　H=100

A B
便所2

流し台・IHｺﾝﾛ台

ｱﾙﾐ見切
電気温水器

壁掛け型

1
70

0

B展開図

2210

A展開図

1
待機室

木巾木Ｈ=60

ﾋﾟｸﾄｻｲﾝ

2
4
00

2
0
0

7
50

95
0

7
00

600ｱﾙﾐ見切

壁：耐水PB t=12.5下地
　　クロス貼り

耐水PB t=12.5下地
化粧ｹｲｶﾙ板t=6貼り

600

面台
ポリ合板ﾌﾗｯｼｭt=25

待機室

24
0
0

2
60

0

2
0
0

2210

　　クロス貼り

巾木：塩ビ製　H=100

3

C展開図

床：コンクリート金ゴテ仕上げ

面台

23
0
0

2
0
0

2210

　　クロス貼り

1
便所2

C展開図

待機室

1
0
0

3
0
0

6
0
0

1
0
0
0

2
4
0
0

2
60

0

20
0
0

1
0
0
0

2
0
0

3740 900

4640

天井： 化粧PB t=9.5壁：耐水PB t=12.5下地
廻り縁：塩ビ製　　クロス貼り

アルミ額縁

塩ビ巾木Ｈ=100

床：コンクリート金ゴテ仕上げ
巾木：塩ビ製　H=100

A B
便所2

ピクチャーレール

24
0
0

2
0
0

6330

2560

20
0
0

4
00

壁：PB t=12.5下地
　　ジュラク調クロス貼り

床：タタミ敷き（D種 KT-Ⅲ）
　　畳寄せ

3 2

柱型：PB t=12.5下地
　　ジュラク調クロス貼り

9852785

26
0
0

4640

3740900

壁：PB t=12.5下地
　　ジュラク調クロス貼り

床：タタミ敷き（D種 KT-Ⅲ）

AB

複合フローリング　ｔ=15

天井：PB t=9.5＋木目調ｸﾛｽ貼り

1
,
3
0
0

9
0
0

2
0
0

6330

2560

32

985 2785

横型ブラインド（正面付け）

柱型：PB t=12.5下地
　　ジュラク調クロス貼り

床：タタミ敷き（D種 KT-Ⅲ）

壁：PB t=12.5下地
　　ジュラク調クロス貼り

ピクチャーレール

4640

3740 900

A B

床:ｼﾅ合板ｔ=5.5 素地
雑巾ズリ 素地

PB t9.5+ｼﾅ合板t=4 素地　

2
0
0

壁:PBt12.5下地ｼﾅ合板t=4 素地

▽２ Ｆ Ｌ

▽和室Ｆ Ｌ ▽和室Ｆ Ｌ

▽２ Ｆ Ｌ

D展開図

面台
ポリ合板ﾌﾗｯｼｭt=25

側面SUS板貼り

ｱﾙﾐ額縁

600600

天板仕様　ステンレス

水栓金具：シングルレバー単水栓（設備工事）

扉仕様　　メラミン化粧ボード 

レンジフード（プロペラファン[F-1]） 間口60ｃｍ金属幕板セット

各社同等

　クリナップ（株） ：木キャビキッチン

　タカラスタンダード（株）：木製キッチンセットP型

　　　　　　　ガス台L=600 正面ﾊﾞｯｸｶﾞｰﾄﾞ・ｻｲﾄﾞｶﾞｰﾄﾞ付き  程度

:キッチン取合い:ｼｰﾘﾝｸﾞ打ち SR-1防ｶﾋﾞﾀｲﾌﾟ W=10

ペントレー付き

1,050

2025.10.24

吊り戸棚L=600 H=500

キッチン仕様  流し台L=1200  H=800　ガス台側SUS板貼り

　 LIXIL（株） ：木製キッチンGSシリーズ
※流し台・ガス台扉の開き勝手はメーカー仕様とする

天井：PB t=9.5＋木目調ｸﾛｽ貼り
廻り縁：木製

壁：PB t=12.5下地
ジュラク調クロス貼り

8
0
0

1
,
4
0
0

ピクチャーレール

ピクチャーレール

L=700、フック2個

L=2300、フック4個 L=1700、フック4個
ピクチャーレール

天井：PB t=9.5＋木目調ｸﾛｽ貼り

L=600、フック2個

L=800、フック2個

壁：PB t=12.5下地

　　ジュラク調クロス貼り

ﾃﾚﾋﾞ壁掛け用下地補強

W900×H900程度

　　クロス貼り

展開図　2

構造用合板t=12.5

ジュラク調クロス貼

温水器用下地補強構造用合板　
t=12㎜＋12㎜　400×800程度　

※レンジフードは実風量300m3/h以上を確認できる資料を提出すること。

木見切り：115ｘ45

雑巾ズリ15×10

廻り縁：木製30×30

　　畳寄せ 35×55程度

上り框：90×90

壁：木見切り 114ｘ45

900×600

壁：PB t=12.5下地

壁：PB t=12.5下地

壁：PB t=12.5下地



Project Date Title No.

アイ・エス建築企画
Scale大矢知分団車庫改築工事

三重県知事登録（１）第1384号　一級建築士事務所 一級建築士　第227535号　生川　昌毅
A2:1/50
A3:1/71

A-14

材  質/仕　 上

姿　　　　図

ガ　 ラ 　ス

額/沓摺・型式

金　　　　 物

備　　　　 考

Ｗ900 x H2000   見込み70

アルミシルバー

アルミ額縁/SUS製沓ズリ  t=1.5

網入り型板ガラス　　t=6.8

W600 x H2000　見込み70

アルミシルバー

強化型板ガラス　ｔ=4.0

アルミ額縁/SUS製沓ズリ  t=1.5

付属金物一式、SUS製網戸、アルミ製タテ格子付き

材  質/仕　 上

姿　　　　図

ガ　 ラ 　ス

額/沓摺・型式

金　　　　 物

備　　　　 考 アルミパネル t=3.0

アルミシルバー

アルミ額縁/SUS製沓ズリ  t=1.5

アルミパネル t=3.0

網入り型板ガラス　　t=6.8

Ｗ600 x H900   見込み70

アルミシルバー

網入り型板ガラス　　t=6.8

アルミ額縁

付属金物一式、SUS製網戸、アルミ製タテ格子付き

Ｗ600 x H400   見込み70

アルミシルバー

網入り型板ガラス　　t=6.8

アルミシルバー

網入り型板ガラス　　t=6.8

記号/数量

場　　　 所

材  質/仕　 上

姿　　　　図

形　　　 式

ガ　 ラ 　ス

額/沓摺・型式

金　　　　 物

備　　　　 考

アルミ額縁

2階　待機室

AW-4 1箇所

アルミシルバー

網入り型板ガラス　　t=6.8

アルミ額縁

600

1
0
0
0

付属金物一式、SUS製網戸

アルミ額縁

1箇所

ルーバー窓

Ｗ600 x H1000   見込み70

アルミシルバー

網入り型板ガラス　　t=6.8

AW-5

7
0
0

シリンダーサムターン錠、レバーハンドル シリンダーサムターン錠、レバーハンドル

引き違い窓

1020

Ｗ1020 x H700   見込み70

SUS3枚丁番・ドアチェック（ストッパー付き） SUS3枚丁番・ドアチェック（ストッパー付き） SUS3枚丁番・ドアチェック（ストッパー付き）・戸当り

アルミパネル t=3.0

表示錠、レバーハンドル、アンダーカット加工

記号/数量

場　　　 所

形　　　 式

600

9
0
0

4
00

600

2
0
00

900

2
0
00

600

8
5
0

700
120

1
2
0

1箇所

引き違い窓

1箇所1箇所AD-2 AW-3

2階　和室

内倒し窓

AW-2

内倒し窓

1箇所AW-1

1階　車庫

片開きドア

1箇所AD-3

片開きドア

1箇所

片開きドア形　　　 式

場　　　 所

記号/数量

2階　待機室1階　　車庫

AD-1

WD-1 1箇所

片引きフラッシュ戸

2階   和室

WD-2 1箇所

3本引き込みフラッシュ戸

Ｗ700 x H2000   ドア見込み36

木製 UC塗装

化粧縁　桧　ｔ=6.0（UC塗装）

SUS製引き手、平車

Ｗ2590 x H2000   ドア見込み36

木製　UC塗装

化粧縁　桧　ｔ=6.0（UC塗装）

四日市市消防団

車庫前駐車禁止
四日市市消防団

車庫前駐車禁止

縦 24ｃｍ、横22cm-黒文字

縦 19ｃｍ、横18cm-赤文字

1階　車庫

SS-1 1箇所

手動式  軽量バランスシャッター

Ｗ3000 x H3000

スチール・カラー鋼板スラットt=0.8

付属金物一式・3方化粧枠（スチールｔ=1.6 DP)

大矢知分団
大矢知分団

沓摺:SUS製L-50×50×6

500

9
0
0

1箇所

2階　和室

アルミシルバー

網入り型板ガラス　　t=6.8

縦辷り出し窓

Ｗ500 x H900   見込み70

付属金物一式、ﾊﾝﾄﾞﾙ、ｾｰﾌﾃｨｰｽﾄｯﾊﾟｰ、SUS製網戸付属金物一式、SUS製網戸

付属金物一式、SUS製網戸

AW-6

2階   和室

1箇所

化粧縁　桧　ｔ=6.0（UC塗装）

木製　UC塗装

WD-3

引違いフラッシュ戸

Ｗ1575 x H2000   ドア見込み36

2階   和室

1箇所

化粧縁　桧　ｔ=6.0（UC塗装）

木製　UC塗装

WD-4

フラッシュ片開き扉

Ｗ720 x H2000   ドア見込み36

SUS製取手、SUS丁番3枚

特記事項

※和室側

2
00

0

700

引き残し100

明り窓付き

2590

2
00

0

2
00

0

1575

2
00

0

720

24
0
0

2階   和室

1箇所

木製　UC塗装

WP-1

上吊りフラッシュ間仕切折れ戸

2025.10.24

SUS製表示錠付き 引き手、引き戸金物一式

Ｗ3517.5 x H2400   ドア見込み36

木製　和室側:ポリ合板 、押入側:ｼﾅ合板t=4素地木製　和室側:ポリ合板、押入側:ｼﾅ合板t=4素地木製・ポリ合板（両面）木製・ポリ合板（両面)

文字ｶｯﾃｨﾝｸﾞｼｰﾄ

文字ｶｯﾃｨﾝｸﾞｼｰﾄ貼り

寸法・見込

寸法・見込

寸法・見込

木製・樹脂化粧ｼｰﾄ貼り（両面）

上ﾚｰﾙ(堀込用)、ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ(堀込用)、上ﾛｰﾗｰ、案内ﾗﾝﾅｰ、

上下ｽﾄｯﾊﾟｰ、ｾﾝﾀｰﾋﾝｼﾞ(木口取付)、8畳側ﾌﾟｯｼｭつまみ、6畳側堀込取手

8畳側出隅面取り

2
0
00

900

8
5
0

700

Ｗ900 x H2000   見込み70

1700

1
4
0
0

Ｗ1700 x H1400   見込み70

10
(
ｱﾝ

ﾀ
ﾞｰ

ｶ
ｯﾄ

)

1階　　便所1 1階　便所1

2階　便所2

2階   便所2

ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠、フック棒、ガイドレール、ケース：カラー鋼板、マグサはSUS

SUS製引き手、平車

建具表

3517

外部建具廻りは全て止水処理の上シーリングとする（MS-2  W=10）

木額縁　UC塗装

木額縁　UC塗装

強化型板ガラス　ｔ=4.0



Project Date Title No.

2025.10.24アイ・エス建築企画
Scale

三重県知事登録（１）第1384号　一級建築士事務所 一級建築士　第227535号　生川　昌毅

2
0
0

2
0
0

A2:1/10
A3:1/14

大矢知分団車庫改築工事 A-15

2
0
0

和室
LGS 65型LGS 65型

PB t=12.5下地ジュラク調クロス貼PB t=12.5下地ジュラク調クロス貼 三方枠135×30

便所2 待機室木製片引きフラッシュ戸複合フローリング t=12
タタミ敷き

構造用合板 t=12（特類）
LGS65型構造用合板 t=12（特類）

畳寄せ 35×55 土台120×120 パーティクルボード t=20
耐水PB t=12.5下地ビニルクロス貼 パーティクルボード t20

SUSレール

ソフト巾木H100

長尺塩ビシートｔ2 防汚防滑仕様
複合フローリング t=12際根太 際根太

構造用合板 t=12+9（特類）
構造用合板 t=12（特類） 上框：タモ集成材　90×90　ＵＣ塗装際根太 ボード受@600 際根太

 パーティクルボード t20
 パーティクルボード t20

木ﾊﾟｯｷﾝｸﾞ@455クッションゴム 木ﾊﾟｯｷﾝｸﾞ@455

耐水PB t=12.5下地ビニルクロス貼

ソフト巾木H=100ﾎｰﾙｲﾝｱﾝｶｰｍ12＠1820以内 ※乾式二重床耐荷重:1800N/㎡以上 際根太
際根太 ボード受@600 際根太

土台90×60下地
 クッションゴム

木ﾊﾟｯｷﾝｸﾞ@455

待機室和室
ﾎｰﾙｲﾝｱﾝｶｰｍ12＠1820以内LGS90型

木製3本引きフラッシュ戸

※乾式二重床耐荷重:1800N/㎡以上敷居135×45
複合フローリング t=12

タタミ敷き 木ﾊﾟｯｷﾝｸﾞ@455
構造用合板 t=12（特類）

土台120×120構造用合板 t=12（特類）
 パーティクルボード t20

 パーティクルボード t20

900

際根太

ボード受@600 際根太

 クッションゴム 木ﾊﾟｯｷﾝｸﾞ@455

軽量鉄骨天井下地+PBt9.5下地
シナ合板 t4 素地

ﾎｰﾙｲﾝｱﾝｶｰｍ12＠1820以内
※乾式二重床耐荷重:1800N/㎡以上

廻り縁：木製 30ｘ30 素地

4
0
0

和室 押入

400

シナ合板 t=5.5鴨居 100×40

根太45×45＠3002
0
0

15×10

雑巾ズリ 素地前框 90×45

ハンガーパイプSUS34φHL
根太掛け 90×45(押入2のみ)

9
0
0

2
4
0
0

前框 90×45 シナ合板 t=5.5
15×10

根太45×45＠300 雑巾ズリ 素地

300 2
0
0
0

棚板：構造用合板 t=12 根太掛け 90×45

        SOP

棚受材：

9
0
0

　3方  25ｘ20 SOP
LGSｗ65　SUS ビス止め

L
G
S
下
地

木製引き違いフラッシュ戸
軽量鉄骨壁下地+PBt12.5下地 シナ合板 t4 素地

敷居100×40
シナ合板ｔ5.5 素地

タタミ敷き

構造用合板ｔ12（特類） 15×10構造用合板ｔ12（特類） 土台120×120
雑巾ズリ 素地パーティクルボード t20

 パーティクルボード t20

際根太際根太

ボード受@600 際根太

 クッションゴム 木ﾊﾟｯｷﾝｸﾞ@455

ﾎｰﾙｲﾝｱﾝｶｰｍ12＠1820以内デッキコンクリート

※乾式二重床耐荷重:1800N/㎡以上

床部分詳細（壁際-塩ビシート-フローリング-框）S=1/10床部分詳細（壁際-畳-床見切-フローリング-壁際）S=1/10

床部分詳細（畳-敷居-フローリング）S=1/10

押入詳細図 S=1/10

ピクトサイン(参考図) S=1/5 便所1 棚板 S=1/10

木束立て@455
接着剤及びビス止め

表示板　アクリル板
150t=5.0㎜ 表示板　アクリル板 t=5.0㎜

1
5
0

1
5
0

国土交通省ﾋﾟｸﾄ:男女兼用
ベース　アクリル板 t=3.0㎜6 5

２枚合わせ加工（取付ベース）11

木ﾊﾟｯｷﾝｸﾞ@455

木ﾊﾟｯｷﾝｸﾞ@455

各部詳細図

2箇所

雑巾ズリ 15×10

床木見切115×45



Project Date Title No.

アイ・エス建築企画
三重県知事登録（１）第1384号　一級建築士事務所 一級建築士　第227535号　生川　昌毅

Scale
2025.10.24

A2:1/50
A3:1/71

大矢知分団車庫改築工事 A-16
ホース乾燥塔詳細図(参考図)

プレハブ物置詳細図(参考図)

槍出金具アーム吊りキャップ

ターンバックル　亜鉛メッキ

槍出金具アーム

サンマブロック

ホースハンガー

ステンレスワイヤー

ＳＵＳ　６㎜φ

ウインチ取付金具

ウインチ

ＧＭ－３　２台

ねかせ

1
1
,
5
0
0

830.0

ウインチカバー

ホース振れ止め金具

引紐サポータ　２個

ＣＰホース乾燥塔詳細図

1,200

2
,
4
0
0
～

2
,
5
0
0

1
,
8
0
0
～

2
,
3
0
0

１４－１９－５．０

コンクリートポール

※
1
0
m
以

上
確

保
す

る
こ

と

1
,
0
0
0

2
4
0

槍出金具アーム吊りキャップ

　ステンレス

単位：ｍｍ

サンマブロック

ステンレス

R250

240

94

50

64

単位：ｍｍ

バンドにて固定

ウインチ取付金具

スチール亜鉛メッキ
192

160

2
10
.
5

150

M
A
X
2
5
0

120

9

φ
1
5
0

4-φ10

37 53.9 70.4 146.2

単位：ｍｍ

巻
降
し
方
向

巻上方向

ハンドルの回転方向

ＧＭ－３型

ワイヤ巻込方向

ホースハンガー
単位：ｍｍ

420

ステンレス 　7本掛

巻き上げウインチ　手動式

2
1
0

31.6

24

1
9
0

69.4

260

1
5
0

336.6

29.1

資機材詳細図

75×75×2.3

78
0.
0

スチール亜鉛メッキ

槍出金具アーム

クレモナロープ
10mm/2m

140

4
8

バンドにて固定

単位：ｍｍ

ホース振れ止め金具

引き紐サポーター

スチール亜鉛メッキ

M16ボルトナットで固定

参考図

参考メーカー

※事前に施工図を提出し監督職員の承諾を得ること。

　ＣＳＫ総合防災（株）　又は　ＦＳＫ  木曽防災設備：ＣＰホース乾燥塔　同等品

アスファル舗装復旧

密粒度アスファルト混合物 t=50

　路盤 RC－40 t=150

16
15

13
14

12

6
7

9
8

11

5

3
4

2
1

10

品番 部　　品　　名

アンカープレート

・〈    〉内はH高さを示す。

SGMH400:溶融亜鉛ｱﾙﾐﾆｳﾑ-ﾏｸﾞﾈｼｼｳﾑ合金めっき鋼板 

SGC400,SGCC,SGHC:溶融亜鉛めっき鋼板

SECC:電気亜鉛めっき鋼板

1.2

1.0

1.2
1.2

1.0
0.7
0.7
0.5
1.0

0.7
0.8
0.6
2.3

1.2

2.3

材料 (材質) 板厚(mm)
SGMH400 K27
SGC400 F12
SGCC    F12
SGC400 F12

SZAC400 Y10
SZAC400 Y10
SZAC400 Y10
SZACC    Y10
SZAC400 Y10

SGC400 F12
SGC400 F12
SGCC    F12
SECC    E8
SGHC    F12

SGC400 F12
一般型

多雪型

豪雪型

0.6〈0.7〉

柱

土台取付板
土台
根太

床パネル
鴨居
桁後
妻板左右
鼻隠シ前後
屋根パネル

扉

壁パネル
正面パネル

棚板

(1790mm)
母屋中

※既製品 プレハブ物置

▽G.L

平面図

正面図

有効開口部間口

1143

55

2630

1273 1273

6X420=2520 55

4
5
0

2
X
4
2
0

=
8
4
0

9
5
0

5
5

5
5

2740

2630 5555

(JIS G 3323)

(JIS G 3317)

(JIS G 3302)

(JIS G 3313)

SZAC400,SZACC:溶融亜鉛-5％ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金めっき鋼板

側面図

2
0
3
0

有
効
開

口
部
高

サ
1
7
7
0

1
7
9
0

2
0
8
5

1
5
2

1130

950 80100

1000

1
0
4

5
0

1
0
0

2
1
8
5

参考図
こ の図面は参考図であり 仕様を限定する も のではない。
施工に先立ち施工図を提出し 監督員の承認を得る こ と 。

共通仕様

・床面積2.3ｍ2以上
・有効開口950以上
・屋根：JIS G 3317　　　　　不燃認定番号：NM-4113-3又はNM-5380-2

溶融亜鉛-5%アルミニウム合金めっき鋼板
・扉：引戸又は引分戸(t=0.8以上)

・棚板2段以上
・既存ｺﾝｸﾘｰﾄ部(舗装、境界ﾌﾞﾛｯｸ又は擁壁)にｱﾝｶｰ留め

㈱稲葉製作所　フォルタ FS-2609S

㈱ヨドコウ　エルモ LMD-2908　　　各社同等品以上

-140

-140-140

-140

棚2段 棚2段

数値　:地盤高低差を示す

平均地盤面＝

設計GL=　　   = KBM±0-140

-140

単位：ｍｍ

300

モルタル打ち



90ﾟ

135ﾟ

180ﾟ

（片持スラブの上端筋の先端、壁の自由端に用いる

　先端及び補助筋の先端は余長４ｄ　以上で良い）

4340
D38D35

3633282521181411
D32D29D25D22D19D16D13D10呼び径ｄ

最外径Ｄ

数値とする。
本標準図は異形鉄筋を対象とし、ｄは呼び名に用いた

特記なき場合は、本標準図に従うものとする。
又、本標準図に明記なき場合は、ＪＡＳＳ５及び
鉄筋コンクリート配筋指針による。

（単位　ｍｍ）

・フックのない場合
・フックのある場合
・本数に差がある場合
・圧接継手表示

・

鉄筋末端部

鉄筋中間部

スパイラル筋の末端処理及び継手は下記のとおりとする。

梁 柱

Ｌ

Ｌ

鉄筋の表示記号及び最外径は下表による。

／＼ ○／ ● ○ ・○ ○／＼ ◎ ○ ●・ ・・ ・

Ｌ

・機械継手表示

基礎小梁
基礎梁及び

定着及び継手
６－１

５－４

４－６

ｂ）片持梁の

４－５
鉄筋のフック
２－５

び重ね継手の
鉄筋の定着及
２－３

２－２

２－１

１－４

１－３

§１．一般事項
１－１

そ　の　他

基　　　礎

鉄　　　筋

記　　号

多い

少ない

Ｄｄ
余長

Ｄｄ

ｄ
Ｄ

余長

６ｄ以上

４ｄ以上

余長

８ｄ以上

SD295A

D19以上 4d以上

SD390

SD345

      5d以上

D16以下 3d以上

図
曲げ

角度
鉄筋の種類

（Ｄ）

折り曲げ内法直径

（１０ｄ）

（　）は梁の主筋の折り曲げ定着

図 鉄筋の種類

折り曲げ

内法直径

（Ｄ）

使用箇所に

よる呼称

径による

区分

曲げ

角度

90ﾟ
以下

ｄ
Ｄ

あばら筋

帯　　筋

柱､梁､壁

などの主筋

ス　ラ　ブ

基　礎　梁

SD295A

SD295A

SD390

SD345

SD345

D29以上

D16以下

D19以上

D16以下

D19～D25

8d以上

6d以上

4d以上

3d以上

鉄筋の

種　類

コンクリー

一般
重ね継手の

定着の長さ

トの設計

規準強度
長さ

小梁
片持スラブ（Ｎ／㎜２）

（Ｌ１） （Ｌ２）

SD295A

SD345

SD390

33,36
27,30

(27)
21,24

33,36
27,30

(27)
21,24

18
35dﾌｯｸ付

30dﾌｯｸ付

25dﾌｯｸ付

35dﾌｯｸ付

30dﾌｯｸ付

30dﾌｯｸ付

25dﾌｯｸ付

25dﾌｯｸ付

30dﾌｯｸ付

25dﾌｯｸ付

15dﾌｯｸ付

下端筋（Ｌ３）

25d又は 

45d又は 

40d又は 

45d又は 

40d又は 

40d又は 

40d又は 

150㎜以上
10dかつ

スラブ

コンクリートの割裂のおそれのある部分への定着はＬ１とする。

１．梁、柱の主筋の継手は原則として重ね継手としない。

　すること。
　重ね継手とする場合は構造計算によって継手長さを確認

２．末端のフックは、定着及び重ね継手の長さに含まない。

　の継手長さによる。

３．直径の異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い方の鉄筋

５．（　）内は軽量コンクリートの場合を示す。
　上端筋は２５ｄとする。

４．耐圧スラブの下端筋の定着長さは一般定着（Ｌ２）、

６．軽微な箇所については、係員の承認を得て定着長さを
　２０ｄ程度とすることができる。

２．重ね継手　（下記のいずれかとする。）

３．Ｄ３５以上の継手は重ね継手としてはならない。

２－４

ｄｅ
ａ ａ

０．２ｄ以下
１．４ｄ以上 ｂ

１．１ｄ以上間隔：ａ≧４００ 間隔：ａ≧４００

１．溶接継手

ガス圧接

機械継手

かつｂ＋４０

Ｌ１ Ｌ１

１．５Ｌ１以上 約０．５Ｌ１

（溶接，機械接合等による）

５．溶接継手、機械継手の場合はメーカー仕様による。

４．溶接継手を行う場合は原則として同一鋼種とし、鉄筋

　合は１サイズ迄とする。

　径の差はガス圧接の場合は２サイズ、突き合せ溶接の場

§２．共通事項

鉄　筋　の

鉄　筋　の

長　　　さ

表　示　記　号

折　り　曲　げ

継　手　一　般

片　持　梁

継　　　手

定　　　着

定　　　着

補　強　筋

基礎と基礎梁

８－４

打増し補強
８－３

土間コンクリ
８－２

８－１

７－４

継手及び定着
べた基礎
７－３

７－２
杭　基　礎

階　　　段

ート

増　築　予　定

・下記の１～７に示す鉄筋の末端部にはフックをつける。

　　　上図の○印の鉄筋の末端にはフックが必要。

鉄筋のあき
２－６ ・鉄筋のあきは、原則として下記による。

ａ

Ｄ Ｄ

　機械接合はカップラー径。

・鉄筋形が異なる場合は大きい方による。

１．（　）内の数値は最小かぶり厚さを示す。

かぶり厚さ
２－７

かぶり厚さ（ｍｍ）

屋外

屋内

屋外

屋内
土に接しない

土に接する

部分

屋根スラブ

柱

梁

仕上げあり 仕上げなし

30 (20)

50 (40)

50 (40)40 (30)

40 (30)30 (20)

30 (20)

40 (30)

50 (40)

40 (30)

50 (40)*

70 (60)*

部分

床スラブ

非耐力壁

耐　力　壁

擁　　　　壁

基礎　・　擁壁

柱･梁･床スラブ･耐力壁

のある場合とする。

２．「仕上げあり」とは、鉄筋の耐久性上有効な仕上の

・帯筋の加工は下図による。

重ね継手溶接継手（機械接合）

主筋の定着
３－２

主筋の継手
３－１

３－３

§３．柱

帯　　　筋
副　帯　筋

３．＊印は、軽量コンクリートの場合で　１０ｍｍ増し

の値とする。

とする。

４．柱、梁の主筋のかぶり厚さは主筋径の１．５倍以上

ho/4

ho/2

ho/4

ho

500 以上

a≧400

ho/4

ho/2

ho/4

ho

L1

約0.5L1

・ 印内に継手中心部を設けることを原則とする。

2巻き

150以上(水平長さ)

e/D>1/6

e/D≦1/6

e

D

D

・柱頭の四隅の鉄筋にはフ
　ックをつけること。
　ただし定着長さＬ２を確

　でない。

　保できる場合はこの限り
ho/2+D'以上

L2

ho

L2

ho

ho/2+D'以上

400以上

400以上

L2

400以上 L2

e

L2

柱径が異なる場合

・第一帯筋（Ｄ１３以上使用の事）は、梁面に入れ、
　その間を設計ピッチ以下に割り付ける。

第１帯筋

直交梁

第１帯筋

交互配列

６
ｄ

以
上

６
ｄ

以
上

１３５゜フック

副帯筋

６
ｄ
以

上

６
ｄ
以

上

基礎梁

パネルゾーン部分は

割りフープでも可

※２

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

Ｐ

Ｐ

設
計

ピ
ッ

チ
以

下

※１

◎　パネルゾーンの帯筋は設計図によるが、明記なき場

合は下記による。
※１．設計ピッチの１．５倍以下とする。３本掛け以

上の場合は同径同材質で□－＠１００以下とする。

※２．基礎部分は、同径で□－＠１５０以下とする。

鉄筋に対するコンクリートの設計かぶり厚さと最小かぶり厚さ

部　　　位

Ｌ

Ｌ

⑥

あばら筋
副あばら筋

４－３

主筋の定着
４－２

主筋の継手
４－１

３－４
補　助　筋

１．末端は１．５巻以上の添巻きをし、６ｄ以上の余
　長を持つ曲げ角１３５゜のフックをつける。
２．重ね継手は重ね長さ５０ｄ以上とし、余長１２ｄ
　以上の曲げ角９０゜のフックをつける、または余長
　６ｄ以上の曲げ角度１３５゜のフックをつける。

スパイラル筋末端部 溶接の場合

６
ｄ
以
上

余
長

スパイラル筋中間部（重ね継手）

90ﾟﾌｯｸ余長

余長12d以上
90ﾟﾌｯｸ

50d以上

12d以上

の添巻
1.5巻以上

ｄ

６ｄ以上
余長

ｄ d
l

2d5d 2d

ｌ：片面溶接の場合

１０ｄ以上

両面溶接の場合

５ｄ以上

但し　Ｄ１６　以下

50d以上

135ﾟﾌｯｸ
余長 6d以上

d

　に割り付ける。

・補助筋はＤ１０を

　ピッチ６００以内

4d以上

つり筋

4d以上
2段配筋の場合巾止筋

4d以上

§４．梁

lo/4

・

L1

lo/4 lo/2 lo/4
L1

lo

Ｃ

２段筋

0.75D以上

D

D

L2

Ｕ字形定着

L1
L1

2巻き

L2

1/3以上定着

こえることを原則とする。

折り曲げ起点は柱中心線を

１０ｄ以上とする

（外柱では０．７５Ｄ以上）折曲げ長さは

外柱の下端筋は上向き定着が望ましい。

（水平に定着しても良い）

　柱面より５００以上はなすこと。

印内に継手中心部を設けること。ただし溶接継手の場合は、

D'以上
a1

a2

lo/4

L2

L2

a1/a2≦1/6

D'以上 Ｃ つり筋2-D13(束ね筋)以上とする

10d以上 lo/4 D'以上

a1
a2

a1/a2≦1/6一　般　階

最　上　階

梁成が異なる場合

L2*

e/D≦1/6
e

DD e/D>1/6

e

設計ピッチ以下

第一あばら筋

②① ③ ④

⑤ ⑧⑦

キャップタイ

6d
以
上

6d
以

上

pp

溶接

1/3bかつ
170以上

6d
以

上

6d以
上

8d以上6d以
上

※
30

〃〃〃〃〃

※　ねじれ応力を受ける腹筋は

腹筋

　限りでない。

　以上定着されている場合は、この

・余長　Ｄ＇　は構造計算によって

確認すれば、それによっても良い。

　定着すること。但し柱筋が梁にＬ２

・第一あばら筋は柱面に入れその間を

　設計ピッチ以下に割り付ける。

・あばら筋の加工は下図による。

・⑦⑧は梁成の大きい場合。

・⑥はピッチ２ｐで交互配置とする。

　②④⑥⑦は同時打込みのスラブ付の

　場合に限る。

・溶接継手は帯筋の項を参照のこと。

・梁主筋は原則として通し筋とするが

　最上階上端筋は１／３以上柱内に

10d以上

10d以上

　　定着長さＬ２とする。

10d

8
d
以

上

ｂ

6d
以

上

8
d
以

上

8d以
上

2d

2d
L1

４－４
補　助　筋

巾止筋

つり筋

巾止筋

腹筋
受筋

D

D10 @1000以内で割り付ける｡

D10 @1000以内で割り付ける｡

1200≦D    D10@300以内
900≦D<1200  4-D10 (2段)

D<600  不要

※　柱面より梁成１．５Ｄの範囲は、１８０°又は

１３５°フックとする。

b

4
d
以

上

4d以上
つり筋

4d以
上

腹　筋

受　筋

600≦D< 900  2-D10 (1段)

ａ）小　　梁

小梁及び

D
' D

Ｃ

lo/4 lo/4 lo/4
L1

lo/6 L1
lo

連続端（内端）不連続端（外端）

・
　梁面より５００以上はなすこと。

印内に継手中心部を設けること。ただし溶接継手の場合は

Ｃ
L2

10d以上

lo/6L3 lo/4
lo

D'以上D'以上

下向き･斜め可

斜め可

不連続端（外端） 連続端（内端）

・下端筋は水平定着でも可。上端筋に継手を設けない。

D'以上D'以上
lo/4

15d以上

元端先端

lo

25d以上

L22･lo/3

水平定着でも良い。

通し筋としても良い。

Ｌ

Ｌ

③　地反力（又は杭反力）を受ける場合

①　地反力を受けない場合は（４－５）による。
②　地反力を受ける場合。

ｂ）基礎小梁の

ａ）基礎梁の

継手及び定着

継手及び定着

梁の貫通補強
４－７

L1

LL

LL

D

②　地反力及び上載荷重を受けない場合

①　地反力を受けなく、床など上載荷重を受ける場合は

　　ＬＬ≧ｍｉｎ（Ｄ＇，Ｌ２）とする。

　　（４－１）（４－２）による。余長は

lo/4 lo/2
lo

lo/4

Ｃ

L1 L2

L2

10d以上

10d以上
LL

lo
lo/4 lo/2 lo/4

L1 L2

Ｃ

L2

※
L
2

Ｌ
L3

L2 L1
lo

連続端(内端)不連続端(外端)

※　設計者の判断による。

Ｃ

lo/6
LL

10d以上

10d以上

LL LL

LL
lo/4

・ 印内に継手中心部を設けること。但し溶接継手の場合は、

　柱面（基礎小梁の場合は、梁面）より５００以上はなすこと。

φ

L1

L1

斜筋

横筋

縦筋

あばら筋と同径、同数で＠１００以下とする。

D

・孔が複数の場合は中心間隔を、径

　（φ）の３倍以上とする。また位置

　はなし、梁成の中央Ｄ／２の範囲内と

　する。

　は原則として、柱面から梁成　Ｄ以上

・縦筋はあばら筋加工とする。

５－２

げ及び定着
鉄筋の折り曲
５－１

継　　　手

５－３
片　持　ち
ス　ラ　ブ

肩筋D13以上

15d以上

15d以上L2

L2

としない。

１．φが１００かつ　Ｄ／８　未満のとき補強を必要

外周部は１５０以上

折り曲げる

lx

Ｃ Ａ Ｃ

ＤＢ

Ａ

Ｄ

Ｃ Ｃ

lx/4
ly

lx/4

lx/4

lx/4

L3

肩筋D13以上

t

短辺・長辺方向 Ａ　　　Ｃ　　　Ｄ

Ａ　　　Ｂ　　　　

Ｂ　　　Ｄ　　　　

継手位置は原則として下表によが梁幅位置でも良い。

上　端　筋

下　端　筋

短　辺　方　向

長　辺　方　向

標　準　継　手　位　置

受筋D13

先端に荷重のある場合

下端筋は25d以上

L2
200以上

4
d

  かつl≦1.0m
0.3㎡<A≦1.0㎡

かつl≦0.6m
  A≦0.3㎡

開口補強 Ａ：開口面積

4-D13

4-D13

L2
L
2

L2L2 l

l

L2

L
2

L
2

6-D13

6-D13

L2

注）スラブ筋を切断しない場合は補強を要しない。

段違床 ＲＣ壁・ＣＢ壁が床にのる場合

t

S

各D13

かつスラブ厚以上
D13

（ダブル）

45
ﾟ

Ｓ＞ｔの場合は設計図による
L1

200
1,000
L2

D13
D10@200

スラブ筋と同径で１／２ピッチ以下（≒＠１００）

程度となる様に上端に補強筋をいれる

鉄筋による方法

溶接金網による方法

庇

補強範囲

15
0
0

1500

9
0
0

900

6φ@100
縦横共

§６．壁

屋上スラブ隅角補強

横筋

柱
L2

L1+50

※L2

同径・同ピッチと

する。

さし筋は、縦筋と

l 梁

D

縦筋

※L2

梁

同ピッチ

６－３
補　強　筋

・土圧を受ける壁の外側鉄筋の定着はＬ２＊とする。

・定着長さはＬ２、及び継ぎ手長さはＬ１とする。

※ただし耐震壁で帯筋、あばら筋の外側にくる場合は、ｌ＝１５０

程度４５゜～９０゜折り曲げ定着長さはＤ／２以上かつＬ２とする。

（通し配筋の場合は不要）

標準壁リスト
６－２ 特記なき壁の配筋は下記による。

符号 壁厚
開口部補強筋

縦・横・斜筋共
縦筋・横筋

・ダブル配筋においては巾止筋は縦横共Ｄ１０＠１０００以内を

標準とする。

開口部

鉄筋による方法 溶接金網による方法

・斜筋は外側に配置する。

・壁筋を切断しない場合は、補強を要しない。

・※　斜筋を、縦・横補強筋でおきかえる場合は設計者の指示による。

※

6φ@100

L
2

L
2

2L2

L
2

L2

2L2

L2
300300

60
0

300

斜筋の代わりに溶接金網

６φ＠１００とする。

L2 L2

6
0
0

600

交差部

端部
耐震壁の場合はフックをつける

・開口補強筋はリストによる

シーリング材

完全スリットの場合

シーリング材
外部スリット

-D10

D10@400程度

2-D132-D13D13

4-D132-D13D13

継手L1 継手L1

定着L2

4-D13

150

100

150以上
120以下

t

Ｗ

Ｗ

t/2

t/2
Ｗ

t/2

ＧＬ

一面せん断型スリット一般的な場合

Ｗ：スリット幅（１５以上かつスリット長さの１／１００以上）

・立上がり部が、４０ｄ以上の場合は、フック不要

・１本杭で偏心していない場合は、立上がり筋不要

・※杭頭を切断した場合の補強は、設計者の指示による。

・杭頭補強筋は設計図による。

スタッド溶接

１０以上 １０以上打増し

4d以上

φ

4
0
d

既製コンクリート杭

1
0
0

D

3
00

以
上 20

d
以

上

D

Ｃ

９０゜フックも可

t

a1/a2≦l/6

a1

L2

継手位置（区分図は５－２項で上端筋と下端筋を読みかえる。）

梁巾とする。

L2

2
5
d
以

上

l0/4

a2 20d以上

15d以上
肩筋（主筋の径以上）

D13@300ﾀﾞﾌﾞﾙ

ａ　隅角部

2
0d

L
2

2-D16以上

L2
150以上

D13@300ﾀﾞﾌﾞﾙ
・補強部 の厚さは

§８．その他
片持階段

※壁配筋が片持荷重を

　受ける配筋がされて

　いる場合は不要。

下端筋定着

受筋D13

25d以上 t≧180

※補強筋D13以上(ﾀﾞﾌﾞﾙ)

L
2

3
0
d
以
上

5
0
d
以
上

30
d
以
上

5
0
d
以
上

主筋D13

D10
ｲﾅﾂﾞﾏ筋
D10@200

L1

t

3
0
0
以
上

D13

15d
以上

ｲﾅﾂﾞﾏ筋D10@200

スラブ階段

ＲＣ壁・ＣＢ壁の補強

L2

L2

L3 lo/4
lo

lo/2 lo/4

D10

D13

t

L1

t

20d
以上

300以上

D10@200
D10@200

D13@300
300以上

3
00
以

上

D13

D10@200 l=400

2t

D10

500以上

柱

準ずる
腹筋に

梁

補強筋 補強筋

補強筋

・補強筋（定着は２０ｄ以上）

t>300 設計図による｡
100<t≦200 D16 @300    200<t≦300 D16 @200
t≦50 補強なし       50<t≦100  D13 @300

tt
t

300以上

3
0
0
以

上

300以上

-D10@200(共通)

50

5
0

5
0
0
以

上

すべて定着する。

柱 梁

梁主筋は原則として

・ は打増し部分を示す。

500以上

壁スラブ

500以上 500以上通し配筋可

L1+50
L1+50

・原則として柱・梁の主筋は溶接継手とする。
（増築側の鉄筋は水平定着でも良い）

・ は、はつり部分を示す。

別途構造特記仕様書による。

ＳＤ２９５Ａ，ＳＤ３４５，ＳＤ３９０

のうち使用区分は、別途構造特記仕様書による。

ｽﾊﾟｲﾗﾙ筋

ａ　・・　１．５ｄ以上

粗骨材の最大寸法

の１．２５倍以上

かつ２５以上

D
' D

・梁貫通孔は、梁成の１／３以下とする。

１．あばら筋及び帯筋　　２．煙突の鉄筋

４．単純梁の下端筋、片持ちスラブの上端筋の先端

５．最上階及びこれに準ずる箇所の柱頭の四隅の鉄筋

７．鉄骨柱の脚部の根巻コンクリートの四隅の鉄筋
８．鉄骨柱の脚部の認定柱脚に於ける主筋フックは不要

６．杭基礎の基礎筋（偏心基礎や杭２本打以上の場合）

３．柱及び梁（基礎梁を除く）の出隅部分の鉄筋（下図参照）

別途構造リストによる。

DD
'

２．補強筋は原則として工場製品（認定品）を使用する。

§５．スラブ

40d又は 

40d又は 

40d又は 

40d又は 

L2 L2

全て、使用材料・工法等について、同－仕様品による事。

７－１
独　立　基　礎

§７．基　礎
ＧＬ

但しかぶり厚さ５０

１０以上打増し

（軽量６０）の場合は不要

１０以上

15
0
5
0

25d 200 振れ止め筋
（溶融亜鉛メッキとし、養生材［ＰＶＣ］付き）

コンクリート
１－２

Ｆｃ＝１８，２１，２４，２７，３０　ｋＮ／ｍ㎡

のうち使用区分は、別途構造特記仕様書による。

コンクリートの打継面には　打継処理剤を施すこと。★
・継杭の必用な場合、特記なき限りアーク溶接にて継ぐ。

１級建築士事務所 三重県知事登録第１－２２２８号

構造設計一級建築士　第２３０４号

一級建築士　大臣登録　第３０３１８５号　樋口隆秀

樋口設計室

構造担当

01

鉄筋コンクリート構造配筋標準図

アイ・エス建築企画
三重県知事登録（１）第1384号　一級建築士事務所 一級建築士　第227535号　生川　昌毅

Project Date

Scale

Title No.

S-
A3:1/NOS

鉄筋コンクリート構造配筋標準図大矢知分団車庫改築工事
2025.11.05
A2:1/NOS



１－１

１－２

２－１

２－２

３－１

３－２

３－３
形鋼のゲージ

４－１

４－３

５－１
継手リスト

５－２
仕口リスト

§４．溶接接合

４－２
突合せ溶接

６－１

８－１

８－２

７－１

§９．壁面ブレース
９－１

９－２

１０－２

１０－３

１０－４
壁筋の溶接

６－２

６－３

６－４
現場溶接継手

１０－１
§１０．その他

§１．一般事項

§３．ボルト接合
§５．継　手

§７．柱　脚

§６．柱梁接合部および継手

§８．床面ブレース

Ｗ１

Ｗ３

Ｗ３

Ｗ３

Ｗ３

Ｗ３

Ｗ３

Ｗ３

Ｗ３

Ｗ３ Ｗ４

Ｗ３

Ｗ１

Ｗ１

Ｗ４

Ｗ４

Ｗ４

Ｗ２

Ｗ２

Ｗ１
Ｗ１

Ｗ１

Ｗ１

Ｗ４

Ｗ４

Ｗ４

Ｗ４

Ｗ４

Ｗ４

Ｗ４

Ｗ１

Ｗ１

Ｗ４Ｗ１

Ｗ１

Ｗ２

・Ｗ１－５

Ｗ５

Ｗ４

Ｗ３

Ｗ２

・使用材料はすべて規格品とする。

・設計図書に記載なき場合は本標準図に従うものとする。

・本標準図における単位はすべてｍｍとする。

・ＡＢ

・ＢＰ

・ＣＰ

・ＦＰ

・ＨＴＢ

・ＴＢ

・

アンカーボルト

ベースプレート

カバープレート

フランジプレート

高力ボルト

ターンバックル

・ＢＨ

・ＣＨＰ

・ＦＢ

・ＧＰ

・ＳＰ

・ＷＰ

・

チェッカープレート

フラットバー

ガセットプレート

スプライスプレート

ウェブプレート

エンドタブ

・上図は手溶接の隅肉又は完全溶込みグループ溶接の場合を示す。

Ｌ

Ｌ

§２．共通事項

溶接記号（§４参照）

板厚の異なる場合

余盛

フィラープレート

ａ ａ

ａ－ａ断面

ｂ ｂ

通しＰ

通しＰ

ｂ－ｂ断面

ｇ

裏当て

Ｌ

裏当て

ｃ ｃ

ｇ

裏当て

ｃ－ｃ断面

Ａタイプ Ｂタイプ

ＡＢ

ＢＰＬ

Ａタイプ

Ｂタイプ

Ｓ
ＦＢ

Ｓ

Ｂ ＧＰ

Ｓ

Ａタイプ Ｂタイプ

組立てＨ形鋼

　但し、半自動溶接および自動溶接にて施工する場合は別途指示とする。

・ブレースの材質はすべてＳＳ４００とする。

・使用材料はすべて規格品とする。

継手・仕口のボルト本数は別図参照。

但し合成床版の

場合は標準図を

参照のこと。

・精度に関しては、ＪＡＳ６の付則６「鉄骨精度検査基準」による。

座金厚さ

締め付け長さ

ナット高さ

ねじ山３以上（余長）

（ボルト長さ）
首下寸法

Ｓ
山形鋼

・ブレースの材質はすべてＳＳ４００とする。

Ａタイプ Ｂタイプ

Ｃタイプ

・壁面ブレースにならう（ＪＩＳ　規格品）

部分溶込み溶接

焼抜栓溶接　＠３００

Ｅタイプ Ｆタイプ

継手継手

Ｄタイプ

Ｂ１タイプ（剛接合）

Ｂ２タイプ（剛接合）

スカーラップ（改良スカーラップ）

ＳＴＫ４００，ＳＴＫ４９０，ＳＳＣ４００

ＳＴＫＲ４００，ＳＴＫＲ４９０，ＢＣＲ２９５，ＢＣＰ２３５，ＢＣＰ３２５

ＳＳ４００，ＳＮ４００，ＳＮ４９０

高力ボルト　Ｆ８Ｔ，Ｆ１０Ｔ，Ｓ１０Ｔ

のうち使用区分は、別途構造特記仕様書による。

締め付け長さに加え

る長さ

Ｍ１６

Ｍ２０

Ｍ２２

Ｍ２４

Ｓ１０Ｔ

２５以上

３０以上

３５以上

４０以上

p

e2

pe1
pp

bbe1
bb

e2

呼　び　径

孔　　　径

ピッチ

Ｍ１６ Ｍ２０ Ｍ２２ Ｍ２４

45(60)40(55)40(50)40(40)

706060
26.024.022.018.0

p

40353025

60555040
60

e1
e2

g1 g2
B

g1A

g2 g2
B

g1
g3

A

B

**50**100**50

24
24
22
22
20
20
16

24
24
24
24
24
22
22
16
16

24
24
24
24
24
24
24
22
22
20
20
16
16

BBg1 g2 g1 g2 g3

55
50
45
40
40
35
30

100
90
80
75
70
65

90
70
40

140
140
150
150
120
105
90
75
60

400
350

250
200
175
150
125

90
70
55
40
35

60
60
55
50
50
55
50
45
40
40
35
35
30

200
175
150
130
125
100
90
80
75
70
65
60

*300

A or B 最大軸径 最大軸径 最大軸径

標　　　　準

最　　　　小

は　　し　　あ　　き

へ　　り　　あ　　き

t1

g=0
S

S

t2

1916149
t

6以下
S

t : t1とt2 の小さい方

＊　（クレーンガーダーの場合は３とする）

両端に継手と同じ形状のエンドタブを取り付ける。

Ｒ１＝３５，　Ｒ２＝１０　を標準とする。

複合円は滑らかに仕上ること、

代替タブを採用する場合は溶接技量付加試験に合格した溶接工によること。

その長さｌは　３５　以上かつ薄い方の板厚の２倍以上とする。

ｌ

Ｒ
１

Ｒ
２

FB-4.5 x 19

r

r

19以上

(MC-B1-B1)

(MC-BK-2)

(MC-BL-2)

(MC-BL-B1)

記　　　号 形　　　　状 適用板厚 寸　　　法

裏当て

裏はつり

裏はつり

裏当て

-5°
-5°

-5°

-5°

-5°45°

-2T
60°
45°

45°

35°

r

r

r

g

g

g

g

r
g

d1

d2

α1

α1

α1

α1
α2

t≦6

19<t≦32

6<t≦19

12<t≦32

6<t≦12α1

t

t=12以下は6

9以上
g

α1

g
r t

α1

α2
g

d2

d1

t

g

t

A

p

g1

t22
t21

B

pe1 e1
l1

bbe1 e1
l1

B

g2

g1

g2

A a2
p

p

e1

e1

p

l2

e2

10e1

B

t1
t11 t11

t2

t2

a1

t21
t22

p

p

小梁ＷＰと同厚以上
小梁ＷＰと同厚以上

ＬＧＰ

ＬＧＰ

継手プレート及び高力ボルトはリストによる。

ＦＰ．ＷＰ　面で段差が１をこえる場合は、

フィラープレートを入れる。

ＳＰ フィラープレート

１をこえる場合

Ｌ

p
e1

e1

Ａ２タイプ（ピン接合）

Ａ３タイプ（ピン接合）

Ａ１タイプ（ピン接合）
e110

e110

e1

e1

10e1

e1

e1

10e1

p
p10g1 e1

継手リストによる

30

or
Ｗ３

Ｗ１

Ｗ３
or

スカーラップ

梁ＦＰと同厚以上

ＬＬ

内ダイヤフラムＰ

梁ＦＰと同厚以上

裏当て

柱ＦＰと同厚以上

スカーラップ

柱鋼管厚と同厚以上

裏当て

裏当て

梁ＦＰ

梁現場継手位置

継手リストによる

勾配が１／３をこえる場合は

補強プレート（点線）を入れる。

スカーラップ

Ｌ通しＰ

ＨＴＢ継手

柱現場継手位置

設計図書による。

柱ＦＰと同厚以上

ＦＰ　折曲げ規定

25

ＷＰＬ

25 25

5

１，０００前後

≧３０≧３

１

or

１，５００前後以下

5

or

30

Ｗ２

or

2525

or

or

or

100以上

Ｗ２

§４－３　による
柱ＦＰ現場溶接継手

設計図書による

柱溶接後切断

建方用ボルト

設計図書による

直交梁用水平スチフナー

梁ＦＰ現場溶接継手

継手リストによる

下向き溶接とする

・現場溶接を行う場合は係員の承認を得ること。

・パネルゾーン及び通しＰ　の材質は、特記なき限り、接続

　する柱及び梁と同材質とする。又、接続する柱及び梁の

　材質の異なる場合は、強度の大きい方の材質とする。

柱角形鋼管の場合柱Ｈ形鋼の場合

Ｗ２

30d

50

or

25

（後詰め工法）

すべて二重ナットとする

まんじゅう径２００程度

Ｄ１６を切断し天端をそろえる

ＢＰ

無収縮モルタル詰め

（全面塗り仕上工法）

余長はネジ山３以上

フック付きとする

ＡＢ
(SS400)

25

ｄ

・アンカーフレームを使用する場合は設計図書による。

・コンクリート表面のレイタンス等を取り除いた後、調合（容積比）

　セメント１：砂１の堅練りモルタルを平に塗り仕上げる。

・モルタルを後詰めする場合は空隙の出来ないように充填する。

アンカーボルトの施工に誤差がある場合

補強Ｐ　座金を兼ねる

ｔはＢＰ　厚の１／２以上かつ６以上

30

ｔ

L-65 x 65 x 6
L-50 x 50 x 6 -

23
2

部　　材
Ｈ　Ｔ　Ｂ

Ｍ１６ Ｍ２０

ＪＩＳ規格品準拠

p

l2

e1
e1

l1

l2

10

HTB

10

8

85
85
75

40

10

6

FB- 9 x 77 x 270
FB- 9 x 77 x 230
FB- 9 x 67 x 205
FB- 6 x 52 x 170

6
55

    t x B x L l2l1

A
B

A
A
A

M24
M22
M20
M16
M12 FB-4.5x 40 x 135

1-M20

2-M20
1-M22

1-M12
1-M16

12

9
9
6

ｻｲｽﾞSｻｲｽﾞS

羽　　子　　板
溶　　　　接

ＦＢＧＰ ＧＰ
ＢＡＲ

部　材
タ
イ
プ

p
p

l2

e1

e1

(注)･ｻｲｽﾞS:GPL-6 は S=6, GPL-9 は S=8, GPL-12 は S=10
9
9
9
9

5

16

460
410

270
240

6

20
5
5

260
230
170
180
140
120

9
9

5
5

φ φ

5
4
5

20
20
20

16
16

5
4
5

20
20
20

16
16

nn l2 l2

L-100 x100 x10
L- 90 x 90 x10
L- 90 x 90 x 7
L- 75 x 75 x 9
L- 75 x 75 x 6
L- 65 x 65 x 6

2L-100 x100 x10
2L- 90 x 90 x10

2L- 75 x 75 x 9
2L- 90 x 90 x 7

2L- 75 x 75 x 6
2L- 65 x 65 x 6

12

12
12
12

9
9

部　　材
ＨＴＢ ＨＴＢ溶接 溶接

部　　材 ＧＰＧＰ

（注）９－２の点線は第１ボルトから軸線より３０゜の範囲を示す。

P=50

Ｌ ＬＰ　厚さはＷＰ厚さの０．５以上（片面）

Ｌ ＬＰ　厚さはＷＰ厚さの０．５以上（両面）ＬＰ　厚さはＷＰ　厚さの０．５以上（両面）Ｌ

3φ以上

(0.2H<φ≦0.28H)
2φ かつ 100+φ

2φ かつ 100+φ
(0.1H<φ≦0.2H)(φ≦0.1H)

H

W3 or W4

45°以上

H

to

(0.28H<φ≦0.4H)
2φ かつ 100+φ

H

(0.4H<φ≦0.5H)

H

H3φ

φ

3φ

1.5to

30

鋼管 (t=≧tw/2)

1/4H
1/2H
1/4H

50 以上
50 以上

ﾃﾞｯｷ受け FB-65 x 9

２ＰＬ（設計図による）
Ｂタイプ　不要

Ｃタイプ　片面

Ｄタイプ　片面

鋼管スリーブを用いた場合の補強プレートは

・スリーブは梁成の中央１／２の範囲とする。

・貫通孔を設ける範囲は右図ハッチ部分とする。

・これ以外の場合は構造設計者指示による。

　０．５Ｈ以下とし、そのピッチは３．０φ以上とする。

・特記なき限り補強方法は上図によるが、孔径（φ）は

H

d

P1 P1

ｱｰｸｽﾀｯﾄﾞ溶接

h

d≦2.5t
e≧404.0d≦h

5.0d≦P2

a1≧40
a2≧100

h,P1,P2は設計図書による｡
7.5d≦P1≦600

a2

a1
d

t

a1

a2

ee p2

5d

FB-6 x 65

D13以下

15

50
65

ｻｲｽﾞ0.5d

d

軽微なＲＣ壁の場合

溶接間隔は

壁筋間隔以下、

ブロック壁の場合溶接長さは５０ｍｍ以上

t

or

or

or

a>10*

2.5 以上
1

a≦10*

10p 10bb

7+2(-2)
2+1(-2)

9+2(-2)
2+1(-2)

0+2(-0)
2+2(-2)

0+4(-0)

2+2(-2)
1/3(t-r)

2/3(t-r)

最小縁端距離の規定にかかわらず用いることができる。

＊Ｂ＝　３００　は千鳥打ちとする。

＊＊印の欄のｇおよび最大軸径の値は強度上支障がないとき

　　締め付け摩擦面は母材に於いては平グラインダー掛け、スプライスプレートに於いてはショット掛けを

　　行い、黒皮を除去し一様に赤さびを生じさせる。

・（　）内はボルトが応力方向に３本以上並ばない場合をしめす。

余盛

脚長（Ｓ）

（０．１Ｓ＋１）以下

０≦Ｓ′－Ｓ≦３

Ｓ′＝実際サイズ

Ｓ　＝設計サイズ

・ボルト接合面の処理

・ＨＴＢはすべてＳ１０Ｔ（トルシア形高力ボルト）を使用し、スベリ係数は０．４５とする。

そ　の　他

略　　　号

そ　の　他

Ｈ　Ｔ　Ｂ

ＨＴＢ　の
ピ　ッ　チ

山　形　鋼

丸　　　鋼

雑　仕　様

梁　通　し

柱　通　し

丸　　　鋼

山　形　鋼

デッキプレート

スタッドジベル

使　用　材　料

隅　肉　溶　接

開　先　形　状

柱　脚　ピ　ン

貫　通　補　強

Ｗ１

Ｗ１

※基本はＡ１及びＢ１タイプとする。

e1

e1

e1

e1

e1

Ｌ
Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

φ φ

φ

φ

12

8
8
10

8

10

75
85
95
105

55

315
315

Ｌ Ｌ

ＬＬ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

8 12 14 1611
12

隅肉溶接
S以上

通常
スカラップ

スチフナー形状詳細

・ＤＩＡＰＬ 通しダイアフラムプレート

フィレット部と同アール加工とすることで、
スカラップを無くすことができる。

15以上

１級建築士事務所 三重県知事登録第１－２２２８号

構造設計一級建築士　第２３０４号

一級建築士　大臣登録　第３０３１８５号　樋口隆秀

樋口設計室

構造担当

02

鉄　骨　構　造　工　作　標　準　図

アイ・エス建築企画
三重県知事登録（１）第1384号　一級建築士事務所 一級建築士　第227535号　生川　昌毅

Project Date

Scale

Title No.

S-
A3:1/NOS

鉄骨構造工作標準図大矢知分団車庫改築工事
2025.11.05
A2:1/NOS



１級建築士事務所 三重県知事登録第１－２２２８号

構造設計一級建築士　第２３０４号

一級建築士　大臣登録　第３０３１８５号　樋口隆秀

樋口設計室

構造担当

03

耐火仕様の配筋

開口部補強案

「デッキプレート床構造設計・施工規準-2004」、ＱＬデッキ設計マニュアル・同施工マニュアルによる。

材料／コンクリート

材料／溶接金網・異形鉄筋

接　　　合

耐　　　火

特　　　記

アクセサリー

［ISO 9001認証取得］

焼抜き栓溶接

施工順序 敷　込　み

耐　火　仕　様

【単純支持合成スラブ】

【連続支持合成スラブ】

検　　　　査 (参考)ひび割れ拡大防止のための留意事項

スラブの配筋

材料／デッキプレート

ＪＦＥ建材
株式会社

標　　準　　納　　ま　　り

設　　　　　　計

ＱＬデッキ合成スラブの設計・施工は、日本建築学会「各種合成構造設計指針・同解説」、（社）日本鉄鋼連盟

□ＧＫＸ-５０
□ＧＫＸ-７５ □1.6

□1.2

□1.6

□1.2
ＱＬデッキ　
□ＱＬ９９-５０

□ＱＬ９９-７５

ＱＬセルラー

デッキプレート幅方向

デッキプレートスパン方向

デ ッ キ プ レ ー ト と 梁 と の 接 合

４
０

２
８

１８５

４     整　　形

（Ｄ１０－＠２００）
溶接金網又は異形鉄筋

（Ｄ１０－＠２００）

注2)

 □ 溶 接 金 網

 □ 異 形 鉄 筋

 □普通コンクリート　　　　　□軽量コンクリート

□φ６-１５０×１５０　□φ６-１００×１００

　□Ｄ１０-＠２００　　　□（　　　　　　　　）

 ＪＩＳ Ｇ ３５５１

 ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７

 その他：

□

ＱＬ９９-５０ ＱＬ９９-７５

 種  　　　     類

 □ 無    □ 有 

 □６０　□７０　□８０　□８５　□９０　□９５　□１００　□（　　　）ｍｍ

2 設 計 基 準 強 度

□そ　　の　　他

 □１８　　　　　□２１　　　　　□（　　　）Ｎ／ｍｍ

 □指定なし

単　純　支　持

そ　　の　　他

（注）接合に頭付きスタッドを用いる場合、焼抜き栓溶接は不要

 □ＦＰ０６０ＦＬ－９１０１            □ＦＰ１２０ＦＬ－９１１３

 □（　　　　　　　　　　　　　　　　）□（　　　　　　　　　　　　　　　　）

 □（　　　　　　　　　　　　　　　　）□（　　　　　　　　　　　　　　　　）

Ａw ＝（　　　　）mm

□裏面防錆処理(一次塗装) ＱＬプライマー(P)

□無し(                                     )

上欄内の採用項目に ﾚ を記して下さい。

大梁

大梁上 大梁上

Ａw

１.２　  　　　４,９００
板厚　　 　　　　Ｑa (Ｎ)

１.６　７,３５０(SPW)、６,８６０(A.P.W)

焼抜き栓溶接

フラッシング ハンガー金具

13
.5

Ｗ（１００～２５０） ２５

クローサー
（ＱＬデッキの小口ふさぎに用いる。）

□ZAM(高耐食溶融めっき鋼板) [ □K27   □K35 ]

敷込み仮止め溶接

墨　出　し

１）頭付きスタッド

（１）一次側電源の必要容量：仮設電力の場合　１８ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ

（３）標準溶接条件：下表
（２）ワイヤの種類と直径　：ＹＧＷ　１１、１２　φ１.２ｍｍ

アーク手溶接

（３）標準溶接条件

（１）溶接機

（２）溶接棒

（４）溶接工の資格

（５）手順・要領

焼抜き栓溶接［ＳＰＷ］

注１）スパンとは鉄骨梁の場合デッキプレートを支持する梁の中心間距離、鉄筋コンクリート梁の場合梁内法寸法をいう。
注２）スパンが３.４ｍを超える場合は、合成スラブと梁とは頭付きスタッド（軸径１６ｍｍ以上、ピッチ３００ｍｍ以下）で結合する。

注５）許容積載荷重Ｗ　算出式

注３）鉄骨梁の場合、梁との接合は焼抜き栓溶接、打込み鋲、または頭付きスタッドを用いる。

コンクリート厚さ

ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）

ＱＬデッキ

３
０

３
０

４
０

耐火補強筋 Ｄ１３

耐火補強筋 Ｄ１３

３０ ３０

普通コンクリート

普通又は軽量コンクリートまたは異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設）

又は頭付きスタッド
ＲＣ梁又はＳＲＣ梁

コンクリート厚さ

※許容積載荷重は、床にかかる全荷重(仕上げ荷重も含む)から床荷重(デッキプレートとコンクリートの自重)を差し引いた値を示します。

３
０

焼抜き栓溶接、打込み鋲

コンクリート厚さ

ＱＬデッキ

３
０

３０

５０

ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）

普通又は軽量コンクリート

ＲＣ梁又はＳＲＣ梁 鉄骨梁

１５０ ８５０

スパン スパン

端部補強筋Ｄ１３、長さ１.０ｍ

または異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設）

焼抜き栓溶接、打込み鋲
又は頭付きスタッド

耐火補強筋  ：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）

耐火補強筋  ：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）

床、１時間耐火

床、２時間耐火
FP120FL-9113

FP060FL-9101

FP120FL-9113

FP060FL-9101

床、２時間耐火

床、１時間耐火

FP120FL-9107

FP060FL-9095

床、２時間耐火

床、１時間耐火

２.７

　：支持スパン（ｍ）

柱廻りの補強例

大梁上の補強例

[2]施工上の留意点

[1]設計上の留意点

Ａ部

梁耐火被覆

壁

ＱＬデッキ

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

Ｃ部

溶接金網又は異形鉄筋

梁耐火被覆

ＱＬデッキ

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

Ａ部

壁
コンクリート

５０ｍｍ以上

クローサー

溶接金網又は異形鉄筋

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

□事前検査

□不良部の補修

Ａ.Ｐ.Ｗの場合：重ね溶接して補修する。

【そ　の　他】

Ａ.Ｐ.Ｗ：試し溶接を行って溶接径を確認する。

1) 検流計での計測

ＳＰＷ　の場合：スラグ除去後、梁にデッキプレートを密着させて再溶接する。
　　　　　　　　不具合箇所に溶着金属を流し込む要領で補修。

　　した時の溶接棒の消費長さが４５～５３mmであること。

2) 溶接棒の消費長さによる確認　　　未使用の規定の溶接棒を用いて、

【焼抜き栓溶接（ＳＰＷ）及び自動焼抜き栓溶接（Ａ.Ｐ.Ｗ）】

補強筋D10@200

400mm以上

柱

400mm以上ひび割れ

ＱＬデッキ

ひび割れ

補強筋(D13)

柱

ｄ部

ＲＣ梁またはＳＲＣ梁

１０１０
フラッシング耐火補強筋

ｃ部

普通コンクリート

ＲＣ梁またはＳＲＣ梁

１０

ＱＬデッキ

４
０

ｂ部

溶接金網又は異形鉄筋
普通コンクリート

３０３０耐火補強筋
ＱＬデッキ

ＲＣ梁又はＳＲＣ梁

ａ部  左図円部詳細

３０

釘

３０

梁型枠

釘

クローサー
釘

ＱＬデッキ

ａ部

普通コンクリート

３０

ＲＣ梁またはＳＲＣ梁

ＱＬデッキ

１５０
梁にのみ込み３０ｍｍ

クローサー

ｅ部  柱廻り（ａ－ａ断面）

柱型枠

フラッシング

 柱廻り納まりｅ部

梁幅

梁幅

ａ ａ

ＱＬデッキ

３０ｍｍのみ込み

１０ｍｍ以上

Ｂ部

コンクリート

梁耐火被覆

又は異形鉄筋Ｄ１０＠２００以下
溶接金網

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

クローサー
ＱＬデッキ

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

Ｂ部

梁耐火被覆

梁耐火被覆用面戸

ＱＬデッキ

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

ｃ部

３０ｍｍ以上

 ブラケット支持

  A)開口間隔≧３×開口径

開口補強筋Ｄ１０

B)開口間隔＜３×開口径

開口補強筋Ｄ１３

開口補強筋Ｄ１０
耐力補強筋 ２）に準ず

C)開口が連続している場合

2)又は3)に準じて補強を行う

仮想開口

Ｌ

２）ｗ:600mm以下  Ｌ:900mm程度以下

１）開口がφ１５０程度の場合

開口部

ｗ
開口補強筋Ｄ１０

ｗ

≧４０･Ｄ

Ｌ

開口補強筋Ｄ１０耐力補強筋

開口補強筋Ｄ１３

小梁補強

開口部

ｗ

Ｌ

３）ｗ＞600mmの場合

コンクリート箱抜き
コンクリート硬化後

Ｍ
ａt＝ 耐力補強筋

ｆt･ｊ

異形鉄筋の重ね代Ｌ2：４５Ｄ以上

Ｄ部

コンクリート

溶接金網又は異形鉄筋

梁耐火被覆

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

Ｄ部  梁との間に隙間がある場合

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド

梁耐火被覆

又は打込み鋲

Ｆ部

（フラッシング）現場切断

φ４－１３　＠６００以下

Ｅ部

梁耐火被覆
クローサー

焼抜き栓溶接又は打込み鋲

Ｇ部

柱

梁
焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

ＱＬデッキ横筋

Ｌ1

φ６-１５０×１５０は２００ｍｍ以上
φ６-１００×１００は１５０ｍｍ以上

３
０

異形鉄筋Ｄ１０-＠２００以下

Ｌ2

３
０

耐火補強筋Ｄ１３

連続支持
合成スラブ

１５０ｍｍ以上

溶接金網又は異形鉄筋

耐火補強筋Ｄ１３

４
０

コンクリートのかぶり４０ｍｍ

スペーサー＠１.０ｍ以下

注４）梁の耐火被覆  梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合は、それらに応じ耐火被覆を施す。

Ａ）大梁小梁共にＳ造の場合 Ｂ）大梁小梁共にＲＣ又はＳＲＣ造の場合

Ｃ

外周部大梁

外
周

部
大

梁

開口部
Ｈ

小
梁 Ｂ

Ａ

大梁

ｃ

ａ

大
梁

小
梁

ｂ

大
梁

Ｄ
柱

ｄ
Ｅ

鉄骨梁

梁耐火被覆

ＱＬデッキ

耐火補強筋

耐火補強筋

鉄筋コンクリート梁･鉄骨鉄筋コンクリート梁

１５０ １５０ＱＬデッキ(単純支持)

ＱＬデッキ(連続支持)

Ｃ）大梁がＲＣ又はＳＲＣ造、小梁がＳ造の場合

１５０

８５０

ＱＬデッキ

 支 保 工 有 無

スペーサー

Ｇ

Ｆ

Ｍ：開口によって生じる隣接スラブの増加曲げモーメント

　　要求されるＤ１３耐火補強筋が切断された
　　場合の切断された耐火補強筋の本数

付帯条件
 連続支持合成スラブの場合、デッキプレートは２スパン以上にわたって連続的に小ばり等によって、ほぼ等間隔に支持されるものとする。

・ＱＬデッキが単純支持となる場合、耐火補強筋を配筋する。配筋はＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事による。

　Ｌ型に曲げて１５０ｍｍ以上を確保する。

溶接金網の重ね代Ｌ1:1メッシュと５０ｍｍ以上

コンクリート表面よりのかぶり厚さが３０ｍｍ

    4)デッキプレートは各溝で梁に接合すること。
      頭付きスタッド使用の場合にも、デッキプレート各溝全てを
      アークスポット溶接するのが望ましい。

40
d

10
0m
m

開口部
１スパン

2コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照
2

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

５,４００N/m 以下

５,４００N/m 以下

４,４００N/m 以下 注2)

2 注2)９０ｍｍ 以上

８５ｍｍ 以上

Ｄ１０－＠２００

φ６－１００x１００

Ｄ１０－＠２００

φ６－１００x１００
９５ｍｍ 以上

９０ｍｍ 以上

９５ｍｍ 以上

φ６－１５０x１５０

φ６－１００x１００

φ６－１５０x１５０８０ｍｍ 以上

９０ｍｍ 以上

８０ｍｍ 以上

Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下
２ 2

Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下
２ 2

交流アーク溶接機 ＡＷ２５０Ａ以上　エンジン溶接機 ２３０Ａ以上

棒径４mmφのもの

右の１～４の順に行う。

 １）墨出し線に合わせて１枚目のデッキプレ

 　　数(５～１０枚)ごとに仮止め溶接する。
　　 ートを仮止め溶接した後、順次適当な枚

 　　ように敷込む。（５０ｍｍ以上）
 ２）デッキプレートの溝部が各大梁上に乗る

 　　り幅は、５０ｍｍ 以上に敷込む。
 ３）デッキプレートの長さ方向の梁上のかか

溶接時間の目安；電流値２１０Ａ(標準)の場合８秒程度

上げる。スラグを除去して仕上がりを確認。
溶着金属を整え、中央部でそっと溶接棒を引き

なぞるように円中央へ２～３回転しながら運棒。
溶接棒を梁上まで押し込み、焼抜きの内側を １.２

１.６

 柱廻り

ＱＬデッキ

１５０

溶接金網敷込み

コンクリート打設

検　　査

３）焼抜き栓溶接
２）打込み鋲

DＱ ：設計最大せん断力(Ｎ/m)
Ａw：焼抜き栓溶接ピッチ

「ＱＬデッキ設計マニュアル」に基づいて決定する。
１.５ＱaＡw ＝　　　　　　×１０００ｍｍ かつ６００ｍｍ 以下

Ｑa：焼抜き栓溶接１個当たりの長期許容せん断力（Ｎ）
ＱD

（ □１種　　□２種 ）

2

2

普通コンクリート

普通コンクリート φ６－１００x１００

φ６－１５０x１５０
算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

溶接金網又は異形鉄筋

2

溶接金網または異形鉄筋
梁に定着

ＳＲＣ梁

打込み鋲 ＠６００以下

溶接金網又は異形鉄筋
（梁に定着）

アークスポット溶接 又は

耐火補強筋

ＱＬデッキ

部
開口

端部補強筋

耐火補強筋 Ｄ１３

溶接金網

耐火補強筋 Ｄ１３ ＱＬデッキ

鉄骨梁
５０

合成スラブ
単純支持

耐火補強筋ａd＝１.２７×(１＋ｎ／２)ｃｍ（単純支持）
耐力補強筋ａt＝Ｍ／(ｆt×ｊ)ｃｍ2

200  　以下ｍｍ
50    以上ｍｍ

φ４－１３　＠６００以下

焼抜き栓溶接又は打込み鋲

３.４

６～９未満　　 ３００～３２０   ３３～３５   ３.０～４.０×１度打ち
（ｍｍ）       （ｍｍ）         （Ａ）         （Ｖ）              （秒）

発電機の場合　　３５ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ

軽量コンクリート

普通コンクリート

普通コンクリート

軽量コンクリート

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

３.０ｍ 以下

３.４ｍ 以下

３.６ｍ 以下

３.０ｍ 以下

３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

３.６ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

３.６ｍ 以下

（Ｄ１０－＠２００）
溶接金網又は異形鉄筋

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

φ６－１００x１００

φ６－１５０x１５０

普通コンクリート

軽量コンクリート

普通コンクリート

軽量コンクリート

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下

８０ｍｍ 以上

９５ｍｍ 以上

９０ｍｍ 以上

８５ｍｍ 以上

８０ｍｍ 以上

９５ｍｍ 以上

９０ｍｍ 以上

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

［Ａ］ＱＬ９９－５０                                   ［Ｂ］ＱＬ９９－７５

１    アーク発生

３  押し込み・溶着

工　　程                 手　　順　・　要　　領

梁フランジ板厚　　　　　　溶 接 電 流
６mm以上     １９０～２３０Ａ(標準２１０Ａ)

デッキプレート種類　　 　　　板厚(mm)                   表　面　処　理

１　時　間　　　　　　　　　　　　　　２　時　間

 □ＦＰ０６０ＦＬ－９０９５            □ＦＰ１２０ＦＬ－９１０７連　続　支　持

注１.デッキプレート　板厚１.２、１.６ｍｍ　表面条件：Ｚ１２、Ｚ２７、裏面塗装

見なし、その開口部の大きさにより、
連続する開口の開口群(仮想開口)と

１５０  ８５０ ８５０  １５０

スパン                      スパン

スパン                      スパン

５０ｍｍ以上

ＱＬデッキが単純支持となる場合、 ＱＬデッキは単純支持、耐火補強筋が必要。

クローサー

この部分の小口は塞がない！

(単純支持)

耐火補強筋が必要。

※ 1

※ 1

※ 1

※ 1

※ 1

※ 1

※ 1

※ 1

※ 1

※ 2

※ 2

※ 2

※ 2

ＲＣ梁、ＳＲＣ梁

Ｄ１３、長さ１.０ｍ

(連続支持)

ｅ

ＱＬデッキが連続支持となる場合、ＲＣ又はＳＲＣ造の大梁部側では端部補強筋を配筋する。

になるようレベル保持し、全面に配筋する。

図中※１は、梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合のみ適用。　※２はＱＬデッキ耐火認定を適用する場合に必要。

※ 2

ＲＣ梁、ＳＲＣ梁              鉄骨梁

端部加工
□ｴﾝｸﾛ有り
□無し

□焼抜き栓溶接       下記焼抜き栓溶接の項による

　ＪＩＳ Ｇ ３３５２に定めるＳＤＰ１Ｔ、ＳＤＰ２、ＳＤＰ２Ｇ　 　材　　質　　

小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）

（ＱＬデッキ下溝を利用する天井インサート用金具。）
　高さ確保用。）
（ワイヤーメッシュの（ＱＬデッキ割付の幅調整に用いる。）

ＱＬデッキ高さ

ＱＬデッキ高さ ＱＬデッキ高さ

 建物外回り ＱＬデッキスパン方向

 内部大梁、小梁 ＱＬデッキスパン方向  建物外回り ＱＬデッキ幅方向

φ４－１３　＠６００以下
すみ肉溶接又はドリルねじ

すみ肉溶接又はドリルねじ
φ４－１３　＠６００以下

ＱＬデッキ切断、柱へののみ込みなし

ＱＬデッキ柱廻り切り欠き柱へののみ込みなし

ＱＬデッキ受け材

 建物内部大梁 ＱＬデッキ幅方向

ＱＬデッキを切断

 外周梁 ＱＬデッキスパン方向１  外周梁 ＱＬデッキスパン方向２

現場切断（ＱＬデッキ）

 梁継手部 ＱＬデッキスパン方向  梁継手部 ＱＬデッキ幅方向

すみ肉溶接又はドリルねじ

 ＱＬデッキを連続にした場合

 ＱＬデッキを突き合わせた場合 外周梁 ＱＬデッキ幅方向

 ＱＬデッキを離した場合

・耐火補強筋、端部補強筋共、梁へ１５０ｍｍ以上定着させる。梁上で定着が１５０ｍｍとれない場合は、
・耐火補強筋・端部補強筋が必要な場合、ＱＬデッキの各溝中央部にかぶり４０ｍｍで配筋する。

QLデッキ板厚  梁フランジ板厚       電流           電圧            アークタイム溶接棒を若干引き上げてアークを飛ばし、

QLデッキと梁との接合

 厚さ(QLデッキ山上)

亜鉛めっき Ｚ２７限定

QLデッキ受材

柱廻りＱＬデッキ切欠き

すみ肉溶接
又はドリルねじ

QLデッキ端部  小口塞ぎ

ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）

ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）

納期が必要ですので
事前にご相談下さい。

□亜鉛めっき     　　　　   [ □Z12　 □Z27 ]

１）頭付きスタッド

　　デッキプレートと梁とはアークスポット溶接等で接合する。

２）打込み鋲 ３）焼抜き栓溶接
　　国土交通省告示第３２６号(平成14年4月16日制定)及び国土交通省告示第６０６号(平成19年6月20日改正)の
　　第２接合ハ(4)焼抜き栓溶接に基づく下記仕様による。（梁フランジの表面処理条件；黒皮または一般錆止め塗装）

その他の納まり・参考例等については、ＱＬデッキ施工マニュアルまたは別途『納まり図』(技術資料CADデータ収録)を参照下さい。

ａｄ又はａｔの大きい方
2

ｎ：ＦＰ０６０ＦＬ－９１０１、ＦＰ１２０ＦＬ－９１１３の耐火仕様で

　　　　　　（コンクリート厚さをＱＬデッキ山上から　８０～９０ｍｍと厚くする。）

　　　　２）ひび割れ拡大防止のため補強筋を設ける。（右図補強例参照）
　　　　１）小梁の剛性を大きくする。

　　　　３）スパンとスラブ厚さの比を小さくし、配筋量を大きくする。

　　　　１）水セメント比を小さくする。

　　　　　　　高性能ＡＥ減水剤

　　　　５）打込み後４～７日間はスラブに振動や荷重を加えないようにし、充分な養生期間を設ける。

　　　　２）溶接金網の位置－かぶり厚さ３０ｍｍ－を確保する。（補強筋は溶接金網より下に配筋する）
　　　　３）コンクリート打込み後１週間は載荷作業を行わない。歩行程度は可。
　　　　４）打込み後初期には散水や養生シート等で湿潤養生を行う。
　　　　　　直射日光が当たる屋上は、散水養生は必須。

　　　　　　　単位水量　１７５リットル／ｍ　以下
　　　　　　　ベースコンクリートスランプ　１０ｃｍ　　スランプ　１５ｃｍ

３）　標準余盛り径　ＳＰＷ；１８ｍｍ以上　Ａ．Ｐ．Ｗ；２５ｍｍ±３
１）　溶接箇所の確認　　２）　焼き切れ、余盛り不足の有無

□溶接後の外観検査

　　アーク長さを約３ｍｍに保持し、１０ｍｍ程度の円を描いて１０秒間溶接

（１）ＱＬデッキ相互の嵌合状況　（２）溶接金網の敷込み状況　（３）開口部の補強状況
　２．ＣＯ＾ｄ２ガス流量：２０㍑／分以上

９以上        ３００～３２０   ３３～３５   ３.０～４.０×２度打ち

６～９未満      ３００～３２０   ３４～３６   ３.５～４.５×１度打ち
９以上        ３００～３２０   ３４～３６   ４.０～４.５×２度打ち

ＣＯ＾ｄ２アークスポット溶接自動焼抜き栓溶接［Ａ．Ｐ．Ｗ］

径１０㎜弱で＂の＂の字を描いてＱＬデッキを焼抜く。

ＱＬデッキに垂直にしてアークを発生させる。
ＱＬデッキを梁になじませ（隙間２ｍｍ以下）溶接棒を

２　ＱＬデッキ焼抜き

JIS Z 3211のE4316、E4916 に定める低水素系被覆アーク溶接棒で

JIS Z 3801、JIS Z 3841 における基本級の有資格者

施
　
　
　
　
工

（ＡＰＷの場合　ＦＢ６５×９等）
ＱＬデッキ受材ＦＢ６５×６等

300

耐 火 時 間     コンクリート種類  　 品　　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重

耐 火 時 間     コンクリート種類  　 品　　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重

耐 火 時 間     コンクリート種類  　 品　　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重

２スパン                               ２スパン

２スパン                     １スパン

１スパン           １スパン            １スパン           １スパン

コンクリート止め 木材等

ｗ

３

□打込み鋲           接合箇所は特記による
　ＪＩＳ Ｂ １１９８□頭付きスタッド    　　                  □φ１３　□φ１６　□φ１９　□φ２２　　各長さ・ピッチは特記による

　　施工は、JASS6「鉄骨工事」による。 　　施工は打込み鋲製造業者の施工要領による。

　 　　日本ヒルティ(株)、　日本ドライブイット(株)
　　施工の仕様等については別途製造業者へご確認下さい。 ＳＰＷ：適正な溶接を行うため下記1)または2)の方法で電流値をチェックする。

Ｂ部・Ｈ部  ＱＬデッキを離した場合

支  持  梁  ：鉄骨(S)梁 及び 大梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁、小梁：鉄骨(S)梁

支  持  梁  ：鉄骨(S)梁 　　　         コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）

支　持　梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁の場合　　 コンクリート：設計基準強度18N/mm 以上の普通コンクリート

デッキプレートと梁の納まり〔S梁〕

デッキプレートと梁の納まり〔RC･SRC梁〕

□２０１１／１１／１６／Ａ２－ＤＸＦ／Ａ□

ＱＬデッキ合成スラブ設計・施工標準

アイ・エス建築企画
三重県知事登録（１）第1384号　一級建築士事務所 一級建築士　第227535号　生川　昌毅

Project Date

Scale

Title No.

S-
A3:1/NOS

大矢知分団車庫改築工事 ＱＬデッキ合成スラブ設計・施工標準
2025.11.07
A2:1/NOS



１級建築士事務所 三重県知事登録第１－２２２８号

構造設計一級建築士　第２３０４号
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04アイ・エス建築企画
三重県知事登録（１）第1384号　一級建築士事務所 一級建築士　第227535号　生川　昌毅

Project Date

Scale

Title No.

S-
A3:1/NOS

大矢知分団車庫改築工事
2025.11.07

ウルトラコラム工法　特記仕様書A2:1/NOS

室内配合強度Xlは,配合強度Xfを現場/室内強度比αｆｔで除して、次式による。

ウルトラコラム工法　特記仕様書

比抵抗測定

施工直後の改良体の攪拌混合状況を把握するために、比抵抗の深度

＜5＞未固化改良体の比抵抗測定

固化材添加量は、配合試験結果による。

試験結果が、下式を満足する場合を合格と判定とする。

また、事前にその証明書を管理者に提出し、認証を得ることとする。

性能認証委員会」にて証明された技術審査証明取得工法とする。

1箇所以上とする。

合格判定係数　Ka

抜き取りヶ所数　N

XN　≧　XL ＝ Fc+Ka・σｄ＝Fc + Ka｛Fc・Vd/（1-1.3Vd）｝

　　を採取し、強度をその箇所の強度とする。

＜3＞ボーリングコア採取率　(連続性の確認）

１
ｍ

毎
に

3
個

の
コ

ア
採

取

GLGL

D/2

DD

D/2

※使用する固化材は、六価クロム等の土壌環境基準に適合することを確認する。

⑤　トルク値またはオーガー電流値

④　掘進深度・速度及び引上げ深度・速度

③　オーガー回転数

②　ロッドの鉛直性

①　固化材スラリーの吐出量

※施工手順書に沿って次の仕様で行う。

3.160

2.240

2.140

変動係数Vc

kN／㎡とする。コラムの設計基準強度はFc＝

＜5＞固化材液の配合

（αｆｔ＝0.7）Xl=Xf/αｆｔ

＜4＞室内配合強度

2.0372.2652.4482.64935%

1.7921.8691.9612.0952.59730%

1.5941.6511.7191.8151.9182.16325%

９～7～84～6321採取ヶ所数　N

割増係数αｔは、合格率80％とした下表による。

αｔを用いて、次式による。　　Xf＝αｔ×Fc

配合強度Xfは、設計基準強度Fcと変動係数・採取ヶ所数により割増係数

＜3＞配合強度

箇所を決定する。

以上の添加量にて室内配合試験を行い試験結果と配合強度を基に添加量

固化材の配合は、原則として、改良部分の検査対象土を採取し、３種類

検査数量は、１検査対象層群毎に１箇所以上かつ、50コラム毎に＜2＞固化材

方向の分布を測定する。

全長コア頭部コア＜1＞設計基準強度

§4.コラム仕様

1.31.41.51.61.71.9＜2＞採取位置

９～7～84～6321の承認の上に変更することができる。

（合格判定係数）※全長コアは、１ｍ当り3個のコアを採取を標準とする。いて土質や地盤状況により変更した方が適切と判断される場合は、監督員

　　変動係数、品質確認書より想定する。　Vd：※頭部コアは、１箇所当り３個のコア採取を標準とする。ただし、コラムの径・長さ・本数・位置及びセメントスラリーの配合等につ

　　標準偏差σｄ：箇所全長コア試験コラム径、掘削深度（改良長+空堀長）、本数配置等は、設計図書による。

　　合格判定係数Ka：箇所頭部コア試験
検査手法A

＜2＞設計変更

　　設計基準強度Fc：④調査ヶ所数（検査対象群に対して）

　　合格判定値XL：③検査手法は強度のバラツキを想定する場合は検査手法Aによる。に精通したもので、ウルトラコラム工法協会に所属する指定施工会社とする。

　　Nヶ所の一軸圧縮強度の平均値XN：    ）とする。本工事の施工業者は、地盤改良工法の施工技術及び計測装置の取扱い

）であり設計対象層を（②検査対象層は（＜1＞施工業者

   土層毎に検査対象層を決める。§3.一般事項

合否の判定は設計対象層におけるNヶ所（抜取ヶ所数）の一軸圧縮①検査対象層群は、概ねコラム300本を1単位とし、層厚50cm以上の

③検査手法Aによる品質検査＜1＞調査ヶ所（検査対象層に対して）

②一軸圧縮試験は第三者で行うものとする。

本工事工法は、攪拌能力・攪拌径・品質(変動係数)に対して「建築技術

①設計対象層についての抜取ヶ所をNとする。１箇所あたり3個の供試体§2.特記事項

＜4＞合否の判定

固化材の化学反応により所要の強度を持つ改良体を築造する工法である。

(塩ビ管などを代用する場合もある)系で85％以上とする。(十字型)を装着した攪拌装置を用いて、原地盤を機械的に混合攪拌し、

以上とし、1ｍ当りのコア採取率は、砂質土系で、90％以上、粘性土セメント系固化材を地中に注入しながら、ウルトラコラム専用共回り防止翼

コア採取率は、全長に対して砂質土系で95％以上、粘性土系で90％本地業は、ウルトラコラム工法による、地盤改良地業であり、スラリー状の

§5.施工管理§1.工法概容

1

1

1

シルト シルト

1350

ウルトラコラム工法

1350kN/㎡

 8本

1.10m

φ1000mm

改良コラム数量明細

記号

設計コラム長

空堀長

コラム数

改良コラム径

設計基準強度

（参考図）
※他工法を使用する場合には、仕様書及び工法の妥当性について係員の承認を得る事 （参考として他工法として、エスミコラム工法、テノコラム工法など）

§7.問い合わせ先　　愛知ベース工業株式会社　（連絡先：052-485-8381）

8.38m
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S-大矢知分団車庫改築工事
2025.11.07

特記仕様書、基礎・地中梁・スラブリスト
A3:1/71
A2:1/50

基礎リスト ＳＣ　１　：　５０

▽ Ｇ　Ｌ

１Ｆ

巾止め筋は、Ｄ１０－＠１，０００とする。
地中梁リスト ＳＣ　１　：　５０

断　面　図

スタ－ラップ

下　端　筋

腹　　　筋

上　端　筋

位　　　置

符　　　号

Ｂ　×　Ｄ

ＦＧ

全　　　域

　　－　　Ｄ１３２

　×３２０ ６００

３　　－　　Ｄ２２

３　　－　　Ｄ２２

Ｄ －＠２００１３

全　　　域

　　－　　Ｄ１３２

　×３２０ ６００

３　　－　　Ｄ２２

３　　－　　Ｄ２２

Ｄ －＠２００１３

ＦＢ 外部巾木

Ｄ１０－＠２００　Ｓ

タテ・ヨコ

▽ Ｇ　Ｌ

Ｄ１３

▽
胴

縁
芯

意
匠

図
に

よ
る

▽ Ｇ　Ｌ ▽ Ｇ　Ｌ

２１　Ｎ／ｍ㎡コンクリ－ト

コンクリ－ト

土間

鉄　　骨

鉄　　筋

Ｄ１９以上　・・・　ＳＤ　３４５　

１ 使用材料

特記仕様書

１

２

３

４

ＪＡＳＳ ５ による

ＪＡＳＳ ５ による

ＧＪＩＳ ３１１２

ＧＪＩＳ ３１１２

Ｔ＝１５０　タテヨコ　Ｄ１３－＠２００　シングル

※土間コンクリートひび割れ誘発目地等は、意匠図及び打ち合わせによる

継手ガス圧接 (超音波探傷試験)

＋　構造体強度補正値Ｓ

Ｄ１６以下　・・・　ＳＤ　２９５

２４　Ｎ／ｍ㎡　（＝Ｆｃ）

Ｃ柱のＢ，ＰＬ

突き合わせ溶接の有るＨ型鋼

使　用　箇　所鋼　材　種

ＳＮ４９０Ｃ

ＳＮ４００Ｂ

降伏比０．７５以下を証明書にて確認の事ＡＢＲ４００ Ｃ柱の転造アンカーボルトセット

Ｇ

Ｇ

Ｇ ３１３６

３１３６

３１３６ＪＩＳ

ＪＩＳ

ＪＩＳ

ＪＩＳ規格等

Ｔ≧１６　

ＪＩＳ Ｂ １２２０

Ｃ柱の通しダイヤフラム

ＳＳ４００，　ＳＮ４００Ｂ，　ＳＳＣ４００，　ＳＴＫＲ４００，　ＢＣＲ２９５，　ＳＮ４９０Ｃ　下表による

ＳＳ４００ 突き合わせ溶接の無い重量形鋼（小梁）：その他一般鋼材 胴縁用アンカ－ボルト

柱列帯の配筋は，端部の配筋と同じとする。
スラブリスト

長　辺　・　配力筋　方　　向短　辺　・　主　筋　方　　向
符　　　号 位　　　置 備　　考スラブ厚

下　　端　　筋

上　　端　　筋

上　　端　　筋

下　　端　　筋

主筋・配力筋の配筋方向には，注意する事。

端　　　部 端　　　部中　　　央 中　　　央

ＦＳ

ＣＦＳ

２００

１８０

３辺ピン
２通り辺固定

Ｘ方向＝主筋方向

Ｄ 　－　＠１６ １７５

Ｄ 　－　＠１６ １７５

Ｄ 　－　＠２００１３

Ｄ 　－　＠２００１３

Ｄ 　－　＠１３ ２００

05

Ｈ　Ｔ　Ｂ

ブレ－ス５

６ ＪＩＳ Ｂ １１８６

ＪＩＳ　Ａ　５５４０　～　５５４１

ＪＩＳ Ｂ中ボルト Ｆ４Ｔ 強度区分（４．６） １１８０

現場　タッチペイント（工場にて２回塗りとする）錆止塗料 ＪＩＳ　Ｋ　５６７４　８

Ｃ　柱ＢＣＲ２９５

Ｃ柱以外の角形鋼管ＳＴＫＲ４００ ＧＪＩＳ

ＭＳＴＬ－

３４６６

Ｃ型軽量形鋼ＳＳＣ４００ ＧＪＩＳ ３３５０

※鋼材種別について、その流通性等によりやむおえず変更する場合は、上位ランク（Ａ→Ｂ等）であれば、

断面性能は変わらなく、品質向上により可とする。

また、入手不可等やむおえない場合は、上記ＳＮ４００Ａの代替えとしてＳＳ４００を用いても可とする。

７

柱　　脚９ ＢＡＳＥ：ＰＬ柱脚

アンカ－ボルトのセットには、フレ－ム組みをする事。

下端モルタルは、無収縮モルタルとする。（Ｆｃ＝２４Ｎ／ｍｍ２）

２ 設計用長期地耐力 根切り底は係員の承認を得てから決定する。（　）内は短期地耐力を示す。深層混合処理構法による地盤改良による。

※　土間コンクリ－ト下部及び埋め戻し土は、十分な転圧を施すこと。

３ 溶接加工業者は、　旧告示１１０３号　認定工場とするが、監理者と協議の上、同等と認めた場合は許容する。

４

日本建築学会共通仕様書に依る

全ての工事は国土交通大臣官房官庁営繕部監修、公共建築工事標準仕様書［最新年版］及び、

間柱用アンカ－ボルト ＧＪＩＳ ３１３８ＳＮＲ４００Ｂ

ＴＯＰフ－プは、２丁掛け

共通事項

Ａ　寸　法

フ　－　プ

ダイヤフ－プ

主　　　筋

主筋フック

断　面　図

柱　符　号 Ｃ

基礎立ち上がり

Ｄ１３　－　　＠１００

１

ｙ

×

　－　Ｄ１９１２

コ－ナ－筋のみ

１５０

Ａ寸法

水平部

コーナー筋のみフック付き

立上り筋加工寸法

建て方後所定の位置に曲げ戻す

鉄骨柱
根巻部ＴＯＰ補強筋

Ｄ１３

根巻部帯筋
Ｄ１３－＠１００

Ｄ１３

根巻部ＴＯＰ補強筋

Ｄ１３－＠１００
根巻部帯筋

この本数

４
０

ｄ
６

０
０

６００

立上り部主筋位置

５
０

２
３

０

１
８

０

Ｃ 柱脚部根巻部コンクリート補強要領

▽ Ｇ　Ｌ

ｙ

ｘ

Ｆ２

ｙ

ｘ

　
－

　
　

Ｄ
１

３
６

　－　　Ｄ１３９

　
－

　
　

Ｄ
１

３
６

　－　　Ｄ１３６

砕石を示す

地盤改良柱体を示す

ＴＯＰ　ＨＯＯＰ　は　２丁掛ケ ▽ Ｇ　Ｌ

７
０

タテ・ヨコ

はかま筋

Ｄ１３ ベ－ス筋と同ピッチ

共通事項

１－Ｄ１３
ヨコ

2
5
0

1
,
0
0
0

1
5
0 1
0
0

5
0
0

2
7
0
2
3
0

3
0
0

6
0 5
0

3
2
5

70
50

120

6
0
0

600

1,000

200 600 200

1
,
0
0
0

2
0
0

6
0
0

2
0
0

2
5
0

1
,
0
0
0

1
5
0 1
0
0

5
0
0

2
7
0
2
3
0

1
,
0
0
0

2
0
0

6
0
0

2
0
0

1,500

450 600 450

Ｌｆａ＝　２５０　ｋＮ／㎡　

なお、板厚６㎜未満で、ゆがみを誘発することが想定される場合は、監督職員と協議の上、Ｃ種とする

屋外階段部等の屋外露出部材はＤＰ塗装

※ＤＰ塗装を行う部分の素地ごしらえは、Ｂ種ブラスト法による錆落しとする。

片持床板
Ｄ 　－　＠１３ １００

Ｄ 　－　＠１３ ２００

Ｄ 　－　＠１３ ２００

Ｙ方向＝主筋方向

（大梁全域・片持ち梁・内ダイヤフラム）

０４９５，０５９４

Ｆ１０Ｔ　ｏｒ　Ｓ１０Ｔ（国住指発　第２９４　号　ＭＢＬＴ－０１８９［同等］）
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□　－　２００　×　２００　×　１２

定着板

定着板Ｂ：ＰＬ－２５×４００×４００（ＳＮ４９０Ｃ）Ａ，ＢＯＬＴ　８－Ｍ２２（Ｌ＝６６０）ＤＮ（ＡＢＲ４００） ＰＬ－１６×７０×７０

・ザガネＰＬ・・・ＳＮ４００Ａ

ウェブ　Ｐ　＝　　５５１　　－　　６ ２　　－　Ｍ１６Ｈ　－　１５０　×　　７５　×　　５　×　　７

ウェブ　Ｐ　＝　　８０
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５

５
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１　　－　　９ ２　　－　Ｍ１６ ウェブ　Ｐ　＝　　５０Ｈ　－　１４８　×　１００　×　　６　×　　９

Ｈ　－　２００　×　１００　×　　５　　×　８
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横　胴　縁 Ｃ　－１００　×５０　×２０　×２　　＠６００

開口際は
２

Ｃ－１００×５０×２０×３　　とする 建物出隅コーナー部は □－１００×１００×３　　とする
２

最大

鉄骨部材リスト

備　　考
Ｈ　Ｔ　Ｂ

ウ　ェ　ブ

Ｐ　　ＬＨ　Ｔ　ＢＰ　　Ｌ

フ　ラ　ン　ジ
断　面　寸　法符　　号

ゲ－ジ　寸　法　＝５６４　　－　Ｍ１６ ２　　－　　６ ２　　－　Ｍ１６Ｈ　－　２００　×　１００　×　　５　　×　８
５

１　　－　１６ ウェブ　Ｐ　＝　　６０

２　　－　　９ ４　　－　Ｍ２０ ２　　－　　６Ｈ　－　３００　×　１５０　×　　６　　×　９
５

３　　－　Ｍ２０ ウェブ　Ｐ　＝　　６０

□　－　２００　×　２００　×　　６

ＢＧＲ Ｒ

ＢＧ２ ２

２Ｃ

最大

ヤネブレース

Ｄ：ＰＬ 設計・施工　標準図参照ＱＬ９９－５０－１２

庇ブレース

下屋ヤネブレース

Ｇ：ＰＬ－９　：　ＨＴＢ　１－Ｍ１６Ｍ１６　（Ｔ，Ｂ付）

Ｇ：ＰＬ－９　：　ＨＴＢ　１－Ｍ１６Ｍ１６　（Ｔ，Ｂ付）

Ｇ：ＰＬ－９　：　ＨＴＢ　１－Ｍ１６Ｍ１６　（Ｔ，Ｂ付）

大梁上フランジ下端に配置

梁上フランジ下端に配置

梁上フランジ下端に配置

上下
２

□－１００×１００×３ Ｃ－１００×５０×２０×３　＠５００
２

梯子加工ＳＳＢＯＸ受け

２ＰＬ－４　：中ボルト　２－Ｍ１２（ヌイツケ）
５

２ＰＬ－４　：中ボルト　２－Ｍ１２（ヌイツケ）
５

ＴＯＰ　ＰＬ－９：中ボルト　２－Ｍ１６（ル－ズ孔）

５

５
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ＳＣ １ ： ３０

柱と大梁の仕口部ダイヤフラムPLの厚みは、取り合う剛接合梁のフランジ最大外縁に+6mm以上とする。

大梁等の剛JOINT PL:HTBは、鉄骨部材リストを参照とする。

〃         の出寸法は、柱面から25mm出たサイズとする。

鉄 骨 詳 細 図 ･１
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エンドタブの長さ

エンドタブ

Ｔ
１

Ｌ

注２････エンドタブは、母材と同厚･同開先･同材質とする。

※ フラックス･タブ にても可

ア-ク手溶接

ガスシ-ルド半自動溶接

サブマ-ジア-ク自動溶接

グラインダ-仕上げとする。

L = 35mm

L = 38mm

L = 70mm

且つ 3t1 とする。

注１････エンドタブは、5～10㍉残してガス切断し、

L1 L1

G
T1≦32 の場合は L1=35

共通事項

側寄せ梁,仕口部内ダイヤフラム付きにおける柱ア-ル部逃げ寸法

内DIA PL

4
0

10

ヤネブレ－ス位置を示す。

横 胴 縁

C-100×50×20×2.3@600
開口部際は

C-100×50×20×3.2とする

L-100×75×7
中ボルト 2-M12

（既製品ピース可)

2
8
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3
0
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施工可能日　・　土、日曜日、祝日施工有り　・　指定無し 

交通誘導員　　　・　配置する　　名以上（大型車の出入は必ず）　・配置しない

　　　　　　　　・　交通誘導警備員Ａ　　　・　交通誘導警備員Ｂ

　　・　外部足場等　（・くさび緊結式（手すり先行工法）　・　　　　　　　）　　

　　・　内部足場等　（・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　の(2)手すり据置方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

　　ドラインの別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等の作業に関する基準」における２

　　「手すり先行工法等に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイ

・　別契約の関係受注者が定置したものは無償で使用できる。

・　本工事で設置する。

工事用仮設物を構内につくることができる。

・　市支給。ただし現場において既設設備より供給可能な範囲に限る。

・　工事用電力、水及び諸手続きなどの費用は、すべて受注者の負担とする。

監督職員事務所を設けること。

　施設の運営に支障を来たさないよう特に注意する。

　場合によっては停電計画書等を提出し、承諾を得たうえで作業を行うものとし、

　予めその時期、停止の範囲及び工法等を施設管理者などの関係者と打ち合わせ、

　電気設備の改修等のため、在来設備を一時停止させる必要のある場合は、

在来設備の一時停止に係る調整

　操作説明にあたって、操作説明書、操作注意事項書を作成し、機側に備えること。

　施設管理者へ使用開始前に操作説明を行うものとする。

　総合盤、発電設備、中央監視設備、自動制御設備、電話設備等、操作の必要な機器は、

・　週休2日制対象外工事（　・ 工事の実働日数が30日未満の工事　・ 現場閉所困難な工事　）

 地中埋設管まわりは山砂の類とし、図面に記載のない部分は掘削土の良質土で埋戻す。

項目及び特記事項は○印の付いたものを適用する。なお、上位事項に○印がない下位事項は適用しない。

２．特記仕様

・　公共建築設備工事標準図　　（電気設備工事編）（令和７年版）　（以下、「標準図」という。）

・　公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）（令和７年版）　（以下、「改修標準仕様書」という。）

・　公共建築工事標準仕様書　　（電気設備工事編）（令和７年版）　（以下、「標準仕様書」という。）

　○印の付いたものによる。

（１）図面及び特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の下記仕様書等のうち、

　　　ルデヒド発散建築材料以外の材料

　　①建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムア

　　する材料を指す。

　　監督職員の承諾を受ける。ただし、製造業者等名が記載されているものは、証明となる

　　資料等の提出を省略することができる。

　①品質及び性能に関する試験データを整備していること。

　②生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。

　③安定的な供給が可能であること。

　④法令等で定めで許可、認可、認定又は免許を取得していること。

　⑤製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

　⑥販売、保守等の営業体制を整えていること。

(３)「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」に基づく特定調達品目は

　　資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたことを示す書面を提出して

（２）主要機器の製造業者等は、次の①から⑥すべての事項を満たすものとし、この証明となる

　　品質及び性能を有するものとする。

（１）本工事に使用する材料・機材等は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき

　　品質等

16　材料・機材の

15　埋戻し土・盛土

14　建設発生土の処理

（２）設計用鉛直地震力は、設計用水平地震力の１／２とする。

・　埋戻し後の建設発生土は、監督職員が指示する構内の場所に敷きならしとする。

・　構外搬出適切処理とする。

　　からの建設発生土受入承諾書の写しを提出すること。

　　での処理状況が分かる写真を提出すること。また、処分地が民有地の場合、土地所有者

　　設計用標準水平震度

　　　有効質量）に、地域係数1.0及び次に示す設計用標準水平震度を乗じたものとする。

（１）設計用水平地震力は、機器の質量（自由表面を有する水槽その他の貯槽にあっては

　　と耐震施工

13　耐震安全性の分類

建築研究所監修）による。（(　　)を除く　100kg以上の機器を対象とする。）

設備機器の固定は次によるほか、建築設備耐震設計・施工指針 2014 年版（独立行政法人

装置等を用いて施工する。

穿孔機械を使用し、既存躯体に穿孔する場合は、金属探知により電源供給が停止できる付属12　既存躯体への穿孔

10　施工調査

11　非破壊検査等

　　に報告書を提出する。

　　構造部等の機械はつり箇所は、非破壊検査等による埋設物の調査を行い、監督職員

・　既設埋設配管等を切断または接続する箇所は、事前に試掘調査を行うこと。

・　はつり工事及び穿孔作業を行う場合は、事前に走査式埋設物調査を行うこと。 19　工事の保険

電気主任技術者が選任されている施設においては、電気主任技術者に工事内容の説明を行い、

保険期間は工事期間を原則とする。（必要に応じて延長するものとする。）

・　請負業者賠償責任保険　　（保険証の写しを提出）

・　建設工事保険（管理財物担保特約に加入）（保険証の写しを提出）

20　建設共済等 下記の制度について加入すること。

・　法定外労災補償制度　　　（加入証明書の写しを提出）

・　建設業退職金共済制度　　（掛金収納書を提出）

　　共済証紙購入額　　請負額の0.5／1000以上

　　ただし、建設業退職金共済については請負額が500万円以上の場合とする。

　　※1 他の退職金制度に加入している等、共済証紙を購入する必要がない場合は

　　理由書の提出をもって共済証紙の購入を不要とする。

　　※2 増額の契約変更があった場合は、不足分を追加購入すること。

21 工事実績情報登録 　　工事請負金額500万円以上の工事は、工事実績情報サービス(コリンズ)に登録すること。

　　すること。なお、下請契約締結後、速やかに提出すること。変更時も同様とする。

　　公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律により、施工体制台帳の写しを提出

　　ては、できる限り市内業者を優先させること。

　　資材購入及び工事の一部を下請業者にて施工する場合、業者の選定に際し23 資材購入及び下請業者

   の選定に際しての

   留意事項

24　工事記録

　　提出すること。

　　工事日報、納品伝票の写しは監督職員が提出を求めた場合に

　○工事日報、納品伝票、出荷証明

　　写真撮影要領（令和５年版）」を参考にすること。

　　撮影方法や写真サイズは国土交通省大臣官房官庁営繕部制定「営繕工事

　　Ａ４用紙に印刷し、提出すること。

　　工程写真（埋設部、隠ぺい部、施工、材料等）及び完成写真

　○工事写真

工事記録は以下のように行うこと。

25 完成時の提出図書

○　保全に関する資料等　（　）部

○　工事写真（紙、DVD）※DVDは原則として完成図データと同一媒体とする。

○　完成図　（A1またはA2サイズで機械設備図と併せて二つ折り製本したもの）（　）部

○　盤図データ　CADデータ（JW CAD）又は PDFデータ　（DVD）（2）枚

○　完成図　CADデータ（JW CAD）　PDFデータ　（DVD）（　）枚

○　工事完成図（竣工図（修正済みの設計図）＋施工図）※PDFデータを課内確認までに提出すること。

下記のものを提出すること。

27　地中埋設標等

26 施工図等の取扱い 施工図等の著作権に関わる当該建物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする。

（２）埋設表示用テープ（２倍折込）　・　要　　・　不要

（１）地中埋設標　　　　　　　　・　要（図示による。）　　・　不要

埋設深さは原則0.6m以下とし、それにより難い場合は監督職員と協議し決定すること。

６０Ｈｚとする。

本工事に伴う既設の軽微な加工改造は本工事とする。28　既設との取合い

29　電源周波数

　　と電気保安技術者

30　電気工作物の種類

31　電気工事士

32　仮設備工事

33 発生材の処理

・　事業用電気工作物　・　一般用電気工作物

電気工作物に係る工事は電気保安技術者を配置し、工事期間中の電気工作物の保安業務を行う。

電気主任技術者が選任されている施設においては、電気主任技術者に工事内容の説明を行い、

工事の調整にあたる指導を受けるものとする。

電気保安技術者　　事業用電気工作物：電気主任技術者　　一般用電気工作物：電気工事士

契約電力５００ｋＷ以上の電気工作物においても、第一種電気工事士により施工を行うものとする。

仮設備期間（　・　図示　　　　　・　　　　　　　　　）

仮電源等　（　・　受変電設備　　・　発電設備　　　・　電灯設備　　　・　図示　　　　　）

・　引渡しを要するもの　

　　・ 金属類( ・ 機器　・ ダクト　・　 その他の金物　)　　　

・　引渡しを要するもの以外

　　構外搬出適切処理とする。

　　廃棄物管理票（マニフェスト）確認表を作成し、監督職員にＡ票及びＤ票も

　　しくはＥ票の確認を受けるものとする。

・　特別管理産業廃棄物

　　ＰＣＢ使用機器は、関係法令に従い適切に処置する。

　　（ＰＣＢ使用機器 　　　　　　　　　　　）

・　蓄電池

　　広域認定事業者による処理を行い、管理票の写しを提出すること。

・　イオン化式感知器

　　放射性同位元素等の規制に関する法律に基づき収集運搬、廃棄を行うこと。

・　再使用又は再資源化を図るもの

　　　　　IP4X、6極、50Hzの電動機を駆動したときの値とする。

　　　　（２）規約効率は、JIS C 4212「高効率低圧三相かご形誘導電動機」の定格電圧200V、

　　備考（１）規約効率は、JET-TR245「汎用インバータの規約効率」により算出した値とする。

　　規約効率

50　インバータ装置の 三相可変速電動機用インバータ装置の規約効率は次の数値以上とする。

図面において、室名に（　）を付したものは直天井を示し、それ以外は二重天井の部屋を示す。49　天井仕上げ表示

　配管工事等

48 自家発電設備の

承諾を受けて図面と多少相違しても差し支えない。

原動機、発電機と付属各機器間の燃料油、冷却水などの配管、制御用配線等は、監督職員の

一般照明及び非常照明の照度測定を行う。照度測定箇所は、監督職員の指示による。47 照明設備の照度測定

46 施工者銘板

（改造した場合はその内容を記載したものを含む）施工者銘板を設置すること。

記載内容は施工年度、工事名称、ケーブル番号、ケーブルの種類（EM-CE2㎜2-3C等）とした

新設、改造する盤の扉裏面に施工者銘板を設置すること。

使用機器の製造者選定による若干の仕様の相違は、監督職員の承諾を得れば可とする。45 機器仕様

44 二重床内器具 二重床内に設置する器具の位置表示として、マーキングを直上の天井面に付けること。

また、用途に応じ色分けすること。

ただし、耐火又は準耐火構造の壁等に用いる場合は、上記によらず金属製とする。

位置ボックスで金属製を使用する場合、電力用には接地を施す。

図面に特記なき場合は、　・　金属製　　・　樹脂製　　とする。43 位置ボックス

変更してもさしつかえない。

配線器具(ｽｲｯﾁ､ｺﾝｾﾝﾄ他)の現場納り等による仕様、数量については監督職員の承諾を受けて42 配線器具等

41 タンブラスイッチ タンブラスイッチはネーム付とする。

最上階の天井スラブへの埋込配管は、原則として避けるものとする。

図面に特記なき場合は、　・　金属製（ステンレス、新金属も含む）　・　樹脂製　　とする。40 フラッシュプレート

39 最上階の埋込配管

　 塗装・仕上げ

38 金属製電線管の

37 合成樹脂管配線

36 盤

35 ｹｰﾌﾞﾙ行先表示

34 電線本数，管路等 分電盤、制御盤及び端子盤等の二次側以降の配管・配線等は、経路、電線太さ、電線本数、管径、

開閉器のトリップ値は監督職員の承諾を受けて変更しても差し支えない。

また、機械室等の床埋設配管は図面上 PF管で記載している場合であっても、立上げ部分等の露出配管部分

は金属管とし、その場合は全長に亘って接地線を設ける。

呼び線として、長さ1m以上の入線しない電線管には、1.2mm以上のビニル被覆鉄線を挿入する。 

メタルモールは立ち下がり部分にコーナーボックスを利用すること。

合成樹脂製可とう電線管及び付属品は、ＰＦ管（単層管）の波付管以上を使用する。

盤を改修した際には盤内の単結図も修正すること。

記載内容は電源（GC3φ200V等）、受注者名、施工者名等とし、詳細は監督職員の指示による。

本工事で施工するケーブル等については行先表示札を取り付けること。

上層階・ 　　　機　　　器

屋上及び　　　防振支持の機器

塔屋　　　　　 水　槽　類

　 　　　　　　機　　　器

中間階　　　　防振支持の機器

　　　　　　　 水　槽　類

　 　　　　　　機　　　器

地階・１階　　防振支持の機器

　　　　　　　 水　槽　類

設置場所　　　　機器種別

四 日 市 市 諏 訪 町 １ 番 ５ 号

１ 級 建 築 士 　 登 録 第 　 　 　 　 　 　 　 号

図面番号設計番号

縮
　
尺

図
面
名

　 四 日 市 市 都 市 整 備 部 営 繕 工 務 課

工 事 名

/

設計図

特　記　事　項項　　　目

　　

特　記　事　項

建築基準法による

1.5

E-01
（A2）

1:NO特記仕様書

建築電気設備１

2

2

電動機出力 (kW) 0.4 0.75 1.5 2.2 3.7 5.5 7.5 11 15 18.5 22 30 37 45

規約効率　 (％) 86.0 88.5 92.0 93.0 94.0 94.0 94.5 94.5 95.0 95.5 95.5 95.5 95.5 95.5

仕様書

Ⅰ．工事概要
１．工事場所

２．建物概要

設計図

建 物 名 称 構　造 階　数
別 表 第 一

消防法施行令

延べ面積（㎡）
備　考

３．工事種目（〇印の付いたものを適用する）

建物別及び屋外

工　事　種　目

工　事　種　別

・　防犯・入退室管理設備

・　　動　力　設　備

・　電気自動車用充電設備

・　　電　熱　設　備

・　構内情報通信網設備

・　　拡　声　設　備

・　誘 導 支 援 設 備

・　テレビ共同受信設備

・　防 犯 カ メ ラ 設 備

・　駐 車 場 管 制 設 備

・　火 災 報 知 設 備

・　中央監視制御設備

・　構 内 配 電 線 路

・　構 内 通 信 線 路

・　　電　灯　設　備

・　雷　保　護　設　備

・　受　変　電　設　備

・　構 内 交 換 設 備

・　情 報 表 示 設 備

・　映 像・音 響 設 備

・　　発　電　設　備

・　テレビ電波障害除去工事

・　　撤　去　工　事

４．指定部分　　・ 無　　・ 有（　部位：　　　　　　　　　　　　　　　　）指定部分工期　令和　年　月　日

１．共通仕様

Ⅱ．工事仕様

工事区分表による。ただし、これにより難い場合は監督職員と協議する。

　　との取合い

３　週休2日制工事

項　　　目

　　建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。１　適用区分

・　風圧力

　　風速　(V0＝34m/s)

　　地表面粗度区分（　 ・Ⅰ　　・Ⅱ　　・ Ⅲ　　・Ⅳ　）

・　積雪荷重

　　垂直積雪量（ 　・　0.3ｍ 　・　0.4ｍ）

２　他工事又は他工種 工事区分表による。ただし、これにより難い場合は監督職員と協議する。

　　　　　　・　その他　( ・ Ｅ-03　・ Ｍ-03　・ Ａ-01　・ 　　　　) による

４　施工条件

施工可能時間帯　・ 指定無し　・ 指定有り ( ・ Ｅ-03　・ Ｍ-03　・ Ａ-01　・ 　　　　 ) による

現場閉所日、祝日、夜間に作業を行う場合は、事前に「休日及び夜間工事承諾願」を

提出し、監督職員の承諾を得ること。

高さ５mを超える箇所での作業を有する場合の墜落制止用器具はﾌﾙﾊｰﾈｽ型を使用する。

完成確認及び完成検査時等の電源確保

　機器の動作確認、電圧、極性、相回転、導通、通信等が確認できる電源等を確保する。

完成時の操作説明

工期内の保安管理

　電気工作物の範囲が変更になった場合、工事着手から引渡しまでの

　電気保安管理等に掛かる費用は本工事に含まれる。

５　監督職員事務所

６　工事用電力

　　・水・その他

７　工事用仮設物

８　足場その他

９　交通安全管理

項　　　目特　記　事　項項　　　目

・ 特定の施設 ・ 一般の施設

重要機器 一般機器 重要機器 一般機器

2.0 1.5 1.5 1.0

2.0 2.0 2.0 1.5

2.0 1.5 1.5 1.0

1.5 1.0 1.0 0.6

1.5 1.5 1.5 1.0

1.5 1.0 1.0 0.6

1.0 0.6 0.6 0.4

1.0 1.0 1.0 0.6

1.5 1.0 1.0 0.6

　　上層階とは2～6階建の場合は最上階、7～9階建の場合は上層2階、10～12階建の

　　　場合は上層3階、13階建以上の場合は上層4階とする。

　　中間階とは地階、1階を除く各階で上層階に該当しないもの

　　重要機器は次による。

　　　・　配電盤　　　・　発電装置　　　　・　直流電源装置　　・　交流無停電電源装置

　　　・　交換機　　　・　火災報知受信機　・　中央監視制御装置

　　　・　キュービクル　　　　　　　　　　・　その他（　　　　　）

　　※建設発生土を搬出する場合は、事前に書面にて処分地の報告(位置図等)を行い、処分地

17　環境への配慮

　　判断の基準等を満足させるものとする。

（１）建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有する

　　　と共に、次の①から④を満たすものとする。

　　①合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーテ

　　　ィクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、

　　　断熱材、塗料、仕上塗材は、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散

　　　が極めて少ない材料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分

　　　に応じた材料を使用する。

　　②接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料

　　　を使用する。

　　③接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ-ｎ-ブチル及びフタル酸ジ-２-エチルヘキシル等を

　　　含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

　　④①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアル

　　　デヒド、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料

　　　を使用したものとする。

（２）設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分において、「規制対象外」

　　とは次の①又は②に該当する材料を指し、同区分「第三種」とは次の③又は④に該当

　　②建築基準法施行令第２０条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

　　③建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

    ④建築基準法施行令第２０条の７第３項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

※本工事が資源の有効な利用の促進に関する法律（平成三年法律第四十八号）の規定により再生

　資源利用促進計画の作成を要する工事である場合（下記内容該当工事）は、受注者は、工事の

　施工前に発注者に再生資源利用促進計画を提出し、その内容を説明しなければならず、工事の

　完成後に発注者から請求があったときは、その実施状況を発注者に報告しなければならない。

・　建設副産物を搬出する際の計画

　　1.土砂500m3以上

　　2.コンクリート塊、アスファルト塊、建設発生木材の合計が200t以上

・　再生資材を利用する際の計画

　　1.土砂500m3以上

　　2.砕石500t以上

　　3.加熱アスファルト200t以上

18　資源有効利用促進

22 施工体制台帳提出

項　　　目 特　記　事　項

　　下記の金属製電線管の露出配管は塗装、めっき等の仕上げを行う。

・　屋外（内外面溶融亜鉛メッキ仕上げ箇所：全て（塗装箇所除く）

・　屋内（　内外面溶融亜鉛メッキ仕上げ箇所　地階、ピット階　）

・　塗装（　・　屋内　・　屋外　・　全て　・　図示　）

「四日市市週休2日制工事実施要領（営繕工事）」（令和７年１２月９日改正適用）に

　基づく適用は下記による。

土日完全週休2日制工事の現場閉所日については下記による。

　・ 土日閉所

　・ 土日以外閉所

　　 ※土日以外閉所における現場閉所日は、着手前に監督職員と協議の上設定すること。

　　　 なお、現場閉所日については、原則として毎週連続する同一の曜日とすること。

　　・ (　　　)工事は土日作業とする。 ・ 令和　年　月　日～令和　年　月　日は土日作業とする。

・　土日完全週休2日制工事(受注者希望型(通期))　　　

・　土日完全週休2日制工事(発注者指定型(月単位))　　　　　 　　　　　　　　　　   

令和8年3月版

〇　監督職員の指示により提出するもの。　・ 完成図（A4版に製本したもの）　・ （　　　　　）

大矢知分団車庫改築工事

四日市市　下さざらい町　地内

大矢知分団車庫 S造 地上2階 82.00 16項ﾛ

大矢知分団車庫

新築　一式

新築　一式

撤去　一式

新築　一式

2

作図 令和８年４月
大矢知分団車庫改築工事
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設計番号

　四日市市都市整備部営繕工務課 四日市市諏訪町１番５号

１級建築士　登録第　　　　　　　号

工 事 名

建築電気設備２

図面番号

個人情報の取り扱いに関する事項

第１　この契約による工事の施工者（以下「乙」という。）は、この契約による工事を施工するに当たり、

第２　乙及びこの契約による工事に従事している者又は従事していた者（以下「乙の従事者」という。）は、

　　　個人情報を取り扱う際には、個人情報の保護の重要性を認識し、個人の権利利益を侵害することのない
　　　ようにしなければならない。

　　　当該工事を施工するに当たり、個人情報を取り扱うときは、個人情報の保護に関する法律（平成１５年
　　　法律第５７号。以下「法」という。）第６７条に規定する義務を負う。
　２　乙は、この契約による工事において個人情報が適正に取り扱われるよう乙の従事者を指揮監督しなけ

第３　乙及び乙の従事者は、この契約による工事を施工するに当たって知り得た個人情報を当該工事を施
　　　工するために必要な範囲を超えて使用し、又は他人に知らせてはならない。
　２　乙は、乙の従事者が在職中及び退職後においても、前項の規定を遵守するように必要な措置を講じな
　　　ければならない。
　３　前２項の規定は、この契約が終了し、又は解除された後においても同様とする。

第４　乙は、この契約による工事に係る個人情報の漏えい、滅失又は改ざんの防止その他の個人情報の適

　　（基本事項）

　　（施工者の義務）

　　　ればならない。
　　（秘密の保持）

　　（適正な管理）

　　　正な管理のために必要な措置を講じなければならない。
　２　乙は、個人情報の適正な管理のため、管理責任者を置くものとする。
　３　管理責任者は、個人情報を取り扱う工事の従事者を必要な者に限定し、これらの従事者に対して、個
　　　人情報の管理方法等について適正な指導管理を行わなければならない。
　４　四日市市（以下「甲」という。）は、必要があると認めたときは、個人情報の管理状況等に関し、乙に
　　　対して報告を求め、又は乙の作業場所を実地に調査することができるものとする。この場合において、
　　　甲は乙に必要な改善を指示することができるものとし、乙は、その指示に従わなければならない。
　　（収集の制限）
第５　乙及び乙の従事者は、この契約による工事を施工するために、個人情報を収集するときは、当該工
　　　事を施工するために必要な範囲内で、適法かつ公正な手段により収集しなければならない。
　　（再提供の禁止）
第６　乙は、あらかじめ甲の承諾があった場合を除き、この契約による工事に係る個人情報を第三者に再
　　　提供してはならない。
　２　乙は、前項の承諾により再提供する場合は、再提供先における個人情報の適正な取り扱いのために必
　　　要な措置を講じなければならない。
　３　前項の場合において、乙は、再提供先と本注意事項に準じた個人情報の取り扱いに関する契約を交わ
　　　すものとする。
　　（複写、複製の禁止）
第７　乙及び乙の従事者は、あらかじめ甲の指示又は承諾があった場合を除き、この契約による工事を施
　　　工するに当たって、甲から提供された個人情報が記録された資料等（以下「資料等」という。）を複写し、
　　　又は複製してはならない。
　　（持ち出しの禁止）
第８　乙及び乙の従事者は、あらかじめ甲の指示又は承諾があった場合を除き、資料等（複写又は複製し
　　　たものを含む。第9において同じ。）を契約書に指定された作業場所から持ち出してはならない。
　２　甲及び乙は、乙が前項の指示又は承諾により資料等を持ち出す場合、その内容、期間、持ち出し先、
　　　輸送方法等を書面により確認するものとする。
　３　前項の場合において、乙は、資料等に施錠又は暗号化等を施して関係者以外の者がアクセスできない
　　　ようにするとともに、資料等を善良なる管理者の注意をもって保管又は管理し、漏えい、滅失及びき損
　　　の防止その他適切な管理を行わなければならない。
　　（資料等の返還）
第９　乙は、この契約による工事を施工するに当たって、甲から提供された個人情報が記録された資料等
　　　を、当該工事の終了後速やかに甲に返還し、又は引き渡さなければならない。ただし、甲の指示により
　　　廃棄し、又は消去する場合を除く。
　２　前項の廃棄又は消去は、次の各号に定めるほか、他に漏えいしないよう適切な方法により行うものとする。
　(1)　紙媒体　　シュレッダーによる裁断
　(2)　電子媒体　データ完全消去ツールによる無意味なデータの上書き、もしくは媒体の破砕
　３　乙は、第6の規定により甲の承諾を得てこの契約による工事に係る個人情報を第三者に再提供したと
　　　きは、当該工事の終了後速やかに当該第三者から資料等を回収のうえ甲に返還し、又は引き渡さなけれ
　　　ばならない。ただし、甲の指示により、乙又は第三者が資料等を廃棄し、又は消去する場合を除く。
　４　前項ただし書の規定により、第三者が資料等を廃棄し、又は消去する場合においては、乙は、当該資
　　　料等が廃棄、又は消去されたことを直接確認しなければならない。
　　（研修・教育の実施）

　　　工事における個人情報の適正な取り扱いに資するための研修・教育を行うものとする。
　　（苦情の処理）

　　　適切かつ迅速な処理に努めるものとする。
　　（定期報告及び事故発生時における報告）

　２　乙は、この個人情報取扱注意事項に違反する事故が生じ、又は生じるおそれがあることを知ったときは、

第10　乙は、乙の従事者に対し、個人情報の重要性についての認識を深めるとともに、この契約による

第11　乙は、この契約による工事の施工に当たって、個人情報の取り扱いに関して苦情があったときは、

第12　乙は、甲から個人情報の取扱いの状況について報告を求められた場合は、直ちに報告しなければならない。

　　　速やかに甲に報告し、甲の指示に従うものとする。
　　（監査及び検査）
第13　甲は、この契約による工事に係る個人情報の取扱いについて、この契約の規定に基づき必要な措置が
　　　講じられていることを検証及び確認するため、乙及び第６の規定により甲の承諾を得てこの契約に
　　　よる工事を受託し、又は請け負った第三者に対して、監査又は検査を行うことができる。
　２　甲は、前項の目的を達するため、乙に対して必要な情報を求め、又はこの契約による工事の処理に
　　　関して必要な指示をすることができる。
　　（契約解除及び損害賠償）

項　　　目特　　　　記　　　　事　　　　項項　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

/

第14　甲は、乙又は乙の従事者がこの個人情報取扱注意事項に違反していると認めたときは、契約の解
　　　除及び損害賠償の請求をすることができる。

　１．対応要領に沿った対応
障害者差別解消に関する事項

　　（１）この契約による事務・事業の実施（以下「本業務」という。）の請負（委託）を受けた者（以下
　　　　　「受注者（受託者）」という。）は、本業務を履行するに当たり、障害を理由とする差別の解消
　　　　　の推進に関する法律（平成２５年法律第６５号。以下「法」という。）に定めるもののほか、障
　　　　　害を理由とする差別の解消の推進に関する四日市市職員対応要領（平成２９年２月２８日策定。
　　　　　以下「対応要領」という。）に準じて、「障害を理由とする不当な差別的取扱いの禁止」及び
　　　　　「社会的障壁の除去のための合理的な配慮の提供」等、障害者に対する適切な対応を行うものとする。
　　（２）（１）に規定する適切な対応を行うに当たっては、対応要領に示されている障害種別の特性につ
　　　　　いて十分に留意するものとする。
　２．対応指針に沿った対応
　　　上記１に定めるもののほか、受注者（受託者）は、本業務を履行するに当たり、本業務に係る対応指針
　　　（法第１１条の規定により主務大臣が定める指針をいう。）に則り、障害者に対して適切な対応を行う
　　　よう努めなければならない。

設計図

　　アスベスト含有物の取扱い

アスベスト含有シール材の有無　・有　・無

作業場の隔離　・行う　・行わない

除去工法

湿潤にて撤去を行い、適法に処分する事。

処分方法　・埋立処分

・アスベストの中間処理に適する溶融施設

・認定を受けた無害化処理施設

８　アスベスト含有配管
　　接続部シール材の除去 除去シール材（　　　　　　　　　）含有場所（　　　　　　　　　）

※本工事に配置管理させる者（有資格者）

※特定化学物質等作業主任者（H18.3.31以前の講習修了者）

又は石綿作業主任者（H18.4.1以降の講習修了者）

９　特記事項 　課税対象となった場合には、翌年度に産業廃棄物税納税証明書等を添付して、本工事により生じた産業
　廃棄物税相当分を請求することができる｡

産業廃棄物税

名　　　　称 測　　　点 取付高さ　[mm]

ブラケット（一般） 床上 ～ 中心 2,100

　　〃　　（踊場） 〃 2,500

　　〃　　（鏡上） 鏡上端 ～ 中心　   150

スイッチ　（一般） 床上 ～ 中心 1,200

　　〃　　（多機能便所用） 〃 1,200

〃 1,800

ｺﾝｾﾝﾄ，電話用ｱｳﾄﾚｯﾄ，ﾃﾚﾋﾞ端子（一般） 〃   300

　　　　　　　〃　　　　　　 （和室） 〃   150

　　　　　　　〃　　　　　　 （台上） 台上 ～ 中心   150

コンセント（土間） 床上 ～ 中心   800 ～ 1,300

コンセント（電動車いす充電用） 〃   900

引込開閉器箱（低圧） 床上 ～ 上端 1,500

分電盤，制御盤，実験盤 床上 ～ 中心 1,500（上端1,900以下）

開閉器箱 〃 1,500

電磁開閉器用押しボタン 〃 1,200

接地用端子箱 地上，床上 ～ 中心   500

試験用接続端子箱 床上 ～ 下端   800

接地極埋設標 地上 ～ 中心   600

給油ボックス 　地上 ～ 給油口 1,000

室内端子盤（廊下・室内） 床上 ～ 下端   300

中間端子盤（ＥＰＳ・電気室） 床上 ～ 中心 1,500

壁付電話機 〃 1,300

親時計 〃 1,500（上端1,900以下）

子時計，スピーカ 〃 (天井高)×0.9

アッテネータ 〃 1,200

表示盤 〃 (天井高)×0.9

発信器（出退表示用） 〃 1,200

外部受付用インターホン（子機） 〃 標準図による

壁付インターホン　　　（上記以外） 〃 1,100

呼出ボタン（多機能便所用） 〃   900

復帰ボタン（　　 〃 　　） 〃 1,300

廊下表示灯（　　 〃　　 ） 〃 2,000

テレビ機器収容箱 天井下 ～ 上端　   200

火報受信機（複合盤） 　床上 ～ 操作部   800 ～ 1,500

副受信機 床上 ～ 中心 1,500

機器収容箱（火災報知設備） 〃   800 ～ 1,500

発信機 〃   800 ～ 1,500

警報ベル 〃 (天井高)×0.9

表示灯（火災報知設備） 〃 (天井高)×0.8

連動制御器（自動閉鎖） 〃 1,500

ガス漏れ検知器（重ガス） 〃   300

ガス漏れ検知器（軽ガス） 天井面 ～ 中心　 (天井高)－200

　　（参考）天井面を基準とする取付高は、天井高さが 2,500mm から 3,000mm の場合に適用する。

　　　天井高さが 3,000mm 以上の場合及び機器の使用に支障が生じる場合は、監督職員と協議する。

接 地 の 種 類 記　　　号 接地抵抗値

A,B,D,C共 同 接 地・ Ｅ Ω以下

A,D,C共 同 接 地・ Ｅ 10Ω以下

AＡ 種・ Ｅ 10Ω以下

BＢ 種 Ω以下・ Ｅ

DＤ 種・ Ｅ 100Ω以下

CＣ 種・ Ｅ 10Ω以下

LH高圧避雷器用・ Ｅ 10Ω以下

LL低圧避雷器用・ Ｅ 10Ω以下

構 造 体 接 地・

交 換 機 用 t・ Ｅ 10Ω以下

At通 信 用・ Ｅ 10Ω以下

Dt通 信 用・ Ｅ 100Ω以下

電話引込口の保安器用 Lt・ Ｅ 100Ω以下

O測 定 用・ Ｅ

51　取付高さ 壁付、壁掛形の機器等の取付高さは、図面に記載のない場合は原則として下表による。

ＥＢ（14φ）×３連－　組

ＥＢ（14φ）×３連－３組

ＥＢ（14φ）×３連－２組

ＥＢ（14φ）×３連－２組

ＥＢ（10φ）×１　(Ｌ＝1,000mm)

ＥＢ（14φ）×３連－２組

ＥＢ（14φ）×３連－３組

ＥＢ（14φ）×３連－２組

ＥＢ（14φ）×３連－３組

ＥＢ（14φ）×３連－３組

ＥＢ（10φ）×１　(Ｌ＝1,000mm)

ＥＢ（10φ）×１　(Ｌ＝1,000mm)

ＥＢ（10φ）×１　(Ｌ＝1,000mm)

接　　地　　極　（　参　考　）

52　接　地　極

Ｗ＝30 Ｌ＝900mm 以上、14φは、Ｗ＝40 Ｌ＝1,200mm 以上としても差し支えない。

接地極の材料は下記による。なお接地棒ＥＢ(14φ)の長さは 1,500mm 以上とし、10φは

電　動　機 器具容量、コンデンサ回路の配線

配線用遮断器等 [A] ｺﾝﾃﾞﾝｻ回路定格 定格電流 ｺﾝﾃﾞﾝｻ [μF]電流計 2ｲﾝﾊﾞｰﾀ 接続する電線(EM-IE)の最小太さ[mm ]出力 (参考値) 直入始動 Y-Δ始動
[A]入力側[kW] [A] 長さ8m以下 長さ3m以下MCCB MCCB 50Hz 60Hz[A]

 0.2 15 － 15 3 15 10

 0.4 15 － 15 5 20 15

15 － 15 5

 1.5  8 30 － 15 10

 2.2 11.1 40 － 20

 3.7 － 30 20

 5.5 60 50

 7.5 34 125 75 60

11 48 125 125 75 60

15 125 150 125

18.5 79 150 175 125

22 175 200 150 100 14

30 124 300 200 150

37 152 300 350 225 200

電　動　機 器具容量、コンデンサ回路の配線

配線用遮断器等 [A] ｺﾝﾃﾞﾝｻ回路定格 定格電流 ｺﾝﾃﾞﾝｻ [μF]2電流計ｲﾝﾊﾞｰﾀ出力 (参考値) 直入始動 Y-Δ始動 接続する電線(EM-IE)の最小太さ[mm ]
[A]入力側[kW] [A] 長さ8m以下MCCB MCCB 50Hz 60Hz長さ3m以下[A]

11

15

18.5

22

30

37

45

55

75

90

110

　　　　　　　　　　　400V三相誘導電動機回路の器具容量等

16.8

24.6

64

92

60

75

225

15

30

40

100

100

2

2

2

2

2

2

2

5.5

5.5

5.5

8

22

22

2

2

2

2

2

2

2

2

3.5/2

3.5

5.5/3.5

8/5.5

14/8

22/14

40

75

100

150

200

250

300

400

500

800

900

1,200

30

40

50

100

150

200

250

300

400

500

75

700

0.75 4.6

3.2

1.8

7.5

5.5

0.2

0.4

0.75

1.5

2.2

3.7

0.9

1.6

2.3

4

5.5

8.4

12.3

17

24

32

39.5

46

62

76

95

114

155

180

220

－

－

－

－

－

15

15

15

15

20

30

40

60

75

100

125

125

125

150

175

225

300

350

400

－

30

40

60

75

100

100

150

175

225

250

350

400

500

－

15

15

15

15

15

30

30

50

60

75

100

125

125

150

175

225

300

350

3

3

5

5

10

10

15

20

30

40

60

60

100

100

100

150

200

200

250

2

2

2

2

2

2

2

2

2

3.5

5.5

5.5

5.5

8

14

14

22

38

38

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

3.5/2

3.5

3.5

8/5.5

8/5.5

14/8

38/14

38/22

2 5

5

10

20

25

30

50

50

75

100

125

200

200

200

300

300

500

700

800

5

5

7.5

10

15

20

30

40

50

50

75

100

125

150

200

200

300

400

500

E-02

公
共
建
築
改
修
工
事
標
準
仕
様
書（

建
築
工
事
編）

　
第
９
章

除去保温材（　　　　　　　　　　　　）含有場所（　　　　　　　　　　　　）

アスベスト含有保温材の有無　・有　・無　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[9.1.4]

作業場の隔離　・行う　・行わない

・埋立処分の場合は、特別管理産業廃棄物として、管理型最終処分場の一定の場所で埋立処分する。

・中間処理の場合は、都道府県知事等から処置許可を受けた溶融施設において溶融又は環境大臣の

認定を受けた無害化処理施設において無害化処理を行う

　　材等の除去

除去成形板（　　　　　　　　　　　　）含有場所（　　　　　　　　　　　　）

アスベスト含有成形板の有無　・有　・無　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[9.1.5]

作業場の区画　・行う　・行わない

処分方法

石綿含有石膏ボード

※管理型最終処分場で埋立処分する。

石綿含有石膏ボード以外

・埋立処分の場合は、石綿含有産業廃棄物として、安定型最終処分場の一定の場所で

埋立処分する。

・中間処理の場合は、都道府県知事等から処置許可を受けた溶融施設において溶融又は

環境大臣の認定を受けた無害化処理施設において無害化処理を行う。

　　板の除去

除去仕上塗材（　　　　　　　　　　　　）含有場所（　　　　　　　　　　　　）

アスベスト含有仕上塗材の除去(除去工法、養生、粉じん飛散防止措置、呼吸用保護具・保護

衣等)ついては、「建築物の改修、解体時における石綿含有建築用仕上塗材からの石綿粉じん

アスベスト含有仕上塗材の有無　・有　・無

撤去の範囲　　・全面撤去　・図示による

除去工法（原則湿潤化し、下記工法とする）

・水洗い工法　・手工具ケレン工法

・集じん装置付高圧水洗工法　・集じん装置付超高圧水洗工法　・超音波ケレン工法

・剥離材併用高圧水洗工法　・剥離材併用超高圧水洗工法　・剥離材併用手工具ケレン工法

・剥離材併用超音波ケレン工法　・集塵装置付ディスクグラインダーケレン工法

　　塗材の除去

上記工法によらない場合は監督職員と協議の上、承諾を得ること。

除去工法の試験施工　・行う　※行わない

・隔離養生不要　・隔離養生必要(負圧不要)・その他（　　　　　　）

処分方法

・埋立処分の場合は、特別管理産業廃棄物として、管理型最終処分場の一定の場所で埋立処分する。

・中間処理の場合は、都道府県知事等から処置許可を受けた溶融施設において溶融又は環境大臣の

認定を受けた無害化処理施設において無害化処理を行う

作業場の隔離及び養生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

飛散防止処理技術指針」による。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[9.1.6]

「建築物等の解体等に係る石綿ばく露防止及び石綿飛散漏えい防止対策徹底マニュアル」による。

５　アスベスト含有保温

６　アスベスト含有成形

７　アスベスト含有仕上

１　一般事項

　　の処理工事 アスベスト含有吹付け材の囲い込み処理　　・行う　　・行わない

アスベスト含有建材除去後の仕上げ　　　　・行う　　・行わない

２　アスベスト含有建材

施工箇所及び工法　　※図示

　　調査

３　アスベストの含有

　　　　　　・定性分析　　・定量分析

　※分析調査は「建材中の石綿含有率の分析方法について(令和3年12月22日改正)」に基づき行う。

※現地調査を行い、事前調査結果報告書を作成し、提出する。

　調査の結果、設計図書と異なる場合は、監督職員と協議する。

４　アスベスト含有吹付

　　け材の除去

　労働安全衛生法第28条第1項の規定に基づく技術上の指針（建築物等の解体等の作業及び労働者が

　石綿等にばく露するおそれがある建築物等における業務での労働者の石綿ばく露防止に関する

　記述上の指針）を遵守すること。

・　アスベスト除去に伴う官公署等への届出申請を行うこと。

　石綿障害予防規則及び大気汚染防止法の各規定に基づく官公署等への届出等を行うこと。

・　石綿含有事前調査結果の都道府県知事及び労働基準監督署への報告を行うこと。

・　アスベスト除去に伴う作業計画の作成を行うこと。

・　アスベスト除去完了に伴う発注者への報告を書面にて行うこと。

　　調査結果報告書等の貸与　　　・　有　　　・　無

分析調査　　・行う（対象箇所：　　　　　　）　　・　行わない

事前調査（有資格者）　　・　行う　　・　行わない　　　　　　　　　　　　　　　[9.1.2]

アスベスト含有吹付け材の封じ込め処理　　・行う　　・行わない　　　　　　　　　[9.1.1]

除去吹付材（　　　　　　　　　　　　）含有場所（　　　　　　　　　　　　）

アスベスト含有吹付材の有無　・有　・無　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[9.1.3]

吹付けアスベストの施工数量調査　　※行う

アスベスト粉じん濃度測定　　※行う 

  表9.1.1　　アスベスト粉じん濃度測定

　集じん・排気装置

  測定５

  測定４

施行区画周辺

又は、敷地境界

  処理作業室内

  処理作業室内

　処理作業中

　処理作業前

  測定３

  測定２

  測定１

 計２点

 各２点又は３点

 各２点又は３点

　大気

  (注)１

  (注)１

　備考　  測　定　場　所 測定名称　測定時期 測　定　点　(各施工箇所ごと)

を確認
空気の流れ

（処理作業室外の場合）

  の排出口

４方向各１点  測定６ 施行区画周辺
又は、敷地境界

　 －

ｾｷｭﾘﾃｨｰｿﾞｰﾝ入口 1点

1点

  測定７   処理作業室内  各２点又は３点   (注)１

  (注)２

施行区画周辺
又は、敷地境界

  測定８

　処理作業後

４方向各１点 　大気　(隔離ｼｰﾄ撤去前)

　(注)１．各施工箇所ごとの室面積が50㎡以下までは２点、300㎡以下までは３点とする。

　　　　　300㎡を超えるものは、監督職員と協議する。

　(注)２．集じん・排気装置の性能確認

  表9.1.2  アスベスト粉じん濃度測定方法

   0.3 f/l             0.5 f/l    50 f/l

   210 min             120 min     5 min

     47mm

   10l/min             5l/min    1l/min

                     25mm

 位相差顕微鏡

 定量限界

 計数アスベスト

 計数条件

 試料の透明化

 試料の吸引時間

 試料の吸引流量

 メンブレンフィルタの直径

 計数機器

　測　定　5　　測定1 , 2 , 4 , 6 , 7 , 8　測　定　3

 アセトン－トリアセチン法又は、シュウ酸ジエチル法

 総アスベスト繊維数      　200本又は視野数50視野

 直径3μm未満、長さ5μm以上、長さと直径比３：１以上

作業場の隔離　※行う

除去工法

※除去工法については、工法に関する資料を監督職員に提出し、承諾を得ること。

処分方法

・埋立処分の場合は、特別管理産業廃棄物として、管理型最終処分場の一定の場所で

埋立処分する。

・中間処理の場合は、都道府県知事等から処置許可を受けた溶融施設において溶融又は

環境大臣の認定を受けた無害化処理施設において無害化処理を行う。

(以下「改修標仕」という。)による。

　　　　　　　　　　　200V三相誘導電動機回路の器具容量等

53　高効率誘導電動機の

　　配線用遮断器等の選定

　　高効率誘導電動機回路保護用の配線用遮断器等の選定は下記による。

自動スイッチ（操作スイッチ）　照明、換気扇用等

扇風機 天井下 ～ 上端 (天井高)－200

図面及び特記仕様に記載されてない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築改修工事標準仕様書(令和7年版)」

特記事項に記載の [ . . ] 内表示番号は、改修標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

　本工事には産業廃棄物税相当分が計上されていないため、受注者が本工事により生じた産業廃棄物が、

特記仕様書

（A2）

1:NO

２．暴力団等による不当介入を受けたときの義務

(3)　(1)(2)の義務を怠ったときは、四日市市建設工事等入札参加

(2)　契約の履行において、不当介入を受けたことにより、業務遂

　　並びに業務発注所属へ報告し、警察への捜査協力を行うこと。

　　行に支障が生じたり、納期等に遅れが生じるおそれがあるとき

　　には、業務発注所属と協議を行うこと。

　　資格停止基準に基づく入札参加資格停止等の措置を講ずる。

(1)　不当介入には、断固拒否するとともに、速やかに警察へ通報

暴力団等不当介入に関する事項

　１．契約の解除

四日市市の締結する契約等からの暴力団等排除措置

要綱（四日市市平成２８年２月１２日告示第３８号）

第３条又は第４条の規定により、四日市市建設工事

等入札参加資格停止基準に基づく入札参加資格停止

措置を受けたときは、契約を解除することがある。

＜ 喫 煙 に 関 す る 事 項 ＞

＜ 現 場 代 理 人 に 関 す る 事 項 ＞

＜ 随 時 検 査 ＞

　 工 場 製 作 期 間 中 等 に 現 場 代 理 人 の 常 駐 を 解 除 す る 場 合 は 、 そ の 期 間 に 応 じ た 経 費 の 減 額 変 更 を 行 う 。

　 設 計 金 額 30 0 0万 円 以 上 の 工 事 は 、 四 日 市 市 検 査 規 程 第 ８ 条 第 ６ 項 の 規 程 に よ り 発 注 者 が

　 随 時 検 査 を 求 め た 場 合 、 監 督 職 員 の 指 示 に 従 い 受 験 す る こ と 。

　 学 校 敷 地 内 は す べ て 禁 煙 と し 、 敷 地 周 辺 の 路 上 等 に お い て も 禁 煙 に 努 め る こ と 。

令和8年3月版

作図 令和８年４月
大矢知分団車庫改築工事
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A2:1/100,A3:1/141
電気設備　配置図

＜新設建物＞

ホース乾燥塔:新設

分団車庫

市民センター
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防災無線電柱(3本):既存のまま
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既存ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ

既
存
ﾒ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾌ
ｪ
ﾝ
ｽ

スロープ

駐
車

禁
止

5,800

既設中電柱

中部電力０７ウ７５１

ＮＴＴ八風幹７左３

既設引込柱，引込盤（１φ，３φ）

（ＮＴＴ・ＣＡＴＶ工事）
空中分岐

空中分岐

（市民センタ－用）
既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま
既存のまま

既存のまま

以降，平面図参照

以降，平面図参照

架空配線

特　記　事　項

１，凡　例

実線は新設を示す

点線は既存のままを示す

既設電灯盤

※既設分団倉庫用ブレ－カ－を予備ブレ－カ－に変更とする

物置:既存のまま

物置:既存のまま

物置:既存のまま

植栽

＜新設建物＞
プレハブ物置
W2.63×D0.95

２，注　記

受注者は契約締結後、速やかに電力会社への手続き等を行うこと。

（電力会社工事）

（電力会社工事）

（ＮＴＴ・ＣＡＴＶ工事）架空配線

隣地境界線 

隣地境界線 

隣
地

境
界

線
 

道
路

境
界

線
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A2:NS,A3:NS
盤図・照明器具姿図 E-04

照　明　器　具　姿　図

Ａ Ｂ Ｃ

ＦＥＤ

一体型ＬＥＤベ－スライト 直付　反射笠付 消費電力２０．３Ｗ

パナソニック 直付ＸＦＸ４３０ＫＥＮ　ＬＥ９ 相当品

一体型ＬＥＤベ－スライト 直付 消費電力４３．１Ｗ ＬＥＤダウンライト 消費電力４．２Ｗ

ＬＥＤブラケット 消費電力５．１Ｗ防雨型 人感センサ－・明るさセンサ－付

パナソニック ＬＧＷＣ８５０６８Ｙ

ＬＥＤスポットライト 防雨型

パナソニック ＬＧＷＣ４０１１６ 相当品

ＬＥＤ赤色灯 防雨型

パナソニック ＮＮＦ２０２９３Ｚ 相当品

東芝ライテック ＬＥＫＴ４１５３２３Ｎ－ＬＳ９ 相当品

ＬＳＳ９－４－６５

ＬＥＤＢ８８９３２Ｙ＋ランプＬＤＡ４Ｌ－Ｈ－Ｅ１７／Ｓ／４０Ｗ２ 東芝ライテック 東芝ライテック 

消費電力１０．７Ｗ

ＬＥＤＢ－００９０２Ｘ 相当品相当品ＬＥＤＳ８８９０１Ｙ（Ｓ）Ｍ＋ランプＬＤＲ１２Ｌ－Ｗ／１５０Ｗ

三菱電機 ＭＹ－Ｈ４３０４３０／Ｎ　ＡＨＴＮ 相当品

相当品

相当品

三菱電機 相当品 三菱電機 ＥＬ－Ｓ０５０１Ｌ　１ＨＮ 相当品

人感センサ－・明るさセンサ－付

ＦＨＦ３２Ｗｘ１ 高出力相当 ＦＨＦ３２Ｗｘ２ 高出力相当

消費電力２．２Ｗ

Ｔ－１ 屋内仕様，壁掛型

（ＴＥＬ）

保安器スペ－ス　２Ｐ

端子台　１０Ｐ

（ＣＡＴＶ）

保安器スペ－ス

２Ｅ

Ｌ－１

１φ３Ｗ
２１０／１０５Ｖ

回路番号 負荷名称 負荷容量

ＶＡＶＡ １ ２

３

２Ｆ和室他 電灯

ＶＡ

ＶＡ

ＶＡ

ＶＡ

ＶＡ

Ｃ１ Ｃ２

Ｃ３

１Ｆ車庫他 電灯

回路番号負荷名称負荷容量

２５３ ５８１

外部 電灯１８

１Ｆ車庫他 コンセント７５０

４００

５０／５０Ａ

ＭＣＣＢ２Ｐ５０／２０Ａ（１００Ｖ）ｘ１５

ＶＡ４ 赤色灯 ３

Ｃ５ Ｃ６

Ｃ４

冷蔵庫用

Ｃ７

１０５０

４５０ ＶＡ

ＶＡ

ＶＡ

需要容量： ９．１９ ｋＶＡ

ＶＡ ２Ｆエアコン用２２１０ ＶＡ

Ｃ８

鋼板製　壁掛露出型　標準色塗装

鋼板製　標準色塗装

１Ｆ温水洗浄便座用４００ ２Ｆ和室他 コンセント

電子レンジ用１０００ コンセント

４００ 防災無線用 コンセント ３００ ＶＡ

Ｃ９

ＭＣＣＢ２Ｐ５０／２０Ａ（２００Ｖ）ｘ　３

ＶＡ ＶＡ

Ｌ－０ 屋外防水仕様　ＳＵＳ製　壁掛露出型　標準色塗装

１φ３Ｗ
２１０／１０５Ｖ

Ｗｈ

Ｌ－１へ

ＭＣＣＢ３Ｐ
５０／５０Ａ

東芝ライテック

２Ｆ温水洗浄便座用

＜外観図＞

ＩＬ６０Ｗ 相当

ＬＲＳ１－０５

Ｃ１０ ＩＨヒ－タ－用 ２０００

コンセント１Ｆ車庫他

ＶＡ 予　　備 ＶＡ予　　備

Ｃ１２Ｃ１１電気温水器用１５００ １Ｆエアコン用 ２０００

南側 北側

照射方向可動型

落下防止ワイヤ－共

ＥＬ－Ｖ０３００ＡＬ　１ＬＮ

ＥＬＣＢ３Ｐ

ＥＤ接地端子、ＥＬＣＢ接地端子を設けること



Ｃ１

Ｃ２

Ｃ３

Ｃ１２

Ｃ４

Ｃ５

Ｃ６

Ｃ７

Ｃ８

Ｃ９

Ｃ１０

Ｃ１１

Ｃ４ Ｃ５

Ｃ７

Ｃ８ Ｃ９

Ｃ６

Ｃ１０ Ｃ１１

１φ３Ｗ ＥＭ－ＣＥ１４°－３Ｃ，Ｅ５．５°，Ｅ５．５°（ＧＺ３６）

（Ｅ３９）ＥＭ－ＣＥ１４°－３Ｃ，Ｅ５．５°，Ｅ５．５°１φ３Ｗ

ＥＤ ＥＤ（ＥＬＢ）

第１支持点
以降，配置図参照

ＥＭ－ＩＥ１４°ｘ３（ＧＺ２８）１φ３Ｗ

１φ３Ｗ ＥＭ－ＩＥ１４°ｘ３（ＧＺ２８）
ＩＨヒ－タ－用

Ｌ－０

ＥＭ－ＩＥ５．５°（ＨＩＶＥ１６）ｘ２

ＷＰ(１）

（１）

（１）

：　プルボックス　ＳＳ製　塗装共 ３００ｘ３００ｘ２００

：　防水プルボックス　ＳＵＳ製 ３００ｘ３００ｘ２００

（１）

ＷＰ（１）

：　丸型露出ボックス

温水洗浄便座用

２ＥＥＴ

２ＥＥＴ

２ＥＥＴ

２ＥＥＴＷＰ

２ＥＥＴ

２ＥＥＴ

２Ｅ２Ｅ

２ＥＥＴ

２ＥＥＴ

２Ｅ

２Ｅ

２Ｅ

２Ｅ

２Ｅ

２Ｅ
２Ｅ

２ＥＥＴ

Ｈ＝１５００

Ｈ＝１５００

Ｈ＝１５００

Ｈ＝１５００

Ｈ＝１５００Ｈ＝１５００

（ＡＣ用）

２ＥＥＴＷＰ

電子レンジ用

冷蔵庫用

温水洗浄便座用防災消防無線用（Ｈ＝１０００）

防災行政無線用（Ｈ＝２２００）

Ｔ－１ 内，露出コンセント

Ｅ２０Ａ
電気温水器用

Ｅ２０Ａ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ（ＡＣ用）

２Ｅ ＥＥＴ

ＥＥＴ

Ｌ－１

Ｐ，ＢＯＸ　天井内設置
３００ｘ３００ｘ２００

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ（１Ｃア－ス）ｘ２ （Ｅ３１）

（Ｅ３１）ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ（１Ｃア－ス）ｘ２

（Ｅ３１）ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ（１Ｃア－ス）ｘ２

（Ｅ３１）ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ（１Ｃア－ス）ｘ２

２Ｅ ：　埋込コンセント ２Ｐ１５Ａｘ２，Ｅ付

ＥＥＴ ：　埋込コンセント ２Ｐ１５Ａｘ１，Ｅ＋ＥＴ付

２ＥＥＴ ：　埋込コンセント ２Ｐ１５Ａｘ２，Ｅ＋ＥＴ付

２ＥＥＴＷＰ ：　防水コンセント ２Ｐ１５Ａｘ２，Ｅ＋ＥＴ付

：　埋込コンセント ２Ｐ２０ｘ１，Ｅ付

：　埋込コンセント Ｔ型　２Ｐ１５Ａ・２０Ａ兼用，Ｅ付（２００Ｖ用）

特　記　事　項

１，記入なき配管配線は下記とする

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ（１Ｃア－ス）（ＰＦ２２）

ＥＭ－ＩＥ２．０ｘ２，Ｅ２．０ （Ｅ１９）

※　二重天井内はケ－ブルころがしとする

２，凡　例

隠蔽

露出

押入2押入1
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430 3,590
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5

840 1775 985

2階平面詳細図　S=1:50

 1階平面詳細図　S=1:50
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A2:1/50, A3:1/71
幹線コンセント設備　平面詳細図 E-05



Ａ

Ｃ

Ｂ

Ｂ

Ｄ Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｅ

１

３

４

Ｄ
Ｃ

２

２

３

３

レンジフード

Ｌ

センサ－付 センサ－付

センサ－付

センサ－付

センサ－付

２４ｈ

Ｋ

ｘ６

ｘ３

プルボックス　鋼板製
２００ｘ２００ｘ１００

ＡＳ

（イ） （イ） （イ）

（イ） （イ） （イ）

（イ）
（ロ）

（ロ）

（ロ）

Ｌ

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ（１Ｃア－ス）（Ｅ２５） ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ（１Ｃア－ス）（Ｅ２５）

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ（１Ｃア－ス）（Ｅ２５）

Ｌ－１

特　記　事　項

１，記入なき配管配線は下記とする

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ （１Ｃア－ス）（ＰＦ２２）

ＥＭ－ＥＥＦ１．６－３Ｃ （ＰＦ２２）（１Ｃア－ス）

ＥＭ－ＩＥ２．０ｘ２，Ｅ２．０ （Ｅ１９）

ＥＭ－ＩＥ１．６ｘ２，Ｅ１．６ （Ｅ１９）

ＥＭ－ＩＥ１．６ｘ３，Ｅ１．６ （Ｅ２５）

レ－スウェイＥＭ－ＩＥ１．６ｘ２，Ｅ１．６

※　二重天井内はケ－ブルころがしとする

２，凡　例

レ－スウェイ

レ－スウェイＥＭ－ＩＥ１．６ｘ３，Ｅ１．６

：　埋込スイッチ １Ｐ１５Ａｘ２

：　埋込スイッチ １Ｐ１５Ａｘ１＋Ｌｘ１Ｌ

ＡＳ

ＥＭ－ＥＥＦ１．６－２Ｃ （ＰＦ１６）

ＥＭ－ＥＥＦ１．６－３Ｃ （ＰＦ２２）

ＥＭ－ＩＥ１．６ｘ３ （Ｅ１９）

：　埋込スイッチ １Ｐ１５Ａｘ１

：　レ－スウェイボックス

：　丸型露出ボックス

３，レ－スウェイには振止め支持を行うこと

：　２４ｈ換気扇スイッチＫ 機械設備工事より支給品取付

：　自動点滅器　防水型　点灯照度調整型
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屋根伏図　S=1:50

特　記　事　項

１，記入なき配管配線は下記とする

２，凡　例

ＴＥＬ ＥＭ－ＥＢＴ０．４－２Ｐ （ＰＦ１６）

ＣＡＴＶ ＥＭ－Ｓ－５Ｃ－ＦＢ （ＰＦ１６）

ＥＭ－ＥＢＴ０．４－２Ｐ （Ｅ１９）

ＥＭ－Ｓ－５Ｃ－ＦＢ （Ｅ１９）

（１）

※　二重天井内はケ－ブルころがしとする

：　プルボックス　ＳＳ製　塗装共 ２００ｘ２００ｘ１００（１）

防災消防無線用（Ｈ＝１０００）

防災行政無線用

既設品移設取付
防災行政無線アンテナ

防災消防無線アンテナ
既設品移設取付

Ｔ－１

ＥＬＴ

ＥＭ－ＩＥ５．５°（ＰＦ１６）

ＥＭ－Ｓ－５Ｃ－ＦＢ（ＰＦ１６）
ＥＭ－ＥＢＴ０．４－２Ｐｘ２（ＰＦ１６）

防雨入線カバ－ｘ２個
（ＴＥＬ引込・ＣＡＴＶ引込）

引込金具共

（ＰＦ２２）ｘ２（ＴＥＬ・ＣＡＴＶ用）

ＥＭ－ＥＢＴ０．４－２Ｐ（ＰＦ１６）
ＥＭ－Ｓ－５Ｃ－ＦＢ（ＰＦ１６）

ＥＭ－ＩＥ５．５°（ＰＦ１６）

ＥＭ－Ｓ－５Ｃ－ＦＢ（ＧＺ１６）

ＥＭ－Ｓ－５Ｃ－ＦＢ（ＧＺ１６）

ＥＭ－Ｓ－５Ｃ－ＦＢ（ＧＺ１６）

防雨入線カバ－
（防災行政無線用）
引込金具共

ＥＭ－Ｓ－５Ｃ－ＦＢ（ＧＺ１６）

防雨入線カバ－
（防災消防無線用）

引込金具共

ＥＭ－Ｓ－５Ｃ－ＦＢ（ＧＺ１６）

Ｒ

Ｒ

：　電話受口 モジュラジャック６極４芯 新金属プレ－ト

Ｒ
：　直列ユニット 終端 新金属プレ－ト

３，各防災無線アンテナの取付位置は，無線の受信状態を考慮して，監督職員と協議し決定すること。

隠蔽

露出

隠蔽

露出
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・　合成ゴム製　　　・　ベローズ形

特　記　事　項

項　　　目

３　ダクト

設計図

四 日 市 市 諏 訪 町 １ 番 ５ 号

１ 級 建 築 士 　 登 録 第 　 　 　 　 　 　 　 号

図面番号設計番号

図
面
名

　 四 日 市 市 都 市 整 備 部 営 繕 工 務 課

工 事 名

２．建物概要

/

設計図

別 表 第 一

消防法施行令
階　数 備　考

建築基準法による

延べ面積（㎡）
建 物 名 称 構　造

３．工事種目（〇印の付いたものを適用する）

４．指定部分　　・ 無　　・ 有（　部位：　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　指定部分工期　令和　　年　　月　　日

１．共通仕様

Ⅱ．工事仕様

２．特記仕様

建物別及び屋外 工　事　種　別

工　事　種　目

・　空 気 調 和 設 備

・　換　 気　 設　 備

・　排　 煙 　設 　備

・　自 動 制 御 設 備

・  衛 生 器 具 設 備

・　給　 水 　設 　備

・　排　 水 　設 　備

・　給　 湯 　設 　備

・　消　 火 　設 　備

・　厨　 房 　設 　備

・　ガ　 ス 　設 　備

・　雨 水 利 用 設 備

・　排 水 処 理 設 備

・　し 尿 浄 化 槽 設 備

・　撤　 去　 工　 事

項　　　目

仕様書

１．工事場所

Ⅰ．工事概要

特　記　事　項 特　記　事　項項　　　目

一
般
共
通
事
項

１　設計用温湿度

冬期

夏期

温度(DB)

28℃

19℃

50％

40％ 24℃

24℃

45％

45％

19℃(参考)

28℃(参考)

40％(参考)

50％(参考)

湿度(RH)温度(DB)湿度(RH)温度(DB)湿度(RH)温度(DB)

一般系統(ACP系統)OA系統一 般 系 統

湿度(RH)

（地区名：津）

外　気 屋　　内

特　記　事　項項　　　目

一
般
共
通
事
項

２　鋼板製煙道 　　伸縮継手、掃除口及びばいじん量測定口の位置は図示による。

・　高圧１ダクトの適用範囲は図示による｡

・　ステンレスダクト及び塩化ビニルダクトの仕様及び適用範囲は図示による。

・　低圧ダクトの工法は下記とする。

４　風量測定口

（１）内貼りを施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。

（２）空気調和機に取り付けるサプライチャンバー、レタンチャンバー及び風道系で消音

　　　内貼りしたチャンバーには点検口を設け、大きさは図示による。

（３）外壁ガラリに直接取り付けるチャンバー類は雨水の滞留のないように施工する｡

５　チャンバー等

　　　図示されたチャンバーには点検口を設ける。

　　　400×400×250H、200㎜を越えるものは、500×500×300Hとする。

（６）アネモ形吹出口接続用ボックスは、吹出口のネック径200㎜以下は、

（４）空気調和機の吸い込み側及び吐出側に接続するチャンバーの板厚は、1.2㎜ 以上とする。

６　ダンパー （１）防煙ダンパー　　　復帰方式（　・　遠隔　・　　　　　）

（２）ピストンダンパー　復帰方式（　・　遠隔　・　　　　　）

７　配管材料

　　６５Ａ以上の冷温水・冷却水用弁装置の仕切弁はバタフライ弁とする。

・　鋼管用伸縮管継手の種類は図示による。

・　ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。

　　ＪＩＳ又はＪＶ（　・　５Ｋ　・　１０Ｋ（図示部分））８　弁　類

（３）油管　　　　　　・　配管用炭素鋼鋼管（黒）

　　　膨張タンクよりボイラー等への補給水管

（７）冷媒管　　　　　　　・　断熱材被覆銅管

（６）膨張管　空気抜き管　・　配管用炭素鋼鋼管（白）

（５）高温水管　　　　・　ステンレス鋼管　　　　　・　配管用炭素鋼鋼管（白）

　　　　　　　還　管　・　圧力配管用炭素鋼鋼管（白）（　・　Sch80）

（１）冷温水管　　　　・　配管用炭素鋼鋼管（白）　・　塩ビライニング鋼管（HVA）

（２）冷却水管　　　　・　配管用炭素鋼鋼管（白）　・　塩ビライニング鋼管（VA）

（８）ドレン管　　　　　　・　配管用炭素鋼鋼管（白）　　・　ビニル管（VP）

（４）蒸気管　給気管　・　配管用炭素鋼鋼管（黒）　

　　　　　　　　　　　・　圧力配管用炭素鋼鋼管（黒）（　・　Sch40）

配管材料は原則下記とし、下記以外は図示による。

　　なお、フロートスイッチ部と制御盤間の配管配線は製造者の標準仕様とする。

９　油面制御装置 　　油面制御盤には（　・　遠隔警報　・　電磁弁制御　・　　　　　　）の端子を設ける。 

10　配管施工

・
空
気
調
和
設
備

（１）設計用水平地震力は、機器の質量（自由表面を有する水槽その他の貯槽にあっては

　　　有効質量）に、地域係数1.0及び次に示す設計用標準水平震度を乗じたものとする。

　　上層階とは2～6階建の場合は最上階、7～9階建の場合は上層2階、10～12階建の

　　　場合は上層3階、13階建以上の場合は上層4階とする。

　　水槽類にはオイルタンクを含む。

（２）設計用鉛直地震力は、設計用水平地震力の１／２とする。

　　　・　消火ポンプ　　・　充水槽　　　・　受水槽　　　　・高架水槽

　　中間階とは地階、1階を除く各階で上層階に該当しないもの

13　耐震安全性の分類

　　重要機器は次による。

　　設計用標準水平震度

上層階・ 　　　機　　　器

屋上及び　　　防振支持の機器

塔屋　　　　　 水　槽　類

中間階　　　　防振支持の機器

　　　　　　　 水　槽　類

　　　　　　　 水　槽　類

地階・１階　　防振支持の機器

　 　　　　　　機　　　器

　 　　　　　　機　　　器

設置場所　　　　機器種別

1.5

1.0

1.0

1.5

1.5

1.5

2.0

2.0

2.0

1.0

1.0

0.6

1.0

1.5

1.0

1.5

2.0

1.5

1.0

1.0

0.6

1.0

1.5

1.0

1.5

2.0

1.5

0.6

0.6

0.4

0.6

1.0

0.6

1.0

1.5

1.0

重要機器 一般機器 重要機器 一般機器

・ 特定の施設 ・ 一般の施設

　　と耐震施工

　　での処理状況が分かる写真を提出すること。また、処分地が民有地の場合、土地所有者

・　埋戻し後の建設発生土は、監督職員が指示する構内の場所に敷きならしとする。

・　構外搬出適切処理とする。

　　※建設発生土を搬出する場合は、事前に書面にて処分地の報告(位置図等)を行い、処分地

　　からの建設発生土受入承諾書の写しを提出すること。

14　建設発生土の処理

15　埋戻し土・盛土  地中埋設管まわりは山砂の類とし、図面に記載のない部分は掘削土の良質土で埋戻す。

　　されているものは、証明となる資料等の提出を省略することができる。

　　品質等

（１）本工事に使用する材料・機材等は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有す

　　べき品質及び性能を有するものとする。

（２）別表－１に機材等名が記載された製造業者等は、次の①から⑥すべての事項を満た

　　すものとし、この証明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価され

　　たことを示す書面を提出して監督職員の承諾を受ける。ただし、製造業者等名が記載

　①品質及び性能に関する試験データを整備していること。

　②生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。

　③安定的な供給が可能であること。

　④法令等で定めで許可、認可、認定又は免許を取得していること。

　⑤製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

　⑥販売、保守等の営業体制を整えていること。

(３)「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」に基づく特定調達品目は

　　判断の基準等を満足させるものとする。

16　材料・機材の

（１）建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有する

　　①合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーテ

　　　ィクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、

　　　断熱材、塗料、仕上塗材は、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散

　　　が極めて少ない材料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分

　　　に応じた材料を使用する。

　　　と共に、次の①から④を満たすものとする。

　　②接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料

　　　を使用する。

　　③接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ-ｎ-ブチル及びフタル酸ジ-２-エチルヘキシル等を

　　　含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

　　④①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアル

　　　デヒド、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料

　　　を使用したものとする。

（２）設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分において、「規制対象外」

　　とは次の①又は②に該当する材料を指し、同区分「第三種」とは次の③又は④に該当

　　する材料を指す。

　　①建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムア

　　　ルデヒド発散建築材料以外の材料

　　②建築基準法施行令第２０条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

　　③建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

    ④建築基準法施行令第２０条の７第３項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

17　環境への配慮

・　建設副産物を搬出する際の計画

　完成後に発注者から請求があったときは、その実施状況を発注者に報告しなければならない。

　資源利用促進計画の作成を要する工事である場合（下記内容該当工事）は、受注者は、工事の

※本工事が資源の有効な利用の促進に関する法律（平成三年法律第四十八号）の規定により再生18　資源有効利用促進

穿孔機械を使用し、既存躯体に穿孔する場合は、金属探知により電源供給が停止できる付属

装置等を用いて施工する。

11　非破壊検査等

12　既存躯体への穿孔

構造部等の機械はつり箇所は、非破壊検査等による埋設物の調査を行い、監督職員

に報告書を提出する。

　施工前に発注者に再生資源利用促進計画を提出し、その内容を説明しなければならず、工事の

工事記録は以下のように行うこと。

　○工事写真

24　工事記録

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(屋外露出：VP　ｶﾗｰVP　屋内：保温付VP)

一
般
共
通
事
項

　　

１　適用区分

　　との取合い

工事区分表による。ただし、これにより難い場合は監督職員と協議する。２　他工事又は他工種

３　週休2日制工事

　　建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

　　1.土砂500m3以上　　2.コンクリート塊、アスファルト塊、建設発生木材の合計が200t以上

・　再生資材を利用する際の計画

　　1.土砂500m3以上　　2.砕石500t以上　　3.加熱アスファルト200t以上

35.3℃

 1.9℃ 53.6％

63.1％

　　　・　揚水ポンプ ・　その他（　　　　）

・　公共建築工事標準仕様書　　（機械設備工事編）（　令和７年版　）（以下「標準仕様書」という。）

・　公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）（　令和７年版　）（以下「改修標準仕様書」という。）

・　公共建築設備工事標準図　　（機械設備工事編）（　令和７年版　）（以下「標準図」という。）

特記仕様書
建築機械設備１

1:NO
（A2）

縮
　
尺

（５）内貼りを施すチャンバー等の表示寸法は、外形寸法とする。

寸法は図示されていない場合は（　・　400x500H　・　500x600H　　）とする。

　　取付け箇所は図示による。

25 完成時の提出図書

　　工事日報、納品伝票、出荷証明の写しは監督職員が提出を求めた場合に

　〇工事日報、納品伝票、出荷証明

　　提出すること。

M-01

（１）図面及び本特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の下記仕様書等のうち、

　　　○印の付いたものによる。

設備機器の固定は次によるほか、建築設備耐震設計・施工指針 2014 年版（独立行政法人建築研究所監修）

・　設ける　　　　　　　　　　　・　設けない11　ばい煙濃度計

・　設ける（口径８０φ以上）　　・　設けない　　

・　本体は（　・　アスファルト　・　モルタル　・　エポキシ樹脂）により保護を行う。

12　ばいじん量測定口

・　鋼製　　　　　 ・　アルミニウム製　　　　・　木製13　吹出口・吸込口

・　設ける（検出部と指示部一体形）　・　設けない

・　瞬間流量計を設けない場合は、ピトー管式流量計用タッピングのみを設ける。

14　瞬間流量計

　　取付箇所は前記による。

○

○

○

○

○

○

○ ○ ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○ ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

冷 却 水

計器取付箇所（○印の箇所）

機器入口側 機器出口側

圧力計 温度計 圧力計 温度計

温度計の種類

冷 水

冷 却 水

冷 温 水

冷 却 水

チャンバ

温 水

冷 温 水

チャンバ

チャンバ

温 水

直たき吸収式

冷 温 水 機

空 気 調 和 機

冷 凍 機

パッケージ形

温 風 暖 房 機

温 水 ボ イ ラ

管 寄 せ

空 気 調 和 機

機器名

ガード付

Ｌ形又は円形

ガード付

Ｌ形又は円形

ガード付

Ｌ形又は円形

ブルドン管式

ブルドン管式

Ｌ形又は円形

ブルドン管式

Ｌ形又は円形

Ｌ形又は円形

15　圧力計・温度計

16　機器基礎 　　ポ　ン　プ　　　　　　　基礎施工要領（四）　・　標準基礎  ・  防振基礎

　　遠心冷凍機　　　　　　　基礎施工要領（二）　・　標準基礎

　　往復動冷凍機　　　　　　基礎施工要領（二）　・　標準基礎

　　パッケージ形空気調和機　基礎施工要領（三）　・　標準基礎  ・  防振基礎　・  既製品基礎

（ ・ コーナーボルト工法（長辺の長さが1500㎜以下の部分） ・ アングルフランジ工法 ）

　　取付箇所は、　 ・　ユニット形空気調和機　・　冷温水ポンプ

　　　　　　　　　 ・　ヘッダーの各送り管　　・　ヘッダーの各返り管　 とする。

　　工程写真（埋設部、隠ぺい部、施工、材料等）及び完成写真

　　Ａ４用紙に印刷し、提出すること。

　　撮影方法や写真サイズは国土交通省大臣官房官庁営繕部制定「営繕工事

　　ユニット形空気調和機　　基礎施工要領（三）　・　標準基礎  ・  防振基礎

18　吊機器の振れ止め

17　形鋼振れ止め

・　防振基礎は市販の防振装置を使用してよい。

　　遠心送風機　　　　　　　基礎施工要領（四）　・　標準基礎  ・  防振基礎

　　ルームエアコン　　　　　基礎施工要領（三）　・　標準基礎  ・  防振基礎　・  既製品基礎

　　垂直積雪量（ 0.3ｍ ）

・　風圧力

　　風速　(V0＝34m/s)

・　積雪荷重

　　地表面粗度区分（　 ・Ⅰ　　・Ⅱ　　・ Ⅲ　　・Ⅳ　）

　章、項目及び特記事項は、〇印の付いたものを適用する。なお、上位事項に○印がない下位事項は適用しない。

2

ダクトに形鋼振れ止め支持を行う。図面に特記なき場合、支持部材選定表による。

室内機器等の吊り用ボルトには、ダブルナットで固定し、ボルト長さが1000mm以上

の場合には、振れ止めを施す。

2

４　発生材の処理

・　引渡しを要するもの以外

　　構外搬出適切処理とする。

　　もしくはＥ票の確認を受けるものとする。

・　特別管理産業廃棄物

　　ＰＣＢ使用機器は、関係法令に従い適切に処置する。

・　再使用又は再資源化を図るもの

３　冷媒の回収

　　（フロン類） 冷媒の回収にあたっては、監督職員に次の書類を提出する。

冷凍機等の撤去に伴う冷媒の回収方法は改修標準仕様書による。

（ア）第一種フロン類回収業者登録通知書の写し　（イ）フロン類回収証明書

２　支持金物等 ダクト及び配管等の支持金物・吊りボルト等は本工事にて撤去する。

１　撤去内容 ・　図示による・
　
撤
去
工
事

・　合成ゴム製　　　・　ベローズ形

ライニング弁類の使用範囲　　・　標準仕様書による  　・　使用しない

・　亜鉛鉄板　　　　・　紙チューブ　　　・　つば付鋼管　　　・　塩化ビニル管

（２）電動機出力、燃料消費量、圧力損失等は、原則として表示された数値以下とする。

（１）機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。

37　絶縁継手

38　防振継手

39　可撓継手

40　鋳鉄製弁類

41　スリーブ

42　容量等の表示

施工図等の著作権に関わる当該建物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする。26 施工図等の取扱い

27　地中埋設標等

28　既設との取合い

29　電源周波数

30　電気工作物の種類

　　と電気保安技術者

・　事業用電気工作物　・　一般用電気工作物

電気工作物に係る工事は電気保安技術者を配置し、工事期間中の電気工作物の保安業務を行う。

電気主任技術者が選任されている施設においては、電気主任技術者に工事内容の説明を行い、

工事の調整にあたる指導を受けるものとする。

電気保安技術者　　事業用電気工作物：電気主任技術者　　一般用電気工作物：電気工事士

本工事に伴う既設の軽微な加工改造は本工事とする。

屋内埋設配管についても、通常の配管支持方法に準じて行う。

設ける。ただし、屋外及び地下ピットを除く。

プラスチックテープ巻き 1/2 重ね１回巻きとする。（外面被覆ライニング鋼管及び排水管は除く）

31　電線類

32　管溶接部の検査

33　管の防食

34　吊り及び支持

35　防振吊り金物及

（　・　槽内　・　土間）の吊り金物・支持金物類はステンレス鋼製（SUS304）とする。

　　防振支持金物

・　口径 50A以上の配管（ ・　冷温水　・  冷却水　・　揚水　・　消火　・　　　　）

・　次に示す配管

露出機材の塗装仕上げは下記による。

・　屋外：　・　ドレン管　　 (　・　指定色塗装　・　　　　　　）

　　下記の保温を施さない亜鉛メッキを施したダクト及び配管は、塗装を行わない。

・  機械室    ・  倉庫    ・  電気室  

・　屋内：　・　EPS、ピット階を除く露出配管、電線管類（　・　指定色塗装　・　　　　）

36　塗装、表示

（１）各種配管の試験は、新設配管に適用する。

（２）新設配管は、既設配管との接続前に試験を行う。

詰まりがない事を目視での確認で良いこととする。

上記（２）により難く、既設配管との接続の場合は、監督職員の承諾を得れば、漏れ、

給水管の水道用硬質塩化ビニル管HIVPは0.75MPaでの耐圧試験とする。

給水、給湯用架橋ポリエチレン管はメーカー推奨圧力で行う。

既設配管は保温、埋設直前に、給水給湯系は24時間常圧耐圧確認、排水系は通水確認を行う。

43　試　験

　　調整項目（測定箇所等は監督職員の指示による。）

・　本工事　　　・　　別途

・　風量調整　　・　　水量調整　　・　　室内外空気の温湿度の測定

・　室内気流及びじんあいの測定　　・　　騒音の測定　

　　　　一般細菌、大腸菌、亜硝酸態窒素、硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素、塩化物イオン、

　　　　有機物（全有機炭素(TOC)の量）、PH値、味、臭気、色度、濁度、遊離残留塩素

　　・　検査項目は下記による

・　飲料水の水質の測定（水道法第４条の水質基準の規定に基づくこと）

　　・　その他（・　　項目　　　　・　遊離残留塩素　・　図示　　　　）

44　総合調整

45　機材の承諾図

　　廃棄物管理票（マニフェスト）確認表を作成し、監督職員にＡ票及びＤ票

・系統図、機器等の取り扱い方及び重要な定期点検項目を記載したアクリル樹脂製の板を機械室に

　設ける。説明板の大きさは、約     ｍ2とする。

６０Ｈｚとする。

機械設備工事機材承諾図様式集（令和７年版）によるほか、監督職員の指示による。

・　引渡しを要するもの

　（ＰＣＢ使用機器： 　　　　　　　　　　　）

標準仕様書第２編 2.5.15.12　の溶接部の非破壊検査を行う。

電気計装に使用する電線及びケーブルの規格は標準仕様書第４編 1.5.1 表4.1.11による。

（２）埋設表示用テープ（２倍折込み）　・　要（排水管を除く。）　・　不要

（１）地中埋設標　　　　　　　　　　　・　要（図示による。）　　・　不要

機械室、PS内、水槽廻り、その他必要な箇所に配管種別（「給水」等）、流向（矢印）を表示すること。

弁には常開、常閉、調整　等の札表示を行うこと。

特記なき取付け箇所及び仕様は標準仕様書第２編 2.2.12による。

・　金属電線管　 (　・　内外面溶融亜鉛メッキ仕上げ 　・　指定色塗装) 　 　

次の配管には、防振吊り金物（ ・　シングル　・　ダブル）または、防振支持金物を

　　・ 金属類( ・ 機器　・ ダクト　・ 配管　・ その他の金物　)　・ ルームエアコン　・（　　　）　　　　　

　○工事完成図（竣工図（修正済みの設計図）＋施工図）※PDFデータを課内確認までに提出すること。

　○完成図　（JW-CADデータ及びPDFデータ）　（DVD）（　）枚

　○工事写真（紙、DVD）※DVDは原則として、完成図データと同一媒体とする。

　○保全に関する資料等　（　）部

下記のものを提出すること。

○　冷媒管は、製造者の標準仕様による。ただし、断熱材被覆銅管の断熱材厚さは、液管を10mm以上、

○　冷水、ブライン及び冷温水配管の吊りバンド等の支持部は、合成樹脂製の支持受けを使用すること。

○　冷媒管の支持受け材として保護プレートを断熱被膜鋼管と吊り金物、支持金物、固定金物の間に設け

　　ガス管を20mm以上とする。

　　冷媒管の耐圧試験は24時間メーカー推奨圧力で行う。

　　冷媒管の立て管は、垂直方向に5m以上ある場合、ガス管、液管共に銅管から直接1箇所以上固定する

　　こと。この場合支持金物にも保温を行うこととし、保温は保温工事の項の冷媒管(成形用)に準ずる。

　  ること。

　　写真撮影要領（令和５年版）」を参考にすること。

21 工事実績情報登録

・　請負業者賠償責任保険　　（保険証の写しを提出）

・　建設工事保険（管理財物担保特約に加入）（保険証の写しを提出）

保険期間は工事期間を原則とする。（必要に応じて延長するものとする。）

下記の制度について加入すること。

・　法定外労災補償制度　　　（加入証明書の写しを提出）

・　建設業退職金共済制度　　（掛金収納書を提出）

　　共済証紙購入額　　請負額の0.5／1000以上

　　ただし、建設業退職金共済については請負額が500万円以上の場合とする。

　　※1 他の退職金制度に加入している等、共済証紙を購入する必要がない場合は

　　理由書の提出をもって共済証紙の購入を不要とする。

19　工事の保険

20　建設共済等

　　公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律により、施工体制台帳の写しを提出

　　すること。なお、下請契約締結後、速やかに提出すること。変更時も同様とする。

22 施工体制台帳提出

　　資材購入及び工事の一部を下請業者にて施工する場合、業者の選定に際し

　　ては、できる限り市内業者を優先させること。

23 資材購入及び下請業者

   の選定に際しての

   留意事項

　　※2 増額の契約変更があった場合は、不足分を追加購入すること。

　　工事請負金額500万円以上の工事は、工事実績情報サービス(コリンズ)に登録すること。

による。（(　　)を除く　100kg以上の機器を対象とする。）

土日完全週休2日制工事の現場閉所日については下記による。

　・ 週休2日制対象外工事（ ・ 工事の実働日数が30日未満の工事　・ 現場閉所困難な工事 ）

　・ 土日閉所

　・ 土日以外閉所

　　 ※土日以外閉所における現場閉所日は、着手前に監督職員と協議の上設定すること。

　　　 なお、現場閉所日については、原則として毎週連続する同一の曜日とすること。

４　施工条件

　機器の動作確認、運転確認できるように給排水・ガスを確保すること。

完成時の操作説明

　施設管理者へ使用開始前に操作説明を行うものとする。

　操作説明にあたって、操作説明書、操作注意事項書を作成し、機側に備えること。

施工可能日 　　・　土、日曜日、祝日施工有り　　・　指定無し 

現場閉所日、祝日、夜間に作業を行う場合は、事前に「休日及び夜間工事承諾願」を

提出し、監督職員の承諾を得ること。

高さ５mを超える箇所での作業を有する場合の墜落制止用器具はﾌﾙﾊｰﾈｽ型を使用する。

完成確認及び完成検査時等の給排水・ガス確保

在来設備の一時停止に係る調整

　空調設備、自動制御設備、ポンプ、ろ過機、浄化槽設備等、操作の必要な機器は、

　機械設備の改修等のため、在来設備を一時停止させる必要のある場合は、

　予めその時期、停止の範囲及び工法等を施設管理者などの関係者と打ち合わせ、

　場合によっては停電、断水計画書等を提出し、承諾を得たうえで作業を行うものとし、

　施設の運営に支障を来たさないよう特に注意する。

・　工事用電力、水及び諸手続きなどの費用は、すべて受注者の負担とする。

・　市支給。ただし現場において既設設備より供給可能な範囲に限る。

７　工事用仮設物

・　別契約の関係受注者が定置したものは無償で使用できる。

・　本工事で設置する。

　　の(2)手すり据置方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

　　　　　　　　・　交通誘導警備員Ａ　　　・　交通誘導警備員Ｂ

交通誘導員　　　・　配置する　　名以上（大型車の出入は必ず）　・配置しない

８　足場その他

９　交通安全管理

工事用仮設物を構内につくることができる。

10　施工調査

５　監督職員事務所

６　工事用電力･水･その

他

・　外部足場等　（・くさび緊結式（手すり先行工法）　・　　　　　　　）　　

・　内部足場等　（・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　 ・　その他　( ・ Ｍ-03　・ Ｅ-03　・ Ａ-01　・　 　 ) による

施工可能時間帯　・ 指定無し　・ 指定有り　( ・ Ｍ-03　・ Ｅ-03　・ Ａ-01　・ 　　 ) による

　　「手すり先行工法等に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイ

　　ドラインの別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等の作業に関する基準」における２

監督職員事務所を設けること。

・　はつり工事及び穿孔作業を行う場合は、事前に走査式埋設物調査を行うこと。

・　既設埋設配管等を切断または接続する箇所は、事前に試掘調査を行うこと。

　　・ (　　　)工事は土日作業とする。 ・ 令和　年　月　日～令和　年　月　日は土日作業とする。

　・ 土日完全週休2日制工事(発注者指定型(月単位))　　　　　 　　　　　　　　　　   

　・ 土日完全週休2日制工事(受注者希望型(通期))　　　

　下記による。

「四日市市週休2日制工事実施要領（営繕工事）」（令和７年１２月９日改正）に基づく適用は

令和8年3月版

　〇監督職員の指示により提出するもの　・ 完成図（A4版に製本したもの）　・ (　　　　　　　）

四日市市　下さざらい町　地内

大矢知分団車庫 S造 地上2階 82.00 16項ロ

新築　一式

新築　一式

新築　一式

新築　一式

新築　一式

撤去　一式

新築　一式

大矢知分団車庫

作図 令和８年４月

　○完成図　（A1またはA2サイズで電気設備図と併せて二つ折り製本したもの）（　）部2

大矢知分団車庫改築工事

大矢知分団車庫改築工事



　　別途（　・　５０ｋｇ　・　 　　　　）×　（　）本

　　調査結果報告書等の貸与　　　・　有　　　・　無

　　　　 特　　記　　事　　項

・
　
ガ
ス
設
備

項　　目

１　風道種別
・
　
換
気
設
備

・  ビニル管

２　ダクト

・
排
煙
設
備

・
自
動
制
御
設
備

　　アスベスト含有物の取扱い

アスベスト含有シール材の有無　・有　・無

作業場の隔離　・行う　・行わない

除去工法

湿潤にて撤去を行い、適法に処分する事。

処分方法　・埋立処分

・アスベストの中間処理に適する溶融施設

・認定を受けた無害化処理施設

※本工事に配置管理させる者（有資格者）

※特定化学物質等作業主任者（H18.3.31以前の講習修了者）

又は石綿作業主任者（H18.4.1以降の講習修了者）

アスベスト含有保温材の有無　・有　・無　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[9.1.4]

作業場の隔離　・行う　・行わない

・埋立処分の場合は、特別管理産業廃棄物として、管理型最終処分場の一定の場所で埋立処分する。

・中間処理の場合は、都道府県知事等から処置許可を受けた溶融施設において溶融又は環境大臣の

認定を受けた無害化処理施設において無害化処理を行う

アスベスト含有成形板の有無　・有　・無　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[9.1.5]

作業場の区画　・行う　・行わない

処分方法

石綿含有石膏ボード

※管理型最終処分場で埋立処分する。

石綿含有石膏ボード以外

・埋立処分の場合は、石綿含有産業廃棄物として、安定型最終処分場の一定の場所で

埋立処分する。

・中間処理の場合は、都道府県知事等から処置許可を受けた溶融施設において溶融又は

環境大臣の認定を受けた無害化処理施設において無害化処理を行う。

アスベスト含有仕上塗材の除去(除去工法、養生、粉じん飛散防止措置、呼吸用保護具・保護

衣等)ついては、「建築物の改修、解体時における石綿含有建築用仕上塗材からの石綿粉じん

アスベスト含有仕上塗材の有無　・有　・無

除去工法（原則湿潤化し、下記工法とする）

・水洗い工法　・手工具ケレン工法

・集じん装置付高圧水洗工法　・集じん装置付超高圧水洗工法　・超音波ケレン工法

・剥離材併用高圧水洗工法　・剥離材併用超高圧水洗工法　・剥離材併用手工具ケレン工法

・剥離材併用超音波ケレン工法　・集塵装置付ディスクグラインダーケレン工法

上記工法によらない場合は監督職員と協議の上、承諾を得ること。

除去工法の試験施工　・行う　※行わない

・隔離養生不要　・隔離養生必要(負圧不要)・その他（　　　　　　）

処分方法

・埋立処分の場合は、特別管理産業廃棄物として、管理型最終処分場の一定の場所で埋立処分する。

・中間処理の場合は、都道府県知事等から処置許可を受けた溶融施設において溶融又は環境大臣の

認定を受けた無害化処理施設において無害化処理を行う

作業場の隔離及び養生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

飛散防止処理技術指針」による。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[9.1.6]

「建築物等の解体等に係る石綿ばく露防止及び石綿飛散漏えい防止対策徹底マニュアル」による。

アスベスト含有建材除去後の仕上げ　　　　・行う　　・行わない

施工箇所及び工法　　※図示

　　　　　　・定性分析　　・定量分析

　※分析調査は「建材中の石綿含有率の分析方法について(令和3年12月22日改正)」に基づき行う。

　調査の結果、設計図書と異なる場合は、監督職員と協議する。

　石綿等にばく露するおそれがある建築物等における業務での労働者の石綿ばく露防止に関する

　記述上の指針）を遵守すること。

・　アスベスト除去に伴う官公署等への届出申請を行うこと。

　石綿障害予防規則及び大気汚染防止法の各規定に基づく官公署等への届出等を行うこと。

・　アスベスト除去に伴う作業計画の作成を行うこと。

・　アスベスト除去完了に伴う発注者への報告を書面にて行うこと。

除去吹付材（　　　　　　　　　　　　）含有場所（　　　　　　　　　　　　）

アスベスト含有吹付材の有無　・有　・無　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[9.1.3]

吹付けアスベストの施工数量調査　　※行う

アスベスト粉じん濃度測定　　※行う 

　集じん・排気装置

  測定５

  測定４

施行区画周辺

又は、敷地境界

  処理作業室内

　処理作業中

　処理作業前

  測定３

  測定２

  測定１

 計２点

 各２点又は３点

 各２点又は３点

　大気

  (注)１

　備考　  測　定　場　所 測定名称　測定時期 測　定　点　(各施工箇所ごと)

（処理作業室外の場合）

  の排出口

４方向各１点  測定６ 施行区画周辺
又は、敷地境界

　 －

ｾｷｭﾘﾃｨｰｿﾞｰﾝ入口

  測定７   処理作業室内  各２点又は３点   (注)１

  (注)２

施行区画周辺
又は、敷地境界

  測定８

　処理作業後

４方向各１点 　大気　(隔離ｼｰﾄ撤去前)

　(注)１．各施工箇所ごとの室面積が50㎡以下までは２点、300㎡以下までは３点とする。

　(注)２．集じん・排気装置の性能確認

  表9.1.2  アスベスト粉じん濃度測定方法

   0.3 f/l             0.5 f/l    50 f/l

   210 min             120 min     5 min

     47mm

   10l/min             5l/min    1l/min

                     25mm

 位相差顕微鏡

 定量限界

 計数アスベスト

 計数条件

 試料の透明化

 試料の吸引時間

 メンブレンフィルタの直径

 計数機器

　測　定　5　　測定1 , 2 , 4 , 6 , 7 , 8　測　定　3

 アセトン－トリアセチン法又は、シュウ酸ジエチル法

 総アスベスト繊維数      　200本又は視野数50視野

 直径3μm未満、長さ5μm以上、長さと直径比３：１以上

作業場の隔離　※行う

除去工法

※除去工法については、工法に関する資料を監督職員に提出し、承諾を得ること。

処分方法

・埋立処分の場合は、特別管理産業廃棄物として、管理型最終処分場の一定の場所で

埋立処分する。

・中間処理の場合は、都道府県知事等から処置許可を受けた溶融施設において溶融又は

環境大臣の認定を受けた無害化処理施設において無害化処理を行う。

(以下「改修標仕」という。)による。
特記事項に記載の [ . . ] 内表示番号は、改修標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。
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備

・
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給水管

排水管

ドレン管

屋外

保 温 対 象

屋内

保　温　材

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ ﾛｯｸｳｰﾙ
ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝ
ﾌｫｰﾑ

SUS製
ﾗｯｷﾝｸﾞ

その他
(　　　)

屋外
屋内

屋内

給湯管

温水管

冷水管

冷温水管

蒸気管

(成形用)
冷媒管

(冷水、冷温水)

(冷水、冷温水)

長方形ダクト

スパイラル
ダクト

ヘッダー

タンク

屋外
屋内

屋外
屋内

屋外
屋内

屋外
屋内

屋外
屋内

屋外
屋内

屋外
屋内

屋外
屋内

屋外
屋内

屋外
屋内

屋外

屋外
屋内

消火管

外　装　材（露　出　部　分）
合成樹脂 保温化粧

ケース

屋外露出消火管の保温は、標準仕様書第２編3.1.5の給水管の項による。

サヤ管工法：架橋ポリエチレン・ポリブデン管を使用する場合は上記保温は不要。

保温付架橋ポリエチレン管（保温厚10㎜以上）を使用する場合は上記保温は不要。

　　　空調ダクトのフランジ部（補強含む）は厚さ25㎜の保温材を重ね巻きするか

機械室、書庫、倉庫の外装材は標準仕様書による。

カバー

　　（　・　厨房　・　湯沸室　）用の隠ぺい部ダクト（仕様はｈ　・　(イ)　・　Ⅸ）とし

　　　範囲は（・すべて　・　　　　）とする。

　　　範囲は（・外壁から１ｍ　・　　　　　　　）とする。

　　　隠ぺい部の保温厚さをフランジ高さ＋10㎜以上とする。

　　　空調設備のドレン管は保温付VPを使用する場合は上記保温は不要。

　　※空調設備

　　　建物内の空気抜き管の保温は標準仕様書第２編3.1.4の温水管の項による。

　　　空調機及びﾌｧﾝｺｲﾙﾕﾆｯﾄのﾄﾞﾚﾝ管の保温は、標準仕様書第２編3.1.5の排水管の項による。

・
　
給
水
設
備

・
衛
生
器
具
設
備

　　　還気ダクト（保温範囲は、　・　図示による　・　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　外気取り入れダクト（保温範囲は、　・　図示による　・　　　　　　　　　　　　　）

  (注)１

事前調査（有資格者）　　・　行う　　・　行わない　　　　　　　　　　　　　　　[9.1.2]

　労働安全衛生法第28条第1項の規定に基づく技術上の指針（建築物等の解体等の作業及び労働者が

・　石綿含有事前調査結果の都道府県知事及び労働基準監督署への報告を行うこと。

・　長方形風道　・　スパイラルダクト　・　アルミフレキシブルダクト（接続部）

・　低圧ダクトの工法は下記とする。

・　高圧１ダクトの適用範囲は図示による。

・　ステンレスダクト及び塩化ビニルダクトの仕様及び適用範囲は図示による。

・　厨房系統の長方形排気ダクトの板厚は、標準仕様書より１ランク厚いものを使用する。

　　空気調和設備の当該項目による。

・　浴室（シャワー室、脱衣室を含む。）系統　　　・ （排気ガス）系統５　排気ダクトのシール

６　チャンバー 　　空気調和設備の当該項目による。

１　ダクト

２　排煙口の形式

３ 排煙口手動開放装置

　（開放及び復帰方式）

・　ワイヤー式　・ 電気式（遠隔操作　・ 不要　・ 要）

・　図示による。

・　亜鉛鉄板　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

４　排煙風量測定

別図による。１　システム構成ほか

２　電気計装用機材 使用する電線及びケーブルは、原則としてＥＭ電線又はＥＭケーブルとする。

屋外・屋内露出の電線は、図面に特記のない限り金属管配線とする。

天井内隠ぺいの配線は、図面に特記のない限りケーブル配線とする。

２　水　栓

１　配管材料

（２）屋内地中埋設配管及びｺﾝｸﾘｰﾄ埋込　

配管材料は原則下記とし、下記以外は図示による。

３　風量測定口 　　取り付け箇所は図示による。

４　ダンパー

・　排水再利用　・ 厨房除害

１　ガス種別

２　配管材料

・ 液化石油ガス

４　集合装置

５　転倒防止等

６　メーター

８　漏洩検知装置

９　電気防食

・ 要　・ 不要

・ 要　・ 不要

10　引込負担金等

７　ガス漏れ警報器

３　充てん容器

　　　　　　　　 （２）地中：　・　ポリエチレン管　　・　外面被覆鋼管（ＶＬ）

　　標準図（液化石油ガス容器転倒防止施工要領）の（ ・ （ａ）　・ （ｂ））による。

・ 本工事（図示による）　　・　別途工事

・ 都市ガス　ガス事業者の供給規定による。

・ 要　・ 不要

１　仕様等 　　別図による。

１　仕様等

２　設備方式

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　処理対象人員　　　　　人　　容量　　　　　㎡／日

・　コンクリート製（ ・　現場施工形　・　ユニット形）　・　ＦＲＰ製

　　ＢＯＤ　　　　　ｍｇ／L以下

・　製造者標準品　・　ＭＨＡ　・　ＭＨＢ

・　ポンプ排水

・　不要　　・　要（ ・　別途工事　　・　本工事）

・　独立設置形（ ・　地上式　・　地下式）　・　槽と一体形

・　土中埋設の鋼管類に準じた防錆処理を行う。

・　タールエポキシ樹脂塗料３回塗りを行う。

２　処理能力

３　本体構造

４　放流水質

５　マンホールふた

６　スラブ負荷重

７　排水方式

　　類の防食

・ 親メーター（貸与品）　（・ 直読式　・ パルス式（パルス発信器は ・ 買い取り））

・ 子メーター（買い取り）（・ 直読式　・ パルス式）

　　別図による。

８　送風機室

１　　　処理種別及び構造

　　　膨張タンク、ボイラ等間の補給水管の保温は標準仕様書第２編3.1.4の温水管の項による。

　　　外気取り入れダクトのうち暖房室、浴室及び厨房内を通るダクトは保温を行う。

　　※換気設備

原則として、蒸気管及び温水管等はフランジ等も保温を行うこと。

　　　範囲は図示による。

９　槽内にある鋼管

１　保温材

１　システム

２　機器の機能等

・　ドライシステム　

　　図示による。

分析調査　　・行う（対象箇所：　　　　　　）　　・　行わない

※現地調査を行い、事前調査結果報告書を作成し、提出する。

  表9.1.1　　アスベスト粉じん濃度測定

  処理作業室内

　　　　　300㎡を超えるものは、監督職員と協議する。

 試料の吸引流量

撤去の範囲　　・全面撤去　・図示による

９　特記事項

８　アスベスト含有配管
　　接続部シール材の除去

　　塗材の除去

７　アスベスト含有仕上

　　板の除去

５　アスベスト含有保温

６　アスベスト含有成形

１　一般事項

　　の処理工事

２　アスベスト含有建材

　　調査

３　アスベストの含有

４　アスベスト含有吹付

　　け材の除去

　　材等の除去

・
　
厨
房
設
備

アスベスト含有吹付け材の囲い込み処理　　・行う　　・行わない

アスベスト含有吹付け材の封じ込め処理　　・行う　　・行わない　　　　　　　　　[9.1.1]

第１　この契約による工事の施工者（以下「乙」という。）は、この契約による工事を施工するに当たり、

第２　乙及びこの契約による工事に従事している者又は従事していた者（以下「乙の従事者」という。）は、

　　　個人情報を取り扱う際には、個人情報の保護の重要性を認識し、個人の権利利益を侵害することのない

　　　ようにしなければならない。

　　　法律第５７号。以下「法」という。）第６７条に規定する義務を負う。

　２　乙は、この契約による工事において個人情報が適正に取り扱われるよう乙の従事者を指揮監督しなけ

第３　乙及び乙の従事者は、この契約による工事を施工するに当たって知り得た個人情報を当該工事を施

　　　工するために必要な範囲を超えて使用し、又は他人に知らせてはならない。

　２　乙は、乙の従事者が在職中及び退職後においても、前項の規定を遵守するように必要な措置を講じな

　　　ければならない。

　３　前２項の規定は、この契約が終了し、又は解除された後においても同様とする。

第４　乙は、この契約による工事に係る個人情報の漏えい、滅失又は改ざんの防止その他の個人情報の適

　　（基本事項）

　　（施工者の義務）

　　　ればならない。

　　（秘密の保持）

　　（適正な管理）

　　　正な管理のために必要な措置を講じなければならない。

　３　管理責任者は、個人情報を取り扱う工事の従事者を必要な者に限定し、これらの従事者に対して、個

　　　人情報の管理方法等について適正な指導管理を行わなければならない。

　４　四日市市（以下「甲」という。）は、必要があると認めたときは、個人情報の管理状況等に関し、乙に

　　　対して報告を求め、又は乙の作業場所を実地に調査することができるものとする。この場合において、

　　　甲は乙に必要な改善を指示することができるものとし、乙は、その指示に従わなければならない。

　　（収集の制限）

第５　乙及び乙の従事者は、この契約による工事を施工するために、個人情報を収集するときは、当該工

　　　事を施工するために必要な範囲内で、適法かつ公正な手段により収集しなければならない。

　　（再提供の禁止）

第６　乙は、あらかじめ甲の承諾があった場合を除き、この契約による工事に係る個人情報を第三者に再

　　　提供してはならない。

　２　乙は、前項の承諾により再提供する場合は、再提供先における個人情報の適正な取り扱いのために必

　　　要な措置を講じなければならない。

　３　前項の場合において、乙は、再提供先と本注意事項に準じた個人情報の取り扱いに関する契約を交わ

　　　すものとする。

　　（複写、複製の禁止）

第７　乙及び乙の従事者は、あらかじめ甲の指示又は承諾があった場合を除き、この契約による工事を施

　　　又は複製してはならない。

　　（持ち出しの禁止）

第８　乙及び乙の従事者は、あらかじめ甲の指示又は承諾があった場合を除き、資料等（複写又は複製し

　　　たものを含む。第9において同じ。）を契約書に指定された作業場所から持ち出してはならない。

　２　甲及び乙は、乙が前項の指示又は承諾により資料等を持ち出す場合、その内容、期間、持ち出し先、

　　　輸送方法等を書面により確認するものとする。

　３　前項の場合において、乙は、資料等に施錠又は暗号化等を施して関係者以外の者がアクセスできない

　　　ようにするとともに、資料等を善良なる管理者の注意をもって保管又は管理し、漏えい、滅失及びき損

　　　の防止その他適切な管理を行わなければならない。

　　（資料等の返還）

第９　乙は、この契約による工事を施工するに当たって、甲から提供された個人情報が記録された資料等

　　　を、当該工事の終了後速やかに甲に返還し、又は引き渡さなければならない。ただし、甲の指示により

　　　廃棄し、又は消去する場合を除く。

　(1)　紙媒体　　シュレッダーによる裁断

　(2)　電子媒体　データ完全消去ツールによる無意味なデータの上書き、もしくは媒体の破砕

　３　乙は、第6の規定により甲の承諾を得てこの契約による工事に係る個人情報を第三者に再提供したと

　　　きは、当該工事の終了後速やかに当該第三者から資料等を回収のうえ甲に返還し、又は引き渡さなけれ

　　　ばならない。ただし、甲の指示により、乙又は第三者が資料等を廃棄し、又は消去する場合を除く。

　４　前項ただし書の規定により、第三者が資料等を廃棄し、又は消去する場合においては、乙は、当該資

　　　料等が廃棄、又は消去されたことを直接確認しなければならない。

　　（研修・教育の実施）

　　　工事における個人情報の適正な取り扱いに資するための研修・教育を行うものとする。

　　（苦情の処理）

　　　適切かつ迅速な処理に努めるものとする。

　　（定期報告及び事故発生時における報告）

　２　乙は、この個人情報取扱注意事項に違反する事故が生じ、又は生じるおそれがあることを知ったときは、

第10　乙は、乙の従事者に対し、個人情報の重要性についての認識を深めるとともに、この契約による

第11　乙は、この契約による工事の施工に当たって、個人情報の取り扱いに関して苦情があったときは、

　　　速やかに甲に報告し、甲の指示に従うものとする。

第13　甲は、この契約による工事に係る個人情報の取扱いについて、この契約の規定に基づき必要な措置が

　　　講じられていることを検証及び確認するため、乙及び第６の規定により甲の承諾を得てこの契約に

　　　よる工事を受託し、又は請け負った第三者に対して、監査又は検査を行うことができる。

　２　甲は、前項の目的を達するため、乙に対して必要な情報を求め、又はこの契約による工事の処理に

　　　関して必要な指示をすることができる。

　　（契約解除及び損害賠償）

第14　甲は、乙又は乙の従事者がこの個人情報取扱注意事項に違反していると認めたときは、契約の解

　　　除及び損害賠償の請求をすることができる。

　１．対応要領に沿った対応

障害者差別解消に関する事項

　　（１）この契約による事務・事業の実施（以下「本業務」という。）の請負（委託）を受けた者（以下

　　　　　「受注者（受託者）」という。）は、本業務を履行するに当たり、障害を理由とする差別の解消

　　　　　の推進に関する法律（平成２５年法律第６５号。以下「法」という。）に定めるもののほか、障

　　　　　害を理由とする差別の解消の推進に関する四日市市職員対応要領（平成２９年２月２８日策定。

　　　　　以下「対応要領」という。）に準じて、「障害を理由とする不当な差別的取扱いの禁止」及び

　　（２）（１）に規定する適切な対応を行うに当たっては、対応要領に示されている障害種別の特性につ

　　　　　いて十分に留意するものとする。

　２．対応指針に沿った対応

　　　上記１に定めるもののほか、受注者（受託者）は、本業務を履行するに当たり、本業務に係る対応指針

　　　（法第１１条の規定により主務大臣が定める指針をいう。）に則り、障害者に対して適切な対応を行う

　　　よう努めなければならない。

産業廃棄物税

　課税対象となった場合には、翌年度に産業廃棄物税納税証明書等を添付して、本工事により生じた産業

　廃棄物税相当分を請求することができる｡

個人情報の取り扱いに関する事項

　　　当該工事を施工するに当たり、個人情報を取り扱うときは、個人情報の保護に関する法律（平成１５年

　２　乙は、個人情報の適正な管理のため、管理責任者を置くものとする。

　　（監査及び検査）

　　　　　「社会的障壁の除去のための合理的な配慮の提供」等、障害者に対する適切な対応を行うものとする。

第12　乙は、甲から個人情報の取扱いの状況について報告を求められた場合は、直ちに報告しなければならない。

　２　前項の廃棄又は消去は、次の各号に定めるほか、他に漏えいしないよう適切な方法により行うものとする。

　　　工するに当たって、甲から提供された個人情報が記録された資料等（以下「資料等」という。）を複写し、
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図面及び特記仕様に記載されてない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築改修工事標準仕様書(令和７年版)」

を確認
空気の流れ 　１点

 　１点

　　（　）本立て　　標準図（液化石油ガス容器廻り配管要領）による。

・ 都市ガス

・　合併処理　 ・　接触ばっ気方式　　　・　長時間ばっ気方式

               ・　回転板接触方式　　　・　　　　   　　　　

　　　ただし深さが １．２ｍ以上の場合はタラップ付とする。

　　　ポンプ槽内（　　　）ｍｍ，ＧＬよりの深さ（　　　）ｍ以上

　　　外気取り入れダクトの保温は標準仕様書第２編3.1.4の一般ダクトの項による。

　　　排気ダクトの保温は標準仕様書第２編3.1.4の一般ダクトの項による。

・ 液化石油ガス　（１）一般：　・　配管用炭素鋼鋼管（白）※屋外露出部は指定色塗装

（一財）日本建築設備・昇降機センター発行 建築設備定期検査業務基準書2023年版及び追補（令和7年

7月1日改正） 排煙風量の検査方法に準ずる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　塩ビライニング鋼管（VD）　・　ビニル管（HIVP）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　塩ビライニング鋼管（VD）　・　ビニル管（HIVP）

　本工事には産業廃棄物税相当分が計上されていないため、受注者が本工事により生じた産業廃棄物が、

・　土圧のみ　・　２００ｋｇｆ／ｍ ２  ・　３５０ｋｇｆ／ｍ ２　・　８００ｋｇｆ／ｍ ２

・　自然流下

図面に記載のない保温工事は下記による。

３　量水器

・　子メーター（買い取り）（　・　直読式　・　パルス式　）遠隔表示器付

・　親メーター（貸与品）　（　・　直読式　・　パルス式　）

（１）屋内　汚水管　　・ 排水用塩ビライニング鋼管　・ ビニル管(VP､露出部分はｶﾗｰ)　・ 耐火二層管

　　        ポンプアップ排水管　・　排水用ノンタールエポキシ塗装鋼管

・
　
消
火
設
備

・
　
給
湯
設
備

・
　
排
水
設
備

２　建物導入部配管 ・　標準図（建築物導入部の変位吸収配管要領）の 　・（ａ）　・（ｂ）　・（ｃ）による。

　　別図による。

　　別図による。

５　試験

１　配管材料 配管材料は原則下記とし、下記以外は図示による。

　　　　　　　　　屋内地中　・　ステンレス鋼管（SUS316）　　・　外面被覆鋼管（VS）

　　　　　　　　　屋外地中　・　ステンレス鋼管（SUS316）　　・　外面被覆鋼管（VS）

　　　　　　　　　　　　　　・　水道配水用ポリエチレン管（HPPE）

配管材料は原則下記とし、下記以外は図示による。

・　ステンレス鋼管　　・　塩ビライニング鋼管（HVA）　・給湯用架橋ポリエチレン管

・　ステンレス配管を使用する場合の材質は、ステンレス製とする。

配管材料は原則下記とし、下記以外は図示による。１　配管材料

・　要（別途）

・　ポリエチレン配管の施工要領は図示による。

９　引込納付金等

管の上端より原則として、一般敷地は（３０ｃｍ）構内道路は（６０ｃｍ）以上とする。

・　合成樹脂製　・　人造石とぎ出し製　・　不凍水栓　・　ステンレス製

８　建物導入部配管

７　水栓柱

６　管の地中埋設深さ

４　量水器桝

５　弁　類

逆止弁の衝撃吸収式はライニング不要とする。

ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。

１　配管材料

２　弁　類

（２）連結送水管　一般　　　・　圧力配管用炭素鋼鋼管（白）（　・　Sch40）

　　　　　　　　　屋内地中　・　圧力配管用炭素鋼鋼管（白）（　・　Sch40）

　　　　　　　　　屋外地中　・　圧力配管用炭素鋼鋼管（白）（　・　Sch40）

　　　　　　　　　　　　　　・　水道配水用ポリエチレン管（HPPE）

４　泡消火設備

３　不活性ガス消火設備

（１）屋内消火栓　　　一般　・　ステンレス鋼管（SUS304）　　・　配管用炭素鋼鋼管（白）

　　　桝間　　　　　　  ・ ビニル管（VP）　・ リサイクルビニル管（RS－VU）

（２）屋外　第一桝まで　・ 排水用塩ビライニング鋼管　・ ビニル管（VP､125A以上はVUでもよい）

　　        通気管　　・ 排水用炭素鋼鋼管（白）　　・ ビニル管(VP､露出部分はｶﾗｰ)　・ 耐火二層管

　　　　　　雑排水管　・ 排水用塩ビライニング鋼管　・ ビニル管(VP､露出部分はｶﾗｰ)　・ 耐火二層管

　　　　　　　　　　　・ 熱湯が流下する箇所は耐熱塩ビライニング鋼管、耐熱ビニル管(HTVP)とする。

　　施工前に既設屋内消火栓の放水試験を行うこと。

（３）屋外地中埋設配管

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　水道配水用ポリエチレン管（HPPE）

（４）その他の一般配管　（上水・加湿）　・　ステンレス鋼管（SUS304）　・　ビニル管（HIVP）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　給水用架橋ポリエチレン管

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　塩ビライニング鋼管（VA）

　　　　　　　　　　　　（雑用水）　　　・　塩ビライニング鋼管（VA） 

（１）給水引込管（水道直結部分）は水道事業者の指定による（ ・ 水道配水用ポリエチレン管（HPPE））

・　水抜栓を使用する場合、水栓は固定こま式とする。

　　　　　　  　　 ・ その他の部分(・ １０Ｋ　・ ５Ｋ )

JIS又はJV適合品（ ・ １０Ｋ（図示部分）　・ ５Ｋ　）

・　水道事業者指定品　　　（　・　貸与品　・　買い取り（材質：　）　・　標準図ＭＣ形　）

JIS又はJV適合品　　・ 直圧直結部分(・ １０Ｋ　・　　　)　・ ポンプ加圧部分(・ １０Ｋ　・　　　)

　　試験する箇所と個数は、 ・ 監督職員の指示　・ Ｍ-　【施工条件】 による。

・ コーナーボルト工法（長辺の長さが1500㎜以下の部分）　・ アングルフランジ工法

１　洗面器･手洗器 止水栓付とする。

＜喫煙に関する事項＞

　学校敷地内はすべて禁煙とし、敷地周辺の路上等においても禁煙に努めること。

＜現場代理人に関する事項＞

　工場製作期間中等に現場代理人の常駐を解除する場合は、その期間に応じた経費の減額変更を行う。

　設計金額3000万円以上の工事は、四日市市検査規程第８条第６項の規程により発注者が

＜随時検査＞

　随時検査を求めた場合、監督職員の指示に従い受験すること。

暴力団等不当介入に関する事項

２．暴力団等による不当介入を受けたときの義務

　　には、業務発注所属と協議を行うこと。

　　資格停止基準に基づく入札参加資格停止等の措置を講ずる。

　　並びに業務発注所属へ報告し、警察への捜査協力を行うこと。

(1)　不当介入には、断固拒否するとともに、速やかに警察へ通報

　　行に支障が生じたり、納期等に遅れが生じるおそれがあるとき

１．契約の解除

四日市市の締結する契約等からの暴力団等排除措置

第３条又は第４条の規定により、四日市市建設工事

等入札参加資格停止基準に基づく入札参加資格停止

措置を受けたときは、契約を解除することがある。

要綱（四日市市平成２８年２月１２日告示第３８号）

(2)　契約の履行において、不当介入を受けたことにより、業務遂

(3)　(1)(2)の義務を怠ったときは、四日市市建設工事等入札参加

図
面
名

縮
　
尺

設計番号 図面番号

　四日市市都市整備部営繕工務課 四日市市諏訪町１番５号

１級建築士　登録第　　　　　　　号

工 事 名

/

設計図

　　　　 特　　記　　事　　項項　　目

M-02

除去保温材（　　　　　　　　　　　　）含有場所（　　　　　　　　　　　　）

除去成形板（　　　　　　　　　　　　）含有場所（　　　　　　　　　　　　）

除去仕上塗材（　　　　　　　　　　　　）含有場所（　　　　　　　　　　　　）

ｶﾗｰ亜鉛鋼板

除去シール材（　　　　　　　　　）含有場所（　　　　　　　　　）

建築機械設備２
特記仕様書 1:NO
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Ｂ

Ａ

１０００ ８５４０

６３３０

３７７０

３６００１７０

４７７０

４６００

２２１０

１７０

２１８０＠２２０ｘ１８＝３９６０２４００

１
０

２
０

１
０

０
０

１
７

０
４

３
０

０
１

７
０

９
０

０
３

７
４

０

４
６

４
０

１
６

０
０

板間

　

２００

押入２

・

柱芯

８４０ １７７５ ９８５

１７０

車　庫

壁
芯

柱
面

Ｂ

柱
芯

壁
芯

Ａ

壁芯 柱芯 柱芯

３ ２ １

柱芯 壁芯

Ａ

１
７

０
１

７
０

４
６

４
０

１７０ ３６００

３７７０

８５４０

４７７０

４６００

コンクリート土間
新設範囲

コンクリート土間
既存範囲

４
３

０
０

４
６

４
０

１ＦＬ＝設計ＧＬ＋２０

設計ＧＬ±０スロープ

スロープ 床：コンクリート刷毛引き仕上

８

Ｂ

１

１
２

０
０

ＵＰ

６１４０ ２４００

４
０

０

２４００ １３７０ ２１６０ １７０７０２３７０

３,５９０

４,０２０

４３０

５
６

５
６

,１
８

５

１ＦＬ－５０

　

２
６

２
０

押入１

所２便

便 所１

外流し

空調設備機器表

記号 機器名 数量仕様

冷房能力

暖房能力

消費電力

圧縮機

（壁掛型） 　　１ＲＡＣ－１ 空冷ヒートポンプ式ルームエアコン

架台

（Ｃ）２２１０Ｗ，（Ｈ）２０２０Ｗ（１φ×２００Ｖ）

１９００Ｗ

既製コンクリート基礎４００Ｌ×２本（防振ゴム敷設）

ＶＤ－１ １（低騒音型）インテリアタイプ（金属ボディ，プラスチックグリル）

ＶＤ－２ （低騒音型）　（金属ボディ，プラスチックグリル）

１００φ×７０ＣＭＨ×３０ＰＡ×９.３Ｗ×１φ×１００Ｖ

１５０φ×３５０ＣＭＨ×６０ＰＡ×８２Ｗ×１φ×１００Ｖ

深型ＳＵＳベントキャップ（ガラリ付）共

深型ＳＵＳベントキャップ（ガラリ付）共

天井ダクト扇

（低騒音型）　（金属ボディ，プラスチックグリル）

１００φ×７０ＣＭＨ×３０ＰＡ×９.３Ｗ×１φ×１００Ｖ

深型ＳＵＳベントキャップ（ガラリ付）共天井ダクト扇　ＶＤ－３

天井ダクト扇（２４時間換気）　 １

１

７.１ｋＷ（０.３～７.３）ｋＷ

８.５ｋＷ（０.４～１２.２）ｋＷ

２４Ｈ換気スイッチは電気工事へ支給

Ｆ－1 レンジフード ※建築工事 レンジフード ６５０ｍ3/h １０Ｐaキッチン附属品 １

ＳＵＳウエザーカバー は本工事、他一式共（25ｃｍ用・防鳥網付)

１
２階平面詳細図　Ｓ＝１：５０

　１階平面詳細図　Ｓ＝１：５０

ワイヤレスリモコン（ホルダー共），ドレンアップキット（配管スペーサー付）付属品

　６）室内外連絡線は冷媒管共巻とする。
　５）ルームエアコンの屋内・屋外ユニット間の電気配線は（ＥＭ－ＥＥＦ２.０－３Ｃ）アース共とする。
　４）冷房能力・暖房能力はＪＩＳ条件による。
　３）屋外機は転倒防止策を施す。

※１）冷房能力以外の数値は参考とする。
　２）グリーン購入法適合品とする。

給気口 樹脂製給排気グリル（フィルター付）開閉可　＋　１５０φ　防虫網付深型ＳＵＳベントキャップ共
（風量調整機能付）

ワイヤレスＲＣ

（６.４φ　１２.７φ）　２０

１５０φ
給気口

１５０φ

レンジフードファン
（換気扇共）建築工事 ＳＵＳウェザーカバー

（防鳥網付）設備工事

２４Ｈ

２０　（６.４φ　１２.７φ　）
（６.４φ　１２.７φ　）　２０

（天井内）

１００φ

１００φ

１

ＲＡＣ

ＶＤ

２

ＶＤ

１

ＶＤ

３

Ｄ

Ｄ

Ｒ

Ｒ

階

必要換気量の計算（建築基準法２８条２に基づくシックハウス対策）

部　屋　名 面積（ｍ２） 平均天井高（ｍ） 気積（ｍ３） 必要換気回数（回／ｈ） 必要換気量（ｍ３／ｈ）

　計 　０.３

１）ダクト計算　（直管相当長による方法）

合計

∴

　　－

∴　判定 ＯＫ

必要換気量

相当長（ｍ）

換気種別及び換気機器の能力

換気種別 第３種換気

　２

待機室 　　８.２７

和室１４帖

換気機器品名

　２.６ 　２１.５０２

便所２

　２.４

　　１.９９

　０.７直管（１００φ）

曲管直管相当長（１００φ）

ＳＵＳ深型フード（１００φ）

Ｐ－１３ＶＳ４（１００φ）三菱電機
　５.０

　５.７

　１０

天井扇（ＶＤ－２）

（参考）ＶＤ－１０ＺＪ１４

換気能力（１０ｍ相当時） ８５ｍ３／ｈ

　２６.８６ ６４.４６４

　２.４ 　　４.７７６

（９０.７４２） ２７.２３

２７.２３ｍ３／ｈ

８５≧２７.２３

Ｐｒｏｊｅｃｔ Ｄａｔｅ Ｔｉｔｌｅ Ｎｏ．

アイ・エス建築企画
三重県知事登録（１）第１３８４号　一級建築士事務所 一級建築士　第２２７５３５号　生川　昌毅

Ｓｃａｌｅ大矢知分団車庫改築工事
Ａ２：１／５０，Ａ３：１／７１

平面詳細図（空調・換気） Ｍ－０３
２０２５.１０.１７



１００

既設Ｕ字溝へ接続

Ｃ １００
Ａ

１００

既設排水管

１００
Ｂ

既設排水桝６００×６００（≒１１００Ｈ）へ接続

１００

　　

１５０ＶＵ

１５０ＶＵ

１００ＶＰ

１５０ＶＵ

公共下水道へ １５０ＶＵ １５０ＶＵ

－２０２０

既設給水管へ接続 －

配　置　図 Ｓ＝１／１００
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１

物置:既存のまま

工
事

車
両

進
入

口

５,０００
道路中心まで

道
路

境
界

線

（３本）：

－３６０ －７８０

－３６０ －３６０

擁壁天端）＝ＫＢＭ（

防災無線電柱

＋４０

水路

隣地境界線

階延焼ライン▽

▽水路中心線

±

既存のまま

駐
車

禁
止

スロープ

＋３０

＋３０

隣地境界線　１８,５００

分団車庫

＜新設建物＞

＋１９０ ＋２３０

＋２３０

隣
地

境
界

線

階
延

焼
ラ
イ

ン
１

▽

＋５０

＋１２０

Ｕ字溝

＜新設建物＞
プレハブ物置
W2.63×D0.95

＋４０

＋９０ ＋９０

物置:既存のまま

－８４０

物置:既存のまま

植栽

植栽

市民センター

－３６０ －３６０

メ
ッ

シ
ュ

フ
ェ

ン
ス

既
存

▽ 階延焼ライン２

階延焼ライン１▽

±０

０１ ± ＋１００

０

(
法

4
2
条

1
項

1
号

)

７
.
６

ｍ

　

下
之

宮
５

号
線

市
道

幅
員

　

　：

　：

凡　例

密粒度アスファルト舗装ｔ＝５０新設
ｔ＝１５０共砕石

土間コンクリート 刷毛引き仕上

数値 ： 地盤高低差を示す

基準地盤管底種別 備考

　－２００

　－３００

　－３６０

名称

雨水桝

雨水桝

雨水桝

記号

Ａ

Ｂ

Ｃ

雨水桝リスト

小口径塩ビ桝９０Ｙ１００－２００

小口径塩ビ桝９０Ｌ１００－２００

小口径塩ビ桝ＳＴ　１００－２００

泥溜バケット共

泥溜バケット共

泥溜バケット共

Ｐｒｏｊｅｃｔ Ｄａｔｅ Ｔｉｔｌｅ Ｎｏ．

アイ・エス建築企画
三重県知事登録（１）第１３８４号　一級建築士事務所 一級建築士　第２２７５３５号　生川　昌毅

Ｓｃａｌｅ大矢知分団車庫改築工事
２０２５.０９.１２

Ａ２：１／１００，Ａ３：１／１４１
配置図（衛生） Ｍ－０４
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内
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サ
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ラ
内

面

壁
芯

柱
芯

壁
芯

柱
面

柱
芯

壁
芯

４
３

０
０

１
３

３
０

１
７

０
１

７
０

４
６

４
０

Ａ

Ｂ

３ ２

壁芯 柱芯

１

柱芯 壁芯

　

待機室

冷

１９１１

和室１４帖

Ｂ

Ａ

１０００ ８５４０

６３３０

３７７０

３６００１７０

４７７０

４６００

２２１０

１７０

２１８０＠２２０ｘ１８＝３９６０２４００

１０００

１
０

２
０

１
７

０
４

３
０

０
１

７
０

９
０

０
３

７
４

０

４
６

４
０

１
６

０
０

板間

　

２００

床：複合フローリングｔ＝１５

押入２

・

押入１

柱芯

８４０ １７７５ ９８５

１７０

車　庫

壁
芯

柱
面

Ｂ

柱
芯

壁
芯

Ａ

壁芯 柱芯 柱芯

３ ２ １

柱芯 壁芯

Ａ

１
７

０
１

７
０

４
６

４
０

１７０ ３６００

３７７０

８５４０

４７７０

４６００

コンクリート土間
新設範囲

コンクリート土間
既存範囲

４
３

０
０

４
６

４
０

１ＦＬ＝設計ＧＬ＋２０

設計ＧＬ±０

　構造用合板　ｔ＝１２
天板：

Ｄ－１

スロープ

スロープ 床：コンクリート刷毛引き仕上

８

Ｂ

１

１
２

０
０

ＵＰ

６１４０ ２４００

４
０

０

２４００ １３７０ ２１６０ １７０２３７０

３,５９０

４,０２０

４３０

５
６

５
６

,１
８

５

外流し
１ＦＬ－５０

便　所１

２
６

２
０

階平面詳細図　Ｓ＝１：５０

１
０

０
０２所便

７０

(ＶＣ-Ｐ)

ＴＣＦ５８７ ＣＷ－ＫＢ３１Ａ

腰掛便器

吐水口回転形横水栓

水栓柱

Ｔ２００ＣＳＮＲ１３ キー式

ＢＣ－Ｚ３０Ｓ

ＬＦ－７ＲＧ－１３

衛生設備器具表

器具名称 （ＴＯＴＯ）

（参考） （参考）

（ＬＩＸＩＬ）

紙巻器 ＹＨ１１７ ＣＦ－３２Ｈ ＳＵＳ製ワンタッチ式

コンパクト手洗器 ＬＳＬ５７０ＡＰＲ ＡＷＬ－７１ＵＡ（Ｐ）

地流し

壁掛型電気温水器 先止め式，貯湯量２０Ｌ，アングル型止水栓（フィルター付），連結管（水）（湯），水栓取付脚（水）（湯），ウィークリータイマー，排水パイプ

　２　１　１

　２ 　２

計

合１
階

２
階

屋
外

　２　１　１

　１　１ 　２

　１ 　１

　１ 　１

付属品仕様

ＥＨＰＮ－ＫＷＡ２０ＥＣＶ１

ハンドル式単水栓，壁給水，Ｓトラップ，セット金具一式

ＡＣ１００タイプ，熱湯用シングル混合水栓，セット品一式共

ＳＵＳ製角型，７０×７０×１２００Ｈ

ＲＥＤＪ２０Ａ１２ＲＳ３５Ｄ

　３ 　３

樹脂製パン，Ｗ＝５５０，ゴム栓付

ＣＳ２３２Ｂ

温水洗浄便座（貯湯式）

防露タンク（手洗い無し・蓋固定・陶器製），セット金具一式

注意事項 １）排水管の勾配は標準仕様書による。

２

　１階平面詳細図　Ｓ＝１：５０

埋設標示(鉄ピン)

４
ＡＷ

５０

ＳＵＳ製ＶＣ５０（ガラリ付）

ＳＵＳ製ＶＣ５０（ガラリ付）

７５４０

１００

ＣＯＡ１００

１００

１００

５０

Ｔ
７５

７５

１００１００１００

７５
５０

Ｔ５Ａ５０

４０

５０

ＣＯＡ１００

２０ ２０

２０

ＧＶ２０

２０

２０

２０ ２０

２０

２０

２０
２０

２０

２０　２０　５０

１００　２０

アルミガラスクロス粘着テープ仕上げ（壁隠蔽部分）

電気温水器（壁掛型）２０Ｌ
外形寸法　３６０Ｗ×２５０Ｄ×７３１Ｈ

２０

２０　１００

１００

既設汚水桝へ接続

１００　２０

以降配置図Ｍ-０４参照

（カラーVP）

ＲＣ４５０×４５０×（≒５５０Ｈ）

５

４

３

２１

－

－
－

－

－

－

　　

名称記号

１

２

基準地盤管底

汚水桝リスト

種別 備考

２）桝深さは参考数値とする。
３）基準地盤は桝番号１を基準とする。

３

４

５

樹脂製蓋共　－３００

汚水桝 樹脂製蓋共

汚水桝 　－３８０

汚水桝 小口径塩ビ桝９０Ｙ１００－２００

汚水桝

樹脂製蓋共

　－４３０ 樹脂製蓋共

雑排水桝（トラップ）

　－３５０小口径塩ビ桝９０Ｌ１００－２００

小口径塩ビ桝９０Ｙ１００－２００

小口径塩ビ桝９０Ｌ１００－２００ 　－４５０ 樹脂製蓋共

小口径塩ビ桝９０Ｌ　７５ー２００

Ｐｒｏｊｅｃｔ Ｄａｔｅ Ｔｉｔｌｅ Ｎｏ．

アイ・エス建築企画
三重県知事登録（１）第１３８４号　一級建築士事務所 一級建築士　第２２７５３５号　生川　昌毅

Ｓｃａｌｅ大矢知分団車庫改築工事
２０２５.０９.１２

Ａ２：１／５０，Ａ３：１／７１
平面詳細図（衛生） Ｍ－０５



総　　　　則

工 事 概 要

２．工事種目

１．工事場所

１．共通仕様

（１)図面及び特記仕様に記載されてない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築物解体工事共通仕

２．特記仕様

（２)特記事項は、・印の付いたものを適用する。

    ・印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

    ・印と※印の付いた場合は、共に適用する。

（４)特記事項に記載の (標 . . ) 内表示番号は、標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

（３)特記事項に記載の [ . . ] 内表示番号は、解体共通仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

  部 分 完 成  ・無　・有（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 ・無　・有（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）  部 分 引 渡 し

                       　　　  ( ・管理財物担保特約に加入のこと）

 ・任意にて加入

 2 )建 設 共 済 等

 ・建設業退職金共済制度　　当初の請負金額が500万円以上の場合は、掛金収納書を提出する

 下記の制度について加入すること。

 ・任意にて加入

　　　　　　　　　　　　 こと。また、増額の契約変更があった場合についても、その分を

 ・請負業者賠償責任保険　　　　　　　　　 　　　　　（保険証の写しを提出）

　　　　　　　　　　　　 提出すること。　　共済証紙購入額：請負金額の 0.8/1000以上

※資材の購入及び下請け業者の選定に際しての留意事項

　資材の購入及び工事の一部を下請け業者にて施工する場合、業者の選定に際しては、

　出来る限り市内業者を優先させること。

なお、他の退職金制度に加入している等、共済証紙を購入する必要がない場合は、理由書の

提出をもって共済証紙の購入を不要とする

※請負金額が 500万円以上の場合は、登録を行う。                   　　       　   [1.1.4]1 工事実績情報の登録

2 工事の記録

　　※工事着工前　　　　　　　　　　　　　　　        　　　　　　　　１部

　　※工程写真　　　各工程毎に編集の上提出　　　　　　　　　　　　　　１部

　　※竣工写真　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２部

　※工事の各記録写真については、デジタル画像にて整備編集を行うように努めること。
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章 項　　　　目 特　　  記 　 　事　  　項

3 電気保安技術者

事業用電気工作物に係る工事の電気保安技術者は、その電気工作物の工事に必要な電気主任技術

者の資格を有する者又はこれと同等の知識及び経験を有する者とする。

・適用する　　・適用しない                             　                      [1.3.3]

一般電気工作物に係る工事の電気保安技術者は、第一種又は第二種電気工事士の資格を有する者

※工事写真については以下による。（編集工程写真はA4版程度）　　　　　　　　　　   [1.2.3]

　※工事の各記録写真については、デジタル画像にて整備編集を行うように努めること。

（１)項目は、〇印の付いたものを適用する。

 ・法定外労災補償制度　　　　　　　　　　　　　 （加入証明書の写しを提出） 

様書・同解説(令和4年版)」(以下「解体共通仕様書」という。)による。

※提出書類はＡ４版とする

※産業廃棄物税

　課税対象となった場合には、翌年度に産業廃棄物税納税証明書等を添付して、本工事により生じた産業

　廃棄物税相当分を請求することができる｡

工事名

四日市市都市整備部営繕工務課

図面番号日付 図面名 縮尺

一級建築士　登録　第　　　　　　　　号

四日市市諏訪町１番５号

特記仕様書（解体１） 

/

とする。

4-1 週休2日制工事
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労働安全衛生法第28条第1項の規定に基づく技術上の指針（建築物等の解体等の作業及び労働者が

石綿等にばく露するおそれがある建築物等における業務での労働者の石綿ばく露防止に関する

記述上の指針）を遵守すること。

石綿障害予防規則及び大気汚染防止法の各規定に基づく官公署等への報告等を行うこと。

　・アスベスト除去に伴う官公署等への届出申請を行うこと。

　・石綿含有事前調査結果の都道府県知事及び労働基準監督署への報告を行うこと。

　・事前調査結果及び特定粉塵排出等作業の掲示を行うこと。

　・アスベスト除去に伴う作業計画の作成を行うこと。

　・アスベスト除去完了に伴う発注者への報告を書面にて行うこと。

1 一般事項

※書面調査及び現地調査の調査結果を監督職員に提出すること。

2 施工調査

　及び整地 盛　土　　　　　・ 行う　　　・ 行わない

4 埋戻し、盛土 解体後の埋戻し　・ 行う　　　・ 行わない　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　[3.13.1]

3 地下埋設物等 地下埋設物及び埋設配管等の解体　　・ 行う　　　・ 行わない　　　　　　　　  　　[3.12.1]

※　対象樹木等は図示による。

・　樹木等の伐採抜根　　・ 行う　　　・ 行わない

・　樹木等の移植　　　　・ 行う　　　・ 行わない

・　樹木等の伐採　　　　・ 行う　　　・ 行わない　　　　　　　　　　　　　  　　[3.11.1]2 構内舗装、樹木等

1 杭 杭の解体　　・ 行う　　　・ 行わない　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　[3.9.2]

・ 引抜き工法　　　・ 破砕工法３
章
　
解
体
施
工

5 廃棄物管理票 ※　廃棄物管理票（マニフェスト）確認表を作成し、監督職員にＡ票及びＤ票もしくはＥ票

    の確認を受けるものとする。ただし、電子情報処理組織に登録（電子マニフェスト）に

　　より確認を行う場合は、この限りではない。

　広域認定制度

3 最終処分

最終処分場（廃棄物の種別に応じ許可を受けた施設　　　　　                 ）

最終処分物（引渡しを受ける物及び再資源化を行うもの以外の物               ）　  　[4.4.3]

2 産業廃棄物 産業廃棄物の広域的処理　　・ 行う　　　・ 行わない　　　　　　　　 　　　　　　　[4.4.2]

・　上記以外の石膏ボード　　　　・最終処分　　　・再資源化

・　ひ素・カドミウム含有石膏ボード

・　ＣＣＡ処理木材　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　[4.5.1]4 処理に注意を要する

　建設廃棄物

４
章
　
建
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理

1 再資源化等

ガラス　　　　・ 行う　　　・ 行わない

木材の縮減　　　　　・ 行う　　　・ 行わない

※　特定建設資材廃棄物は、再資源化を行う（再資源化が困難な場合は縮減）

現場での利用　　　　・ 行う　　　・ 行わない

中間処理施設（　廃棄物の種別に応じ許可を受けた施設　　　　　　　　　　　　　）　 [4.4.1]

再資源化施設（　同上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

硬質ポリ塩化ビニル管・継手　　　　　・ 行う　　　・ 行わない

水銀使用製品産業廃棄物　　　　・ 行う　　　・ 行わない

2 特別管理産業

ＰＣＢを含む機器類

特別管理産業廃棄物の処理等　　　・ 行う　　　・ 行わない　　　　　　　   　　　　[5.4.1]

　廃棄物の処理等

ＰＣＢ含有シーリング材

廃油

廃酸・廃アルカリ

ダイオキシン類

特別管理産業廃棄物の分析調査　　・ 行う　　　・ 行わない　　　　   　　　　　　　[5.1.2]
５
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5 施工中の安全確保 交通誘導員　　※配置する　１名以上（大型車の出入は必ず）　・配置しない   　    [1.3.6]

・特定建設資材の搬出

　　再資源化等を行う（再資源化が困難な場合には縮減）

6 発生材の処理等 ・引渡しを要するもの（         　             　　　　　　　　　　　　   ）   [1.3.10]

・工事現場において再利用及び再資源化を図るもの（         　              ）

・特定建設資材以外の搬出   ・構外搬出適正処理

※廃棄物管理票（マニフェスト）確認表を作成し、監督職員にＡ票及びＤ票もしくはＥ票

  の確認を受けるものとする。ただし、電子情報処理組織に登録（電子マニフェスト）に

　より確認を行う場合は、この限りではない。

※建設発生土を搬出する場合は、事前に書面にて処分地の報告(位置図等)を行い、処分地

　での処理状況が分かる写真を提出すること。また、処分地が民有地の場合、土地所有者

からの建設発生土受入承諾書の写しを提出すること。

7 石綿含有建材の調査

公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律の定めにより、施工体制台帳の写しを

提出すること。なお、警備業者についても記載すべき下請負人の範囲に含むものとする。

8 施工体制台帳の提出

　調査の結果、設計図書と異なる場合は、監督職員と協議する。

※現地調査を行い、事前調査結果報告書を作成し、提出する。

　※分析調査は「建材中の石綿含有率の分析方法について(令和3年12月22日改正)」に基づき行う。

事前調査（有資格者）　　※行う　　・行わない　　　　　　　　　　　　　　　　　[1.4.1]

分析調査　　・行う（対象箇所：　　　　　　）　　※行わない

　　　　　　※定性分析　　・定量分析

3.加熱アスファルト200t以上

・建設副産物を搬出する際の計画

1.土砂500m3以上

2.コンクリート塊、アスファルト塊、建設発生木材の合計が200t以上

・再生資材を利用する際の計画

1.土砂500m3以上

2.砕石500t以上

完成後に発注者から請求があったときは、その実施状況を発注者に報告しなければならない。

施工前に発注者に再生資源利用促進計画を提出し、その内容を説明しなければならず、工事の

資源利用促進計画の作成を要する工事である場合（下記内容該当工事）は、受注者は、工事の

※本工事が資源の有効な利用の促進に関する法律（平成三年法律第四十八号）の規定により再生9 資源有効利用促進

　　　　　　　・交通誘導警備員Ａ　　※交通誘導警備員Ｂ

　　調査結果報告書等の貸与　　　・有　　　・無

※　防音パネル等を取り付ける足場等の範囲　

※　図示による。　
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なお、シート類は防炎処理されたものとする。

・　防音シートをジョイントの重ねと結束を十分に施し、隙間なく取り付ける。

※　防音パネルを隙間なく取り付ける。

・　メッシュ金網、養生シート等を隙間なく取り付ける。

1 騒音･粉じん等の対策 ※　騒音、粉じん等の対策　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　[2.2.1]

 1)保険及び保証

4 工事用水 構内既存の施設　・利用できる（・有償　・無償）　・利用できない

3 工事用電力 構内既存の施設　・利用できる（・有償　・無償）　・利用できない

2 監督職員事務所等 ・設ける。（規模・備品等の設置は下記による）   ・設けない                      [2.3.1]

※　ブレーカー、穿孔機、圧砕機等による粉じん発生部には、常時散水を行うこと。　

1 施工計画調査

　微量ＰＣＢの分析調査　　・ 行う　　　・ 行わない　　　　　　　　   　　　　　　

分析調査及び撤去　　　　・ 行う　　　・ 行わない　　　　　　　　　　　   　　　

・焼却処分　・中間処理施設での再生処理　　　　　　　　　   　　　　　　　　　　

・中和処理　・焼却処分　・中間処理施設での再生処理　　　   　　　　　　　　　　

サンプリング調査　　・行う　　　・行わない　　　　　　　　　　　　　   　　　　

分析による調査　　・ 行う　　　・ 行わない　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　

　本工事には産業廃棄物税相当分が計上されていないため、受注者が本工事により生じた産業廃棄物が、

　・週休2日制対象外工事

令和8年3月版

・工程計画については、関係者等と十分に調整を行った上で進めること。

・道路の汚損がないように努めると共に、汚損した場合は直ちに清掃を行うこと。

・大型車両通行時には、誘導員等を配置し、安全確保に努めること。

・足場を60日以上設置する場合は、着手の30日前までに、設置届を所管官庁へ提出すること。

・既設構造物を汚損した場合は、受注者負担にて補修等を行うこと。

・資機材の搬出入は第三者の安全に留意して、災害及び事故の防止に努めること。

　の泥水の流出を防止すること。

・工事により発生する残土や廃材、汚泥等は適切処理を行うこと。また、釜場を設け、敷地外へ

・振動、騒音、ほこりのでる作業やその他について、事前に施設管理者及び近隣施設等と調整を

　行うこと。

・工事期間中は、近隣住民の安全確保に努めること。

　建設重機を使用し周辺への影響に配慮すること。

・音の発生する工事は昼間の作業とし、早朝、夕方以降は作業を行わないこと。また、低騒音の

・解体中は必ず散水を行い、埃の飛散に注意して施工すること。また強風時は施工を行わないこと。

・仮囲い等について周辺住民等の安全上、使用上支障がないように計画し、維持管理に努めること。

・工事に関わる法令手続きは受注者にて行うこと。手続きに係る手数料は受注者の負担（道路占用

  許可申請における占用料は除く）とする。

・週休2日制対象外工事の現場閉所日については下記による。

　※土日閉所　　・土日以外閉所

4-2 施工条件 　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　　　　　　　  　　［1.3.5］

・工事着手前に周辺住民への工事説明会が開催される場合は資料作成等に協力すること。

・工事用車両の駐車場及び資機材置場　※敷地内　　　・　　

・施工に際しては、工程及び施工内容について施設管理者と綿密な調整を行うこと。

・現場閉所日、祝日、夜間に作業を行う場合は、事前に「休日及び夜間工事承諾願」を提出し、

　監督職員の承諾を得ること。

※土日閉所

　・(　　　　　　　　)工事は土日作業とする。

　・令和　　年　　月　　日　～　令和　　年　　月　　日は土日作業とする。

・土日以外閉所

　※土日以外閉所における現場閉所日は、着手前に監督職員と協議の上設定すること。

　　なお、現場閉所日については、原則として毎週連続する同一の曜日とすること。

土日完全週休2日制工事の現場閉所日については下記による。

・2026/　/　～　/　は工事を行わないこと。

　※土日完全週休2日制工事(発注者指定型(月単位))

　・土日完全週休2日制工事(受注者希望型(通期))

　(・工事の実働日数が30日未満の工事　・現場閉所困難な工事　・　　　　 　　　 　　　　)

「四日市市週休2日制工事実施要領（営繕工事）」（令和7年12月9日改正）に基づく適用

は下記による。

大矢知分団車庫改築工事

四日市市　下さざらい町　地内

解体工事

大矢知分団車庫改築工事  

K-01 
　令和８年４月
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工事名

四日市市都市整備部営繕工務課

図面番号日付 図面名 縮尺

一級建築士　登録　第　　　　　　　　号

四日市市諏訪町１番５号

特記仕様書（解体２） 

/

　　　ない。

　　　条の規定により主務大臣が定める指針をいう。）に則り、障害者に対して適切な対応を行うよう努めなければなら

　　　上記１に定めるもののほか、受注者（受託者）は、本業務を履行するに当たり、本業務に係る対応指針（法第１１

２．対応指針に沿った対応

　　　　　意するものとする。

　　（２）（１）に規定する適切な対応を行うに当たっては、対応要領に示されている障害種別の特性について十分に留

　　　　　る適切な対応を行うものとする。

　　　　　とする不当な差別的取扱いの禁止」及び「社会的障壁の除去のための合理的な配慮の提供」等、障害者に対す

　　　　　る四日市市職員対応要領（平成２９年２月２８日策定。以下「対応要領」という。）に準じて、「障害を理由

　　　　　２５年法律第６５号。以下「法」という。）に定めるもののほか、障害を理由とする差別の解消の推進に関す

　　　　　託者）」という。）は、本業務を履行するに当たり、障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（平成

　　（１）この契約による事務・事業の実施（以下「本業務」という。）の請負（委託）を受けた者（以下「受注者（受

１．対応要領に沿った対応

暴
力
団
等
不
当
介
入
に
関
す
る
事
項

　　（３）(1)(2)の義務を怠ったときは、四日市市建設工事等入札参加資格停止基準に基づく入札参加資格停止等の措置

　　　　　を講ずる。

　　　　　れがあるときには、業務発注所属と協議を行うこと。

　　（２）契約の履行において、不当介入を受けたことにより、業務遂行に支障が生じたり、納期等に遅れが生じるおそ

　　　　　を行うこと。

　　（１）不当介入には、断固拒否するとともに、速やかに警察へ通報並びに業務発注所属へ報告し、警察への捜査協力

２．暴力団等による不当介入を受けたときの義務

　　　することがある。

　　　により、四日市市建設工事等入札参加資格停止基準に基づく入札参加加資格停止措置を受けたときは、契約を解除

１．契約の解除

障
害
者
差
別
解
消
に
関
す
る
事
項

　　　請け負った第三者に対して、監査又は検査を行うことができる。

第14　甲は、乙又は乙の従事者がこの個人情報取扱注意事項に違反していると認めたときは、契約の解除及び損害賠償の

　　　請求をすることができる。

　 2　甲は、前項の目的を達するため、乙に対して必要な情報を求め、又はこの契約による業務の処理に関して必要な指示

　　　をすることができる。

　　　いることを検証および確認するため、乙及び第6の規定により甲の承諾を得てこの契約による業務を受託し、又は

第13　甲は、この契約による業務に係る個人情報の取り扱いについて、この契約の規定に基づき必要な措置が講じられて

　 2　乙は、この個人情報取扱注意事項に違反する事故が生じ、又は生じるおそれがあることを知ったときは、速やかに

　　　甲に報告し、甲の指示に従うものとする。

第11　乙は、この契約による工事の施工に当たって、個人情報の取り扱いに関して苦情があったときは、適切かつ迅速な

　　　処理に努めるものとする。

　　（契約解除及び損害賠償）

第12　乙は、甲から個人情報の取扱の状況について報告を求められた場合は、直ちに報告しなければならない。

　　（定期報告及び事故発生時における報告）

　　（苦情の処理）

　　（監査及び検査）

　　（研修・教育の実施）

　　　報の適正な取り扱いに資するための研修・教育を行うものとする。

第10　乙は、乙の従事者に対し、個人情報の重要性についての認識を深めるとともに、この契約による工事における個人情

　　　消去されたことを直接確認しなければならない。

　４　前項ただし書の規定により、第三者が資料等を廃棄し、又は消去する場合においては、乙は、当該資料等が廃棄、又は

　　　より、乙又は第三者が資料等を廃棄し、又は消去する場合を除く。

　　　終了後速やかに当該第三者から資料等を回収のうえ甲に返還し、又は引き渡さなければならない。ただし、甲の指示に

　３　乙は、第6の規定により甲の承諾を得てこの契約による工事に係る個人情報を第三者に再提供したときは、当該工事の

　　(2)　電子媒体　データ完全消去ツールによる無意味なデータの上書き、もしくは媒体の破砕

　　(1)　紙媒体　　シュレッダーによる裁断

　２　前項の廃棄又は消去は、次の各号に定めるほか、他に漏えいしないよう適切な方法により行うものとする。

　　　後速やかに甲に返還し、又は引き渡さなければならない。ただし、甲の指示により廃棄し、又は消去する場合を除く。

第９　乙は、この契約による工事を施工するに当たって、甲から提供された個人情報が記録された資料等を、当該工事の終了

　　（資料等の返還）

　　　ければならない。

　　　に、資料等を善良なる管理者の注意をもって保管又は管理し、漏えい、滅失及びき損の防止その他適切な管理を行わな

　３　前項の場合において、乙は、資料等に施錠又は暗号化等を施して関係者以外の者がアクセスできないようにするととも

　　　により確認するものとする。

　２　甲及び乙は、乙が前項の指示又は承諾により資料等を持ち出す場合、その内容、期間、持ち出し先、輸送方法等を書面

　　　において同じ。）を契約書に指定された作業場所から持ち出してはならない。

第８　乙及び乙の従事者は、あらかじめ甲の指示又は承諾があった場合を除き、資料等（複写又は複製したものを含む。第9

　　（持ち出しの禁止）

　　　甲から提供された個人情報が記録された資料等（以下「資料等」という。）を複写し、又は複製してはならない。

第７　乙及び乙の従事者は、あらかじめ甲の指示又は承諾があった場合を除き、この契約による工事を施工するに当たって、

　　（複写、複製の禁止）

　３　前項の場合において、乙は、再提供先と本注意事項に準じた個人情報の取り扱いに関する契約を交わすものとする。

　　　ければならない。

　２　乙は、前項の承諾により再提供する場合は、再提供先における個人情報の適正な取り扱いのために必要な措置を講じな

　　　必要な範囲内で、適法かつ公正な手段により収集しなければならない。

第５　乙及び乙の従事者は、この契約による工事を施工するために、個人情報を収集するときは、当該工事を施工するために

第６　乙は、あらかじめ甲の承諾があった場合を除き、この契約による工事に係る個人情報を第三者に再提供してはならない。

　　（再提供の禁止）

　　（収集の制限）

　　　ことができるものとし、乙は、その指示に従わなければならない。

　　　め、又は乙の作業場所を実地に調査することができるものとする。この場合において、甲は乙に必要な改善を指示する

　４　四日市市（以下「甲」という。）は、必要があると認めたときは、個人情報の管理状況等に関し、乙に対して報告を求

　　　等について適正な指導管理を行わなければならない。

　３　管理責任者は、個人情報を取り扱う工事の従事者を必要な者に限定し、これらの従事者に対して、個人情報の管理方法

　　　範囲を超えて使用し、又は他人に知らせてはならない。

第３　乙及び乙の従事者は、この契約による工事を施工するに当たって知り得た個人情報を当該工事を施工するために必要な

　２　乙は、個人情報の適正な管理のため、管理責任者を置くものとする。

　　　必要な措置を講じなければならない。

第４　乙は、この契約による工事に係る個人情報の漏えい、滅失又は改ざんの防止その他の個人情報の適正な管理のために

　　（適正な管理）

　３　前２項の規定は、この契約が終了し、又は解除された後においても同様とする。

　２　乙は、乙の従事者が在職中及び退職後においても、前項の規定を遵守するように必要な措置を講じなければならない。

　　（秘密の保持）

　２　乙は、この契約による工事において個人情報が適正に取り扱われるよう乙の従事者を指揮監督しなければならない。

　　　第11条に規定する義務を負う。

　　　個人情報の取り扱いに関する事項

　　　扱う際には、個人情報の保護の重要性を認識し、個人の権利利益を侵害することのないようにしなければならない。

第１　この契約による工事の施工者（以下「乙」という。）は、この契約による工事を施工するに当たり、個人情報を取り

　　（基本事項）

　　（施工者の義務）

　　　するに当たり、個人情報を取り扱うときは、個人情報の保護に関する法律（平成15年法律大57号。以下「法」という。）

第２　乙及びこの契約による工事に従事している者又は従事していた者（以下「乙の従事者」という。）は、当該工事を施工

個
人
情
報
取
扱
注
意
事
項

吹付け材の施工数量調査　　※行う

除去吹付け材（　　　　　　　　　　　）含有場所（　　　　　　　　　　　　）　の除去

3 石綿含有吹付け材

空気の流れ

又は、敷地境界

　処理作業前

　処理作業中

　処理作業後

　(隔離ｼｰﾄ撤去前)

  測定４

  測定７

  測定８

施行区画周辺

又は、敷地境界

ｾｷｭﾘﾃｨｰｿﾞｰﾝ入口

  処理作業室内

施行区画周辺

  (注)１

を確認

　測定時期  測定名称 　  測　定　場　所
  　　　　測　定　点

　　　 (各施工箇所ごと)
　備考

  (注)１

  測定２

  測定３   処理作業室内

　大気

  処理作業室内  測定１

  測定５   (注)２

（処理作業室外の場合）

  測定６
　施行区画周辺

　又は、敷地境界
　 －

  (注)１

　大気

　　　各２点又は３点

　　　計２点

　　　各２点又は３点

　　　１点

　　　１点

　　　４方向各１点

　　　各２点又は３点

　　　４方向各１点

　(注)１．各施工箇所ごとの室面積が50㎡以下までは２点、300㎡以下までは３点とする。

　　　　　300㎡を超えるものは、監督職員と協議する。

　(注)２．集じん・排気装置の性能確認

  表6.4　　石綿粉じん濃度測定

　集じん・排気装置

  の排出口

※除去工法については、工法に関する資料を監督職員に提出し、承諾を得ること。

作業場の隔離等　※行う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[6.3.1]

除去工法（原則湿潤化し、下記工法とする）

4 アスベスト含有仕上

作業場の区画　・行う　・行わない

　の除去

5 石綿含有保温材等

　認定を受けた無害化処理施設において無害化処理を行う。

・中間処理の場合は、都道府県知事等から処置許可を受けた溶融施設において溶融又は環境大臣の

・埋立処分の場合は、特別管理産業廃棄物として、管理型最終処分場の一定の場所で埋立処分する。

除去保温材（　　　　　　　　　　　　）含有場所（　　　　　　　　　　　　）

　認定を受けた無害化処理施設において無害化処理を行う

・中間処理の場合は、都道府県知事等から処置許可を受けた溶融施設において溶融又は環境大臣の

・隔離養生不要　・隔離養生必要(負圧不要)・その他（　　　　　　）

・剥離材併用超音波ケレン工法　・集塵装置付ディスクグラインダーケレン工法

・剥離材併用高圧水洗工法　・剥離材併用超高圧水洗工法　・剥離材併用手工具ケレン工法

・集じん装置付高圧水洗工法　・集じん装置付超高圧水洗工法　・超音波ケレン工法

・水洗い工法　・手工具ケレン工法

・剥離材併用超音波ケレン工法　・集塵装置付ディスクグラインダーケレン工法

　上記工法によらない場合は監督職員と協議の上、承諾を得ること。

撤去の範囲　　・全面撤去　・図示による

処分方法

作業場の隔離及び養生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

除去工法の試験施工　・行う　※行わない

アスベスト含有仕上塗材の除去(除去工法、養生、粉じん飛散防止措置、呼吸用保護具・保護

衣等)ついては、「建築物の改修、解体時における石綿含有建築用仕上塗材からの石綿粉じん

飛散防止処理技術指針」による。

アスベスト含有仕上塗材の有無　・有　・無

除去仕上塗材（　　　　　　　　　　　　）含有場所（　　　　　　　　　　　　）

　塗材の除去

　環境大臣の認定を受けた無害化処理施設において無害化処理を行う。

・中間処理の場合は、都道府県知事等から処置許可を受けた溶融施設において溶融又は

　埋立処分する。

・埋立処分の場合は、特別管理産業廃棄物として、管理型最終処分場の一定の場所で

     47mm

   10l/min

   210 min

   0.3 f/l             0.5 f/l    50 f/l

 総アスベスト繊維数      　200本又は視野数50視野

 アセトン－トリアセチン法又は、シュウ酸ジエチル法

 直径3μm未満、長さ5μm以上、長さと直径比３：１以上

     5 min

    1l/min

                     25mm

 位相差顕微鏡

 定量限界

 計数アスベスト

 計数条件

 試料の透明化

 試料の吸引時間

 試料の吸引流量

 メンブレンフィルタの直径

 計数機器

             120 min

             5l/min

　測　定　5　　測定1 , 2 , 4 , 6 , 7 , 8　測　定　3

  石綿粉じん濃度測定方法

「建築物等の解体等に係る石綿ばく露防止及び石綿飛散漏えい防止対策徹底マニュアル」による。

・埋立処分の場合は、特別管理産業廃棄物として、管理型最終処分場の一定の場所で埋立処分する。

6 石綿含有成形板

　の除去

作業場の養生　・行う　・行わない

※石綿含有ケイカル板第一種の除去は、隔離養生（負圧不要）を行う

※その他成形板については、切断・穿孔・研磨等の作業を伴う場合は、隔離養生（負圧不要）を行う

石綿含有石膏ボード

※管理型最終処分場で埋立処分する。

石綿含有石膏ボード以外

・埋立処分の場合は、石綿含有産業廃棄物として、安定型最終処分場の一定の場所で

　埋立処分する。

・中間処理の場合は、都道府県知事等から処置許可を受けた溶融施設において溶融又は

　環境大臣の認定を受けた無害化処理施設において無害化処理を行う。

※本工事に配置管理させる者（有資格者）

　※特定化学物質等作業主任者（H18.3.31以前の講習修了者）

　　又は石綿作業主任者（H18.4.1以降の講習修了者）

7　特記事項

石綿含有吹付け材の有無　・有　・無　　　　　　　　　　　　　 　　　　　         [6.3.1]

石綿粉じん濃度測定　　※行う                                                    [6.1.3]

除去工法                                                                        [6.3.2]

処分方法                                                                        [6.3.3]

石綿含有保温材の有無　・有　・無　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[6.4.1]

処分方法                                                                        [6.4.3]

石綿含有成形板の有無　・有　・無　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[6.5.1]

処分方法                                                                        [6.5.3]

　　　四日市市の締結する契約等からの暴力団等排除措置要綱（平成28年2月12日告示第38号）第３条又は第４条の規定

令和8年3月版

除去成形板（内壁：ケイ酸カルシウム板 t=6）含有場所（　車庫　）

K-02

大矢知分団車庫改築工事  

　令和８年４月



Project Date Title No.

アイ・エス建築企画
三重県知事登録（１）第1384号　一級建築士事務所 一級建築士　第227535号　生川　昌毅

Scale

工事場所

大矢知分団車庫改築工事
2025.10.10

K-03
A2:1/200,A3:1/282

倉　庫

駐輪場

植栽

植栽

植栽

植栽 植栽

植栽

植込

植込

配　置　図

付　近　見　取　図

隣地境界線 54,370

隣
地

境
界

線
 
4
6
,
3
5
0

道路境界線 52,248

道
路
境
界
線
 3,000

工
事

車
両

進
入

口

隣
地

境
界

線
 
4
4
,
2
2
8

市民センター

消防車庫

＜解体建物＞

ｺﾝｸﾘｰﾄ立上り:ｶｯﾀｰ入れの上、

ｶ
ｯ
ﾀ
ｰ
入

れ

ｺﾝｸﾘｰﾄ土間:撤去

3,000 12,060 7,310

6
,
4
6
0

5
,
0
6
0

1
,
1
9
0

6,000 16,370

3,000 6,030 13,340

(アスベスト含有)

ホース乾燥塔:撤去

D13

D13

D10

D10

D10@250

ｺﾝｸﾘｰﾄ立上り 断面詳細図 S=1/20

+100

天端

-300

-130 +250

+180

+20

斜線部撤去
ｺﾝｸﾘｰﾄ縁石W150:
ｶｯﾀｰ入れの上、斜線部撤去

150 350

100 500 100

700

8
5
0

1
8
0

1
,
0
3
0

5
0

1
0
0

防災無線電柱(3本):既存のまま

2
,
7
8
0

0
.
3
m ｶｯﾀｰ入れ 10.1m

0
.
4
m

5.8m

3
.
6
m

ｺﾝｸﾘｰﾄ立上り:ｶｯﾀｰ入れの上、
斜線部撤去

1
,
3
4
0

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装t=50:斜線部撤去

ｶｯﾀｰ入れ

解体　付近見取図・配置図・仕上表

仮設計画図(参考図)

単

単

単

L=13.7m

L
=
6
.
2
m

L=11.7m

植栽

単
　:単管足場H=4m+防音ｼｰﾄ

1,000

ジャバラゲート6.0m(H=1.8m)を示す

1000㎜程度の幅を確保すること。

仮囲い　H＝1.8m(約34.8m)を示す

工事車両・搬入経路

低木：幹径10㎝　樹高1m　程度　3本撤去（伐根共）

低木:幹径10㎝m　樹高1m　程度撤去（伐根共）



Project Date Title No.

アイ・エス建築企画
三重県知事登録（１）第1384号　一級建築士事務所 一級建築士　第227535号　生川　昌毅

Scale大矢知分団車庫改築工事
2025.10.10

K-04

屋根伏図　1/100

外トウ、ヘルメット掛け 詳細図　1/30

A2:1/100,1/50,1/30
A3:1/141,1/71,1/42

外トウ、ヘルメット掛け詳細図

平面図・立面図

※特記無き限り全て撤去

木棚板
W1800×D480
t30

木棚板
W1280×D350

t21

木棚3段
W750×D400

H1200

木棚板
D440×t9

木棚2段W330×D100×H330

天井付ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ
L1.7+2.6m

木棚板

W2400×D350
t30

ﾎ
ﾜ
ｲ
ﾄ
ﾎ
ﾞ
ｰ
ﾄ
ﾞ

9
0
0
×

6
0
0

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ
600×700

木製掃除用具庫

×H1800
W550×D600

ｽﾁｰﾙ棚5段
W880×D450×H1800

木製棚5段

W3000×D800×H2550木製棚3段

W1000×D550×H1300

木製棚6段
W1000×D550×H2650

木製下駄箱3段
W6400×D300×H780

木棚板2段
W2060×D500×t30

木棚板2段
W2060×D500×t30

木棚1段
W320×D180



Project Date Title No.

アイ・エス建築企画
三重県知事登録（１）第1384号　一級建築士事務所 一級建築士　第227535号　生川　昌毅

Scale大矢知分団車庫改築工事
2025.10.10

K-05断面図

1 2

A2:1/20,A3:1/28

※特記無き限り全て撤去

　ただし砕石は除く



Project Date Title No.

アイ・エス建築企画
三重県知事登録（１）第1384号　一級建築士事務所 一級建築士　第227535号　生川　昌毅

Scale大矢知分団車庫改築工事
2025.10.10

※特記無き限り全て撤去

A2:1/50,A3:1/71
展開図 K-06

A B DC

A

A

B

B C

C

D

D

CBA

(アスベスト含有)



Project Date Title No.

アイ・エス建築企画
三重県知事登録（１）第1384号　一級建築士事務所 一級建築士　第227535号　生川　昌毅

Scale大矢知分団車庫改築工事
2025.10.10

A3:1/71･1/141
A2:1/50･1/100

天井伏図・建具表 K-07

天井伏図　1/100

建具表　1/50

※特記無き限り全て撤去



Project Date Title No.

アイ・エス建築企画
三重県知事登録（１）第1384号　一級建築士事務所 一級建築士　第227535号　生川　昌毅

Scale大矢知分団車庫改築工事
2025.10.10

※特記無き限り全て撤去

A2:1/50･1/20
A3:1/71･1/28

基礎伏図・基礎詳細図 K-08

1
2
0

1
0
0

　ただし砕石は除く



Project Date Title No.

アイ・エス建築企画
三重県知事登録（１）第1384号　一級建築士事務所 一級建築士　第227535号　生川　昌毅

Scale大矢知分団車庫改築工事
2025.10.10

※特記無き限り全て撤去

A2:1/50･1/100
A3:1/71･1/141

小屋伏図・軸組図 K-09



Project Date Title No.

アイ・エス建築企画
三重県知事登録（１）第1384号　一級建築士事務所 一級建築士　第227535号　生川　昌毅

Scale大矢知分団車庫改築工事
2025.10.10

※特記無き限り全て撤去

1階平面図　1/50 配置図　1/200

A2:1/50･1/200
A3:1/71･1/282

K-10電気設備　配置図・平面図

A

スチール電柱

丸型シーリングライト

O.BOX

防雨入線カバー

CV3.5°-2C

LED投光器

CV3.5°-2C(HI16)屋根上露出

AE1.2-3P

AC
1

AC用

2.0

防災行政無線 戸別受信機

防災消防無線機

防災行政無線アンテナ

防災消防無線アンテナ

5C-FB

AE1.2-3P

※無線機器、アンテナ及び電話機器は別途工事

盤

盤

5C-FB　(HI22)

＋AE1.2-3P
※ハンドホール及び屋外埋設配管は残置とす
※配管の端末処理を行うこと。



Project Date Title No.

アイ・エス建築企画
三重県知事登録（１）第1384号　一級建築士事務所 一級建築士　第227535号　生川　昌毅

Scale大矢知分団車庫改築工事
2025.10.10

A2:1/50･1/200
A3:1/71･1/282

機械設備　配置図・平面図 K-11

SUS丸型ﾌｰﾄﾞ

150φSD

RAC
1

SUS製ウェザーカバー共

壁付換気扇200φ

(撤去)

:空冷ヒートポンプ式ルームエアコン(壁掛型)

冷房能力:4.0kW
暖房能力:5.0kW

RAC-1
AS-E40V-W

基礎:ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ×2

(撤去)

撤去 残置

※注:当ルームエアコンはポンプダウン後、引渡しとする

特記無き限り、実線表示の器具･配管･機器は全て撤去(共通)
配管の端末処理を行うこと。



※特記無き限り全て撤去

Project Date Title No.

アイ・エス建築企画
三重県知事登録（１）第1384号　一級建築士事務所 一級建築士　第227535号　生川　昌毅

Scale大矢知分団車庫改築工事
2025.10.10

A2:1/50
A3:1/71

ホース乾燥塔 K-12

CP 16M-19cm-700kg
電力用コンクリートポール 足場ﾎﾞﾙﾄ付

ZABD-16

L=1,900
□-75×75×3.2

UABD323

□-75×75×3.2
L=1,900

亜鉛ﾒｯｷ鋼管 15A
直径1,700程度

モーターサイレン2.2Kw
サイレン取付架台:L-65×65×6

ホース乾燥塔


